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1 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

　
　『貧
道
集
』
の
編
纂
意
図

　―
藤
原
教
長
の
和
歌
と
仏
教
―

荒　

木　

優　

也　
　
　

　
　一
、
は
じ
め
に

　
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

　

現
代
の
我
々
に
は
、〈
同
じ
〉
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
〈
違
う
〉
こ
と
の
ほ
う
に
よ
り
高
い
価
値
を
認
め
、
そ
こ
に
新
た
な
創
造
が
生
ま

れ
る
よ
う
に
捉
え
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
「
同
じ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
多
く
が
変
化
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
何
ら

か
の
記
述
命
題
を『
真
』に
保
つ
た
め
に
、他
の
命
題
が
変
化
し
つ
づ
け
て
い
る（

（
（

」。
つ
ま
り
は
、〈
変
化
〉の
結
果
と
し
て
表
出
す
る〈
違
い
〉

の
基
底
に
は
、
何
ら
か
の
〈
真
〉
を
〈
同
じ
〉
に
保
と
う
す
る
働
き
が
否
応
な
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
面
上
の
〈
違
い
〉
が
見

え
る
か
否
か
は
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
関
係
性
に
よ
る
の
で
あ
り
、
表
面
上
は
〈
同
じ
〉
に
見
え
て
も
実
は
〈
違
う
〉
こ

と
も
あ
り
う
る
。
そ
う
し
た
時
に
、〈
同
じ
〉
で
あ
ろ
う
と
す
る
〈
真
〉
に
何
を
選
び
取
り
、
何
を
〈
変
化
〉
さ
せ
て
〈
違
い
〉
を
表
出
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2

さ
せ
る
か
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
蕉
風
に
お
い
て
、〈
不
易
流
行
〉が
俳
諧
の
本
質
を
捉
え
る
言
葉
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、こ
う
い
っ

た
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
交
響
の
系
譜
の
な
か
に
日
本
の
韻
文
学
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
同
じ
韻
文
学
で
あ
る
和
歌
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、〈
違
う
〉
こ
と
が
生
じ

る
機
縁
と
し
て〈
同
じ
〉で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、〈
同

じ
〉
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
〈
祈
り
〉〈
願
い
〉
の
中
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
と
は
〈
違
う
〉、
の
ち
の
時
代
の
あ
ら
た
な
価
値
観
を
生
む

土
壌
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

崇
徳
院
近
臣
の
藤
原
教
長
は
、
家
集
『
貧
道
集（

（
（

』
を
の
こ
し
た
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
（『
古
今
和
歌
集

註
』）
を
著
し
た
歌
学
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
学
に
お
い
て
は
、『
貧
道
集
』
雑
部
「
十
楽
歌
」
序
の
『
古
今
集
』
真
名
序
を
踏
ま

え
た
文
言
「
夫
動
天
地
感
鬼
神
莫
宜
於
和
歌
、
又
動
仏
界
感
聖
衆
惟
同
者
歟（

（
（

」
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
の
、
教
長
に
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
和
歌
観
が
あ
っ
た
か
の
検
討
は
詳
し
く
追
求
さ
れ
ず
、
ま
た
こ
れ
と
内
容
的
に
関
連
性
が
あ
る
和
歌
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
考
察
さ

れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、教
長
自
身
が
そ
の
晩
年
に
編
ん
だ
と
さ
れ
る
家
集
『
貧
道
集
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
『
貧
道
集
』
は
、

四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
で
構
成
さ
れ
、
部
立
巻
頭
な
ど
の
要
所
に
は
崇
徳
院
の
命
で
提
出
し
た
百
首
歌
（『
崇
徳
天
皇
初
度
百
首
』『
久
安

百
首
』『
句
題
百
首
』）
を
配
置
、
雑
部
で
は
所
々
に
『
古
今
集
』
真
名
序
を
ふ
ま
え
た
文
言
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
貧
道
集
』

の
編
纂
意
識
に
は
『
古
今
集
』
か
ら
続
く
政
教
的
詩
学（

（
（

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、そ
こ
に
は
和
歌
の
伝
統
と
は
流
れ
が
〈
違

う
〉
仏
教
思
想
に
よ
り
『
古
今
集
』
両
序
を
補
完
し
て
い
く
態
度
が
見
ら
れ
、院
政
期
に
お
け
る
政
教
的
詩
学
の
一
諸
相
が
認
め
ら
れ
る
。

教
長
は
、
崇
徳
院
崩
御
後
も
続
く
廷
臣
と
し
て
の
意
識
の
も
と
、
こ
の
政
教
的
詩
学
を
積
極
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
徳
院
と
自
分

と
を
以
前
と
〈
同
じ
〉
で
あ
り
な
が
ら
も
、か
つ
〈
変
化
〉
し
た
関
係
性
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
〈
変
化
〉
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3 『貧道集』の編纂意図

と
は
、
教
長
の
〈
真
〉
を
保
つ
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
藤
原
教
長
の
歌
学
書
『
古
今
和
歌
集
註
』
と
家
集
『
貧

道
集
』
後
半
の
雑
部
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
崇
徳
院
に
仕
え
る
廷
臣
と
し
て
の
教
長
の
和
歌
観
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
に
お
け

る
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
交
響
の
系
譜
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　 二

、
藤
原
教
長
と
家
集
『
貧
道
集
』

　

教
長
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
多
賀
宗
隼
・
岩
橋
小
彌
太
・
髙
㟢
由
里
の
三
氏
に
よ
る
詳
し
い
調
査
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る（

（
（

。
次
に
、
髙
㟢
氏

の
論
文
を
も
と
に
教
長
の
事
蹟
を
抜
粋
し
て
示
し
、
教
長
の
和
歌
活
動
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
師
実
五
男
忠
教
と
醍
醐
源
氏
俊
明
女
と
の
間
に
出
生
。

　
　

保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
新
帝
崇
徳
受
禅
。
同
日
、
教
長
新
帝
昇
殿
を
聴
さ
れ
る
。

　
　

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
こ
の
年
よ
り
崇
徳
内
裏
歌
壇
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　

永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
崇
徳
天
皇
譲
位
。
こ
れ
以
前
に『
初
度
百
首
』。
ま
た
、崇
德
天
皇
献
上
の
貫
之
妻
自
筆『
古
今
集
』を
書
写
。

　
　

天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
藤
原
顕
輔
に
勅
撰
集
詠
進
の
院
宣
（
院
司
・
教
長
）

　
　

久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）『
久
安
百
首
』
詠
進
終
わ
る
（
賜
題
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
））

　
　

仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）『
詞
花
集
』
詠
進
。
こ
れ
以
前
に
『
句
題
百
首
』。

　
　

保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
保
元
の
乱
。
出
家
（
法
名
「
観
蓮
」）。
常
陸
に
配
流
。

　
　

応
保
二
年
（
一
一
六
三
）
赦
免
・
召
還
。
し
ば
し
都
に
留
ま
っ
た
あ
と
高
野
山
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
以
降
、
多
く
の
歌
会
（
仁
和
寺
・
歌
林
苑
等
）
に
参
加
。
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4

　
　

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
崇
徳
院
、
松
山
に
崩
御
。

　
　

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
元
性
法
印
（
崇
徳
院
皇
子
）
に
『
古
今
集
』
下
十
巻
を
講
義
。

　
　

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
崇
徳
院
本
『
古
今
集
』
書
写
。
守
覚
法
親
王
に
『
古
今
集
』
講
義
。

　
　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）『
別
雷
社
歌
合
』
出
詠
。

　

天
承
元
年
こ
ろ
か
ら
崇
徳
天
皇
周
辺
で
は
活
発
な
和
歌
活
動
が
確
認
で
き
、
永
治
元
年
に
は
崇
徳
天
皇
主
催
の
『
初
度
百
首
』
が
行
わ

れ
て
い
る
。
崇
徳
天
皇
は
、
在
位
時
の
『
初
度
百
首
』
以
降
、
譲
位
後
も
久
安
六
年
の
『
久
安
百
首
』、
仁
平
元
年
以
前
の
『
句
題
百
首
』

と
二
度
、
計
三
回
の
百
首
歌
を
主
催
し
て
お
り
、
教
長
は
三
度
と
も
出
詠
し
て
い
る
。
ま
た
、
崇
徳
天
皇
は
自
分
の
も
と
に
貸
し
出
さ
れ

た
、
紀
貫
之
の
妻
自
筆
の
『
古
今
集
』
を
教
長
に
書
写
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
写
さ
れ
た
『
古
今
集
』
を
崇
徳
院
本
『
古
今
集
』
と

言
う
。
の
ち
に
教
長
は
、
こ
の
崇
徳
院
本
な
ど
を
も
と
に
『
古
今
集
』
を
講
義
・
注
釈
し
て
い
る（

（
（

。
仁
平
元
年
に
は
、
崇
徳
院
下
命
の
勅

撰
和
歌
集
『
詞
花
和
歌
集
』
が
詠
進
さ
れ
る
。
し
か
し
、
保
元
元
年
の
鳥
羽
上
皇
崩
御
後
、
崇
徳
院
は
弟
後
白
河
天
皇
と
権
力
を
争
っ
て

保
元
の
乱
で
敗
北
し
、四
国
に
流
罪
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、教
長
も
出
家
し
て
観
蓮
と
名
乗
り
（
本
稿
で
は
出
家
以
降
も
教
長
と
称
す
）、

常
陸
に
流
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
長
は
、
応
保
二
年
に
赦
免
さ
れ
て
都
に
戻
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
空
海
が
開
い
た
真
言
宗
の
本

拠
地
で
あ
る
高
野
山
に
居
を
移
す
。
ま
た
、
都
に
戻
っ
て
か
ら
い
く
つ
か
の
歌
会
、
た
と
え
ば
仁
和
寺
御
室
の
歌
壇
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
寛
二
年
に
は
四
国
松
山
で
崇
徳
院
が
崩
御
、
こ
れ
以
降
、
都
に
還
御
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
崇
徳
院
が

怨
霊
に
な
っ
た
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
る
こ
と
と
な
る（

（
（

。
以
降
の
教
長
の
活
動
と
し
て
は
、
仁
和
寺
の
元
性
法
印
（
崇
徳
院
皇
子
）
や

守
覚
法
親
王
（
後
白
河
院
皇
子
）
に
『
古
今
集
』
を
講
義
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。『
別
雷
社
歌
合
』
へ
の
出
詠
を
最
後
に
、
治

承
四
年
（
一
一
八
〇
）
ま
で
に
は
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
教
長
の
和
歌
活
動
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
が
、
崇
徳
院
と
『
古
今
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
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5 『貧道集』の編纂意図

晩
年
の
安
元
元
年
か
ら
治
承
二
年
あ
た
り
に
編
ま
れ
た
の
が
、
本
稿
で
と
り
あ
つ
か
う
『
貧
道
集
』
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
関
し
て
、『
私

家
集
大
成
』
解
題
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

貧
道
集
は
、
収
載
歌
数
九
七
九
首
、
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
が
あ
る
。
現
存
本
に
は
後
人
の
注
記
の
混
入
が
み
ら
れ
る
（
九
四
五
左
注
）

が
、
原
型
は
教
長
最
晩
年
の
治
承
頃
の
自
撰
家
集
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
治
承
二
年
三
月
の
別
雷
社
歌
合
な
ど
の
歌
も
入
集
す

る
も
の
の
、
崇
徳
院
（
贈
謚
号
治
承
元
年
七
月
二
九
日
）
を
「
讃
岐
院
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
骨
格
に
な
っ
た
草
稿
は
安
元
末
年
頃
ま
で
に

は
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
歌
数
の
収
載
規
模
や
、
同
様
の
徴
証
か
ら
、
清
輔
集
・
重
家
集
・
長
秋
詠
藻
・
林
葉
集
・
頼
政
集
・

林
下
集
な
ど
と
ほ
ぼ
同
一
の
成
立
事
情
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
教
長
に
よ
る
自
撰
家
集
と
捉
え
て
お
り
、
今
日
で
は
こ
の
共
通
認
識
の
も
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
そ

の
構
成
に
つ
い
て
は
、
髙
㟢
氏
が
「
非
常
に
緊
密
な
構
成
を
も
つ
部
類
家
集
で
あ
る
。
四
七
首
も
の
釈
教
歌
を
持
つ
と
い
う
点
も
特
色
に

数
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

」
と
指
摘
し
、
黒
田
氏
が
入
集
し
て
い
る
崇
徳
院
主
催
の
「
三
種
の
百
首
歌
は
抄
出
し
た
う
え
で
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
全
て
を
入
れ
な
が
ら
、
あ
え
て
こ
れ
を
部
立
の
中
に
解
体
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
略
〉
配
列
に
目
を
転
じ
る
と
、
四
季
・
恋
・
雑

部
の
始
に
は
す
べ
て
初
度
百
首
が
お
か
れ
る
」
と
指
摘
し
て
お
り（

（（
（

、『
貧
道
集
』
の
構
成
要
素
と
し
て
百
首
歌
詠
出
歌
が
主
と
な
り
、
緊

密
な
配
列
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
釈
教
歌
に
特
色
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

百
首
歌
三
種
そ
れ
ぞ
れ
の
題
の
特
色
は
、『
初
度
百
首
』
は
堀
河
百
首
題
を
踏
襲
し
た
も
の
、『
久
安
百
首
』
は
大
枠
（
四
季
・
恋
お
よ

び
釈
教
・
羈
旅
・
神
祇
・
慶
賀
無
常
・
物
名
・
離
別
・
短
歌
〈
＝
長
歌
〉）
と
歌
数
の
み
指
示
、『
句
題
百
首
』
は
堀
河
百
首
題
に
永
久
百

首
題
、
為
忠
初
度
百
首
題
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
ら
百
首
歌
に
お
い
て
共
通
し
て
規
範
と
さ
れ
て
い
た
の
が
『
堀
河
百
首
』
で

あ
る
。『
堀
河
百
首
』
と
は
、
堀
河
院
の
こ
ろ
大
江
匡
房
や
源
俊
頼
ら
十
六
人
（
十
四
人
）
が
詠
ん
だ
百
首
歌
で
、
一
首
毎
に
題
が
細
か

く
指
定
さ
れ
て
い
る
。
代
々
の
勅
撰
集
に
多
く
の
歌
が
採
ら
れ
た
こ
と
（『
金
葉
集
』
四
一
首
、『
詞
花
集
』
一
〇
首
、『
千
載
集
』
七
六
首
、�
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『
新
古
今
集
』
一
九
首
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
の
ち
の
ち
に
ま
で
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
多
く
の
歌
人
が
こ
の
堀
河
百
首
題
で
歌
を

詠
ん
で
い
る
。
松
野
氏
は
「
そ
も
そ
も
歌
材
・
歌
題
の
構
成
意
識
を
撰
集
や
歌
書
の
組
織
の
歴
史
の
中
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、
分
類
意
識

と
配
列
意
識
の
二
要
素
が
あ
り
〈
略
〉
堀
河
院
百
首
に
到
る
と
、
初
め
て
、
勅
撰
集
か
ら
凝
縮
さ
れ
た
が
如
く
に
両
要
素
は
融
合
さ
れ
、

〈
略
〉
代
々
の
勅
撰
集
類
の
美
的
伝
統
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
和
歌
的
宇
宙
の
公
約
数
的
な
も
の
が
、
質
量
と
も
に
程
よ
く
網
羅
さ
れ
て

い
る
」
と
し
、『
堀
河
百
首
』
以
前
で
こ
う
い
っ
た
質
量
と
も
に
程
よ
く
網
羅
さ
れ
て
百
に
近
い
題
を
集
成
し
た
も
の
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
み
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
続
け
て「
久
安
百
首
は〈
略
〉本
質
的
な
意
味
で
の
堀
河
百
首
の
継
承
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。〈
略
〉

一
連
の
状
況
は
、
本
百
首
を
勅
撰
集
資
料
と
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
堀
河
百
首
と
金
葉
集
の
関
係
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
」（
松
野
氏
前
掲
論
文
）と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
集『
貧
道
集
』で
構
成
要
素
の
主
と
な
っ

て
い
る
三
種
の
百
首
歌
は
『
堀
河
百
首
』
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
貧
道
集
』
の
配
列
の
論
理
に
は
『
堀
河
百
首
』
の
「
和
歌
的

宇
宙
の
公
約
数
的
な
も
の
」
が
基
底
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
堀
河
百
首
』
に
は
な
い
特
色
と
し
て
、
釈
教
題
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
釈
教
題
は
『
久
安
百
首
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、『
貧
道
集
』
に
は
『
久
安
百
首
』
以
外
の
釈
教
題
詠
も
入

集
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
釈
教
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
雑
部
に
は
、『
堀
河
百
首
』
と
は
違
う
配
列
論
理
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
貧
道
集
』
雑
部
に
は
、
教
長
の
和
歌
活
動
に
お
い
て
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
『
古
今
集
』
の
真
名
序
を
詞
書
な
ど
で
取
り
上

げ
る
「
十
楽
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
雑
部
を
考
察
す
る
こ
と
は
『
貧
道
集
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

教
長
が
真
名
序
の
も
つ
政
教
的
詩
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
発
展
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
糸
口
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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7 『貧道集』の編纂意図

　
　

三
、
釈
教
歌
を
詠
む
こ
と
の
意
味

―
『
古
今
集
』
と
『
貧
道
集
』
の
釈
教
歌

―

　
『
貧
道
集
』
の
「
貧
道
」
と
は
、「
仏
道
修
行
が
未
熟
な
こ
と
、
ま
た
修
行
未
熟
な
僧
。
転
じ
て
、
僧
の
謙
遜
の
自
称（

（1
（

」
で
あ
り
、
こ
こ

に
出
家
後
の
教
長（
観
蓮
）の
僧
と
し
て
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
歌
僧
教
長（
観
蓮
）が
、『
貧
道
集
』に
載
せ
た
釈
教
歌
は
次
の
歌
々

で
あ
る
。

　
　

法
華
経
二
十
八
品
歌
〔
八
三
〇
～
八
四
六　

具
経
、
結
経
を
含
む
〕

　
　
『
久
安
百
首
』
釈
教
〔
八
四
七
～
八
五
一
〕

　
　

不
浄
観
等
そ
の
他
〔
八
五
二
～
八
五
九
〕

　
　

四
弘
誓
願
歌
〔
八
六
〇
～
八
六
三
〕

　
　

十
楽
歌
〔
八
六
四
～
八
七
五
〕

　
　

そ
の
他
〔
八
七
六
〕

　
「
法
華
経
二
十
八
品
歌
」
は
読
ん
で
字
の
と
お
り
『
法
華
経
』
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
で
あ
る
。『
久
安
百
首
』
釈
教
の
題
を
次
に
あ
げ
よ
う
。

　
　
【
十
住
心
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�【
歌
題
】

　
　

他
縁
大
乗
住
心�

第
六
（
法
相
宗
）��　
　

化
縁
大
乗　

五
性
各
別

　
　

覚
心
不
生
住
心�

第
七
（
三
論
宗
）��　
　

覚
心
不
生　

八
不
中
道

　
　

一
道
無
為
住
心�

第
八
（
天
台
宗
）��　
　

一
道
無
相　

一
乗
仏
性

　
　

極
無
自
性
住
心�

第
九
（
華
厳
宗
）��　
　

極
無
自
性
三
界
唯
心

　
　

秘
密
荘
厳
住
心�

第
十
（
真
言
宗
）��　
　

秘
密
荘
厳
即
身
成
仏
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『
久
安
百
首
』
の
題
は
、
大
き
な
枠
が
指
示
さ
れ
た
だ
け
で
細
か
い
題
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的
な
題
を
選
ん
だ
の
は

教
長
自
身
で
あ
る
。
選
ん
だ
題
は
、
空
海
の
主
著
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
論
じ
ら
れ
る
「
十
住
心
」
に
由

来
し
て
お
り
、『
久
安
百
首
』
の
ほ
か
の
歌
人
は
選
ん
で
い
な
い
。
在
俗
時
の
『
久
安
百
首
』
釈
教
題
に
こ
の
「
十
住
心
」
を
選
ん
だ
こ

と
と
、
出
家
後
に
高
野
山
や
仁
和
寺
に
向
か
う
こ
と
と
は
軌
を
一
に
す
る
行
動
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、「
不
浄
観
」
な
ど
そ
の
他
の
歌
の

あ
と
に
「
四
弘
誓
願
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
四
弘
誓
願
」
と
は
菩
提
心
を
発
す
と
き
に
立
て
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
四
種
の
誓
願�

（「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」「
煩
悩
無
辺
誓
願
断
」「
法
門
無
尽
誓
願
知
」「
無
常
菩
提
誓
願
証
」）
で
「
総
願
」
と
も
言
い
、恵
心
僧
都
源
信
の
『
往

生
要
集
』
大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
第
三
「
作
願
門
」
に
は
「
菩
提
心
〈
略
〉
行
相
者
。
總
謂
之
願
作
佛
心
。
亦
名
上
求
菩
提
下
化
衆
生

心
。
別
謂
之
四
弘
誓
願
（
菩
提
心
の
〈
略
〉
行
相
と
は
、
惣
じ
て
こ
れ
を
謂
は
ば
仏
に
作
ら
ん
と
願
う
心
な
り
。
ま
た
、
上
は
菩
提
を
求

め
、
下
は
衆
生
を
化す

く

う
心
と
も
名
づ
く
。
別
し
て
こ
れ
を
謂
は
ば
四
弘
誓
願
な
り（

（1
（

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
願
に
続
き
、
同
じ
く

『
往
生
要
集
』
で
説
か
れ
る
「
十
楽
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
十
楽
」
と
は
、
極
楽
浄
土
に
お
け
る
十
種
類
の
楽
し
み
を
さ
す
。

　
　

�

大
文
第
二
欣
求
淨
土
者
。
極
樂
依
正
功
徳
無
量
。
百
劫
千
劫
説
不
能
盡
。
算
分
喩
分
亦
非
所
知
。
然
群
疑
論
明
三
十
種
益
。
安
國
抄

摽
二
十
四
樂
。
既
知
稱
揚
只
在
人
心
。
今
擧
十
樂
而
讃
淨
土
。
猶
如
一
毛
之
渧
大
海
（
大
文
第
二
に
、
欣
求
淨
土
と
は
、
極
楽
の
依

正
の
功
徳
、
無
量
に
し
て
。
百
劫
・
千
劫
に
も
説
い
て
尽
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
算
分
・
喩
分
も
ま
知
る
所
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
群

疑
論
に
は
三
十
種
の
益
を
明
し
、
安
国
抄
に
は
二
十
四
の
楽
を
摽
す
。
既
に
知
ん
ぬ
、
称
揚
は
た
だ
人
の
心
に
あ
る
こ
と
を
。
今
、

十
の
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
へ
ん
に
、
猶
し
一
毛
も
て
大
海
を
濡し

た
た

ら
す
が
如
し
）。
一
聖
衆
來
迎
樂
。
二
蓮
華
初
開
樂
。
三
身
相
神

通
樂
。
四
五
妙
境
界
樂
。
五
快
樂
無
退
樂
。
六
引
接
結
縁
樂
。
七
聖
衆
倶
會
樂
。
八
見
佛
聞
法
樂
。
九
隨
心
供
佛
樂
。
十
増
進
佛
道

樂
也
。〔
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
冒
頭
〕

　

十
楽
歌
に
は
こ
の
『
往
生
要
集
』
の
波
線
箇
所
と
対
応
し
た
序
が
付
さ
れ
、
そ
こ
に
は
『
古
今
集
』
真
名
序
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
釈
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9 『貧道集』の編纂意図

教
歌
で
は
、
こ
の
「
十
楽
歌
」
に
の
み
『
古
今
集
』
真
名
序
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�
極
楽
依
正
、
功
徳
無
量
、
算
分
喩
兮
（
稿
者
注
・
分
）
非
所
知
、
今
挙
十
楽
而
讃
浄
土
、
猶
如
一
毛
渧
大
海
云
云
。
而
題
此
十
楽
之

讃
嘆
、
詠
其
十
首
之
歌
頌
。
夫
動
天
地
感
鬼
神
、
莫
宜
於
和
歌
。
又
動
仏
界
感
聖
衆
惟
同
者
歟
。
謂
倭
歌
者
我
国
之
語
也
。
漢
土
言

偈
頌
、
天
竺
云
唱
陀
南
。
而
顕
経
論
之
肝
心
、
学
仏
法
之
髄
脳
、
以
偈
頌
為
規
模
。
因
茲
為
我
国
風
俗
、
以
和
歌
展
彼
十
楽
、
豈
非

至
誠
一
心
之
讃
嘆
乎
。
随
則
大
聖
文
殊
者
諸
仏
智
母
也
。
代
飢
人
正
答
班
鳩
宮
太
子
之
麗
藻
、
称
行
基
亠加
贈
霊
鷲
山
釈
尊
之
佳
篇
。

加
之
弘
法
者
東
寺
密
法
之
曩
祖
也
。
湧
五
七
六
義
之
言
泉
、
寄
返
報
於
高
津
焉
。
伝
教
者
天
台
円
教
之
先
哲
也
。
作
三
十
一
字
之
詞

条
、
祈
冥
加
於
杣
山
矣
。
自
爾
以
降
、
云
貴
賤
云
聖
凡
、
無
以
和
歌
不
通
情
。
爰
我
等
之
懇
志
在
極
楽
、
以
倭
歌
呈
之
。
其
詞
云
（
極

楽
の
依
正
、
功
徳
無
量
に
し
て
、
算
分
喩
分
も
知
る
所
あ
ら
ず
、
い
ま
十
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
へ
む
に
、
猶
し
一
毛
も
て
大
海
を

濡し
た
た

ら
す
が
ご
と
し
と
云
云
。
而
し
て
、
こ
の
十
楽
の
讃
嘆
を
題
し
、
そ
の
十
首
の
歌
頌
を
詠
ぜ
む
。
そ
れ
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
感

ぜ
し
む
る
は
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
。
ま
た
仏
界
を
動
か
し
聖
衆
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
こ
れ
同
じ
き
者
か
。
謂
へ
ら
く
倭
歌
は
我

国
の
語
な
り
。
漢
土
に
は
偈
頌
を
言
ひ
、
天
竺
に
は
唱
陀
南
を
云
ふ
。
而
し
て
経
論
の
肝
心
を
顕
し
、
仏
法
の
髄
脳
を
学
ぶ
に
、
偈

頌
を
も
っ
て
規
模
と
な
す
。
こ
こ
に
因
り
て
我
が
国
の
風
俗
と
し
て
、
和
歌
を
も
っ
て
か
の
十
楽
を
展の

ぶ
。
豈
に
至
誠
一
心
の
讃
嘆

に
あ
ら
ず
や
。
随
へ
ば
則
ち
大
聖
文
殊
は
諸
仏
の
智
母
な
り
。
飢
人
に
代
は
り
正
に
班
鳩
宮
太
子
の
麗
藻
に
答
へ
、
行
基
亠加
と
称

し
て
霊
鷲
山
に
釈
尊
の
佳
篇
を
贈
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
弘
法
は
東
寺
密
法
の
曩
祖
な
り
。
五
七
、
六
義
の
言
泉
を
湧
か
し
、
返
報

を
高
津
に
寄
す
。
伝
教
は
天
台
円
教
の
先
哲
な
り
。
作
三
十
一
字
の
詞
条
と
作
り
、
祈
冥
加
を
杣
山
に
祈
る
。
そ
れ
よ
り
以
降
、
貴

賤
と
云
ひ
、
凡
と
云
ひ
、
和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
。
爰
に
我
等
の
懇
志
、
極
楽
に
在
り
、
倭
歌
を
も
っ
て
こ
れ
を
呈

す
。
其
の
詞
に
云
は
く
）。

　

冒
頭
で
は
『
往
生
要
集
』
を
ふ
ま
え
、「
極
楽
浄
土
と
そ
こ
に
住
む
人
の
功
徳
は
無
量
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
な
数
や
比
喩
で
も
示
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10

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
、
十
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
歎
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
少
し
の
水
で
大
海
を
満
た
そ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の

だ
」
と
述
べ
た
あ
と
、「
そ
う
で
は
あ
る
が
敢
え
て
こ
の
十
楽
の
讃
歎
を
題
と
し
て
十
首
の
歌
頌
を
詠
う
」
と
続
け
、「
そ
れ
天
地
を
動
か

し
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
」
と
『
古
今
集
』
真
名
序
を
引
用
し
た
あ
と
に
、「
ま
た
仏
界
を
動
か
し
聖
衆
を
感

ぜ
し
む
る
は
、
こ
れ
同
じ
き
者
か
」
と
和
歌
は
仏
や
聖
衆
の
心
を
動
か
す
こ
と
も
同
様
に
出
来
る
の
で
あ
る
と
加
え
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
「
わ
が
国
の
語
が
和
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
土
で
は
偈
頌
、
天
竺
で
は
唱
陀
南
と
い
う
。
漢
土
で
は
天
竺
か
ら
伝
わ
っ
た
仏
教
の

経
論
の
大
事
な
意
味
を
漢
土
の
語
で
あ
る
偈
頌
で
顕
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、わ
が
国
の
和
歌
で
も
同
様
に
天
竺
・
漢
土
か
ら
伝
わ
っ

た
経
論
の
大
事
な
意
味
を
顕
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
論
理
を
作
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
「
我
が
国
の
風
俗
と
し
て
、

和
歌
を
も
っ
て
か
の
十
楽
を
展
」
べ
る
の
で
あ
り
、「
我
が
国
の
風
俗
で
あ
る
倭
歌
で
も
誠
実
な
心
は
伝
わ
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

続
い
て
そ
の
具
体
例
が
示
さ
れ
た
後
、
最
後
に
傍
線
部
「
貴
賤
と
云
ひ
、
凡
と
云
ひ
、
和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
と
し
め

く
く
り
終
え
る
。
こ
の
序
で
注
目
し
た
い
の
は
、
真
名
序
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
　

�

動
天
地
感
鬼
神
化
人
倫
和
夫
婦
莫
宜
於
和
歌
〈
略
〉
其
後
雖
天
神
之
孫
海
童
之
女
莫
不
以
和
歌
通
情
者
（
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
感

ぜ
し
め
、
人
倫
を
化
し
、
夫
婦
を
和
ぐ
る
は
、
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
〈
略
〉
そ
の
後
、
天
神
の
孫
、
海
童
の
女
と
い
へ
ど
も
、

和
歌
を
も
ち
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
）。

　

真
名
序
と
は
傍
線
部
が
対
応
し
、「
十
楽
歌
」
序
で
は
そ
れ
に
仏
や
聖
衆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
十
楽
歌
序
の
文
章
と
類
似
し

た
も
の
が
、
教
長
の
『
古
今
集
』
講
義
を
も
と
に
し
た
注
釈
書
『
古
今
和
歌
集
註
』
に
み
ら
れ
る
。「
十
楽
歌
」
序
の
形
成
や
意
味
を
考

え
る
た
め
に
は
、
こ
の
『
古
今
集
註
』
と
の
比
較
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
次
に
言
葉
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　
　

�

コ
ヽ
ニ
梵
語
者
天
竺
之
唱
、
漢
語
者
唐
朝
之
稱
、
和
語
者
我
國
之
詞
、
雖
依
所
異
名
唯
意
趣
惟
同
也
。
天
竺
世
俗
之
文
無
傳
、
唯
以

經
論
察
杣
山
矣
。
云
佛
云
神
莫
以
和
哥
不
通
情
、
思
古
案
今
為
述
篇
什
早
散
憤
〈
略
〉
至
于
哥
人
者
、
以
人
丸
為
曩
祖
〈
略
〉
唯
以
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11 『貧道集』の編纂意図

古
今
和
哥
集
為
規
模
。
末
世
之
哥
人
又
可
守
此
末
流
而
已
（
こ
ゝ
に
梵
語
は
天
竺
の
唱
、
漢
語
は
唐
朝
の
称
、
和
語
は
我
国
の
詞
、

所
に
依
り
て
名
の
異
な
る
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
意
趣
は
こ
れ
同
じ
な
り
。
天
竺
世
俗
の
文
は
伝
は
る
こ
と
な
く
、
た
だ
経
論
を
も
っ

て
杣
山
を
察
す
。
仏
と
い
ひ
、
神
と
い
ひ
、
和
哥
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
。
古
を
思
ひ
今
を
案
ず
る
に
、
篇
什
を
述
べ
れ

ば
、
早
く
憤
り
を
散
ら
し
た
り
。〈
略
〉
哥
人
に
至
り
て
は
、
人
丸
を
も
っ
て
曩
祖
と
な
す
。〈
略
〉
た
だ
古
今
和
哥
集
を
も
っ
て
規

模
と
な
す
。
末
世
の
哥
人
ま
た
こ
の
末
流
を
守
る
べ
き
の
み（

（1
（

）。

　
「
十
楽
歌
」
序
末
尾
の
傍
線
部
「
貴
賤
と
云
ひ
、凡
と
云
ひ
、和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
は
『
古
今
集
注
』
の
「
仏
と
い
ひ
、

神
と
い
ひ
、
和
哥
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
と
、「
仏
と
い
ひ
、
神
と
い
ひ
」
は
「
十
楽
歌
」
序
最
初
の
傍
線
部
「
ま
た
仏
界

を
動
か
し
聖
衆
を
感
ぜ
し
む
る
」
と
も
対
応
す
る
。
そ
し
て
、次
に
二
つ
の
言
葉
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
二
重
傍
線
部
「
規
模
」
と
「
曩

祖
」
で
あ
る
。「
規
模
」
は
、「
十
楽
歌
」
序
で
は
「
偈
頌
」、『
古
今
集
注
』
で
は
「
古
今
和
歌
集
」、「
曩
祖
」
は
「
十
楽
歌
」
序
で
は
「
弘

法
大
師
空
海
」、『
古
今
集
注
』
で
は
「
柿
本
人
丸
（
人
麿
）」
と
な
っ
て
お
り
、
仏
教
と
和
歌
の
対
応
と
い
う
共
通
項
の
も
と
、
一
対
一
、

対
応
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、一
対
一
で
対
応
さ
せ
て
い
る
教
長
の
思
考
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
次
に「
十

楽
歌
」
の
歌
自
体
を
見
て
い
く
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
釈
教
歌
の
読
み
方
に
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
釈
教

歌
、
と
く
に
仏
教
経
典
の
文
句
を
題
と
し
た
法
文
歌
の
詠
作
方
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
ａ
．
具
体
的
な
経
典
の
文
句
を
詠
み
込
む
場
合

　
　

ｂ
．
関
係
の
あ
り
方
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
む
場
合

　
ａ
が
直
訳
で
あ
る
の
に
対
し
、
ｂ
は
必
ず
し
も
直
訳
で
は
な
く
、
叙
景
歌
に
近
づ
い
て
い
く
。
中
に
は
題
を
取
り
除
い
て
単
な
る
叙
景

歌
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
可
能
な
も
の
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

今
回
、
取
り
上
げ
る
十
楽
歌
は
ａ
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
ａ
の
場
合
、
今
日
で
は
文
芸
的
に
価
値
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
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題
（
十
楽
）
　
　
　

和　
　
　

歌

　
　
『�

往�

生�

要�

集�

』

讃
・
偈

①
聖
衆
来
迎
楽

唱
へ
お
き
し
阿
弥
陀
は
御
名
に
応
へ
て
ぞ

あ
ま
た
来
ま
し
て
今
日
は
迎
ふ
る

念
仏
功
積
、
運
心
年
深
之
者
、
臨
命
終
時
〈
略
〉
弥
陀
如
来
以
本
願
故
、

諸
菩
薩
百
千
比
丘
衆
、
放
大
光
明
、
浩
然
在
目
前

竜
樹
偈

②
蓮
花
初
開
楽

ひ
ら
け
ゐ
る
蓮
の
花
の
楽
し
び
は

つ
ゆ
も
心
ぞ
お
き
ど
こ
ろ
な
き

蓮
華
初
開
楽
者
、
行
者
生
彼
国
已
、
蓮
華
初
開
時
、
所
有
歓
楽
、
倍
前

百
千

竜
樹
偈

③
身
相
神
通
楽

か
ず
し
ら
ぬ
仏
の
国
も
く
ら
か
ら
ず

身
よ
り
光
の
さ
す
に
ま
か
せ
て

身
相
神
通
楽
者
、
彼
土
衆
生
、
其
身
真
金
色
、
内
外
倶
清
浄
、
常
有
光
明
、

彼
此
互
照

竜
樹
偈

　

同　

右

い
さ
ぎ
よ
き
光
さ
す
身
と
な
り
ぬ
れ
ば

な
に
も
心
に
か
な
は
ぬ
は
な
し

身
相
神
通
楽
者
、
彼
土
衆
生
、
其
身
真
金
色
、
内
外
倶
清
浄
、
常
有
光
明
、

彼
此
互
照
〈
略
〉
又
彼
諸
衆
生
、
皆
具
五
通
、
妙
用
難
測
、
随
心
自
在

同　

右

④
五
妙
境
界
楽

妙
な
ら
ぬ
こ
と
の
な
き
か
な
大
空
も

庭
も
台
も
池
も
植
樹
も

一
切
万
物
、
窮
美
極
妙
〈
略
〉
彼
世
界
、
以
瑠
璃
為
地
〈
略
〉

諸
宝
床
座
〈
略
〉
宝
池
〈
略
〉
宝
樹
〈
略
〉
衆
宝
羅
網
、
弥
満
虚
空

世
親
偈

⑤
快
楽
無
退
楽

お
し
な
べ
て
み
な
楽
し
き
を
せ
き
つ
れ
ば

う
き
世
に
か
へ
る
道
は
と
ぢ
て
き

彼
西
方
世
界
、
受
楽
無
窮
〈
略
〉
処
是
不
退
、
永
免
三
途
八
難
之
畏
、
寿

亦
無
量
、
終
無
生
老
病
死
之
苦

竜
樹
偈

⑥
引
接
結
縁
楽

大
網
は
ま
づ
い
づ
れ
を
と
わ
か
ね
ど
も

結
び
し
契
り
と
く
ぞ
み
ち
び
く

華
厳
経
普
賢
願
云
〈
略
〉
一
切
円
満
尽
無
余
、
利
益
一
切
衆
生
界
、
無
縁

尚
尓
、
況
結
縁
乎

竜
樹
偈

⑦
聖
衆
倶
会
楽

よ
そ
な
が
ら
名
を
の
み
聞
き
て
頼
み
こ
し

ひ
じ
り
と
と
も
に
立
居
を
ぞ
す
る

如
経
云
、
衆
生
聞
者
、
応
当
発
願
願
生
彼
国
、
所
以
者
何
、
得
与
如
是
諸

上
善
人
倶
会
一
処

竜
樹
偈

⑧
見
仏
聞
法
楽

目
に
ち
か
く
月
の
み
か
ほ
の
照
ら
さ
ず
は

ま
こ
と
の
道
を
い
か
で
聞
か
ま
し

彼
国
衆
生
、
常
見
弥
陀
仏
、
恒
聞
深
妙
法

竜
樹
讃

　

同　

右

や
ほ
よ
ろ
づ
春
の
す
が
た
を
拝
み
つ
つ

聞
き
と
し
聞
く
も
法
な
ら
ぬ
か
は

水
鳥
樹
林
、
皆
演
妙
法
、
凡
所
欲
聞
、
自
然
得
聞

同　

右

⑨
随
心
供
仏
楽

か
た
が
た
の
仏
に
花
を
ひ
き
そ
へ
ん

わ
が
こ
の
国
の
あ
る
じ
の
み
か
は

彼
土
衆
生
、
昼
夜
六
時
、
常
持
種
種
天
華
、
供
養
無
量
寿
仏
〈
略
〉
供
養

他
方
十
万
億
仏

竜
樹
偈

⑩
増
進
仏
道
楽

誰
も
み
な
わ
た
す
心
を
端
と
し
て

上
な
き
道
に
す
す
む
な
り
け
り

往
十
方
引
接
衆
生
、
如
弥
陀
仏
大
悲
本
願
〈
略
〉
無
上
菩
提

竜
樹
偈
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13 『貧道集』の編纂意図

て
き
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
当
に
価
値
が
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
今
の
感
覚
と
は
違
っ
た
価
値
が

あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
有
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

具
体
的
に
歌
を
見
て
み
る
と
、
和
歌
と
『
往
生
要
集
』
の
直
訳
的
な
対
応
が
前
の
表
か
ら
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
④
下
句
「
妙
な
ら
ぬ

こ
と
の
な
き
か
な
」
は
、『
往
生
要
集
』
の
「
一
切
万
物
、
窮
美
極
妙
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
空
も
庭
も
台
も
池
も
植
樹
も
」
は

『
往
生
要
集
』
の
言
葉
「
虚
空
」「
宝
床
座
」「
宝
池
」「
宝
樹
」
と
対
応
、
⑥
下
句
「
結
び
し
契
り
」
は
「
引
接
結
縁
楽
」
の
「
結
縁
」
と

対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
十
楽
歌
は
、
直
訳
的
に
『
往
生
要
集
』
の
文
句
と
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
語
と
歌
語
を
一
対

一
対
応
さ
せ
る
教
長
の
態
度
は
『
古
今
集
注
』
の
歌
の
解
釈
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　

教
長
は
、
梅
の
に
ほ
ひ
（
香
り
）
を
詠
ん
だ
「
ち
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖
に
と
ま
れ
る
」〔『
古
今
集
』

春
上
・
四
七
／
素
性
法
師
〕
に
天
台
宗
に
お
い
て
重
要
な
『
摩
訶
止
観
』
を
対
応
さ
せ
る
。

　
　

�

然
則
以
和
哥
戯
論
之
奇
語
、
翻
蓋
爲
菩
提
涅
槃
之
良
縁
。
況
乎
大
日
周
遍
之
戒
香
者
、
一
春
梅
香
之
芬
芳
也
。
一
色
一
香
無
非
中
道

之
故
、
豈
此
議
違
哉
（
然
れ
ば
則
ち
和
哥
戯
論
の
奇
語
を
も
っ
て
、
翻
し
て
蓋
ぞ
菩
提
涅
槃
の
良
縁
と
為せ

ざ
ら
む
。
況
ん
や
大
日
周

遍
の
戒
香
は
、
一
春
梅
香
の
芬
芳
な
り
。
一
色
一
香
、
中
道
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
故
、
豈
に
こ
の
議
違
は
む
や（

（1
（

）。

　

こ
の
態
度
に
つ
い
て
、
岡
崎
真
紀
子
氏
は
「
教
長
の
注
は
、
歌
の
語
句
を
解
釈
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
仏
教
経
典
に
付
会
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
和
歌
は
仏
の
教
え
を
体
現
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
論
じ
る
こ
と
を
、
注
釈
の
落
と
し
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
指

摘
す
る
が
、
加
え
て
言
葉
を
一
対
一
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
と
仏
教
と
の
つ
な
が
り
を
確
実
な
も
の
に
し
、
和
歌
の
可
能

性
を
広
げ
よ
う
と
す
る
態
度
が
教
長
に
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
和
歌
の
世
界
を
広
げ
る
態
度
は
、同
時
代
の
西
行
や
、

あ
と
の
世
代
の
慈
円
に
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。

　

同
時
代
の
和
歌
の
可
能
性
を
広
げ
る
行
為
と
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
教
長
の
直
訳
と
も
言
う
べ
き
釈
教
歌
の
読
み
ぶ
り
は
、
真
名
序
を�
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「
十
楽
歌
」
序
に
引
用
し
て
背
景
と
す
る
こ
と
で
、
和
歌
の
言
葉
に
仏
教
の
概
念
を
取
り
込
む
、
和
歌
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
行
為
と
し

て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

教
長
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
営
為
を
『
貧
道
集
』
に
お
い
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

四
、
崇
徳
院
追
慕
と
報
徳

―
『
久
安
百
首
』
長
歌
改
作
と
『
貧
道
集
』
巻
末
の
配
列

―

　
『
貧
道
集
』
巻
末
に
は
『
久
安
百
首
』
の
長
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。（　
　

）
内
の
異
本
注
記
は
『
久
安
百
首
』
の
本
文
で
あ
る
。

　
　
　
　

讃
岐
院
百
首
歌
奉
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
、
添
へ
て
奉
れ
る
長
う
た

　

Ａ
梓
弓�

□春�

た
ち
ぬ
と
や�

み
吉
野
の�

山
に
霞
の�

棚
引
け
ば�

木
の
芽
も
今
は�

張
り
ぬ
ら
ん�

い
つ
し
か
と
の
み�

花
待
つ
と�

　
　

こ
の
も
か
の
も
に�

立
ち
交
じ
り�
家
路
忘
る
ゝ�

甲
斐
も
な
く�

咲
け
ば
か
つ
散
る�

は
か
な
さ
を�

あ
は
れ
い
つ
ま
で�

歎
き
つ
つ�

　

Ｂ
わ
が
身
の
上
に�

成
る
道
も
（
成
り
果
て
む
イ
）�
事
を
ば
知
ら
で�

□夏�

来
れ
ば�

繁
き
梢
に�

啼
く
蝉
の�

空
し
き
殻
と�

□秋�

は
な
る�

　

Ｃ
か
く
は
常
な
き�

世
な
れ
ど
も�

く
ま
な
き
月
を�
な
が
む
れ
ば�

も
の
思
ふ
こ
と
も�

忘
ら
れ
て�

心
一
つ
ぞ�

誇
ら
し
き�

　

Ｄ
さ
て
の
つ
も
り
は�

老
い
ら
く
の�

身
に
責
め
く
る
も�
白
露
の�

霜
と
し
な
れ
ば�

□冬�

の
野
に�

む
ら
む
ら
見
ゆ
る�

草
の
上
は�

　
　

み
な
白
妙
に�

な
り
に
け
り�

こ
れ
を
ば
よ
そ
と�

思
ひ
こ
し�
わ
が
身
汝
が
身
も�

今
は
た
だ�

黒
き
筋
な
き�

滝
の
糸
の�

　

Ｅ
く
る
く
る
君
に�

つ
か
ふ
と
て�

思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
）�
う
き
世
な
り
け
り
〔
九
七
九
〕

　
『
貧
道
集
』
前
半
の
四
季
部
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
長
歌
で
は
、
春
夏
秋
冬
の
進
行
が
詠
ま
れ
、
そ
れ
に
み
ず
か
ら
の
人
生
、
老
い

さ
ら
ば
え
て
い
く
様
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
無
常
へ
の
歎
き
が
詠
ま
れ
る
中
で
、異
色
を
放
つ
Ｃ
末
尾
「
心
一
つ
ぞ
誇
ら
し
き
」

の
語
に
は
、「
く
ま
な
き
月
を
な
が
む
れ
ば
」
が
か
か
る
が
、
な
ぜ
月
を
見
る
と
誇
ら
し
く
思
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
月
」
は
釈
迦
の
象
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15 『貧道集』の編纂意図

徴
で
あ
り
、「
真
如
の
月
」
を
示
す
場
合
も
あ
る
が
、
Ｄ
で
は
、「
さ
て
の
つ
も
り
は
老
い
ら
く
の
」
が
「
お
ほ
か
た
は
月
を
も
め
で
じ
こ

れ
ぞ
こ
の
積
れ
ば
人
の
老
と
な
る
も
の
」〔『
伊
勢
物
語
』
八
十
八
段
〕
を
想
起
さ
せ
る
た
め
、
誇
ら
し
い
つ
も
り
で
月
を
見
て
い
た
け
れ

ど
身
に
無
常
が
責
め
来
る
の
意
と
な
り
、
表
面
の
文
脈
上
で
は
「
真
如
の
月
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
Ｃ
は
月
を
見
な
が
ら
の

歌
会
、
宴
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
崇
徳
院
の
も
と
和
歌
に
関
わ
る
者
の
誇
り
が
表
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
長
歌
の
構
成
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

花
と
月
に
つ
い
て
詠
む
Ａ
Ｃ
で
は
、
花
月
詠
の
常
套
句
を
多
く
用
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｃ
は
和
歌
に
関
わ
る
行
為
を
詠
ん
で
い
る
箇
所

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
三
吉
野
の
山
も
霞
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん
」〔『
拾
遺
集
』
春
・
一
／�

壬
生
忠
岑
〕
や
「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
散
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」〔『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
／
読
人
不
知
〕
な
ど
が
踏

ま
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｄ
で
は
無
常
を
詠
ん
で
お
り
、
Ａ
Ｃ
の
和
歌
に
関
す
る
行
為
と
対
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
に
和
歌
と
無
常
と
が
交
互
に
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
常
Ｄ
の
次
の
Ｅ
は
和
歌
に
関
す
る
行
為
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ「
く
る
く
る
君
に�

つ
か
ふ
と
て�
思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
）
う
き
世
な
り
け
り
」
と
崇
徳
院
に
仕
え
て
き
た

こ
と
と
和
歌
に
関
す
る
行
為
と
が
重
な
り
合
う
こ
と
を
暗
示
す
る
。
こ
こ
に
和
歌
と
君
臣
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、『
久
安
百
首
』
の
「
思
ひ
離
れ
ぬ
」
の
本
文
で
は
こ
の
君
臣
関
係
こ
そ
が
無
常
に
優
先
す
べ
き
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
貧
道
集
』
収
載
歌
で
は
、『
久
安
百
首
』
の
際
に
詠
ま
れ
た
本
文
と
違
う
箇
所
が
あ
り
、
現
存
本
で
は
『
久
安
百
首
』
の
本

文
が
異
本
注
記
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
教
長
が
『
久
安
百
首
』
の
長
歌
を
『
貧
道
集
』
に
入
れ
る
際
、
改
作
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。「
成
る
道
も
（
成
り
果
て
む
イ
）」
の
『
久
安
百
首
』
本
文
「
成
り
果
て
む
」
は
花
が
咲
け
ば
す
ぐ
散
る
は
か
さ
な
は
自
分
に

も
同
様
に
訪
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、
末
尾
「
思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
）
う
き
世
な
り
け
り
」
の
『
久
安
百
首
』
本
文�

「
思
ひ
離
れ
ぬ
」は
崇
徳
院
に
仕
え
て
い
る
の
で
憂
き
世（
つ
ら
い
世
の
中
）か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い（
出
家
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）
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と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
平
安
朝
の
長
歌
に
典
型
的
な
訴
嘆
調
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。
そ
れ
に
対
し
て
『
貧
道
集
』
で

は
「
成
り
果
て
む
」
を
完
全
に
悟
る
意
の
「
成
る
道
も
」
に
変
え
て
仏
道
の
成
る
道
と
は
知
ら
ず
に
和
歌
に
励
ん
だ
さ
ま
と
し
、
末
尾
も�

「
思
ひ
離
れ
ぬ
」
を
憂
き
世
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
る
意
の
「
思
ひ
離
れ
る
」
と
変
え
る
こ
と
で
、
君
臣
関
係
を
無
常
を
乗
り
越
え
る

機
縁
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
箇
所
の
改
作
に
よ
り
、『
久
安
百
首
』
で
は
単
な
る
訴
嘆
調
だ
っ
た
長
歌
が
『
貧
道
集
』
で
は
崇
徳
院
と
歌
の
場
を
共
有
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
は
救
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
、
院
に
対
す
る
恩
愛
と
感
謝
の
念
を
詠
ん
だ
歌
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
態
度
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
空
海
「
仏
経
を
講
演
し
て
四
恩
の
徳
を
報
ず
る
表
白�

一
首
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
四
恩
で
あ
ろ
う（

1（
（

。

四
恩
と
は
、
こ
の
世
で
受
け
る
四
つ
の
恩
①
父
母
、
②
国
王
、
③
衆
生
、
④
三
宝
（
仏
・
宝
・
僧
）
を
指
し
、
崇
徳
院
は
②
国
王
の
恩
に

あ
た
る
。

　

ま
た
、
崇
徳
院
が
歌
人
た
ち
に
多
く
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
看
過
で
き
な
い
。
西
行
は
保
元
の
乱
後
、
敗
れ
た
崇
徳
院
が
剃
髪

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
崇
徳
院
の
運
命
に
対
す
る
深
い
悲
し
み
を
詠
ん
で
い
る
（『
山
家
集
』
雑
・
一
二
二
七
～
二
九
番
歌
）。

　
　
　
　

�

世
中
に
大
事
い
で
き
て
、
新
院
あ
ら
ぬ
様
に
な
ら
せ
を
は
し
ま
し
て
、
御
髪
お
ろ
し
て
仁
和
寺
の
北
院
に
お
は
し
ま
し
け
る
に
、

ま
い
り
て
、
兼
賢
阿
闍
梨
い
で
あ
ひ
た
り
、
月
あ
か
く
て
よ
み
け
る

　
　

か
ゝ
る　

世
に
影
も
か
は
ら
ず
す
む
月
を
み
る
我
身
さ
へ
恨
め
し
き
か
な

　
　
　
　

讃
岐
に
お
は
し
ま
し
て
の
ち
、
哥
と
云
事
の
世
に
い
と
聞
こ
え
ざ
り
け
れ
ば
、
寂
然
が
も
と
へ
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　

言
の
葉
の
な
さ
け
絶
え
に
し
折
節
に
あ
り
あ
ふ
身
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ

　
　
　
　

か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
然

　
　

し
き
し
ま
や
絶た

え
ぬ
る
道
に
な
く
〳
〵
も
君
と
の
み
こ
そ
跡
を
忍
ば
め
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17 『貧道集』の編纂意図

　

西
行
は
、
新
院
崇
徳
院
が
思
い
も
よ
ら
な
い
運
命
に
陥
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
対
す
る
寂
然
の
返
歌
で
は
崇
徳
院
が
い
な
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
和
歌
の
道
が
途
絶
え
て
し
ま
う
と
詠
む
。
ま
た
、
藤
原
俊
成
の
も
と
に
は
亡
き
崇
徳
院
か
ら
長
歌
が
届
け
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
俊
成

は
、
崇
徳
院
の
弟
後
白
河
院
崩
御
の
際
も
長
歌
を
詠
む
が
、
そ
の
長
歌
に
つ
い
て
渡
部
泰
明
氏
は
「
ひ
た
す
ら
な
崇
徳
院
へ
の
追
慕
に
比

べ
れ
ば
、
後
白
河
院
へ
の
思
い
に
は
、
い
く
ば
く
か
の
距
離
感
・
疎
外
感
を
宿
ら
せ
て
い
る
節
が
あ
る
。
逆
に
そ
れ
だ
け
に
、
後
白
河
院

追
悼
の
表
現
か
ら
崇
徳
院
哀
悼
の
情
念
を
透
視
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る（

11
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
俊
成
と
崇
徳
院
と
の
深
い
繋
が
り

に
言
及
し
て
い
る
。
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
崇
徳
院
は
、
慕
う
べ
き
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
教
長
に
と
っ
て
は
自
分
を
来
世
に
導
い
て
く
れ

る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
崇
徳
院
は
教
長
に
と
っ
て
四
恩
の
う
ち
②
国
王
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
の
智
恵
を
授
け
て
く

れ
る
④
三
宝
（
僧
宝
）
で
あ
っ
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
長
歌
の
改
作
が
来
世
に
導
い
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
崇
徳
院
を
捉
え
直
す
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、『
貧

道
集
』
末
尾
の
配
列
か
ら
も
肯
定
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
二
節
に
お
い
て
『
貧
道
集
』
雑
部
の
配
列
に
は
『
堀
河
百
首
』
と

は
違
う
枠
組
の
論
理
が
あ
る
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
論
理
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
堀
川
百
首
題
そ
の

も
の
が
朗
詠
集
題
に
遡
行
し
て
ゆ
く
要
素
の
あ
る
こ
と（

11
（

」
を
勘
案
す
れ
ば
、そ
れ
は
決
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
下
の
題
を
示
し
、『
貧
道
集
』
雑
歌
部
の
詞
書
と
一
致
す
る
も
の
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

　
　

風　

雲　

晴　

暁　

松　

竹　

草　

鶴　

猿　

管
絃
付
舞
妓　

　
　

文
詞
付
遺
文　

酒　

山　

山
水　

水
付
漁
父　

禁
中　

故
京　

故
宮
付
故
宅

　
　

仏
事　

仙
家
付
道
士
隠
倫　

山
家　

田
家　

隣
家　

山
寺　

僧　

閑
居　

　
　

眺
望　

餞
別　

行
旅　

庚
申　

帝
王
付
法
皇　

親
王
付
王
孫　

丞
相
付
執
政

　
　

将
軍　

刺
史　

詠
史　

王
昭
君　

妓
女　

遊
女　

老
人　

交
友　

懐
旧
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述
懐　

慶
賀　

祝　

恋　

無
常　

白

　

完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
主
要
な
部
分
に
関
し
て
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
配
列
が
重
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
重
線
に
関
し
て
は
、

そ
の
内
容
か
ら
そ
の
題
と
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
遊
女
・
老
人
に
あ
た
る
『
貧
道
集
』
雑
歌
・
九
四
六
～
七
番
歌
を
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

遊
女
不
定
宿　
句
題
百
首

　
　

か
り
の
世
を
思
ひ
知
て
や
白
浪
の
う
き
た
る
舟
に
よ
る
べ
定
め
ぬ
（
九
四
六
）

　
　
　
　

齢
及
七
旬
情
迷
六
義
、
然
而
猶
携
君
之
風
骨
養
我
之
露
命
、

　
　
　
　

再
遇
中
興
之
節
、
将
動
下
愚
之
性
而
已

　
　

歳
よ
れ
る
お
も
て
の
浪
も
忘
ら
れ
て
こ
こ
ろ
は
和
歌
の
浦
に
か
へ
り
ぬ
（
九
四
七
）

　

九
四
六
番
歌
は
『
句
題
百
首
』
の
歌
で
、「
遊
女
不
定
宿
」
の
題
か
ら
「
遊
女
」
に
対
応
す
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

九
四
七
番
歌
は
「
老
人
」
と
い
う
題
で
は
な
い
が
、詞
書
に
「
齢
及
七
旬
」
と
七
〇
に
お
よ
ぶ
年
齢
、初
句
に
「
歳
よ
れ
る
お
も
て
の
浪
も
」

と
皺
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら「
老
人
」題
と
内
容
が
重
な
る
。さ
ら
に
、こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は「
情
迷
六
義
」と
い
う
文
で
あ
る
。「
六

義
」
と
は
『
古
今
集
』
両
序
に
い
う
和
歌
の
六
義
の
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
「
迷
う
」
つ
ま
り
は
和
歌
に
心
を
ま
ど
わ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
末
尾
は
無
常
・
白
で
あ
る
が
、
こ
の
配
列
が
『
貧
道
集
』
で
は
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
和

漢
朗
詠
集
』
無
常
の
冒
頭
に
は
、「
観
身
論
命（

11
（

」
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、『
貧
道
集
』
巻
末
（
雑
歌
部
・
九
七
四
～
九
）
も
改
作
長
歌
の
前

に
「
観
身
論
命
」（
九
七
四
～
八
）
が
配
列
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
無
常
と
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、『
貧
道
集
』
の
改
作
長
歌
は
「
白
」

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
白
」
に
は
白
の
言
葉
・
概
念
が
入
っ
た
詩
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
改
作
長
歌
で

も
末
尾
で
「
黒
き
筋
な
き　

滝
の
糸
の
」
と
白
髪
を
詠
ん
で
い
る
。
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19 『貧道集』の編纂意図

　

そ
も
そ
も
「
白
」
と
は
何
を
示
し
た
題
な
の
だ
ろ
う
か
。
三
木
雅
博
氏
は
「『
白
』
は
『
終
わ
り
』
に
し
て
『
始
ま
り
』
の
意
味
を
持
っ
た

部
立
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
菅
野
禮
行
氏
は
「『
無
常
』
の
後
に
『
白
』
を
置
い
て
巻
を
終
え
た
公
任
の
思
い
は
、
鎮
魂
と
再
会
の
願
い

を
こ
め
た
も
の
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
教
長
が
改
作
長
歌
を
「
白
」
と
し
て
末
尾
に
配
列
し
た
の
も
、
崇
徳
院
の
鎮
魂
と
来

世
に
お
け
る
再
会
を
願
っ
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
藤
原
教
長
の
『
貧
道
集
』
雑
部
を
中
心
に
見
な
が
ら
、
そ
の
編
纂
意
図
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
意
図
は
、
雑
部
巻
末
長

歌
の
改
作
に
よ
り
「
四
恩
」
の
う
ち
三
宝
（
僧
宝
）
と
し
て
崇
徳
院
を
捉
え
直
し
、
そ
の
長
歌
を
「
白
」
題
と
し
て
『
貧
道
集
』
末
尾
に

配
列
す
る
こ
と
で
、
鎮
魂
と
来
世
で
の
再
会
と
を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
長
の
「
十
楽
歌
」
に
は
、『
古
今
集
』
真
名

序
の
論
理
に
仏
教
を
重
ね
、
歌
語
に
仏
教
語
を
重
ね
る
こ
と
で
、
仏
教
の
概
念
を
取
り
込
み
和
歌
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
徳

院
と
教
長
を
つ
な
ぐ
和
歌
を
よ
り
普
遍
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
営
為
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

教
長
は
、
現
世
か
ら
は
も
う
「
思
ひ
離
れ
」
る
が
、
来
世
も
〈
同
じ
〉
く
崇
徳
院
に
仕
え
る
こ
と
、
現
世
も
来
世
も
「
く
る
く
る
君
に

つ
か
ふ
」
そ
の
〈
真
〉
に
保
つ
た
め
に
〈
祈
り
〉〈
願
う
〉
長
歌
を
詠
っ
た
。
そ
の
〈
祈
り
〉〈
願
い
〉
が
、歌
語
に
そ
れ
ま
で
と
は
〈
違
う
〉�

意
味
づ
け
を
与
え
、
和
歌
そ
の
も
の
を
〈
変
化
〉
さ
せ
て
い
く
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
文
化
に
お
け
る
〈
同
じ
〉
と
〈
違
う
〉
と

の
交
響
の
系
譜
の
一
端
が
、
こ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
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註

　
（
１�
）
G
．ベ
イ
ト
ソ
ン
「
目
的
意
識
が
ヒ
ト
の
適
応
に
及
ぼ
す
影
響
」（『
精
神
の
生
態
学
』
改
訂
第
（
版
、
新
思
索
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

原
書
一
九
七
二
年
）。

　
（
２�

）『
前
参
議
教
長
卿
集
』
と
も
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
和
歌
本
文
の
引
用
は
、
私
家
集
を
『
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ

図
書
館
）、
そ
れ
以
外
を
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
引
用
の
際
に
漢
字
を
あ
て
る

な
ど
私
に
表
記
を
変
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、『
貧
道
集
』
の
漢
文
箇
所
は
先
行
研
究
な
ど
を
ふ
ま
え
、
私
に
訓
読
し
た
。

　
（
３�

）
藤
原
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
序
（
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
写
本
）。
本
文
は
京
都
大
学
電
子
図
書
館
に
よ
る
。

　
（
４�

）
辰
巳
正
明
「
曹
丕
と
日
本
文
学
」（『
日
本
文
学
論
究
』
七
四
冊
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
（
５�

）
多
賀
宗
隼
「
参
議
藤
原
教
長
傳
」（『
鎌
倉
時
代
の
思
想
と
文
化
』
目
黒
書
店
、
一
九
四
六
年
。
初
出
一
九
三
九
年
四
月
）。
岩
橋

小
彌
太
「
藤
原
教
長
」（『
国
語
と
国
文
学
』
三
〇
巻
一
二
号
、
一
九
五
三
年
十
二
月
）。
髙
㟢
由
里
「
藤
原
教
長
年
譜
」（『
立
教
大

学
日
本
文
学
』
五
六
、一
九
八
六
年
七
月
）。

　
（
６�

）
こ
れ
ら
『
古
今
集
』
書
写
や
注
釈
に
つ
い
て
は
浅
田
徹
氏
ら
に
よ
り
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
浅
田
徹
「
教
長
古
今
集
注
に
つ
い

て
―
伝
授
と
注
釈
書
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
二
二
号
、
一
九
九
七
年
六
月
）、
浅
田
徹
「
教
長
古
今
集
注
と
始
発
期
古
今
伝
授

の
諸
問
題
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
七
七
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
な
ど
。

　
（
７�

）『
百
練
抄
』
八
・
高
倉
院
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
七
月
二
十
九
日
条
「
讃
岐
院
奉
號
崇
徳
院
、
宇
治
左
府
贈
官
位
（
太
政
大

臣
正
一
位
）、
事
宣
下
、　

天
下
不
静
、
依
有
彼
怨
霊
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）。

　
（
８�

）『
私
家
集
大
成
』
解
題
（
松
野
陽
一
執
筆
。
明
治
書
院
、一
九
七
五
年
）。
な
お
、松
野
陽
一
「
安
元
・
治
承
成
立
の
歌
集
群
」（『
鳥
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21 『貧道集』の編纂意図

箒　

千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九
五
年
）
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
（
９�
）
教
長
の
家
集
お
よ
び
和
歌
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
今
ま
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
以
下
の
も
の
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

・
西
村
洋
子
「
教
長
の
和
歌
の
世
界
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
五
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
貧
道
集
に
つ
い
て
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』�

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
貧
道
集
の
題
詠
歌
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』。
初
出
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
教
長
の
古
典
摂
取
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』。�

初
出
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

　
　
　

・�

稲
田
利
徳「
藤
原
教
長
の「
貧
道
集
」と「
伊
勢
物
語
」」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』一
一
五
号
、二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

　
　
　

・
拙
稿
「
藤
原
教
長
「
十
楽
歌
」
の
形
成
」（『
万
葉
集
と
東
ア
ジ
ア
』
（
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

　
　
　

・
金
子
英
和
「
藤
原
教
長
十
楽
詠
を
め
ぐ
っ
て
」（
和
歌
文
学
会
例
会
口
頭
発
表
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

　
　
　

・�

太
田
克
也
「
藤
原
教
長
の
初
学
期
の
周
辺
―
興
福
寺
歌
壇
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
一
一
一
号
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

　
（
（0�

）
注
（
髙
㟢
論
文
。

　
（
（（�

）
注
（
黒
田
「
貧
道
集
に
つ
い
て
」。

　
（
（（�

）
同
右
黒
田
論
文
。
な
お
、『
句
題
百
首
』
に
つ
い
て
は
、
藏
中
さ
や
か
「
崇
徳
院
句
題
百
首
考
」（『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究

〈
大
江
千
里
集�

和
歌
一
字
抄
〉』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）
参
照
。

　
（
（（�

）
松
野
陽
一
「
組
題
構
成
意
識
の
確
立
と
継
承
」（『
鳥
箒
』、
初
出
一
九
七
四
年
一
月
）。

　
（
（（�

）『
岩
波
仏
教
辞
典
』
第
二
版
。「
中
国
で
は
早
く
か
ら
用
例
が
見
え
る
」
と
さ
れ
る
。
日
本
の
古
例
と
し
て
は
、「
伝
教
大
師
消
息
」

や
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
第
一
「
贈
野
陸
州
歌�

并
序
」
に
既
に
認
め
ら
れ
る
。
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（
（（�

）
本
文
は
大
正
蔵
、
訓
読
文
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
に
よ
っ
た
。

　
（
（（�

）
注
（
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
序
。
私
に
訓
読
し
た
。

　
（
（（�
）
注
（
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
巻
一
・
四
七
番
歌
。
こ
の
箇
所
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一
上
「
序
分
」
の
「
繋
縁
法
界
一
念
法
界
。

一
色
一
香
無
非
中
道
。
己
界
及
佛
界
衆
生
界
亦
然
（
縁
を
法
界
に
繋
け
、
念
を
法
界
に
一
う
す
、
一
色
一
香
も
中
道
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
な
し
。
己
界
お
よ
び
仏
界
、
衆
生
界
も
ま
た
し
か
り
）」（
大
正
蔵
。
訓
読
は
岩
波
文
庫
に
よ
る
）
に
対
応
す
る
。
ま
た
、「
翻

し
て
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
仏
事
・
五
八
八
・
白
居
易
を
踏
ま
え
て
い
る
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）。

　
　
　

願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
誤
（
願
は
く
は
今
生
世
俗
文
字
の
業　

狂
言
綺
語
の
誤
り
を
以
て
）

　
　
　

飜
為
当
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
転
法
輪
之
縁
（
飜
し
て
当
来
世
世
讃
仏
乗
の
因　

転
法
輪
の
縁
と
為
む
）　　

白

　
（
（（�

）
岡
崎
真
紀
子
「
顕
昭
の
歌
学
と
音
韻
相
通
説
」（『
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
二
九
号
、二
〇
一
四
年
三
月
）

　
（
（（�

）
拙
稿
「『
法
華
経
』
を
詠
ん
だ
和
歌
―『
法
華
経
』
と
歌
枕
と
の
共
鳴
」（『
聖
な
る
声
―
和
歌
に
ひ
そ
む
力
』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
和
歌
の
「
内
」
と
「
外
」
を
つ
な
げ
る
、
ま
た
は
重
ね
る
行
為
と
し
て
、
慈
円
が
法
華
経
廿
八
品
歌

で
歌
枕
を
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
（
（0�

）
訴
嘆
調
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
忠
美
「
曾
禰
好
忠
の
訴
嘆
調
の
形
成
―
古
今
集
時
代
専
門
歌
人
か
ら
の
系
譜
―
」（『
平
安
和
歌
史

論
』
桜
楓
社　

一
九
六
七
年
）
参
照
。

　
（
（（�

）
空
海
「
仏
経
を
講
演
し
て
四
恩
の
徳
を
報
ず
る
表
白�
一
首
」『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻
第
八
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、

岩
波
書
店
）。『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
は
、
巻
一
～
七
を
空
海
の
弟
子
真
済
が
編
纂
、
巻
八
～
十
を
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
に
仁

和
寺
の
学
匠
・
済
暹
が
補
綴
し
て
い
る
。

　
　
　
　

�

又
、
夫
れ
此
の
身
は
虚
空
よ
り
化
生
す
る
に
も
非
ず
、
大
地
よ
り
変
現
す
る
に
も
非
ず
。
必
ず
四
恩
の
徳
に
資
け
ら
れ
て
是こ

こ
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に
五ご

お
ん陰

の
体
を
保
つ
。
所
謂
四
恩
と
は
一
に
は
父
母
、
二
に
は
国
王
、
三
に
は
衆
生
、
四
に
は
三
宝
な
り
。〈
略
〉
父
母
我
を

生
ず
と
云
ふ
と
雖
も
、
若
し
国
主
無
く
は
強
弱
相
戦
ひ
、
貴
賎
劫こ

ふ
だ
つ奪

し
て
身し

ん
み
や
う命

保
ち
難
く
、
財
宝
何
ぞ
守
ら
む
。
万ば

ん
せ
い生

の

室し
つ
た
く宅

を
安
む
じ
、四
海
の
康か

う
さ
い哉

を
与
ふ
。
其
の
官
邑
を
封
じ
、其
の
爵
禄
を
授
く
。
現げ

ん
ぜ世

の
顕け

ん
え
い栄

を
な
し
、後
葉
の
美
声
を
流
す
、

国
王
の
力
只
能
く
然
ら
し
む
。〈
略
〉
風ほ

の
か

に
聞
く
、
三
世
の
如
来
、
十
方
の
菩
薩
、
四
恩
の
徳
を
報
じ
て
悉
く
菩
提
を
證
す
。

　
（
（（�

）
増
補
本
系
『
長
秋
詠
藻
』
五
八
一
～
五
八
四
番
歌
（
古
典
文
庫
）。
崇
徳
院
か
ら
の
長
歌
は
、「
崇
徳
院
讃
州
に
し
て
隠
れ
さ
せ

給
て
後
、
御
供
な
り
け
る
人
の
辺
よ
り
伝
え
て
、
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
あ
り
し
と
て
、
折
紙
に
御
宸
筆
な
り
け
る
物
を
伝
へ
送
ら
れ

た
り
し
な
り
」
と
い
う
詞
書
の
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

�〈
前
略
〉
一
た
び
南な

も無
と�
い
ふ
人
を�

捨
て
ぬ
光
に�

誘
は
れ
て�

玉
を
つ
ら
ぬ
る�

こ
の
し
た
に�

花
ふ
り
し
か
ん�

時
に
あ
は
ば�

契
お
な
じ
き�

身
と
な
り
て�
む
な
し
き
色
に�

染
め
お
き
し�

言
の
葉
ご
と
に�

ひ
る
が
へ
し�

ま
こ
と
の
法
と�

な
さ
ん
ま
で�

あ

ひ
語
ら
は
む�

こ
と
を
の
み�

思
ふ
心
を�

知
る
や
知
ら
ず
や
（
五
八
一
）

　
　
　

�

花
が
降
り
敷
く
と
は
極
楽
往
生
を
意
味
し
、
傍
線
部
は
注
（（
『
和
漢
朗
詠
集
』
白
居
易
の
句
を
ふ
ま
え
る
。
極
楽
往
生
し
た
来

世
に
お
い
て
和
歌
が
仏
法
と
な
る
ま
で
語
り
明
か
し
た
い
、
そ
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
か
と
、
崇
徳
院
は
俊
成
に
詠
み

か
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
俊
成
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

�〈
前
略
〉
後
の
世
に
だ
に�

契
り
あ
り
て�

蓮
の
池
に�
生
ま
れ
あ
は
ば�

昔
も
今
も�

こ
の
道
に�

心
を
ひ
か
む�

緒
人
は�

こ
の
言
の

葉
を�

縁
と
し
て�

同
じ
御
国
に�

誘
は
ざ
ら
め
や
（
五
八
三
）

　
　
　

崇
徳
院
、
俊
成
と
も
に
、
現
世
で
は
も
う
叶
う
は
ず
の
な
い
、
昔
と
〈
同
じ
〉
関
係
の
再
来
を
来
世
に
願
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
（
（（�

）
渡
部
泰
明
「
藤
原
俊
成　

和
歌
に
み
る
生
と
死
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
八
一
六
、一
九
九
九
年
五
月
）。

　
（
（（�

）
注
（（
松
野
論
文
。
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（
（（�

）『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
無
常
・
七
八
九
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

　
　
　
　

観
身
岸
額
離
根
草
（
身
を
観
ず
れ
ば
岸
の
額
に
根
を
離
れ
た
る
草
）

　
　
　
　

論
命
江
頭
不
繋
舟
（
命
を
論
ず
れ
ば
江
の
頭
の
繋
が
ざ
る
舟
）　　
　

羅
維

　
（
（（�
）�『
貧
道
集
』
雑
・
九
七
四
～
九
七
八
番
歌
・
観
身
論
「
観
身
論
命
旦
暮
在
近
、
述
懐
言
志
心
情
、
椈
休
但
寄
源
流
蠧
呈
雑
体
（
以

下
、
混
本
歌
・
長
歌
（
短
歌
）・
旋
頭
歌
・
短
歌
（
長
歌
）・
返
歌
が
続
く
）」

　
（
（（�

）
三
木
雅
博
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
「
白
」
に
関
す
る
考
察
」（『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
、
初

出
一
九
九
三
年
）。
菅
野
禮
行「
部
立「
白
」に
関
す
る
試
論
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
和
漢
朗
詠
集
』小
学
館
、一
九
九
九
年
）。
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25 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

　
　祓
具
の
諸
相

　―
大
麻
（
お
お
ぬ
さ
）
を
中
心
に
―

吉　

永　

博　

彰　
　
　

　
　は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
祓
に
用
い
る
具そ

な
え（

以
降
、
主
と
し
て
こ
れ
を
「
祓
具
」
と
表
記
す
る
）
と
し
て
の
「
大お

お
ぬ
さ麻

」（「
太
麻
」
と
も
）
に
着
目
し
、

祓
の
行
事
・
儀
礼
に
於
け
る
そ
の
用
い
方
・
役
割
に
つ
い
て
、
神
道
史
の
立
場
よ
り
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
対
象
と
し
た

「
大
麻
」
と
は
、
祓
の
具
の
一
つ
で
あ
る
「
麻ぬ

さ

」
に
、
美
称
或
い
は
形
態
を
示
す
「
大
」
が
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
神
社
に
於
け

る
祓
の
行
事
・
儀
礼
で
は
、
同
じ
く
「
麻
」
で
あ
る
「
小こ

麻ぬ
さ

」
や
「
切き

り

麻ぬ
さ

」
を
は
じ
め
、「
塩え

ん
と
う湯

」
や
「
解と

き

縄な
わ

」、「
人ひ

と
か
た
し
ろ

形
代
」
な
ど
が
祓

具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
祓
具
の
う
ち
、
大
麻
を
中
心
と
し
た
「
麻ヌ

サ

」
に
特
に
焦
点
を
当
て
て
、
現
代
の
神
社

有
職
故
実
に
於
け
る
理
解
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
こ
に
至
る
古
典
・
関
連
史
料
に
み
た
用
例
の
考
察
・
検
討
を
通
じ
、
祓
具
と
し
て
の
大

麻
の
歴
史
的
な
変
遷
や
名
称
の
由
来
・
語
義
を
整
理
し
、
祓
に
て
大
麻
の
果
た
す
役
割
に
関
し
て
論
じ
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
。
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現
在
の
神
社
祭
式
に
あ
っ
て
大
麻
は（

（
（

、
祭
典
に
先
立
ち
祭
具
・
神
饌
・
参
列
者
以
下
の
清
浄
を
期
す
た
め
に
行
う
「
修し

ゅ
ば
つ祓

」
を
は
じ
め
、

参
列
者
の
ツ
ミ
や
ケ
ガ
レ
を
解
き
除
く
た
め
に
毎
年
六
月
・
十
二
月
の
晦
日
に
行
う
「
大お

お
は
ら
え祓

」
及
び
、「
地
鎮
祭
」
や
「
屋や

こ
ぼ
ち毀

祭
」
な
ど

建
築
儀
礼
に
於
い
て
土
地
や
建
築
物
を
清
め
鎮
め
る
た
め
の
「
清き

よ

祓は
ら
い

」
等
に
て
、
対
象
を
祓
い
清
め
る
目
的
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
用
法
は
、
祓
の
執
行
者
が
大
麻
を
手
に
執
り
、
祓
を
受
け
る
対
象
へ
向
け
て
左
・
右
・
左
に
振
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（
（

。
細
か
な

振
り
方
の
作
法
・
所
作
に
は
諸
説
あ
る
が
、
大
麻
を
以
て
祓
い
清
め
る
場
合
は
、
祓
う
対
象
に
対
し
て
振
る
う
の
が
、
現
在
の
神
社
祭
式

で
の
基
本
的
な
大
麻
の
用
法
と
さ
れ
る
。「
修
祓
」
や
「
大
祓
」、「
清
祓
」
な
ど
、
祓
に
関
わ
る
行
事
・
儀
礼
全
体
の
中
で
も
、
人
形
代

や
解
縄
な
ど
他
の
祓
具
に
比
し
て
、
大
麻
を
は
じ
め
と
す
る
「
麻
」
を
具
と
し
た
祓
の
行
事
・
儀
礼
は
実
に
広
範
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
用

法
の
多
さ
か
ら
か
、
大
麻
を
振
っ
て
祓
を
修
め
る
様
子
は
、
ま
さ
に
象
徴
的
な
神
職
の
姿
の
一
つ
と
も
思
わ
れ
よ
う（

（
（

。

写真 1　大麻（筆者撮影）

写真 2　大麻（筆者撮影）
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祓
や
神
職
を
象
徴
す
る
よ
う
な
用
具
の
大
麻
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
、
行
事
・
儀
礼
と
し
て
の
「
祓
」
に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
て（

（
（

、

そ
の
思
想
的
・
教
学
的
な
理
解（

（
（

、
或
い
は
祓
に
際
し
て
奏
せ
ら
れ
る
「
中
臣
祓
」
や
「
大
祓
詞
」
の
紹
介
や
解
釈
を
中
心
と
し
た
研
究（

（
（

と

比
較
す
る
と
、「
大
麻
」
を
含
む
祓
具
と
し
て
の
「
麻
」
を
対
象
と
し
た
論
考
は
、
あ
ま
り
進
展
を
み
て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
現
在
の
神
社
に
於
い
て
普
及
し
て
い
る
大
麻
は
、
形
状
か
ら
二
種
に
大
別
で
き
、

　

□Ⅰ 

紙し

垂で

（
紙
を
折
り
下
げ
た
も
の
）
や
木ゆ

う綿
（
現
在
は
麻
苧
を
指
す
）
を
木
製
や
竹
製
の
祓
串
に
挿
ん
だ
も
の
（【
写
真
1
】
参
照
）

　

□Ⅱ 

榊
の
樹
枝
に
紙
垂
や
麻
苧
を
付
け
た
も
の
（【
写
真
2
】
参
照
）

と
さ
れ
る
。
各
々
を「
大
麻
」と
称
し
、「
祓
所
」と
し
て
設
け
た
神
前
の
案（
机
）上
に
台
に
立
て
た
も
の（
□Ⅱ 

で
あ
れ
ば
据
え
置
く
こ
と
も
）

を
、
各
社
に
て
見
受
け
る
。
ど
ち
ら
も
祓
に
於
け
る
作
法
・
用
途
は
先
述
の
通
り
、
と
も
に
祓
を
受
け
る
べ
き
対
象
へ
と
左
・
右
・
左
に

振
る
も
の
で
あ
っ
て
、
祓
に
資
す
る
と
い
う
本
質
的
な
役
割
の
上
で
、
両
者
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
一
体
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
に
異
な
る
形
状
の
も
の
が
、
同
様
に
「
大
麻
」
と
称
さ
れ
、
と
も
に
祓
の
具
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
祓
の
具
と
し
て
の
「
大
麻
」
を
考
え
る
に
先
立
ち
、
モ
ノ
か
ら
み
た
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、

大
麻
と
同
じ
く
、
串
や
榊
の
樹
枝
、
木
綿
や
紙
垂
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
祭
具
と
し
て
の
「
神
籬
」（
真
榊
）
並
び
に
「
御
幣
」
の
変

遷
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た（

（
（

。
そ
の
結
果
、
古
典
に
み
た
始
源
的
な
「
神
籬
」
と
は
、
神
の
た
め
の
「
籬
（
垣
）」、
即
ち
神
祇
の
奉
斎
・

神
祭
の
為
に
区
画
・
遮
蔽
し
た
「
場
」
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
祭
祀
の
形
式
や
祭
場
（
斎
場
）
の
在
り
方
も

多
様
化
し
、
神
祭
に
於
け
る
神
霊
の
表
象
も
持
ち
運
び
の
で
き
る
祭
具
へ
と
発
展
し
て
、
近
世
中
期
に
は
「
神
体
勧
請
」
や
「
遷
座
」
に

用
い
る
祭
具
と
し
て
の
神
籬
（
真
榊
）
の
用
例
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
「
場
」
か
ら
「
祭
具
」
へ
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
神
社
祭
式

に
在
っ
て
は
、
臨
時
の
祭
祀
等
に
於
い
て
神
前
に
据
え
置
く
た
め
の
祭
具
と
し
て
、
神
籬
は
広
く
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
の
御
幣
に
つ
い
て
は
、
布
帛
や
金
属
製
も
一
部
見
受
け
る
が
、
頭
紙
（
鏡
）
と
紙
垂
（
木
綿
）
を
串
に
挿
む
と
い
う
基
本
形
か
ら
、
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古
典
の
用
例
を
基
に
、
天
石
屋
戸
説
話
に
於
い
て
祈
願
・
奉
斎
に
当
た
り
捧
げ
ら
れ
た
「
五
百
津
真
賢
木
」
に
由
縁
す
る
よ
う
な
構
造
・

性
質
の
祭
具
で
あ
る
と
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
近
世
の
建
築
儀
礼
の
次
第
書
・
図
解
に
み
た
御
幣
の
用
例
に
関
す
る
検
討
を
通
じ
て
、

　

① 
捧
げ
物
・
奉
献
品
で
あ
る
「
幣
帛
」
の
一
種
、
ま
た
は
そ
の
別
称
と
し
て
、
祭
祀
・
神
事
に
当
た
り
神
前
に
捧
げ
祀
ら
れ
る
も
の
。

　

② 
神
霊
を
勧
請
す
る
に
際
し
て
、
目
に
は
見
え
な
い
神
々
の
象
〔
カ
タ
チ
〕・
御み

形か
た

を
表
し
、
そ
の
存
在
を
示
す
も
の
。

と
い
う
、
御
幣
に
は
二
つ
の
大
き
な
機
能
・
役
割
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
機
能
分
化
の
背
景
に
は
、

　
　

神
祇
の
祭
祀
・
奉
斎
に
際
し
て
は
、
神
前
に
真
榊
・
幣
帛
（
御
幣
）
を
奉
献
・
供
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　

真
榊
・
御
幣
が
奉
献
さ
れ
た
場
に
は
、
神
祇
・
神
霊
が
祭
ら
れ
て
い
る
（
＝
御
幣
・
真
榊
が
捧
げ
ら
れ
た
場
に
は
神
が
坐
す
）

と
い
っ
た
、
神
祭
に
於
け
る
認
識
の
変
遷
・
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
記
の
よ
う
に
、
大
麻
や
小
麻
を
形
づ
く
る
要
素
に
は
、
木
製
・
竹
製
の
串
或
い
は
榊
の
樹
枝
と
、
そ
れ
に
垂
ら
す
木
綿
や
紙
垂
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
神
籬
（
真
榊
）
や
御
幣
と
形
状
的
な
共
通
性
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
、
神
事
（
行
事
・
儀

礼
）
に
用
い
る
具
の
一
つ
と
し
て
の
大
麻
に
焦
点
を
当
て
、
真
榊
や
御
幣
と
の
関
係
も
考
慮
し
つ
つ
、
論
を
進
め
て
い
く
。

　
　 一

、
神
社
有
職
故
実
に
於
け
る
大
麻
の
概
要

　

大
麻
に
つ
い
て
は
、神
籬
や
御
幣
（
幣
帛
）
と
同
じ
く
、八
束
清
貫
氏
が
『
神
社
有
職
故
実
』
に
て
取
り
上
げ
、「
大
麻
」
以
下
「
小
麻
」 

「
塩
湯
」「
切
麻
」「
木
綿
」「
布
」「
形
代
」「
解
縄
」
を
挙
げ
、「
修
祓
用
具
」
と
し
て
解
説
す
る（

（
（

。
こ
の
う
ち
、
塩
湯
・
形
代
・
解
縄
を 

除
き
、
特
に
「
麻
（
ヌ
サ
）」
と
関
連
し
た
項
目
を
次
に
示
し
て
い
く
。
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29 祓具の諸相

　
　

一　

大お
ほ
ぬ
さ麻

　
　

 　

大
麻
は
、「
お
ほ
ぬ
さ
」
と
よ
む
。「
大
幣
」
と
も
書
き
、「
御み

麻ぬ
さ

」、「
祓は

ら
ひ

麻ぬ
さ

」
と
も
い
ふ
。
大お

ほ
ぬ
さ麻

は
小こ

麻ぬ
さ

に
対
す
る
語
で
、「
ぬ
さ
」

は
「
禱ね

ぎ

総ふ
さ

」
総
（
ふ
さ
）
は　

麻
（
あ
さ
）
の
義

の
意
義
で
あ
る
。
即
ち
事
を
禱ね

ぐ
為
め
に
奉
る
布
帛
の
類
を
指
し
た
こ
と
に
基
く
。
仲
哀
天
皇
記
に
「
国
の

大あ
ほ

奴ぬ

佐さ

を
取
り
て
…
…
国
の
大お

ほ
ば
ら
い祓

し
て
」
と
あ
る
か
ら
、
上
古
よ
り
祓
具
と
し
て
用
ゐ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
も
と
は
麻お

さ

で
穢
汚
を

祓
清
め
た
の
に
起
る
や
う
で
あ
る
が
、
後
世
、
木ゆ

綿ふ

又
は
紙

紙
は
木
綿
と
同
原
料
（
楮
）

故
に
其
の
代
用
と
す
る

等
を
も
用
ゐ
、
之
を
左
右
左
と
振
つ
て
不
浄
を
祓
清
め

る
や
う
に
な
つ
た
。

　
　

 　

麻あ
さ

・
木ゆ

綿ふ
紙
を
以
て
も

代
用
と
す
る

を
祓
具
と
し
た
の
は
、
古
へ
人
間
生
活
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
衣
服
の
原
料
で
あ
つ
た
か
ら
、
其
の
霊
德
に
よ
つ

て
不
浄
を
払は

ら
ひ
き
よ清

め
得
る
と
信
じ
た
の
に
因
由
す
る
。
又
後
に
述
べ
る
切き

り

麻ぬ
さ

に
米
を
混
へ
る
の
も
食
料
と
し
て
の
生
命
の
根
元
た
る

其
の
霊
徳
に
信
憑
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

 　

大
麻
は
榊

又
は
常

盤　

木

の
枝
に
麻あ

さ
を苧　

又
は
麻
苧
と
紙し

垂で

と
を
つ
け
た
も
の
。
神ひ

も
ろ
ぎ籬

・
幣
帛
・
神
饌
・
祭
典
関
係
員
其
の
他
一
切
の
不
浄

を
祓
清
め
る
に
使
用
す
る

咄
嗟
の
出
来
事
に
際
し
大
麻
の
用
意
な
き
場
合
に
笏
を
左
右
左

と
振
り
修
祓
す
る
こ
と
も
あ
る
。
心
得
の
為
め
附
記
し
て
お
く

。

　
　

二　

小こ

麻ぬ
さ

　
　

 　

小
麻
は
、「
こ
ぬ
さ
」
と
よ
む
。
大お

ほ
ぬ
さ麻

の
対
語
で
、
大
麻
は
大
勢
を
一
時
に
祓
ふ
に
用
ゐ
る
が
、
之
は
各
自
が
執
つ
て
祓
ふ
も
の

で
あ
る
。
細ほ

そ

く
短
い
木
串
に
麻あ

さ

苧を

と
紙し

垂で
或
は
紙

垂
だ
け

を
挿
ん
だ
も
の
。
又
細
い
木
に
紙し

垂で

を
細
い
竹
に
麻あ

さ

苧を

を
附
け
て
一
括
し
た
も
の
も

あ
る
。

　
　
（「
三　

塩え
ん

湯と
う

」
は
略
す
）

　
　

四　

切き
り

麻ぬ
さ

　
　

 　

切
麻
は
、「
き
り
ぬ
さ
」
と
よ
む
。
麻
を
細
切
し
た
か
ら
の
名
で
あ
る

麻
に
つ
い
て
は
大

麻
の
所
で
述
べ
た

。
古
く
よ
り
祓
の
具
と
し
た
こ
と
は
貞
観
儀
式
の
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大
祓
の
条
に
、
五
位
以
上
に
「
頒わ

か
つ二

切き
り

麻ぬ
さ

一
」
と
あ
り
、
即
ち
上
級
者
が
各
自
之
を
執
つ
て
祓
う
た
も
の
で
あ
る
。
切き

り

麻ぬ
さ

に
は
麻
に

切き
り
が
み紙

だ
け
を
混ま

じ

へ
、
更
に
米
を
混
へ
も
す
る
。

　
　

五　

木
綿

　
　

 　

木
綿
は
、「
ゆ
ふ
」
と
よ
む
。
潔
白
、
清
浄
の
義
と
い
ふ
。
楮か

う
ぞ

の
皮
を
晒
し
て
織
つ
た
布
で
あ
る
。

　
　

 　

古
語
拾
遺
に
、
神
武
天
皇
が
天あ

め
の

富と
み
の

命み
こ
と

に
命
じ
神
宝
と
し
て
鏡
玉
其
の
他
と
共
に
木ゆ

綿ふ

・
麻あ

さ

を
作
ら
し
む
と
あ
る
を
初
見
と
し
、

上
古
よ
り
広
く
神
事
に
用
ゐ
た
。
其
の
理
由
は
大
麻
の
項
で
述
べ
た
通
り
、
木ゆ

綿ふ

は
麻あ

さ

と
共
に
古
代
人
の
生
活
上
必
須
の
衣
服
原
料

で
あ
つ
た
関
係
か
ら
で
、
御
世
神
宝
・
幣
帛
・
祓
の
具
に
ま
で
用
ゐ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
楮
布
は
得
難
い
の
で
、

大
祓
の
祓は

ら
へ

物つ
も
の

に
は
常
に
木も

綿め
ん

綿
か
ら

作　

る

を
以
て
も
代
用
す
る
。

　
　

六　

布

　
　

 　

布
は
、「
ぬ
の
」
と
よ
む
。
麻あ

さ

苧を

を
積う

ん
で
織
つ
た
麻ま

布ふ

で
あ
る
。
前
項
で
述
べ
た
通
り
、
神
武
天
皇
時
代
か
ら
木ゆ

綿ふ

と
共
に
広

く
神
事
に
用
ゐ
る
。
大
祓
の
祓は

ら
へ

物つ
も
の

に
も
使
用
す
る
。

　
　
（「
七　

形か
た

代し
ろ

」「
八　

解と
き

縄な
は

」
は
略
す
）

　

ま
ず
「
大
麻
」
に
つ
い
て
八
束
氏
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
麻
は
「
大
幣
」
と
も
表
記
し
、「
ぬ
さ
」
は
「
禱ね

ぎ

総ふ
さ

」
の
意
で

あ
っ
て
、「
事
を
禱ね

ぐ
為
に
奉
る
布
帛
の
類
を
指
し
た
こ
と
に
基
く
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
神
社
有
職
故
実
に
於
け
る
大
麻
の

役
割
の
第
一
義
と
は
、
禱ね

ぐ
（
祈
る
）
為
に
奉
献
す
る
布
帛
の
類
（
ヌ
サ
）
に
由
来
す
る
、
神
へ
の
捧
げ
物
・
供
献
品
で
あ
り
、
こ
の
場

合
は
「
祓
」
を
以
て
穢
汚
を
清
め
る
「
は
た
ら
き
」
を
為
す
神
祇
・
神
霊
に
対
し
、
そ
の
神
威
の
発
揚
を
期
し
て
捧
げ
ら
れ
た
供
え
物
な

の
で
あ
る
。
大
麻
を
、「
幣0

帛
」
と
同
義
で
あ
る
「
大
幣0

」
と
も
表
記
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
麻
・
木

綿
を
祓
具
と
し
た
の
は
、
古
く
よ
り
人
間
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
衣
服
の
原
料
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
。
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31 祓具の諸相

　

前
記
の
祓
と
布
帛
類
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
は
、「
小
麻
」
以
下
「
布
」
ま
で
の
各
解
説
に
も
共
通
し
て
お
り
、
神
社
有
職
故
実
で
の 

「
ぬ
さ
」
ほ
か
布
帛
類
に
み
た
祓
具
の
役
割
の
第
一
義
は
、
祓
に
当
た
っ
て
捧
げ
ら
れ
る
品
、
即
ち
大
麻
は
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
「
幣
帛

の
一
種
」、
殊
に
祓
に
資
す
る
用
具
を
し
て
の
名
称
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
見
て
取
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
幣
帛
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
た
用
具
と
も
解
せ
る
大
麻
で
は
あ
る
が
、
形
状
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

八
束
氏
は
「
榊

又
は
常

盤　

木

の
枝
に
麻
苧　

又
は
麻
苧
と
紙
垂
と
を
つ
け
た
も
の
」
と
解
説
さ
れ
、
上
記
の
分
類
で
は
□Ⅱ 

に
大
別
さ
れ
る
、
榊
や

常
盤
木
に
麻
苧
や
紙
垂
を
付
け
た
形
状
の
み
を
示
す
。
一
方

で
、
小
麻
の
形
状
に
関
し
て
は
「
細
く
短
い
木
串
に
麻
苧
と

紙
垂

或
は
紙

垂
だ
け

を
挿
ん
だ
も
の
」
や
「
細
い
木
に
紙
垂
を
細
い
竹

に
麻
苧
を
附
け
て
一
括
し
た
も
の
」
と
述
べ
、
各
々
の
図
版

を
載
せ
る
。

　

こ
う
し
た
祭
器
・
神
具
の
形
状
に
関
係
し
て
、
祭
具
と
し

て
の
「
神
籬
」
の
考
察
に
於
い
て
近
代
神
道
史
の
研
究
成
果

に
基
づ
き
整
理
し
た
通
り
、
明
治
以
来
、
現
代
ま
で
の
神
社

祭
式
（
儀
式
次
第
以
下
、
祝
詞
、
神
饌
、
社
頭
装
飾
ほ
か
）

及
び
祭
器
具
類
を
考
え
る
上
で
基
本
と
な
る
の
は
、
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
四
月
に
式
部
寮
の
定
め
た
「
神
社
祭
式
」

で
あ
る
。「
神
社
祭
式
」
を
明
示
す
る
目
的
か
ら
、
式
部
寮

が
編
纂
し
た
『
神
社
祭
式
』
に
収
め
ら
れ
た
図
版
は
「
数
十

図 1　明治 8年『神社祭式』所載「大麻」の図
榊の枝に、木綿（麻苧）と紙垂が付けられたもの。
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の
調
度
の
図
は
永
く
後
代
の
規
範
と
な
つ
て
今
に
至
つ
て
ゐ
る
」
と
評
さ
れ
る
が（

（
（

、
そ
こ
に
は
「
大
麻
」
ほ
か
「
小
麻
」「
切
麻
」
な
ど

祓
具
も
所
載
さ
れ
、
形
状
を
詳
し
く
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（【
図
1
】
参
照
）。

　

大
麻
は
注
記
よ
り
、「
三
四
尺
（
約
九
〇
～
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）」
程
度
の
枝
葉
の
つ
い
た
榊
の
樹
枝
と
知
れ
、
束
ね
た
麻
苧
の

中
程
と
八
垂
の
紙
垂
を
上
枝
に
結
び
（
あ
る
い
は
括
り
）
付
け
、左
右
に
垂
ら
し
て
い
る
。
そ
の
形
状
の
特
徴
と
し
て
は
、同
式
で
「
神
籬
」

と
さ
れ
た
「
真
榊
」
と
同
一
で
あ
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
一
方
で
、「
小
麻
」
は
細
い
木
（
竹
）
串
に
麻
苧
と
紙
垂
を
挿
ん
だ

（
あ
る
い
は
括
り
付
け
た
）
も
の
、「
切
麻
」
は
麻
苧
と
紙
を
細
か
く
切
っ
た
も
の
と
わ
か
る
が
、
注
記
が
な
く
大
き
さ
は
定
か
で
な
い
。

大
麻
の
図
版
を
基
準
と
す
れ
ば
、
小
麻
は
そ
の
半
分
程
と
見
て
取
れ
る
た
め
、
一
尺
五
寸
か
ら
二
尺
（
約
四
五
～
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

余
と
推
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
『
神
社
祭
式
』
の
図
版
と
、
八
束
氏
が
『
神
社
有
職
故
実
』
に
て
示
し
た
図
解
は
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
理

解
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
も
各
社
で
広
く
見
受
け
る
□Ⅰ 

の
系
統
は
、
明
治
初
期
の
「
神
社
祭
式
」
以
来
、
現
在
の
神
社
有
職
故
実
に
至

る
ま
で
、「
小
麻
」
と
さ
れ
る
神
具
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
祭
器
具
の
在
り
方
に
は
各
社
ご
と
の
故
実
（
伝
統
）
や
事
情
が
反

映
さ
れ
て
お
り
、
神
社
や
地
域
に
よ
っ
て
は
、
図
版
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
整
っ
た
形
状
で
、
か
つ
三
・
四
尺
も
の
榊
枝
や
常
盤
木
を
祓
ご

と
に
弁
備
す
る
の
は
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
あ
る
い
は
恒
常
的
な
祓
に
資
す
る
用
具
と
し
て
、
麻
苧
と
紙
垂
と
を
串
に
挿
ん
だ
形
式
の
も

の
が
大
麻
と
し
て
普
及
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

大
麻
の
用
途
や
形
状
を
中
心
に
、
近
代
以
降
の
大
麻
の
概
要
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
、
続
い
て
古
典
に
み
た
そ
の
用
例
を
検
討
し
た
い
。
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33 祓具の諸相

　
　

二
、『
記
・
紀
』
に
み
た
祓
具
の
起
源
と
「
大
麻
」
の
由
来

　

祓
具
の
起
源
に
関
連
し
て
、『
古
事
記
』
上
巻
・
天
石
屋
戸
条
に
は
、「
於こ

こ
レ
是ニ

、
八ヤ

百ホ

万よ
ろ
ヅ
の

神
共と

も
ニ

議ハ
カ
リ

而テ

、
於
二
速
須
佐
之
男
命の

ミ
こ
と
ニ

一   

、

負
二
千チ

位ク
ラ
の

置オ
キ
ト戸
ヲ一　　　

、オ
ホ
セ　

亦マ
タ

切
二
鬚ヒ

げ

及と

手テ

足ア
シ
の

爪つ
め

抜
ヲ一

、キ
リ　

令
レ
祓ハ

ラ
へ
シ
め

而テ

、
神カ

ム

夜ヤ

良ラ

比ヒ

夜ヤ

良ラ

比ヒ

岐キ

。」
と
記
さ
れ（

（（
（

、
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
へ
と

籠
っ
た
責
に
よ
り
、
神
々
の
協
議
を
以
て
、
速
須
佐
之
男
命
に
「
千
位
の
置
戸
」
を
負
わ
せ
て
祓
い
、
対
処
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

こ
の
「
千
位
の
置
戸
」
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
第
七
段
に
詳
し
い
。
ま
ず
本
文
に
は
、「
然
し
て
後
に
、
諸
の
神
罪
過
を
素
戔
鳴

尊
に
歸
せ
て
、
科
す
る
に
千
座
置
戸
を
以
て
し
て
、
遂
に
促
め
徴
る
。
髪
を
抜
き
て
、
其
の
罪
を
贖
は
し
む
る
に
至
る
。
亦
曰
は
く
、
其

の
手
足
の
爪
を
抜
き
て
贖
ふ
と
い
ふ
。
已
に
し
て
竟
に
逐
降
ひ
き
」
と
記
さ
れ（

（1
（

、
罪
科
と
し
て
「
千
座
置
戸
」
を
以
て
髪
を
抜
き
、
手
足

の
爪
を
抜
い
て
「
逐
降
」
さ
せ
た
と
す
る
。
罪
科
の
贖
い
は
同
段
「
一
書
」
に
も
み
え
、
関
係
す
る
語
句
を
ま
と
め
る
と
、

　

○
巻
第
一
［
第
七
段
］「
一
書
」
第
二（

（1
（

　
「
祓
具
」
を
責
る　
　

唾
を
「
白
和
幣
」・
洟
を
「
青
和
幣
」
と
し
、
以
て
解
除
を
す
る

　

○　
　
　

同　
　
　
　
「
一
書
」
第
三（

（1
（

　
「
千
座
置
戸
の
解
除
」
を
科
す　
　

天
兒
屋
命
を
し
て
解
除
の
太
諄
辭
を
掌
り
て
宣
ら
す

と
い
っ
た
形
に
な
る
。
な
お
、「
一
書
」
第
二
・
第
三
と
も
に
、
祓
・
解
除
に
科
す
も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
吉
凶
の
「
棄
物
」
を
挙
げ
る
。

こ
れ
ら
の
解
釈
は
様
々
な
見
地
か
ら
諸
説
あ
り
、
大
麻
の
考
察
を
目
的
と
し
た
本
稿
で
は
触
れ
得
な
い
が
、
罪
の
祓
・
解
除
の
た
め
に
は
、

「
千
位
置
戸
」
や
「
祓
具
」
と
し
て
の
科
料
・
贖
物
の
差
出
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　

祓
具
に
対
し
て
「
お
お
ぬ
さ
」
の
語
句
の
初
見
は
、
八
束
氏
も
記
す
通
り
『
古
事
記
』
中
巻
・
仲
哀
天
皇
条
で
あ
る
。
天
皇
の
崩
御
後
、

遺
骸
を
殯
宮
に
安
置
す
る
と
、「
國
之
大
奴
佐
」
を
取
っ
て
種
々
の
罪
の
類
を
求
め
、「
国
之
大
祓
」
を
し
た
と
あ
る
が（

（1
（

、
こ
れ
だ
け
で
は

「
大
奴
佐
」
の
実
態
は
読
み
取
れ
な
い
。
具
体
的
な
祓
の
具
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
八
月
辛
亥
条
に
詳
し
い（

（1
（

。

　
　

 

詔
し
て
曰
は
く
、「
四
方
に
大
解
除
せ
む
。
用
ゐ
る
物
は
、
國
別
に
國
造
輸
せ
。
秡
柱
は
馬
一
匹
・
布
一
常
。
以
外
は
郡
司
。
各
刀
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一
口
・
鹿
皮
一
張
・
钁
一
口
・
刀
子
一
口
・
鎌
一
口
・
矢
一
具
・
稻
一
束
。
且
戸
每
に
、
麻
一
條
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
「
四
方
に
大
解
除
」
す
る
に
当
た
り
、
国
別
の
「
秡
柱
」
を
、
国
造
・
郡
司
・
戸
の
単
位
で
示
す
。
こ
う
し
た
「
秡
柱
（
祓
物
）」
を
差
し
出
す 

「
大
解
除
（
大
祓
）」
の
様
式
は
制
度
化
し
、「
神
祇
令
」
で
は
朝
廷
で
の
六
月
・
十
二
月
晦
日
の
大
祓
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
る（

（1
（

。

　
　

 
凡
そ
六
月
、
十
二
月
の
晦
の
日
の
大
祓
に
は
、
中
臣
、
御
祓
麻
上
れ
。
東
西
の
文
部
、
祓
の
刀
上
り
て
、
祓
詞
読
め
。
訖
り
な
ば
、

百
官
の
男
女
祓
の
所
に
聚
り
集
れ
。
中
臣
、
祓
詞
宣
べ
。
卜
部
、
解
へ
除
く
こ
と
為
よ
。

　

大
祓
で
は
、
中
臣
が
天
皇
に
御
祓
麻
を
進
上
し
、
東
西
文
部
が
祓
の
刀
を
進
上
し
て
祓
詞
を
読
み
、
終
わ
る
と
百
官
の
男
女
は
祓
所
に

集
り
、
中
臣
が
祓
詞
を
宣
べ
、
卜
部
が
解
除
を
為
し
た
。
他
方
、
諸
国
で
大
祓
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
郡
ご
と
に
「
刀
」
一
口
、「
皮
」

一
張
、「
鍬
」
一
口
及
び
雑
物
等
を
出
す
と
さ
れ
、
戸
ご
と
に
も
「
麻
」
一
条
を
、
国
造
は
「
馬
」
一
疋
を
、
祓
料
と
し
て
差
し
出
す
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
千
座
置
戸
」
の
よ
う
に
、
祓
の
科
料
・
罪
を
贖
う
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
品
目
等
は
天
武
紀
の
大
解

除
に
通
じ
て
い
た
。
即
ち
、古
典
に
み
た
祓
に
於
け
る
「
麻
」
は
、祓
料
と
し
て
「
差
し
出
す
も
の
」
と
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

笹
生
衛
氏
は
神
祇
令
の
大
祓
が
、
科
料
を
差
し
出
し
て
罪
を
解
き
除
く
た
め
に
行
う
伝
統
的
な
「
中
臣
・
卜
部
の
祓
」
と
、
道
教
の
影

響
を
受
け
、
天
皇
の
除
病
除
災
と
延
命
を
祈
願
し
て
「
東や

ま
と

西か
わ
ち

の
文
部
」
が
行
う
祓
と
の
、
二
重
構
造
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
特
に

東
西
の
文
部
の
祓
と
は
、『
延
喜
式
』
巻
一
・
四
時
祭
の
大
祓
の
祭
料
や
巻
八
所
載
の
東
西
文
部
の
「
呪
」
の
内
容
よ
り
、
禄
（
銀
）
人
・

金
銀
塗
人
像
を
捧
げ
て
天
皇
の
病
災
を
除
き
、
金
刀
・
金
装
の
横
刀
を
捧
げ
て
延
命
を
請
う
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
九
世
紀

初
頭
と
さ
れ
る
「
御
贖
」
の
成
立
を
契
機
に
、
東
西
の
文
部
の
人
形
・
横
刀
の
解
除
と
中
臣
の
御
祓
麻
の
祓
の
一
体
化
が
進
み
、
伝
統
的

な
神
へ
と
捧
げ
ら
れ
る
品
・
祓
物
と
し
て
の
人
形
の
イ
メ
ー
ジ
が
次
第
に
薄
れ
て
、
道
教
呪
具
を
起
源
と
す
る
罪
・
穢
を
付
け
て
祓
う
人

形
へ
と
一
本
化
し
、
一
〇
世
紀
以
降
は
陰
陽
師
の
祓
に
受
け
継
が
れ
る
中
で
一
般
化
し
た
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
奈
良
時
代
以
降
、
祓
具
と
し
て
の
人
形
が
成
立
し
、
発
展
す
る
の
に
対
し
て
、
大
麻
は
ど
う
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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35 祓具の諸相

　
　

三
、
儀
式
次
第
に
於
け
る
「
大
麻
」
の
用
法

　

こ
こ
で
は
、
平
安
期
の
儀
式
書
に
記
さ
れ
た
祓
の
儀
礼
を
対
象
に
、
特
に
「
大
麻
」
の
用
法
・
性
格
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
平
安
初
期
の
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
成
立
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
以
降
『
儀
式
帳
』）
に
は
、
伊
勢
の
皇
大
神
宮
（
内
宮
）

の
儀
式
次
第
ほ
か
、
禰
宜
以
下
の
職
掌
も
記
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
御
巫
内
人
」
で
あ
っ
た
「
無
位
礒
部
足
國
」
に
つ
い
て
は
、

　
　

 

職ツ
カ
サ
ド
ル

掌コ
ト
ハ

、
三ミ

節ヲ
リ
ノ

祭マ
ツ
リ
ノ

・
月ツ

キ
ノ

十ジ
フ

五ゴ

日ニ
チ
ノ

夜ヨ

以
亥ヰ

ノ

時ト
キ
ニ

、
第ダ

イ

二ニ
ノ

御ゴ

門モ
ン
ニ

令サ
ブ
ラ

侍ハ
シ
メ

、
木ユ

綿フ

蘰カ
ヅ
ラ

御ミ

琴コ
ト

給タ
バ
リ

而テ

、
請コ

ヒ
テ二

大オ
ホ
ミ

神カ
ミ
ノ

御オ
ホ

命ミ
コ
ト
ヲ

一  

、
以
十ジ

フ

六ロ
ク

日ニ
チ
ノ

朝ア
サ

所タ
ヽ

祟リ

出イ
ヅ
ル

罪ツ
ミ

事コ
ト
ヲ

、
自ヨ

リ
二
禰ネ

宜ギ
ノ

館タ
チ

一
始ハ

ジ
メ
テ

、
内ウ

チ
ビ
ト人

物モ
ノ
イ
ミ忌

四ヨ

人タ
リ
ノ

館タ
チ

乃ノ

種ク
サ

々グ
サ
ノ

罪ツ
ミ

事ゴ
ト

祓ハ
ラ
ヒ

、
卽ヤ

ガ
テ

西ニ
シ
ノ

川カ
ハ
ラ原

仁ニ
氐テ

禰ネ

宜ギ

内ウ
チ
ビ
ト人

物モ
ノ
イ
ミ忌

等ラ

皆コ
ト

悉ゴ
ト
ク

召メ
シ

集ツ
ド
ヘ

而テ

、
此コ

ノ
ヨ
リ從

レ
宮ミ

ヤ
ニ
シ西

方ノ

川カ
ハ
ヒ相

之ノ

川カ
ハ
ラ原

仁ニ

各オ
ノ
オ
ノ

奴ヌ

佐サ
ノ

麻ア
サ
ヲ

令モ
タ

持シ
メ

而テ

、
先マ

ヅ
ヒ

宮ン
ガ
シ
ノ

東ミ
ヤ
ノ

方カ
タ
ニ

皆コ
ト

悉ゴ
ト
ク

令ム
カ
ヒ二

向ハ
ベ
ラ
シ
メ

侍
一
而テ

、
人ヒ

ト

別ゴ
ト

・
之ノ

庤タ
チ

幷ナ
ラ
ビ
ニ

後シ
リ

家ヘ
ノ

・

穢ケ
ガ
レ
ノ
ク

雜サ
グ
サ
ノ

事コ
ト

令シ
メ

二
申マ

ヲ
シ

明ア
カ
サ一

、
然サ

テ
ニ於

二
御ミ

巫カ
ン
ナ
ギ
ノ

内ウ
チ
ビ
ト人

一
各オ

ノ
オ
ノ

其ソ
ノ

所モ
テ
ル持

之
奴ヌ

佐サ
ノ

麻ア
サ

一ヒ
ト

條ス
ヂ
ヲ

分ワ
ケ

授サ
ヅ
ク

。
卽ス

ナ
ワ
チ

御ミ

巫カ
ン
ナ
ギ
ノ

内ウ
チ
ビ
ト人

管ス
ベ

集ア
ツ
メ

取ト
リ

持モ
チ
テ

、
其ソ

ノ

人ヒ
ト

別ゴ
ト
ノ

所マ
ヲ

申セ
ル

穢ケ
ガ
レ
ノ

事コ
ト

、
細ク

ハ
シ

久ク

令シ
ム

二
傳ツ

タ
ヘ

申マ
ヲ
シ

明ア
カ
サ一

。
卽ス

ナ
ハ
チ

於ニ

レ
川カ

ハ

皆コ
ト

悉ゴ
ト
ク

立タ
チ
シ

退リ
ゾ
キ

、
於ニ

二
西ニ

シ
ノ

方カ
タ

一
下シ

モ

向ム
キ
ニ
ハ

侍ベ
リ
テ

、
各オ

ノ
オ
ノ

令シ
メ

二
申マ

ヲ
シ

明ア
カ
サ一

解ハ
ラ
ヒ

除シ
テ

、

卽ヤ
ガ
テ

川カ
ハ
ラ原

仁ニ

侍ハ
ベ
リ

而テ

、
奈ナ

保ホ

良ラ

比ヒ
ノ

酒サ
ケ
ナ

幷ラ
ビ
ニ

菜ナ

、
從ヨ

リ
二
禰ネ

宜ギ

一
始ハ

ジ
メ
テ

皆コ
ト

悉ゴ
ト
ク
タ

給マ
ハ
ル

行ギ
ヤ
ウ

事ジ

供ツ
カ
ヘ

奉マ
ツ
ル

。

と
あ
る（

（1
（

。
同
様
の
内
容
は
本
書
「
九
月
例
」
の
「
神
嘗
祭
」
条
に
も
み
え
る
が（

11
（

、
本
条
か
ら
は
、
三
節
祭
へ
の
奉
仕
に
際
し
罪
事
を
祓
い

清
め
る
に
は
、
各
祭
の
月
の
十
五
日
夜
に
神
意
を
請
い
、
翌
十
六
日
朝
に
禰
宜
の
館
以
下
、
内
人
・
物
忌
の
館
の
、
祟
を
生
じ
る
種
々
の

罪
事
を
祓
い
、
や
が
て
神
宮
西
方
の
川
原
に
禰
宜
・
内
人
・
物
忌
等
を
召
し
集
め
、
各
人
に
「
奴
佐
麻
」
を
持
た
せ
た
上
で
、
東
に
あ
る

神
宮
方
面
に
向
か
っ
て
人
ご
と
に
「
庤
（
館
）」
並
び
に
「
後
家
（
私
邸
）」
の
「
穢
雜
事
」
を
申
し
明
か
さ
せ
、
終
わ
る
と
各
人
は
手
に

持
つ
「
奴
佐
麻
」
一
条
を
割
き
、
御
巫
内
人
が
そ
れ
を
集
め
て
各
人
の
申
告
し
た
「
穢
事
」
を
復
唱
し
、
諸
員
は
川
側
へ
下
が
る
と
西
向

き
に
（
川
に
面
し
て
）、
各
々
申
し
明
か
し
て
「
解
除
」
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
も
そ
も
、『
儀
式
帳
』
冒
頭
の
天
照
坐
皇
大
神
に
関
す

る
条
文
中
に
は
、
禁
忌
へ
の
抵
触
を
「
罪
」
と
し
て
、「
犯ヲ

カ
シ
ア

過ヤ
マ
ツ

人ヒ
ト

爾ニ

種ク
サ
グ
サ種

乃ノ

令シ
メ

二
祓ハ

ラ
ヘ
ツ

物モ
ノ

出イ
ダ
サ一

弖テ

、
祓ハ

ラ
ヒ

淸キ
ヨ
メ

止ト

定サ
ダ
メ

給タ
マ
ヒ

支キ

」
と
の
記
載
が
あ
り（

1（
（

、 
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こ
う
し
た
定
め
に
基
づ
き
、
罪
を
告
白
し
て
奴
佐
の
麻
一
条
を
差
出
し
、
重
要
な
祭
儀
に
際
し
て
「
解
除
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ヌ
サ
」
の
語
に
関
し
て
本
澤
雅
史
氏
は
、
神
に
祈
る
時
に
手
に
取
っ
た
も
の
、
神
へ
の
捧
げ
物
と
し
、
祓
に
て
ヌ
サ
を
差
し
出
す
目

的
は
罪
を
贖
う
た
め
で
あ
り
、
そ
の
用
途
を
神
へ
と
捧
げ
た
物
と
す
れ
ば
、「
大
奴
佐
」
も
神
へ
の
奉
り
物
と
理
解
で
き
る
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

な
お
、
同
時
期
に
は
「
科
祓
事
」
に
関
わ
る
太
政
官
符
が
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
に
出
さ
れ
、
大
祓
以
下
、
上
・
中
・
下
祓
の
各
料

物
・
罪
科
・
対
象
者
が
示
さ
れ
て
お
り（

11
（

、
ま
た
、
平
安
末
期
に
撰
述
さ
れ
た
神
宮
の
記
録
書
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
も
、
触
穢
以
下
の

禁
忌
を
犯
し
た
人
物
の
任
を
解
き
、
罪
種
に
よ
り
大
祓
は
じ
め
上
祓
以
下
を
科
し
た
記
事
が
聖
武
朝
以
降
に
散
見
す
る
こ
と
か
ら（

11
（

、
平
安

前
期
の
祓
に
於
け
る
麻
の
性
格
は
、
天
武
紀
の
秡
柱
の
よ
う
な
、
罪
を
贖
う
た
め
の
科
料
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
―
八
七
七
）
成
立
と
さ
れ
る
『
儀
式
』
巻
第
五
所
載
の
六
月
晦
日
の
「
大
祓
」
条（

11
（

に
は
、

　
　

 

立
定
神
祇
官
頒
二
切
麻
一。

參
議
已
上
史
、
五
位
已
上
史

生
、
女
官
幷
諸
司
神
部
、　　

訖
中
臣
趨
就
レ
座
、
讀
二
祝
詞
一
稱
二
聞
食
一、
刀
禰
皆
稱
唯
、
祓
畢
行
二
大
麻
一、
禳
二
五
位
已

上
切
麻
一、
既
而
散
去
、

と
あ
り
、
大
祓
の
儀
式
で
は
最
後
に
「
大
麻
」
を
行
い
、
ま
た
五
位
以
上
の
参
列
者
は
「
切
麻
」
を
以
て
「
禳
（
祓
）」
う
と
知
れ
る
。

　

ま
た
、
平
安
中
期
（
一
〇
世
紀
）
に
公
卿
の
源
高
明
が
著
し
た
儀
式
書
『
西
宮
記
』
恒
例
第
二（

11
（

に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
「
大
麻
」
の

用
法
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
上
卿
が
朱
雀
門
に
着
き
、「
御
贖
物
」
を
持
た
せ
た
内
侍
が
着
い
た
後
に
、

　
　

 

神
祇
官
置
二
祓
物
一。
祝
師
着
。

在
二

中
央
壇
上
一、

昇
レ
自
分
二
南
階
一

。
祝
了
、
神
官
徹
二
祓
物
一。
祝
師
退
。
神
官
曳
二
大
麻
一、

上
卿

被
レ
曳

。
各
退
。
内
藏
祓
、
殿
上
人
着
。

官
祓　
大
辨
已
下
着
。

「
祓
物
」
を
置
き
、
祝
師
に
よ
る
祓
が
終
わ
る
と
、
神
官
が
大
麻
を
「
曳
（
引
）」
き
、
ま
た
上
卿
は
「
被
レ
曳
（
曳
か
れ
る
）」
と
の
注
釈

が
み
え
、
祓
の
執
行
者
が
対
象
者
の
出
す
大
麻
を
引
く
形
式
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
大
祓
に
も
み
え
る
「
御
贖
物
」
の
記
述
と
し
て
、

　
　

 

縫
殿
官
人
舁
二
豆
々
志
余
呂
比
御
服
一
付
二
女
官
一。
官
人
授
二
中
臣
女
一。
中
臣
女
供
。

式
云
、
内

侍
傳
云
々

。
天
皇
着
―二
給
氣
息
一
返
給
。
中
臣
進
二
御
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麻
一、
付
二
中
臣
女
一
供
レ
之
。
天
皇
自
取
摩
二
御
體
一
返
給
。
東
西
文
人
、
一
々
進
レ
劔
。

付
二
中
臣
女
一

供
。
木
工
造
。天
皇
着
―二
給
氣
息
一、
返
―二
給
中
臣
一。

天
皇
は
御
服
に
「
氣
息
」
を
給
い
、
ま
た
「
御
麻
」
で
自
ら
「
御
體
」
を
摩
り
、
東
西
文
人
が
進
上
し
た
劔
に
「
御
氣
」
を
着
け
、
そ
れ

ぞ
れ
を
返
し
た
と
記
す
。天
皇
の
除
災
除
病
と
延
命
を
目
的
に
、罪
穢
を
御
服
や
御
麻
、横
刀
に
移
し
て
解
除
を
祈
願
す
る
形
式
で
あ
っ
て
、

笹
生
氏
の
人
形
の
指
摘
に
も
あ
る
通
り
、「
御
贖
物
」
と
の
名
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
罪
を
贖0

い
解
き
除
く
た
め
に
祓
料
と
し
て
差
し

出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
病
災
を
負
わ
す
た
め
の
身
の
贖0

い
（
御
身
の
代
償
）
と
い
う
性
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
祓
に
於
け
る
麻
の
役
割
・
性
格
も
明
確
に
分
化
し
て
い
っ
た
が
、
以
降
の
「
大
麻
」
の
用
法
に
関
し
て
は
、

　
『
北
山
抄
』
巻
第
二　

 

大
祓
事　
〔
一
一
世
紀
前
期
成
立（

11
（

〕

　
　

 

神
祇
官
頒
二
切
麻
一。

儀
式
云
、
參
議
以
上
史
、
五
位
以
上
史
生
、
女
官
幷
諸

司
神
部
、
記
文
云
、
上
料
入
二
荒
筥
一、
中
臣
進
レ
之
云
々
、　

祝
師
着
レ
座
、

近
例
、
此

聞
敷
レ
座
、　

讀
二
祝
詞
一、

先
讀
二

宣

命
一
云
々
。　

祝
師
訖
起
レ
座
。
次
行
二
大
麻
一。

神
祇
官

人
以
下

執
レ
之
。
上
卿
以
下
、
座
前
引
レ
之
。

上
卿
・
辨
大
夫
・
諸
司
料
各
異
。　

次
徹
レ
祓
畢
、
上
卿
以
下
退
出
。

　
『
江
家
次
第
』
巻
第
七　

□十 

大
祓　
〔
一
二
世
紀
前
期
ま
で
に
成
立（

11
（

〕

　
　

 

神
祇
官
頒
二
切
麻
一、

儀
式
云
、
參
議
以
上
史
、
五
位
以
上
史
生
、
女
官
幷
諸
司

神
部
、
記
文
云
、
上
料
入
二
荒
筥
一
、
中
臣
進
レ
之
云
々
、　

祝
師
著
座
、

近
例
此
聞

敷
レ
座
、　

讀
二
祝
詞
一、

先
讀
二

宣

命
一
云
々
、　

訖
起
レ
座
、
次
行
二
大
麻
一、

神
祇
官
人
以
下
執
レ

之
、
上
卿
以
下
座
前

引
レ
之
、
上
卿
・
辨
大
夫
・
諸
司
料

各
異
、
西
宮
抄
曰
、
上
卿
料
祐
曳
、　

次
徹
二
祓
畢
、
上
卿
以
下
退
出
、

『
北
山
抄
』『
江
家
次
第
』
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
両
書
で
は
、
ま
ず
斎
場
の
敷
設
に
関
し
て
触
れ
、
続
け
て
「
酉
刻
」
よ
り
始
ま
る
大

祓
の
儀
式
全
体
の
次
第
を
示
し
、
御
贖
物
を
持
ち
来
て
祓
馬
を
牽
き
立
て
た
後
に
、「
大
麻
」
を
用
い
た
祓
の
こ
と
を
記
す
。
そ
し
て
、
神

祇
官
人
が
執
っ
た
大
麻
を
、
上
卿
以
下
の
参
列
者
が
各
人
の
座
の
前
で
引
く
と
し
て
お
り
、
即
ち
、
平
安
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
宮

中
の
大
祓
の
儀
式
に
於
け
る
「
大
麻
」
の
用
法
と
は
、
祓
を
受
け
る
人
物
が
「
引
く
も
の
」
へ
と
変
容
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　

な
お
、
儀
式
次
第
書
で
は
な
い
が
、
平
安
期
の
大
麻
の
用
法
・
形
状
の
変
遷
が
窺
え
る
資
料
に
、『
古
今
和
歌
集
』
所
収
の
和
歌
二
首

が
あ
る
。
同
書
に
は
、
幣
帛
（
神
へ
の
手
向
け
）
と
し
て
の
「
大
幣
（
お
お
ぬ
さ
）」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は
複
数
み
え
る
が
、
そ
の
外
に
、

（
物
一
脱
か
）
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○　

七
〇
六
番　

よ
み
人
し
ら
ず

　
　

お
ほ
ぬ
さ
の
引
く
手
あ
ま
た
に
と
ま
ら
ね
ば
思
へ
ど
え
こ
そ
た
の
ま
ざ
り
け
れ

　
　
〔
大
麻
の
よ
う
に
（
貴
方
を
）
引
く
手
は
数
多
く
止
む
こ
と
が
な
い
の
で
、
恋
し
く
想
っ
て
も
期
待
は
で
き
な
い
〕

　

○　

七
〇
七
番　

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

　
　

お
ほ
ぬ
さ
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
流
れ
て
も
つ
ゐ（

ひ
（に

よ
る
瀬
は
あ
り
て
ふ
物
を

　
　
〔（
引
く
手
が
数
多
の
）
大
麻
と
評
判
が
立
っ
て
流
れ
て
い
る
（
私
で
は
あ
る
）
が
、
終
に
流
れ
着
く
瀬
は
あ
る
と
い
う
も
の
よ
〕

と
の
歌
が
み
え（

11
（

、
七
〇
六
番
か
ら
は
、
大
麻
は
す
な
わ
ち
振
る
の
で
は
な
く
「
引
く
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
七
〇
七
番
か
ら
は
、

引
か
れ
た
後
の
大
麻
は
河
瀬
に
流
さ
れ
る
と
い
う
、
当
時
の
「
お
お
ぬ
さ
」
の
用
法
が
知
れ
る
。
同
様
の
和
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』
四
七

に
も
収
め
ら
れ
て
お
り（

11
（

、
返
歌
が
在
原
業
平
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
平
安
前
期
頃
の
大
麻
に
関
す
る
認
識
と
も
推
察
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
首
の
和
歌
の
解
釈
と
し
て
、
平
安
後
期
に
藤
原
清
輔
が
著
し
た
と
さ
れ
る
歌
学
書
『
奥
義
抄
』
下
に
は
、

　
　

 

お
ほ
ぬ
さ
は
は
ら
へ
す
る
に
、
陰
陽
師
の
も
た
る
く
し
に
さ
し
た
る
し
で
な
り
。
は
ら
へ
は
て
ぬ
れ
ば
是
を
お
の
〳
〵
引
き
よ
せ
つ
ゝ

な
づ
る
も
の
な
れ
ば
、
人
の
も
と
ご
と
に
よ
れ
ど
も
と
ゞ
ま
ら
で
す
ぐ
れ
ば
、
引
手
あ
ま
た
に
と
ま
ら
ね
ば
と
よ
め
る
也

と
あ
り（

1（
（

、「
お
ほ
ぬ
さ
」
と
「
引
く
手
あ
ま
た
」
の
解
釈
と
し
て
、「
お
ほ
ぬ
さ
」
と
は
、
陰
陽
師
が
持
つ
串
に
挿
し
た
紙
垂
の
こ
と
で
、

祓
が
終
わ
る
と
紙
垂
を
各
々
が
引
き
寄
せ
て
撫
で
る
も
の
と
い
う
、
藤
原
清
輔
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
大
麻
（
大
幣
）
の
用
法
・
形
状
が

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
奥
書
よ
り
鎌
倉
前
期
の
成
立
と
知
れ
る
顯
昭
の
歌
学
書
『
古
今
集
注
』
で
も（

11
（

、
清
輔
の
説
を
引
用
し

た
上
で
、「
今
案
ニ
、
ヌ
サ
ノ
オ
コ
リ
ハ
麻
也
。
而
ヲ
紙
ヲ
リ
タ
ル
ヲ
バ
、
オ
ホ
ヌ
サ
ト
モ
イ
ヒ
、
又
シ
デ
ト
モ
イ
フ
。
旅
客
ノ
タ
ム
ケ

ノ
神
ニ
獻
ズ
ル
ニ
ハ
、
色
々
ノ
絹
キ
レ
ヲ
用
。
仍
ヌ
サ
ヲ
キ
ル
ト
イ
ヘ
リ
。　

無
二
相
違
一
歟
。」
と
し
て
、「
ヌ
サ
」
の
起
源
は
麻
で
あ

る
が
、
紙
を
折
っ
た
も
の
を
「
オ
ホ
ヌ
サ
」
と
も
い
い
、
ま
た
シ
デ
（
紙
垂
）
と
も
言
う
と
の
考
え
を
示
し
、
清
輔
の
理
解
を
踏
襲
し
た
。
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こ
う
し
た
、
祓
に
於
け
る
大
麻
の
形
状
が
串
に
麻
や
紙
垂
を
挿
ん
だ
も
の
へ
と
展
開
し
た
こ
と
は
、
図
像
資
料
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

後
白
河
法
皇
の
命
に
よ
り
原
本
が
院
政
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
年
中
行
事
絵
巻
』（
住
吉
本
・
田
中
家
蔵
）
の
「
六
月
祓
」（
第
一
〇
巻
）

で
は（

11
（

、
屋
敷
の
庭
上
に
設
け
ら
れ
た
祓
所
の
様
子
を
描
く
。
祓
所
に
は
八
足
の
案
（
机
）
と
円
座
（
円
形
の
敷
物
）
が
置
か
れ
、
案
上
の

奥
側
に
は
、
幣
を
挿
ん
だ
串
が
八
本
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
案
上
に
は
、
先
端
に
紙
垂
と
も
思
わ
れ
る
も
の
が
付
い
た
棒
状
の
も

の
が
、据
え
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、同
じ
く
『
年
中
行
事
絵
巻
』（
旧
鷹
司
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
の
「
齋
院
御
禊
東
河
の
儀
」

（
第
一
四
巻
第
二
段
）
で
は（

11
（

、
賀
茂
祭
に
先
立
ち
斎
内
親
王
が
鴨
川
で
禊
を
す
る
光
景
を
描
く
が
、
河
瀬
に
面
し
た
幄
舎
の
前
で
祈
念
す

る
人
物
が
、
細
か
く
割
い
た
麻
と
も
見
受
け
ら
れ
る
筋
状
の
も
の
が
付
い
た
棒
（
串
）
を
手
に
し
て
い
る
。

　

両
図
と
も
に
注
記
は
な
く
、
大
麻
を
描
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
注
意
と
検
討
を
要
す
る
が
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
成
立
の
『
延
喜
式
』

巻
第
三
四
「
木
工
寮
」
に
は
、「
著
二
幣
帛
一
木
」
や
「
挿
二
幣
帛
一
木
」
と
の
表
記
が
み
え（

11
（

、
既
に
平
安
中
期
に
は
、
御
幣
の
幣
串
に
相
当

す
る
よ
う
な
、
幣
帛
を
木
に
付
け
た
り
挿
ん
だ
り
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
た
め
、
清
輔
の
説
に
拠
る
な
ら
ば
、
遅
く
と
も
平
安
後

期
に
は
紙
垂
を
串
に
挿
し
た
、
本
稿
の
冒
頭
で
示
し
た
□Ⅰ
の
系
統
の
大
麻
が
、
陰
陽
師
に
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
、
こ
れ
と
凡
そ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
鎌
倉
初
頭
期
の
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）、
皇
大
神
宮
の
権
禰
宜
・
荒
木
田
忠
仲
の
編
述

に
よ
る
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
二
月
十
九
日
「
祈
年
御
祭
次
第
行
事（

11
（

」
に
は
、祈
年
祭
の
祭
儀
に
先
立
ち
、「
祓
所
」
に
て
祭
使
（
幣
使
）、

祭
主
、
宮
司
が
祓
を
勤
め
る
こ
と
を
記
す
が
、
そ
こ
に
は
「
大
麻

五
尺
許
榊
枝

ニ
木
綿
ヲ
付
。
」
と
「
御
塩
湯

小
土
器

ニ
入
二
白
塩
一

以
二
榊
枝
一
獻
レ
之
。

」
を
奉
る
と
も
み
え
、
榊
枝
に
麻
を

付
け
た
「
大
麻
」
並
び
に
土
器
に
白
塩
を
入
れ
た
「
塩
湯
」
を
祓
に
て
奉
献
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
ほ
か
「
河
原
祓（

11
（

」
や
六
月
晦
日

の
「
輪
越
神
事（

11
（

」
で
も
榊
に
木
綿
を
付
け
た
も
の
を
麻
（
大
麻
）
と
し
て
用
い
て
お
り
、
河
原
祓
で
は
大
麻
を
参
列
者
に
「
奉
二
振
懸
一
」

る
と
例
所
に
奉
納
し
て
、
ま
た
備
え
置
き
の
榊
の
左
右
の
葉
の
両
端
を
少
し
摘
み
切
る
と
、
右
の
葉
に
息
を
吹
き
か
け
て
河
に
投
げ
る
と

あ
り
、
ま
た
輪
越
神
事
で
も
、
家
司
（
職
員
）
が
大
麻
を
捧
げ
持
ち
、
参
列
者
に
「
奉
二
振
懸
一
」
る
と
記
し
、
神
宮
に
於
い
て
も
、
平
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安
初
期
と
鎌
倉
初
頭
と
で
は
、
祓
に
於
け
る
麻
の
用
法
・
在
り
方
が
大
き
く
変
容
し
た
様
が
見
て
取
れ
よ
う
。
即
ち
、
遅
く
と
も
鎌
倉
初

頭
ま
で
に
は
、
伊
勢
の
神
宮
に
於
い
て
、
□Ⅱ
の
系
統
の
形
式
の
「
大
麻
」
も
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
書
の
祈
年
祭
「
玉
串
行
事
」
の
次
第
に
は
、「
榊
ヲ
玉
串
ト
云
、
榊
ノ
枝
毎
ニ
木
綿
ヲ
結
付
也
」
と
の
注
記
が
あ
り
、 

「
大
麻
」
と
「
玉
串
」
と
は
、
と
も
に
榊
枝
に
木
綿
を
付
け
た
形
状
だ
っ
た
と
知
れ
る
。『
儀
式
帳
』
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
皇
大
神
宮
で

は
、「
賢
木
（
榊
）」
に
木
綿
を
取
り
懸
け
た
も
の
を
「
太
玉
串
」
と
号
し
、「
第
三
重
御
門
東
方
（
現
在
は
中
重
鳥
居
）」
を
奉
飾
す
る 

「
天

乃
八
重
佐
加
岐
（
八
重
榊
）」
及
び
禰
宜
の
捧
げ
持
つ
「
太
玉
串
」
と
す
る
が
、
そ
の
「
元
發
由
」（
由
来
）
は
、「
天
照
坐
大
神
」
が 

「
素
戔
鳴
尊
」
の
「
悪
行
」
に
よ
り
「
天
磐
戸
」
を
閉
ざ
し
た
時
、
神
々
が
相
謀
り
、「
眞
坂
樹
」
の
上
枝
に
「
八
咫
鏡
」、
中
枝
に
「
八

尺
瓊

乃
曲
玉
」、
下
枝
に
「
天
眞
麻
木
綿
」
を
取
り
懸
け
て
「
種
々
祈
申
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

11
（

。

　

な
お
、
高
原
玄
承
氏
は
修
祓
の
成
立
に
関
す
る
論
考
に
て
、「
代
替
の
原
理
（
科
料
を
差
し
出
す
）」
で
あ
る
「
祓
」
と
、「
払
拭
の
原
理 

（
媒
体
に
移
す
）」
で
あ
る
「
禊
」
と
が
一
体
化
す
る
中
、
平
安
期
に
入
り
祓
の
儀
式
が
多
様
化
し
て
諸
種
の
祓
具
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
媒
体
を
「
触
る
撫
で
る
拭
う
振
る
」
等
の
所
作
が
な
さ
れ
、
茅
の
輪
潜
り
等
の
呪
的
作
法
も
な
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
る（

11
（

。 

即
ち
、
笹
生
氏
の
指
摘
さ
れ
る
「
人
形
」
の
用
法
の
変
遷
も
、
ま
さ
に
「
祓
」
自
体
の
性
格
の
変
化
を
端
的
に
示
す
事
例
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
認
識
・
理
解
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
平
安
初
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
神
宮
に
於
け
る
「
大
麻
」
の
性
質
・
役
割
は
、

元
は
神
へ
の
奉
献
品
で
あ
っ
た
「
玉
串
」
が
、
清
浄
を
神
に
祈
念
す
る
と
こ
ろ
か
ら
祓
の
儀
式
で
も
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て

高
原
氏
の
謂
わ
れ
る
祓
と
禊
の
一
体
化
が
進
む
中
で
、
平
安
後
期
に
は
神
宮
へ
も
多
様
な
祓
の
形
式
並
び
に
大
麻
の
用
法
が
伝
わ
る
と
、

そ
れ
ら
の
影
響
を
浮
け
て
、
対
象
へ
と
振
っ
て
覆
い
掛
け
る
作
法
で
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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41 祓具の諸相

　
　

四
、
中
世
以
降
の
祓
具
と
「
大
麻
」

　

現
在
の
神
社
祭
式
に
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
二
種
の
形
状
の
大
麻
が
、
遅
く
と
も
平
安
後
期
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
が
、
最
後
に
、
中
世
以
降
の
「
大
麻
」
の
理
解
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
鎌
倉
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
卜
部
兼
方
が
著
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
七
に
は（

1（
（

、「
千
座
置
戸
」

の
注
釈
が
あ
り
、「
私
記
曰
」
と
し
て
「
千
座
置
戸
」
が
千0

処
の
「
秡
物
」
を
積
み
置
く
座0

で
あ
り
、
罪
人
に
こ
う
し
た
秡
物
を
出
さ
し

め
た
と
す
る
「
日
本
書
紀
私
記
」
の
説（

11
（

を
引
い
た
上
で
、「
先
師
申
云
、
千
座
置
戸
者
、
秡
事
也
。
今
世
、
祈
年
、
月
次
祭
以
下
、
供
物

内
、
四
座
置
、
八
座
置
者
、
是
秡
具
也
」
と
す
る
先
師
（
父
・
兼
文
か
）
の
説
を
示
し
、「
千
座
置
戸
」
と
は
「
秡
事
」
で
あ
り
、
祈
年
祭
・

月
次
祭
以
下
の
供
物
の
う
ち
に
「
四
座
置
」「
八
座
置
」
と
あ
る
の
は
、「
秡
具
」（
祓
具
）
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

　
　

 

重
問
云
、
秡
具
人
形
、
解
繩
、
散
米
、
其
心
如
何
。　
　

先
師
申
云
、
人
形
者
、
所
謂
素
戔
鳴
尊
之
濫
觴
。
抜
二
手
足
之
爪
一、
贖
二
其
罪
一、

身
代
之
義
也
。
號
二
贖
物
是
也
一。
解
繩
者
、
解
―二
謝
罪
一
之
義
也
。
散
米
者
、
解
―二
謝
其
罪
一、
以
レ
米
分
散
之
義
也
。

祓
具
の
用
途
・
理
由
に
関
し
て
、
人
形
は
罪
を
贖
う
際
の
身
代
の
義
で
、
解
縄
は
謝
し
て
罪
を
解
き
、
散
米
も
謝
し
て
罪
を
解
く
の
に
米

を
以
て
分
散
さ
せ
る
義
と
す
る
が
、
兼
方
が
先
師
に
尋
ね
た
祓
具
の
中
に
、「
麻
（
大
麻
・
切
麻
ほ
か
）」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
南
北
朝
期
の
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）、
斎
部
正
通
の
著
と
さ
れ
る
『
神
代
巻
口
訣
』
三
で
も
、「
因テ

中
臣
氏
掌ル
レ
秡ヲ

、
於
二
秡ノ

具ニ
一、

今
置
二
人
―
形
、
解ト

キ
ナ
ワ索

、
散サ

ン
―
米ヲ
一
者
、
災ヲ

移シ
二
人
形ニ
一、
禍ヲ

ハ

 

如
レ
索ノ

解キ

、
如
二
散
―
米
一
秡ハ

ラ
フ
ノ除

儀
也
」
と
し
て（

11
（

、
祓
具
と
し
て
の
麻
に
は
触
れ
ず
、

さ
ら
に
、
康
正
年
間
（
一
四
五
五
―
一
四
五
七
年
）
に
室
町
期
の
公
卿
・
一
条
兼
良
が
著
し
た
『
書
紀
』
神
代
巻
の
注
釈
書
『
日
本
書
紀

纂
疏
』
に
て
も（

11
（

、「
解
―
除ト

ハ

 

、
謂フ
下
解キ
二
禍
―
難ヲ
一、
除ク

ノ二
汚
―
穢ヲ
一
之
義ヲ
上
也
、
後
―
世ノ

祓
―
具
、
有リ
二
人ヒ

ト
―
像カ

タ

、
解ト

キ
―
繩ナ

ハ

、
散チ

ラ
シ―

米
等ノ

物
―
事
一、
人
―

像ハ

者
、
移ス

ノ二
其ノ
―
禍ヲ

於
彼ニ
一
之
謂ナ

リ

  

、
解
―
繩ト

ハ

 

者
、
其ノ
―
禍イ

如シ
二
糾ア

サ
ナ―

繩ヘ
ル
ナ
ハ
ノ

一     

、
故ニ

解キ
―
去ル

ナ
リ

  
也
、
散
―
米ト

ハ

 

者
、
已ニ
―
解テ

而
又
散チ

ラ
ス
ナ
リ

レ    

之ヲ

也
」
と
述
べ

る
に
留
ま
り
、
中
世
の
代
表
的
な
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
か
ら
は
、
大
麻
の
理
解
を
窺
い
知
れ
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
京
都
・
吉
田
社
（
現
吉
田
神
社
・
京
都
市
左
京
区
）
の
祀
職
に
あ
っ
た
吉
田
（
卜
部
）
兼
倶
が
、
戦
国
初
期
の
文
明

十
年
（
一
四
七
八
）
に
講
釈
し
た
内
容
の
聞
書
本
と
さ
れ
る
「
神
道
切
紙　

祓
八
ヶ
大
事
」
に
は
、
祓
に
関
す
る
八
つ
の
重
要
事
項
が
記

さ
れ
る
が（

11
（

、
そ
の
中
で
も
特
に
第
二
に
は
「
祓
ノ
串
ノ
事
」
と
し
て
、「
一
ニ
ハ
榊
ヲ
以
テ
作
ソ
、
玉
串
葉
ト
、
歌
ニ
モ
云
ハ
、
榊
ト
心

得
ソ
、
神
道
ニ
ハ
榊
ト
ハ
カ
リ
ハ
、
不
二
心
得
一
ソ
、
神
道
ニ
ハ
、
榊
ト
、
竹
ト
、
茅
ノ
草
ト
用
ソ
、
サ
ル
ホ
ト
ニ
、
茅
ヲ
モ
、
竹
ヲ
モ
、

玉
串
ノ
葉
ト
、
心
得
ソ
、
玉
ハ
褒
美
ノ
詞
ソ
、
串
ハ
、
今
ノ
三
色
ヲ
用
ソ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

兼
倶
に
よ
れ
ば
祓
串
と
は
「
玉
串
」
の
こ
と
で
あ
り
、
第
一
に
は
榊
で
作
る
も
の
だ
が
、
榊
ば
か
り
で
な
く
、
竹
や
茅
を
も
用
い
る
と 

い
う
。
玉
串
に
榊
・
竹
・
茅
の
三
色
（
三
種
）
を
以
て
作
る
と
の
理
解
は
、『
日
本
書
紀
』「
一
書
」
第
二
に
み
た
「
眞
坂
樹
」（
真
榊
）
と 

「
野
薦
」（
の
す
ず
・
す
ず
竹
〈
笹
〉）
の
「
八
十
玉
籤
」
を
由
縁
の
一
つ
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
兼
倶
の
祓
串
の
理
解
に
基
づ
く
「
大
麻
」
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
図
像
資
料
に
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
尾
張
藩
祖
・

徳
川
義
直
の
撰
著
に
よ
り
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
神
祇
宝
典
』
附
属
「
神
器
図
」
に
は
、
彩
色
さ
れ
た
祭
器 

具
類
・
神
宝
類
・
調
度
品
の
一
つ
と
し
て
「
太
麻
」
図
が
載
せ
ら
れ
る（

11
（

。
そ
の
形
状
の
特
徴
は
、
枝
葉
を
落
と
し
て
棒
状
に
し
た
樹
枝
に

麻
苧
と
紙
垂
と
付
け
、
ま
た
、
樹
枝
と
同
じ
長
さ
の
細
竹
に
紙
垂
を
付
け
、
そ
の
二
つ
を
束
ね
て
上
部
を
紐
（
ま
た
は
紙
縒
か
）
で
結
び
、

ひ
と
括
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
六
月
・
城
西
野
殿
某
の
序
、
同
十
五
年
刊
行
と
さ
れ
る
、
神
道
に

関
連
す
る
語
句
を
類
聚
し
て
解
説
・
図
版
を
載
せ
た
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』
に
も
、同
様
の
形
状
の
「
太
麻
」
図
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
図

2
参
照
）、
さ
ら
に
近
世
後
期
に
公
家
の
町
尻
量
原
が
著
し
た
『
神
壇
大
義
』
所
載
の
「
火
祭
行
事
壇
」
図
に
も
同
じ
構
造
の
も
の
が
確

認
で
き
る（

11
（

。
こ
れ
ら
の
大
麻
（
太
麻
）
は
寸
法
・
材
質
か
ら
紙
垂
や
麻
の
巻
き
方
等
に
至
る
ま
で
、
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た（

11
（

。

　

玉
串
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
や
材
質
が
榊
枝
と
麻
・
紙
垂
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
□Ⅱ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
得
る
も
の
と
も
考
え
る
が
、

そ
の
形
状
は
□Ⅰ
の
系
統
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
点
が
、
吉
田
神
道
に
於
け
る
大
麻
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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43 祓具の諸相

　

兼
倶
の
玉
串
に
対
す
る
理
解
を
具
象
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
祓
具

と
し
て
の
大
麻
は
、
吉
田
神
道
の
行
法
と
と
も
に
近
世
を
通
じ
て
各

地
の
神
職
・
神
道
家
を
中
心
に
伝
授
さ
れ
、
普
及
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、砥
鹿
神
社
（
愛
知
県
豊
川
市
一
宮
町
）

の
草
鹿
砥
宣
隆
が
撰
述
し
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
成
立
の
『
祭

典
略　
附
祭
文
例
』
冒
頭
「
祓
戸
次
第
」
で
も
、「
大
麻
」
と
は
「
三

尺
余
り
の
細
い
榊
と
竹
と
を
併
せ
縛
り
、
八
垂
の
紙
と
細
く
割
い
た

麻
を
付
け
た
も
の
」
と
記
す
。
同
社
も
近
世
に
は
吉
田
家
の
執
奏
・

伝
授
を
受
け
た
神
社
の
一
つ
で
あ
り（

11
（

、
明
治
維
新
を
経
て
も
な
お
、

「
神
社
祭
式
」
の
制
定
以
前
に
は
、
吉
田
神
道
流
の
「
大
麻
」
が
祓

の
用
具
と
し
て
重
視
さ
れ
、
制
定
以
後
も
神
社
有
職
故
実
で
は
「
小

麻
」
の
一
形
態
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

吉
田
神
道
の
大
麻
の
ほ
か
、
近
世
の
大
麻
に
関
し
て
は
、『
伯
家

部
類
』
に
も
記
事
が
み
え
る
。
同
書
は
、
朝
廷
の
神
祇
行
政
と
神

事
の
一
部
を
歴
代
掌
っ
た
神
祇
伯
・
白
川
家
の
雅
富
王
の
命
に
よ

り
、
谷
口
祐
之
が
同
家
の
旧
記
・
家
録
類
を
整
理
し
て
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
に
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
『
伯
家
部
類
』「
神
事

傳
授
之
事
」
の
「
淸
祓
次
第
」
の
末
尾
に
は
「
祝
詞
終
テ
、
榊
ノ
枝

図 2　元禄 15 年刊『神道名目類聚抄』（筆者蔵）所載「大
オホ

麻
ヌサ

」図

榊の枝には麻苧を、スズ竹には紙垂を付けて、二つを束ねている。
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ニ
テ
左
右
左
ト
打
拂
フ
ナ
リ
、
又
常
ニ
ハ
大
麻
ヲ
用
ユ
ル
ナ
リ
」
と
み
え
、
清
祓
で
は
榊
枝
を
左
右
左
と
打
ち
振
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

ま
た
、「
大
祓
作
法
」
の
付
図
「
大
祓
圖
」
で
は
、
榊
枝
に
多
く
の
麻
苧
（
紙
垂
か
）
を
取
り
懸
け
た
「
大
麻
」
と
見
ら
れ
る
祓
具
を
描
く（

11
（

。

　

ま
た
、
宮
中
に
於
け
る
祓
と
麻
に
関
し
て
は
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
桜
町
天
皇
の
大
嘗
会
の
儀
式
次
第
を
、
荷
田
在
満
が
伝
聞

に
基
づ
き
著
し
た
『
大
嘗
會
儀
式
具
釋
』
に
、
天
皇
の
「
御
禊
」
に
於
け
る
「
御
麻
」
並
び
に
、「
荒
見
河
祓
」
に
於
け
る
「
大
麻
」
の

記
載
が
あ
る
。
在
満
に
よ
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
形
状
は
「
常
ノ
幣
」、
即
ち
御
幣
と
同
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
以
て
「
一
撫
一
吻
」（
撫
で
て

息
を
吹
き
か
け
る
）
を
す
る
と
い
う（

1（
（

。
そ
の
後
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
後
桜
町
天
皇
の
大
嘗
会
の
儀
式
次
第
を
描
い
た
『
大
嘗
會

圖
式
』
に
は
「
荒
見
河
祓
繪
圖
」
を
載
せ
る
が
、
河
原
に
設
け
た
幄
内
の
祓
机
の
上
に
立
つ
大
麻
の
形
状
は
、
剣
先
型
の
幣
紙
と
紙
垂
を

祓
串
に
挿
ん
だ
御
幣
と
判
別
さ
れ
る（

11
（

。

　

前
記
の
通
り
、
御
幣
と
は
神
祭
・
祈
念
に
当
た
り
神
へ
と
捧
げ
る
物
・
奉
献
の
品
で
あ
る
「
幣
帛
」
の
一
種
で
あ
り
、
玉
串
と
同
じ
く
、

神
前
に
捧
げ
た
真
榊
に
由
来
す
る
祭
具
で
あ
る
。
吉
田
神
道
の
「
六
月
祓
次
第
」
で
は
、
神
前
に
進
上
す
る
御
幣
を
取
っ
て
二
拝
し
、「
咒

文
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り（

11
（

、
よ
っ
て
榊
（
太
玉
串
）
と
御
幣
と
は
、
と
も
に
祈
願
に
際
し
て
手
に
す
る
祭
具
で
あ
っ
て
【
参
考
図
3
】、

〔
玉
串
＝
御
幣
〕
か
つ
〔
玉
串
＝
大
麻
〕
と
の
理
解
の
上
で
あ
れ
ば
、〔
御
幣
＝
大
麻
〕
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
御
幣
を
以
て
大
麻

の
用
途
と
し
た
経
緯
は
定
か
で
な
く
、
一
方
で
荒
見
河
祓
の
大
麻
の
形
状
に
は
異
説
も
み
ら
れ
る
た
め（

11
（

、
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

即
ち
、
祓
具
と
し
て
の
「
大
麻
」
は
近
世
に
至
り
、
形
状
と
用
途
が
一
層
多
様
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　

な
お
、こ
の
ほ
か
、『
伊
勢
神
宮
祓
具
図
説
』
に
描
か
れ
た（

11
（

、伊
勢
大
神
宮
の
御
師
が
度
数
祓
に
用
い
た
と
さ
れ
る
祓
具
「
八
足
案
」〔「
八

針
幣
紙
」
と
称
す
る
一
枚
の
幣
紙
を
八
体
分
の
幣
紙
に
加
工
し
、「
菅
麻
」
と
と
も
に
挿
ん
だ
八
本
の
祓
串
を
天
板
に
差
し
込
ん
だ
も
の
〕

を
始
め
て
、
神
道
家
や
国
学
者
に
よ
る
、
古
典
や
和
歌
、「
大
祓
詞
」
の
解
釈
を
中
心
と
し
た
「
大
麻
」
や
「
祓
具
」
に
つ
い
て
の
研
究
・

理
解
に
関
し
て
も
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
稿
を
改
め
て
講
究
す
る
も
の
と
し
た
い
。
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45 祓具の諸相

参考図 3-1　六月祓図（嘉永 4年（1851）『八部太秡圖會』巻之中所載・25 丁表）

参考図 3-2　水無月祓図（〔三嶋神社文庫蔵〕狩野越前目文信筆「年中行事図」のうち）

　両図とも近世後期―末期にかけて成立したもので、「六月祓」として、河瀬に於いて

祓に臨む人物の姿を描いたものである。ともに河原に略幣（串に幣紙のみを挿んだもの）

を刺し立てて清浄を祈念するが、上図は御幣を手にするのに対して、下図は榊を手にし

た光景で描写される。
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　お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
祓
具
と
し
て
の
「
大
麻
」
に
着
目
し
て
、
神
道
史
の
立
場
か
ら
、
そ
の
形
状
や
用
法
、
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。

　

ま
ず
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
み
た
「
祓
具
」
の
起
源
と
「
大
麻
」
の
由
来
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、古
典
に
於
け
る
「
祓
具
」
と
は
、

罪
科
を
解
き
除
く
た
め
の
秡
柱
（
祓
物
）・
科
料
で
あ
り
、
罪
に
対
す
る
贖
い
の
品
々
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
罪
を
解
き
除
く

た
め
の
対
価
と
し
て
、
人
々
は
神
に
対
し
、
農
工
具
や
馬
・
布
・
麻
と
い
っ
た
貴
重
な
品
々
を
差
し
出
す
の
で
あ
り
、
貴
重
品
を
以
て
神

に
請
い
願
う
と
の
形
式
だ
け
を
み
れ
ば
、
豊
穣
や
安
寧
を
期
し
て
神
に
捧
げ
物
を
献
じ
る
祭
祀
と
、
同
一
構
造
で
あ
っ
た
と
も
云
え
る
。

　

そ
の
後
、
律
令
国
家
の
成
立
に
伴
い
、
伝
統
的
な
祓
の
儀
礼
も
制
度
化
さ
れ
る
に
至
る
が
、
そ
の
要
素
に
は
、
罪
の
祓
・
解
除
の
た
め

に
「
祓
物
・
祓
具
」
と
し
て
科
料
・
贖
物
を
差
し
出
す
様
式
と
と
も
に
、
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
道
教
的
に
天
皇
の
除
病
除
災
と
延
命
を

祈
る
呪
術
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
後
に
は
「
御
服
」
や
「
御
麻
」、「
劔
」
に
病
疫
や
罪
穢
を
移
す
と
い
う
祓
の
形
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

　

平
安
初
期
の
皇
大
神
宮
で
は
、
麻
を
差
し
出
し
罪
穢
を
告
明
す
る
と
い
う
形
で
罪
の
解
除
・
祓
が
行
わ
れ
た
が
、
平
安
前
期
以
降
の
朝

廷
で
は
、「
祓
物
」
を
置
き
、
或
い
は
神
馬
を
牽
き
立
て
る
と
い
っ
た
科
料
に
関
わ
る
部
分
と
、
従
前
は
差
し
出
す
科
料
で
あ
っ
た
「
麻
」

を
引
く
こ
と
に
よ
り
祓
う
と
い
う
部
分
と
、即
ち
伝
統
的
な
祓
と
新
た
な
祓
と
が
、大
祓
と
い
う
同
一
儀
式
の
中
で
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
特
に
後
者
の
祓
の
形
式
は
、
本
来
は
異
な
る
原
理
で
あ
っ
た
禊
と
祓
の
一
体
化
を
背
景
に
多
様
化
し
、「
麻
」
は
触
っ
た

り
引
い
た
り
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
身
を
撫
で
た
り
拭
っ
た
り
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
触
穢
ほ
か
禁
忌
へ
の
抵

触
を
罪
と
し
て
贖
う
の
か
、
或
い
は
穢
汚
自
体
を
払
拭
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
祓
に
期
す
る
と
こ
ろ
の
変
容
を
背
景
に
、
麻
の
用
法
の
変

質
並
び
に
、
幣
帛
を
木
に
付
け
る
か
木
串
に
挿
む
と
い
っ
た
様
式
の
成
立
も
あ
っ
て
か
、
麻
や
紙
垂
を
木
に
挿
む
形
の
大
麻
が
作
ら
れ
、

【論文】吉永博彰先生.indd   46 2017/02/22   11:37:27



47 祓具の諸相

や
が
て
現
代
の
用
法
に
も
通
じ
る
よ
う
な
、
串
を
手
に
持
っ
て
振
る
う
と
い
っ
た
大
麻
の
作
法
の
形
成
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
凡
そ
時
期
を
同
じ
く
す
る
形
で
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
鎌
倉
初
期
ま
で
に
、
榊
枝
に
木
綿
（
麻
苧
）
を
結
び
付
け
た
形
状
の
大

麻
の
使
用
を
確
認
す
る
に
至
る
。
神
宮
で
は
従
来
、
榊
枝
に
木
綿
（
麻
苧
）
を
結
び
付
け
た
も
の
は
「
太
玉
串
」
と
呼
ば
れ
、
神
前
へ
と

供
献
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
へ
の
捧
げ
物
で
あ
る
玉
串
が
祓
の
具
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
祓
具
の
麻
も
伝
統
的

に
は
祓
を
期
し
て
神
に
差
し
出
す
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
品
を
木
に
つ
け
て
奉
献
す
る
と
い
っ
た
、
真
榊
と
同
様
の
性
質
を
み
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
中
、
神
宮
も
外
部
よ
り
新
た
な
祓
の
形
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
榊
の
枝
に
息
を
吹
き
か
け
て
河
に
流
す
と

い
っ
た
、
払
拭
の
原
理
に
基
づ
く
祓
の
次
第
も
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
祓
具
を
そ
の
形
状
・
用
法
よ
り
判
断
す
る
な
ら
ば
、

　

□一 

広
義
に
は
神
へ
と
差
し
出
し
た
も
の
（
幣
帛
・
御
幣
・
真
榊
・
玉
串
と
同
種
）、
狭
義
に
は
特
に
罪
科
の
料
物
（
祓
物
・
秡
柱
）

　

□二 

罪
穢
を
払
拭
し
、
移
す
た
め
の
媒
体
（
御
贖
物
・
御
麻
・
横
刀
・
人
形
〔
古
く
は
□一 

と
し
て
の
性
質
も
有
し
て
い
た
〕）

の
二
種
に
大
別
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
□一 

と
□二 

と
の
大
き
な
性
質
の
違
い
は
、
□一 

の
祓
の
主
体
、
す
な
わ
ち
罪
科
を
解
き
除
く
の

は
神
祇
・
神
霊
で
あ
っ
て
、
貴
重
な
品
々
を
差
し
出
し
て
神
々
の
は
た
ら
き
、
つ
ま
り
は
神
威
の
示
現
・
神
徳
の
発
揚
を
期
待
す
る
と
い

う
点
で
は
、
祭
祀
と
構
造
上
、
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
□一 

を
用
い
た
祓
は
神
事
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

対
し
て
□二 

で
は
、
神
に
罪
穢
の
払
拭
を
願
う
部
分
が
な
く
も
な
い
が
、
飽
く
ま
で
祓
に
必
須
な
の
は
罪
穢
を
移
す
た
め
の
媒
体
な
の

で
あ
っ
て
、
祓
具
の
は
た
ら
き
に
こ
そ
、
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
得
る
。
例
え
る
な
ら
、
八
束
氏
の
説
に
み
る
、
木
綿
・
麻
を
祓

具
と
し
た
理
由
と
し
て
「
其
の
霊
德
に
よ
つ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

不
浄
を
払
清
め
得
る
と
信
じ
た
」
と
し
、「
切
麻
に
米
を
混
へ
る
の
も
食
料
と
し
て
の
生

0

0

0

0

0

0

0

命
の
根
元
た
る
其
の
霊
徳
に
信
憑
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
媒
体
自
体
に
霊
徳
を
見
出
す
点
が
、
そ
の
最
た

る
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
基
準
に
考
え
る
と
、
神
威
の
介
在
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
□二 

は
時
と
し
て
神
事
で
な
く
、
行
事
と
も
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
こ
う
し
た
形
状
・
用
法
に
み
た
区
分
は
飽
く
ま
で
も
基
本
で
あ
り
、
御
幣
に
「
一
撫
一
吻
」
す
る
例
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

中
世
以
降
、
近
世
に
は
祓
自
体
が
展
開
す
る
中
で
、
祓
具
と
し
て
の
大
麻
の
在
り
方
は
一
層
多
様
化
し
、
こ
の
点
は
、「
祓
」
が
日
本
文

化
の
中
で
い
か
に
幅
広
く
受
容
さ
れ
、
発
展
・
複
雑
化
し
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　

註

　
（
１ 

）
本
稿
で
の
「
神
社
祭
式
」
と
は
、「
神
社
祭
祀
関
係
規
程
」
に
於
い
て
定
め
ら
れ
た
「
大
祭
式
」
以
下
「
中
祭
式
」「
小
祭
式
」

を
中
心
に
、「
遥
拝
」「
大
祓
」
な
ど
の
「
恒
例
式
」
や
、「
地
鎮
祭
」「
神
葬
祭
」
な
ど
の
「
諸
祭
式
」
を
含
め
た
、
神
社
の
神
職

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
る
祭
祀
・
神
事
全
般
を
指
す
、
広
義
の
語
句
と
し
て
用
い
る
も
の
と
す
る
。

　
　

 　
『
神
社
祭
祀
関
係
規
程　

附
解
説
』（
神
社
本
廳
編
集
、
神
社
新
報
社
、
平
成
二
〇
年
）、
平
成
二
二
年
改
訂
『
神
社
祭
式

同
行
事

作
法
解
説
』（
神
社
本
廳
編
、
神
社
新
報
社
、
平
成
二
二
年
）、『
改
定
諸
祭
式
要
綱
』（
神
社
本
庁
編
、神
社
新
報
社
、昭
和
三
四
年
）、

『
改
定
諸
祭
式
要
綱　

続
編
』（
神
社
本
庁
、
神
社
新
報
社
、
昭
和
四
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
２ 

）
平
成
二
二
年
改
訂
『
神
社
祭
式

同
行
事
作
法
解
説
』
所
載
「
第
三　

作
法
」
参
照
。
大
麻
に
よ
る
祓
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
神
社

本
庁
に
よ
り
、「
右
手
に
て
下
部
を
、
左
手
に
て
上
部
を
執
り
、
胸
の
高
さ
に
、
左
高
に
捧
げ
持
つ
。
之
を
以
て
祓
ふ
に
は
、
大
麻

を
立
て
、
右
手
を
上
げ
、
左
手
を
下
げ
て
、
左
右
左
と
振
る
。
畢
り
て
元
の
ご
と
く
捧
げ
持
つ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
３ 

）
瓜
生
中
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
神
社
と
祭
り
入
門
』（
幻
冬
舎
、
二
〇
〇
三
年
）、
武
光
誠
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
神
道
入
門
』（
幻

冬
舎
、
二
〇
〇
六
年
）、『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
お
参
り
入
門
―
神
棚
・
仏
壇
の
お
祀
り
の
仕
方
』（
茂
木
貞
純
・
平
井
宥
慶
監
修
、
幻
冬
舎
、

二
〇
一
一
年
）、
櫻
井
治
男
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
神
社
入
門
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
二
年
）、
西
邑
清
志
『
今
こ
そ
本
気
の
神
社
ま
い
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り
』（
主
婦
の
友
社
、
二
〇
一
三
年
）、『「
神
主
さ
ん
」
と
「
お
坊
さ
ん
」
の
秘
密
を
楽
し
む
本
』（
グ
ル
ー
プSK

IT

、PH
P

研
究

所
、
二
〇
一
五
年
）。

　
　

 　

神
道
や
神
社
に
関
す
る
文
庫
・
入
門
書
の
表
紙
の
神
職
の
画
像
・
イ
ラ
ス
ト
は
、
大
麻
を
手
に
し
た
烏
帽
子
・
狩
衣
（
浄
衣
）

姿
で
あ
っ
て
、
笏
を
以
て
威
儀
を
正
す
姿
と
並
び
、
現
在
は
一
般
に
神
職
を
象
徴
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
（
４ 

）
星
野
光
樹
「
修
祓
に
関
す
る
一
考
察
―「
神
社
祭
式
」
の
制
定
過
程
を
中
心
に
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
二
号
〔
特

集 

祭
礼
と
芸
能
〕
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
平
成
二
七
年
）
一
八
八
―
二
一
〇
頁
、
松
元
毅
「［
清
祓
］
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神

社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
〇
号
、
平
成
二
七
年
）
八
一
―
一
〇
五
頁
な
ど
。
特
に
近
年
の
祓
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
、
星
野

光
樹
氏
は
、
明
治
八
年
の
「
神
社
祭
式
」
制
定
過
程
に
於
け
る
「
修
祓
」
に
関
し
て
整
理
・
考
察
さ
れ
る
。
式
次
第
や
作
法
、
祓

詞
の
成
立
す
る
経
緯
や
背
景
を
論
じ
る
中
で
、
殊
に
修
祓
で
用
い
る
祓
具
に
つ
い
て
は
、「
明
治
以
降
、
贖
物
・
祓
物
が
姿
を
消
し
、

祓
詞
が
読
ま
れ
た
後
、「
榊
の
枝
を
と
り
て
祓
う
」
と
い
う
作
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
年
六
月
の
「
神
社
祭
式

行
事
作
法
」
の
制
定
に
よ
り
、
そ
の
作
法
は
、
左
・
右
・
左
と
振
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
近
世
以
前
の

春
日
祭
に
お
け
る
勅
使
に
対
す
る
祓
の
伝
統
を
考
え
る
と
、
公
的
祭
祀
と
い
う
意
味
で
は
、
新
し
い
伝
統
と
言
え
よ
う
」
と
し
て
、

現
代
に
到
る
ま
で
の
祓
具
の
成
立
や
そ
の
作
法
に
は
、
近
代
国
家
に
よ
る
「
神
社
祭
式
」
制
定
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
（
５ 

）
多
田
一
臣
「
天
津
罪
・
国
津
罪
と
「
大
祓
詞
」―
古
代
の
〈
罪
〉・
ノ
ー
ト
―
」（『
語
文
論
叢
』
九
号
、

千
葉
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
会

、
一
九
八
一
年
）

四
七
―
五
八
頁
、
同
「〈
罪
〉〈
け
が
れ
〉
と
「
大
祓
詞
」―
古
代
の
〈
罪
〉・
ノ
ー
ト
（
続
）―
」（『
古
代
文
学
』
二
三
号
〈
特
集　

祝
詞
・

宣
命
〉、
古
代
文
学
会
、
昭
和
五
九
年
）
一
一
―
二
〇
頁
、
三
橋
健
「
神
道
に
お
け
る
贖
罪
観
念
と
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
」（『
國
學

院
雜
誌
』
一
一
三
巻
一
一
号
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
六
―
二
〇
一
頁
、
鈴
木
一
彦
「
近
代
日
本
に
お
け
る
大
祓
詞
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の
思
想
的
解
釈
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
』
四
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
一
三
三
―
一
四
八
頁
、
瀬
尾
芳
也
「
祓

戸
神
信
仰
の
変
遷
」（『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
、
神
社
本
庁
、
平
成
二
二
年
）
一
〇
五
―
一
二
七
頁
、
な
ど
。

　
（
６ 
）〔
吉
田
叢
書
第
四
編
〕『
中
臣
秡
・
中
臣
秡
抄
』（
西
田
長
男
解
題
校
訂
、
吉
田
神
社
編
、
叢
文
社
、
昭
和
五
二
年
）、
青
木
紀
元
『
祝

詞
古
伝
承
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、昭
和
六
〇
年
）、同
『
祝
詞
全
評
釈
―
延
喜
式
祝
詞 

中
臣
寿
詞
』（
右
文
書
院
、平
成
一
二
年
）、

高
森
明
勅
「
大
祓
詞
の
成
立
」（『
麗
沢
大
学
紀
要
』
八
二
巻
、
麗
沢
大
学
、
二
〇
〇
六
年
、
三
七
二
―
三
五
〇
頁
）、
大
東
敬
明
「
東

大
寺
二
月
堂
修
二
会
「
中
臣
祓
」
の
典
拠
と
構
成
―
南
都
寺
院
に
お
け
る
中
臣
祓
の
一
例
と
し
て
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
四
二
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
一
九
三
―
二
〇
九
頁
、
瀬
尾
芳
也
「
災
気
を
祓
ふ
と
い
う
こ
と
―
大
祓
詞
の

天
津
罪
・
国
津
罪
を
通
し
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
二
四
二
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
平
成
二
八
年
）
八
一
―
一
一
二
頁
、
ほ
か
。

　
　

 　

吉
川
惟
足
『
六
根
清
浄
大
祓
講
談
口
義
』
や
賀
茂
真
淵
『
祝
詞
考
』、
本
居
宣
長
『
大
祓
詞
後
釈
』、
平
田
篤
胤
『
大
祓
詞
正
訓
』

を
は
じ
め
と
し
た
近
世
の
神
道
家
、
国
学
者
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
延
喜
式
祝
詞
研
究
の
一
環
と
し
て
の
「
大
祓
詞
」
や
、

中
世
以
来
の
吉
田
神
道
で
重
視
さ
れ
た
「
中
臣
祓
」
な
ど
、
祓
に
ま
つ
わ
る
詞
章
・
祭
文
に
於
け
る
語
句
の
読
み
方
、
解
釈
・
理

解
を
中
心
に
、
さ
ら
に
は
詞
章
の
解
釈
に
よ
る
儀
礼
構
造
の
分
析
な
ど
、
祓
の
詞
の
論
考
は
数
多
く
あ
り
、
祓
に
関
わ
る
研
究
史

の
中
で
も
、
制
度
史
や
教
学
的
・
思
想
的
解
釈
と
合
わ
せ
て
、
語
句
に
基
づ
く
考
察
は
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

　
（
７ 

）
拙
稿
「
祭
具
と
し
て
の
神
籬
―
古
典
解
釈
に
み
た
そ
の
用
例
―
」（『
神
道
宗
教
』
二
三
八
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
平
成
二
七
年
）、
同
「
建
築

儀
礼
に
於
け
る
御
幣
―
近
世
の
儀
礼
次
第
を
用
い
て
―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
八
号
、國　

學　
院　
大　
學

研
究
開
発
推
進
機
構

、
平
成
二
八
年
）。

　
（
８ 

）
八
束
清
貫
『
神
社
有
職
故
実
』（
神
社
本
庁
、
神
社
新
報
社
、
平
成
二
七
年
）
五
二
―
五
六
頁
。
初
版
は
昭
和
二
六
年
。

　
（
９ 

）
好
崎
安
訓
「
神
社
祭
式
制
定
小
史
」（『
神
社
祭
式
詳
解
―
研
究
と
実
習
―
』
所
収
、
明
文
社
、
昭
和
三
九
年
）
七
二
―
八
一
頁
。

　
（
（0 

）
前
掲
註
（　

拙
稿「
祭
具
と
し
て
の
神
籬
―
古
典
解
釈
に
み
た
そ
の
用
例
―
」六
三
頁
。『
神
社
祭
式
』所
載「
神
籬
図
」を
示
し
た
の
で
、
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51 祓具の諸相

「
大
麻
」
図
と
の
比
較
の
際
に
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
（（ 
）『
古
事
記
』
修
訂
版
（
西
宮
一
民
編
、
お
う
ふ
う
、
平
成
二
四
年
）
四
七
頁
。

　
（
（（ 
）〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
〕『
日
本
書
紀
』
上
（

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・

井
上
光
貞
・
大
野
晋

校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
〇
年
）
一
一
三
頁
。

　
（
（（ 

）『
日
本
書
紀
』
上
（
一
一
六
頁
）。

　
（
（（ 

）『
日
本
書
紀
』
上
（
一
一
八
頁
）。

　
（
（（ 

）『
古
事
記
』
中
巻
（
一
四
二
頁
）。

　
（
（（ 

）〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
〕『
日
本
書
紀
』
下
（

坂
本
太
郎　

家
永
三
郎　

井
上
光
貞　

大
野
晋

校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
〇
年
）
四
二
四
頁
。

　
（
（（ 

）〔
日
本
思
想
大
系
新
装
版
〕『
律
令
』（
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）二
一
五
頁
。

　
（
（（ 

）
笹
生
衛
「
祓
う
人
形
・
捧
げ
る
人
形
―
人
形
の
源
流
と
信
仰
―
」（『
人
形
玩
具
研
究　

か
た
ち
・
あ
そ
び
』
日
本
人
形
玩
具
学

会
、
二
〇
一
四
年
）
一
八
―
三
五
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（〔
神
道
大
系　

神
宮
編
一『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
止
由
氣
宮

儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雑
事
記

』
所
収
〕、

胡
麻
鶴
醇
之

西 

島 

一 

郎

校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
五
四
年
）一
一
八
―
一
一
九
頁
。

　
（
（0 

）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
前
掲
註
（（
『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
止
由
氣
宮

儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雑
事
記

』
所
収
）
一
七
二
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
前
掲
註
（（
『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
止
由
氣
宮

儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雑
事
記

』
所
収
）
九
・
一
〇
頁
。

　
（
（（ 

）
本
澤
雅
史
「
古
代
に
於
け
る
［
幣
］
に
つ
い
て
」（
神
道
文
化
叢
書
（（
『
祝
詞
の
研
究
』、
弘
文
堂
、
平
成
一
八
年
）
一
七
―
三
一
頁
。

　
（
（（ 

）
延
暦
廿
年
五
月
十
四
日
「
太
政
官
符
」（〔
神
道
大
系　

古
典
編
一
〇
『
類
聚
三
代
格
』〕、関　

　

晃

熊
谷
公
男

校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
五
年
）
六
〇
―
六
五
頁
。

　
（
（（ 

）『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』（
前
掲
註
（（
『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
止
由
氣
宮

儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雑
事
記

』
所
収
）三
二
一
・
三
二
二
、
三
二
三
、
三
二
七
、
三
三
〇
・
三
三
一
頁
ほ
か
。

　
（
（（ 

）『
儀
式
』（〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
一
『
儀
式
・
内
裏
式
』
所
収
〕、
渡
辺
直
彦
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
五
五
年
）
一
四
九
頁
。

　
（
（（ 

）『
西
宮
記
』（〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
二
〕、
土
田
直
鎭

所　
　

功

校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
五
年
）
一
九
七
・
一
九
八
頁
。
成
立
年
代
は
解
題
に
よ
る
。
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（
（（ 

）『
北
山
抄
』（〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
三
〕、
土
田
直
鎭

所　
　

功

校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
四
年
）
八
六
・
八
七
頁
。
成
立
年
代
は
解
題
に
よ
る
。

　
（
（（ 

）『
江
家
次
第
』（〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
四
〕、
渡
辺
直
彦
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
三
年
）
三
九
五
・
三
九
六
頁
。
成
立
期
は
解
題
よ
り
。

　
（
（（ 
）『
古
今
和
歌
集
』（〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（
〕、
佐
伯
梅
友
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
五
年
）
二
四
一
・
二
四
二
頁
。

　
（
（0 
）『
伊
勢
物
語
』（〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（
〕『
竹
取
物
語　

伊
勢
物
語　

大
和
物
語
』
所
収
、
阪
倉
篤
義 

大
津
有
一 

築
島 

裕 

阿
部
俊
子 

今
井
源
衛

校
注
、
岩
波
書
店
、

昭
和
四
三
年
）
一
三
八
・
一
三
九
頁
。　

業
平
の
歌
の
結
句
が
「
あ
り
と
い
ふ
も
の
を
」
と
あ
る
点
が
、
わ
ず
か
に
異
な
る
。

　
（
（（ 

）「
奥
義
抄
」（『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
所
収
、
佐
々
木
信
綱
編
、
風
間
書
房
、
昭
和
三
二
年
）
三
三
三
頁
。

　
　

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
同
書
解
題
（
五
五
―
五
六
頁
）
を
参
照
し
た
。

　
（
（（ 

）「
古
今
集
注
」（『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
四
所
収
、
久
曾
神
昇
編
、
風
間
書
房
、
昭
和
五
五
年
）
二
〇
六
・
二
〇
七
頁
。

　
　

奥
書
に
つ
い
て
は
、
同
書
解
題
（
一
五
―
一
七
頁
）
を
参
照
し
た
。

　
（
（（ 

）『
日
本
絵
巻
物
全
集　

第
二
六
巻　

年
中
行
事
絵
巻
』（
角
川
書
店
編
集
部
編
、
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）
八
二
・
八
三
頁
。

　
（
（（ 

）
前
掲
註
（（
『
年
中
行
事
絵
巻
』
一
一
七
頁
。

　
（
（（ 

）『
延
喜
式
』
木
工
寮
（〔
神
道
大
系　

古
典
編
一
二
『
延
喜
式
（
下
）』〕、
虎
尾
俊
哉
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
五
年
）
四
〇
三
―
四
〇
五
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』（〔
神
道
大
系　

神
宮
編
二
『

神
宮
雑
例
集
・
皇
代
記 

付
年
代
記
・
皇
太

神
宮
年
中
行
事
・
小
朝
熊
社
神
鏡
沙
汰
文

』
所
収
〕、

胡
麻
鶴
醇
之

西 

島 

一 

郎

校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
五
五
年
）
二
六
四
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』（
前
掲
註
（（
『

神
宮
雑
例
集
・
皇
代
記 
付
年
代
記
・
皇
太

神
宮
年
中
行
事
・
小
朝
熊
社
神
鏡
沙
汰
文

』
所
収
）
三
〇
七
―
三
〇
九
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』（
前
掲
註
（（
『

神
宮
雑
例
集
・
皇
代
記 

付
年
代
記
・
皇
太

神
宮
年
中
行
事
・
小
朝
熊
社
神
鏡
沙
汰
文

』
所
収
）
三
五
〇
・
三
五
一
頁
。

　
（
（（ 

）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
前
掲
註
（（
『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
止
由
氣
宮

儀
式
帳
・
太
神
宮
諸
雑
事
記

』
所
収
）
一
五
〇
頁
。
山
向
物
忌
・
礒
部
祖
繼
と
父
の
繼
麻
呂
の
条
文
に
よ
る
。

　
（
（0 

）
高
原
玄
承
「
修
祓
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗
教
』
第
一
五
五
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
平
成
六
年
）
五
七
―
八
一
頁
。

　
　
　

後
、
同
『
祓
へ
の
研
究
―
修
祓
に
関
し
て
―
』（
甲
斐
奈
神
社
、
平
成
二
〇
年
）
に
所
収
。
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53 祓具の諸相

　
（
（（ 

）『
釋
日
本
紀
』（〔
神
道
大
系　

古
典
註
釋
編
五
〕、
小
野
田
光
雄
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
六
一
年
）
一
六
四
・
一
六
五
頁
。

　
（
（（ 
）
典
拠
未
詳
。
甲
か
ら
丁
類
ま
で
の
諸
本
に
は
、こ
う
し
た
記
事
は
確
認
で
き
な
い
。（〔
国
史
大
系　

八
〕『
日
本
書
紀
私
記
・
釋
日
本
紀
・

日
本
逸
史
』、
黒
板
勝
美
校
訂
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
一
年
）
参
照
。

　
（
（（ 

）『
神
代
巻
口
訣
』（〔
神
道
大
系　

古
典
註
釋
編
三
〕『
日
本
書
紀
注
釈
（
中
）』
所
収
、
真
壁
俊
信
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
六
〇
年
）
七
一
・ 

七
二
頁
。『
神
代
巻
口
訣
』
の
成
立
年
代
は
、
真
壁
俊
信
氏
の
解
題
に
よ
る
。

　
（
（（ 

）『
日
本
書
紀
纂
疏
』
上
第
五
（
前
掲
註
（（
（『
日
本
書
紀
注
釈
（
中
）』
所
収
）
二
六
一
頁
。

　
（
（（ 

）「
神
道
切
紙
」（〔
神
道
大
系　

論
説
編
九
〕『
卜
部
神
道
（
下
）』
所
収
、
岡
田
莊
司
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
三
年
）
八
七
―
九
三
頁
。

　
（
（（ 

）
愛
知
県
図
書
館
の
貴
重
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
近
世
中
後
期
の
転
写
と
さ
れ
る
、
同
館
蔵
『
神
祇
宝
典　

神
器

図
』（
請
求
記
号
W
ラ
／
A
１
７
０
／
ト
（
）
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
お
り
（https://w

ebsv.aichi-pref-library.jp/w
ahon/

detail/（.htm
l

）、
本
稿
で
は
同
図
を
参
照
し
た
。

　
（
（（ 

）
岡
田
莊
司
「
解
題
」（
前
掲
註
（（
『
卜
部
神
道
（
下
）』
所
収
）
三
八
―
四
〇
頁
。

　
（
（（ 

）「
大
麻
調　

口
傳
」（
前
掲
註
（（
『
卜
部
神
道
（
下
）』
所
収
『
事
相
方
内
傳
草
案
』
巻
第
一
三
）
二
五
六
―
二
五
七
頁
。

　
（
（（ 

）「
神
祇
管
領
吉
田
家
諸
國
社
家
執
奏
記
」（
前
掲
註
（（
〔
神
道
大
系　

論
説
編
九
〕『
卜
部
神
道
（
下
）』
所
収
）
四
六
一
頁
。

　
（
（0 

）『
伯
家
部
類
』（〔
神
道
大
系　

論
説
編
一
一
〕『
伯
家
神
道
』
所
収
、
今
江
広
道
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
平
成
元
年
）
三
六
八
―
三
七
〇
頁
。

　
（
（（ 

）『
大
嘗
會
儀
式
具
釋
』（〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
五
〕『
践
祚
大
嘗
祭
』
所
収
、
大
野
健
雄
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
六
〇
年
）
四
一
四
―

四
四
三
頁
。

　
（
（（ 

）『
大
嘗
會
圖
式
』（
前
掲
註
（（
〔
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
五
〕『
践
祚
大
嘗
祭
』）
六
二
八
―
六
三
〇
頁
。

　
（
（（ 

）「
六
月
祓
次
第
」（
前
掲
註
（（
『
卜
部
神
道
（
下
）』
所
収
『
事
相
方
内
傳
草
案
』
巻
第
四
）
一
九
三
・
一
九
四
頁
。
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（
（（ 

）
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
度
「
祭
場
配
置
図
」（『
大
嘗
祭
史
料　

鈴
鹿
家

文　

書

』
所
収
、

鳥
越
憲
三
郎
、
有
坂

隆
道
、
島
田
竜
雄

編
著
、
柏
書
房
、
一
九
九
〇
年
）

一
六
八
頁
。

　
（
（（ 
）『
伊
勢
神
宮
祓
具
図
説
』（〔
神
道
大
系　

論
説
編
七
〕『
伊
勢
神
道
（
下
）』
所
収
、
西
川
順
土
校
注
、

神
道
大
系

編
纂
会

、
昭
和
五
七
年
）

一
三
二
―
一
四
一
頁
。

【
付
記
】　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
〔
神
道
資
料
館
部
門
〕
の
研
究
事
業
「
祭
祀
・
祭
礼
の
変
遷

に
関
す
る
研
究
と
関
連
資
料
の
整
理
分
析
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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55 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

　
　明
治
国
学
と
『
神
皇
正
統
記
』
　―
刊
本
・
注
釈
書
か
ら
見
る
受
容
史
―

齋　

藤　

公　

太　
　
　

　
　は
じ
め
に

―
明
治
期
の
『
正
統
記
』
受
容
史
と
い
う
課
題

　

南
朝
方
の
公
卿
、 

北
畠
親
房
に
よ
っ
て
延
元
四
（
一
三
三
九
）
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
神
皇
正
統
記
』
は
（
興
国
四
〈
一
三
四
三
〉
年
改
稿
、

以
下
『
正
統
記
』
と
略
す
）、
南
朝
の
正
統
性
の
主
張
を
目
的
と
し
た
史
論
で
あ
る
。「
大お

ほ

日や
ま

本と

は者
神か

み
の
く
に国

也（
（
（

」
と
い
う
劈
頭
の
言
葉
が
表
し

て
い
る
よ
う
に
、『
正
統
記
』
は
皇
統
の
無
窮
性
や
三
種
神
器
と
い
っ
た
日
本
の
「
本
来
性
」
を
、
明
確
な
言
説
に
よ
っ
て
提
示
し
た
最
初

期
の
書
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
ゆ
え
に
『
正
統
記
』
は
、
近
代
に
お
い
て
「
日
本
学
の
第
一
教
科
書（

２
（」「

日
本
精
神
の
聖
書（

３
（」

と

し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。『
正
統
記
』
の
再
評
価
は
近
世
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
後
期
水
戸
学
に
よ
る
顕
彰
が
決
定

的
で
あ
っ
た
が
、『
正
統
記
』
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
、
読
ま
れ
た
の
は
、
明
治
期
以
降
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
近
代
に
『
正
統
記
』

の
リ
バ
イ
バ
ル
が
起
こ
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、当
該
期
の『
正
統
記
』受
容
史
に
関
す
る
研
究
自
体
が
未
開
拓
で
あ
る
こ
と
も
あ
ず
か
っ
て
、
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い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
稿
で
は
明
治
期
に
お
け
る
『
正
統
記
』
の
受
容
史
に
焦
点
を
合
わ
せ
、『
正
統
記
』
の
受
容
が

隆
盛
し
た
要
因
と
、
当
時
の
解
釈
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

近
代
に
お
け
る
『
正
統
記
』
の
受
容
史
に
関
し
て
、
初
め
て
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
た
の
は
岩
佐
正
で
あ
っ
た（

４
（。

岩
佐
は
明
治
期
の
受
容

史
に
つ
い
て
、「
明
治
二
十
四
年
ご
ろ
か
ら
、
校
正
・
評
注
・
講
義
式
の
神
皇
正
統
記
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
等
学
校
教
科
書

用
と
し
て
徒
然
草
と
と
も
に
神
皇
正
統
記
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
以
後
『
正
統
記
』
の
校
訂
が
進
み

本
格
的
な
研
究
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る（

５
（。

ま
た
岩
佐
は
近
代
の
『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
類
を
網
羅
し
た
リ
ス
ト
も
提
示

し
た（

６
（。

さ
ら
に
岩
佐
は
、
皇
典
講
究
所
関
係
者
に
よ
る
『
正
統
記
』
再
編
集
の
試
み
と
さ
れ
る
『
重
修
神
皇
正
統
記
』
を
発
見
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
の
論
考
も
発
表
し
て
い
る（

７
（。

　

岩
佐
以
後
、
昭
和
期
の
『
正
統
記
』
受
容
史
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
新
た
な
研
究
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の（

８
（、

明
治
期
に
関
し
て
は
高
田
信

敬
が
慶
応
二
年
の
『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』
に
お
け
る
闕
画
に
つ
い
て
短
い
論
考
を
発
表
し
て
い
る
の
み
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
も
厳
密
に
い
え

ば
明
治
期
以
前
の
事
例
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
ま
た
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ァ
フ
ト
カ
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ボ
ー
ナ
ー
の
『
正
統
記
』
解
釈
に
つ
い

て
論
じ
る
過
程
で
明
治
期
の
『
正
統
記
』
受
容
史
に
触
れ
、皇
学
所
や
大
八
洲
学
校
と
い
っ
た
国
学
者
に
よ
る
学
校
教
育
の
な
か
で
『
正
統
記
』

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
総
じ
て
明
治
期
の
『
正
統
記
』
受
容
史
に
関
す
る
研
究
は
、
岩
佐
以
降
ほ
と
ん
ど
手

つ
か
ず
と
い
っ
て
よ
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
岩
佐
の
研
究
も
、『
重
修
神
皇
正
統
記
』
に
関
し
て
は
詳
細
で
あ
る
も
の
の
、明
治
期
一
般
の
『
正

統
記
』
受
容
に
つ
い
て
は
中
等
教
育
と
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
刊
本
・
注
釈
書
類
の
リ
ス
ト
に
も
誤
り
や
不
備
が

あ
り
、
改
訂
の
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
岩
佐
の
研
究
を
出
発
点
と
し
て
、
刊
本
・
注
釈
書
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
示
し
、

そ
の
上
で
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
。
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57 明治国学と『神皇正統記』

　
　

　
　

一
、
川
喜
多
真
彦
の
『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』

　

明
治
期
の
『
正
統
記
』
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
前
に
、
そ
の
起
点
と
な
っ
た
慶
応
二
年
の
『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』
の
内
容
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
本
書
の
校
註
を
行
っ
た
川
喜
多
真
彦
が
六
人
部
是
香
の
門
人
で
あ
り
、
平
田
篤
胤
の
門
流
に
属

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
真
彦
は
『
花
洛
名
勝
図
会
東
山
之
部
』（
元
治
元
〈
一
八
六
四
〉
年
刊
）
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
、
神
道
や
古

道
論
に
関
す
る
著
作
は
残
し
て
お
ら
ず
、
専
ら
歌
文
や
考
証
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

藤
田
東
湖
が
「
正
統
記
の
作
、
国
体
を
明
ら
か
に
し
名
分
を
正
す
。
実
に
神
州
の
亀
鑑
と
為
す（

（1
（

」（『
回
天
詩
史
』、
弘
化
元
〈
一
八
四
四
〉

年
成
立
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
「
国
体
」
概
念
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
と
り
わ
け
後
期
水
戸
学
の
人
び

と
の
あ
い
だ
で
『
正
統
記
』
は
「
国
体
」
の
書
と
し
て
再
定
義
さ
れ
て
い
っ
た
。
近
世
に
お
け
る
「
国
体
」
の
語
義
は
多
様
で
あ
っ
た
が
、

水
戸
学
に
お
い
て
そ
の
概
念
は
「
儒
教
の
名
分
論
と
万
世
一
系
の
皇
統
意
識
が
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
」
と
さ
れ
、
幕
末
の
政
治
過

程
の
な
か
で
人
び
と
の
「
国
体
」
理
解
は
水
戸
学
的
な
意
味
に
収
斂
し
て
い
っ
た（

（1
（

。
主
に
闇
斎
学
派
や
水
戸
学
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い

た
『
正
統
記
』
を
真
彦
が
取
り
上
げ
、
校
注
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
気
吹
舎
と
水
戸
藩
士
と
の
関
係
や
、
平
田
国
学
と
水
戸
学
と
の
思
想
的

な
親
近
性
が
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が（

（1
（

、
何
よ
り
幕
末
の
尊
皇
運
動
の
高
ま
り
に
お
い
て
、『
正
統
記
』
が
「
国
体
」
の
書
と
し
て
広
く

読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
慶
応
二
年
版
の
『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』（
全
六
冊
）
の
表
紙
見
返
し
に
は
「
京
城　

同
盟
書
賈
梓
」
と
あ
り
、
第
六
冊
後
見

返
し
の
刊
記
に
は
永
田
調
兵
衛
・
勝
村
治
右
衛
門
・
藤
井
孫
兵
衛
・
大
谷
仁
兵
衛
ら
が
出
版
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
明
治
一
五

（
一
八
八
二
）年
に
伊
藤
猪
次
郎
に
よ
り
、ま
た
同
二
〇（
一
八
八
七
）年
に
は
今
尾
安
治
郎
に
よ
っ
て
再
版
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
以
外
に
も
度
々

再
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
冊
の
冒
頭
で
は
安
積
艮
斎
の
文
章
を
引
い
て
序
文
に
代
え
、
第
六
冊
の
末
尾
に
は
「
准
三
宮
源
公
の
正
統
」
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（
慶
応
元
年
四
月
十
七
日
）
と
題
さ
れ
た
真
彦
の
跋
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
刊
本
を
も

と
に
「
善
本
に
も
校
へ
正
し
、
は
た
い
さ
ヽ
か
か
し
ら
に
補
ひ
、
猶
識
者
の
論
説
と
も
を
も
し
る
し
て
」
刊
行
し
た
も
の
だ
っ
た
。
頭
注
は

す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
文
に
関
連
す
る
諸
家
の
説
を
引
用
し
た
も
の
と
、
真
彦
自
身
の
注
の
二
種
に
分
か
れ
る
。
真
彦
の
注
は

歴
史
的
事
実
に
関
す
る
情
報
を
補
っ
た
も
の
で
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
頼
山
陽
の
『
日
本
政
記
』（
弘
化

二
〈
一
八
四
五
〉
年
刊
）
や
、山
県
太
華
の
『
国
史
纂
論
』（
弘
化
三
〈
一
八
四
六
〉
年
刊
）
で
あ
り
、他
に
安
積
澹
泊
、藤
井
懶
斎
、林
鵞
峰
、

岩
垣
東
園
、
関
義
寧
、
長
井
定
宗
、
巨
勢
玄
仙
、
古
賀
精
里
、
安
積
艮
斎
、
尾
藤
二
洲
、
青
山
延
干
、
藤
田
東
湖
の
説
が
引
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

冒
頭
部
分
の
頭
注
で
は
、「
回
天
詩
史
に
曰
く
、
正
統
記
の
作
、
国
体
を
明
ら
か
に
し
名
分
を
正
す
。
実
に
神
州
の
亀
鑑
と
為
す
。
而
れ

ど
も
侫
仏
の
累
無
き
こ
と
能
は
ず
。
嗚
呼
、
卓
識
准
后
の
如
き
、
猶
尚
此
の
如
し
。
邪
説
の
世
を
惑
わ
し
、
習
俗
の
人
を
移
す
、
畏
る
べ
き

か
な
、
と（

（1
（

」
な
ど
と
、
藤
田
東
湖
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
真
彦
は
「
国
体
」
の
書
と
い
う
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
『
正

統
記
』
の
位
置
付
け
を
継
承
し
、
そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
『
正
統
記
』
を
受
容
し
て
い
た
。
東
湖
以
外
の
注
の
一
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　

 

山
県
禎
曰
く
、
崇
徳
帝
方ま

さ

に
春
秋
に
当
た
り
、
未
だ
嘗
て
失
徳
有
ら
ず
。
而
し
て
遽に

は

か
に
之こ

の
位
を
奪
ふ
。
近
衛
帝
生
れ
て
三
歳
、
未

だ
天
下
の
父
母
と
為
す
に
足
ら
ず
。
而
し
て
立
て
て
天
子
と
為
す
。
上
皇
実
に
私
愛
に
溺
れ
て
、
父
子
の
道
に
背
く
。
社
稷
の
重
き
を

忘
れ
、
人
欲
肆

ほ
し
い
ま
まに

し
て
天
理
滅
す
。
国
乱
れ
ざ
ら
ん
と
欲
す
と
も
得
ん
や
、
と（

（1
（

。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
注
は
真
彦
自
身
に
よ
る
も
の
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
全
て
が
儒
学
者
の
説
の
引
用
で
あ
っ
た
。
保
元
の
乱
の
原

因
に
つ
い
て
述
べ
た
右
の
山
県
太
華
の
引
用
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
真
彦
は
儒
学
的
な
歴
史
解
釈
に
も
と
づ
く
注
を
『
正
統
記
』
に
付
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け
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、『
正
統
記
』
に
お
け
る
神
々
の
記
述
な
ど
、
神
道
的
な
部
分
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
頭
注
が
付
い
て
い
な
い
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
。「
国
体
」
の
書
と
い
う
後
期
水
戸
学
の
枠
組
み
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
い
わ
ば
近
世
的
な
史
論
の
体
裁
に
よ
っ
て
真
彦
は
『
正

統
記
』
を
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
明
治
期
の
『
正
統
記
』
刊
本
・
注
釈
書
類
の
刊
行
と
そ
の
背
景

　
　
（
１
）
明
治
期
の
国
語
教
育
と
『
神
皇
正
統
記
』

　

明
治
元
年
一
〇
月
二
〇
日
、
小
御
所
代
に
お
け
る
明
治
天
皇
へ
の
進
講
の
日
次
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
は
『
史
記
』
や
『
資
治
通

鑑
』
の
講
義
、『
保
建
大
記
』
の
輪
読
と
な
ら
び
、『
神
皇
正
統
記
』
の
輪
読
も
含
ま
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
出
来
事
は
、
幕
末
に
お
け
る
『
正
統

記
』の
復
権
が
明
治
維
新
後
も
継
続
し
、国
家
に
よ
る
公
的
な
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
十
八
世
紀
末
以
来
の「
復
古
」

の
潮
流
を
承
け
、
明
治
維
新
後
に
「
王
政
復
古
の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
」
南
朝
の
「
忠
臣
」
の
顕
彰
運
動
が
各
地
で
活
発
に
行
わ
れ
た

こ
と
も
、『
正
統
記
』の
復
権
を
後
押
し
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
た
と
え
ば
明
治
一
五（
一
八
八
二
）年
に
は
北
畠
親
房
と
顕
家
を
祀
る
別
格
官
幣
社
・

阿
倍
野
神
社
の
創
建
が
決
定
さ
れ（

11
（

、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
九
月
に
は
親
房
に
正
一
位
が
追
贈
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。

　

こ
う
し
た
な
か
、『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』
を
起
点
と
し
て
、
明
治
期
に
入
る
と
『
正
統
記
』
の
刊
本
や
注
釈
書
が
次
々
と
出
版
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
の
一
覧
は
末
尾
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る（

11
（

。
こ
の
一
覧
か
ら
わ
か
る
の
は
、慶
応
二
年
に
刊
行
さ
れ
た『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』

が
時
期
を
置
い
て
明
治
一
五
年
以
降
に
再
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
明
治
二
〇
年
代
以
降
、
新
た
な
刊
本
・
注
釈
書
が
大
量
に
刊
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
泉
定
助
と
畠
山
健
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
頃
に
は
、「
神
皇
正
統
記
の
、

標
註
或
ハ
訂
正
せ
ら
れ
た
る
も
の
」
が
「
雨
後
の
春
草
」
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

11
（

（
⑤
上
巻
、
一
丁
オ
）。

　

岩
佐
正
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
け
る
『
正
統
記
』
の
流
行
は
、
中
等
学
校
の
国
語
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
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が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
明
治
期
全
体
に
お
け
る
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
『
正
統
記
』
が
収
録
さ
れ
た
回
数
は
一
五
一
回

に
及
び
、『
徒
然
草
』『
太
平
記
』
に
次
ぐ
第
三
位
の
地
位
を
占
め
て
い
る（

11
（

。
以
下
、
具
体
的
に
明
治
期
の
国
語
教
育
の
変
遷
と
『
正
統
記
』

と
の
関
連
を
跡
付
け
て
み
た
い
。

　

ま
ず
国
学
系
統
の
高
等
教
育
に
お
け
る
『
正
統
記
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
明
治
元
年
九
月
に
開
講
さ
れ
た
皇
学
所

で
は
、『
正
統
記
』
が
教
科
書
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
神
典
」
で
は
な
く
「
歴
史
下
等
」
の
教
科
書
と
し
て
の
扱
い
で
あ
っ
た（

11
（

。

明
治
一
五
年
に
開
設
さ
れ
た
皇
典
講
究
所
で
は
、
第
一
期
の
授
業
で
『
正
統
記
』
の
会
読
が
行
わ
れ（

11
（

、
翌
年
の
第
二
期
の
授
業
で
も
、
文
学

部
予
科
の
第
一
年
第
四
級
の
「
歴
史
」
の
授
業
で
「
副
」
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
で
も

第
一
期
に
お
い
て
記
紀
万
葉
に
対
す
る
補
助
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。
大
八
洲
学
校
で
も
『
正
統
記
』
は

国
史
の
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
国
学
系
の
高
等
教
育
機
関
で
は
明
治
初
年
よ
り
『
正
統
記
』
が
教
科
書
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
。
同
時
に
そ
れ
が
し
ば
し
ば
歴
史
の
科
目
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

他
方
、
明
治
一
五
年
以
降
に
は
『
評
註
校
正
神
皇
正
統
記
』
が
再
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
一
四

（
一
八
八
一
）
年
に
「
中
学
校
教
則
大
綱
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
中
学
校
で
は
専
ら
漢
文
に
よ
る
言

語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
大
綱
に
よ
り
和
漢
文
科
が
設
置
さ
れ
、「
和
文
」
の
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
「
和
文
」
の
教
科
書
と
し
て
改
め
て
『
正
統
記
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
明
治
一
四
年
以
降

の
中
学
校
で
は
『
正
統
記
』
が
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
見
出
さ
れ
る
。「
中
学
校
教
則
大
綱
」
府
県
準
拠
校
則
・
教
則
「
教

科
書
用
表
」
に
よ
れ
ば
、
熊
本
、
京
都
、
宮
城
、
秋
田
、
長
崎
、
兵
庫
、
大
阪
、
山
口
、
岡
山
、
埼
玉
、
島
根
、
千
葉
、
佐
賀
、
愛
知
の
府

県
立
中
学
校
で
『
正
統
記
』
が
教
科
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
ま
た
鳥
取
、
埼
玉
、
東
京
、
富
山
、
福
島
、
長
野
で
は
歴
史
の
教
科
書
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
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明
治
一
九（
一
八
八
六
）年
四
月
に
は「
中
学
校
令
」が
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
同
年
六
月
に
は「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」

が
制
定
さ
れ
、「
国
語
及
漢
文
科
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
時
に
教
科
書
の
検
定
制
度
も
導
入
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
『
師
範
学
校
・
尋
常
中
学
校
・

高
等
女
学
校
検
定
済
教
科
用
図
書
表
（
自
明
治
十
九
年
五
月
至
明
治
三
十
三
年
十
二
月
）』（
文
部
省
、
明
治
三
一
〈
一
八
九
八
〉
年
）
に
よ

れ
ば
、
②
、
⑧
、
⑬
、
⑭
が
検
定
を
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
検
定
を
通
っ
て
い
な
い
刊
本
・
注
釈
書
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い

た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
未
検
定
の
教
科
書
が
使
わ
れ
て
い
た
例
も
あ
り（

11
（

、
今
泉
定
助
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
国
文
を
講
究
す
る
初

学
者
の
独
習
、
又
は
、
諸
学
校
教
科
書
の
参
考
書
」（
⑪
「
凡
例
」
一
頁
）
と
し
て
も
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

明
治
二
〇
年
代
に
は
関
根
正
直
編
『
近
体
国
文
教
科
書
』（
十
一
堂
、明
治
二
一
〈
一
八
八
八
〉
年
）
や
、芳
賀
矢
一
・
立
花
銑
三
郎
編
『
国

文
学
読
本
』（
富
山
房
、
明
治
二
三
〈
一
八
九
〇
〉
年
）
な
ど
、
以
後
の
範
型
と
な
る
国
語
教
科
書
が
登
場
す
る（

11
（

。
こ
れ
ら
は
様
々
な
国
文

学
作
品
か
ら
の
抄
出
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
雑
纂
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
し
ば
し
ば
『
正
統
記
』
の
文
章
が
採
録
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
明
治
二
三
年
に
は
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
、以
後
の
学
校
教
育
や
教
科
書
は「
国
体
」の
理
念
に
よ
り
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
。「
国

語
」
の
問
題
も
「
国
体
」
と
の
関
連
で
と
ら
え
直
さ
れ
て
い
っ
た（

11
（

。
ま
た
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
文
相
に
就
任
し
た
井
上
毅
は
国
語

教
育
重
視
の
方
針
を
と
り
、
明
治
二
七
年
に
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
を
改
正
。「
国
語
及
漢
文
科
」
の
授
業
時
間
が
拡
大
さ
れ
た（

11
（

。

明
治
二
四
年
以
降
に
『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
が
急
増
し
た
背
景
に
は
か
か
る
状
況
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
後
、
文
部
省
高
等
学
務
局
は
中
等
教
育
に
お
け
る
学
科
内
容
の
統
一
を
目
指
し
て
調
査
を
行
い
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
『
尋

常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
』
を
提
出
し
た
。
国
語
科
の
調
査
委
員
は
上
田
万
年
、
高
津
鍬
三
郎
、
小
中
村
義
象
、
芳
賀
矢
一
で
あ
っ
た（

11
（

。

こ
の
報
告
書
で
は
国
語
教
育
の
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
第
三
学
年
で
習
う
べ
き
作
品
と
し
て
『
正
統
記
』
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る（

11
（

。
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
は
「
中
学
校
教
授
要
目
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
こ
で
『
正
統
記
』
は
第
三
学
年
以
降
の
講
読
の
教
科
書

と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
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こ
の
よ
う
に
明
治
維
新
以
降
、
近
世
以
来
の
漢
文
教
育
が
廃
さ
れ
、
近
代
的
な
国
語
教
育
が
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程
の
な
か
で
、『
神
皇

正
統
記
』
は
国
語
の
教
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
期
に
お
い
て
大
量
の
刊
本
・
注
釈
書
が
出
版
さ
れ
た
直
接
的
な

要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
２
）
明
治
国
学
者
と
『
神
皇
正
統
記
』

　

明
治
期
に
お
い
て
『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
が
多
数
生
み
出
さ
れ
た
背
景
に
あ
る
社
会
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

校
訂
者
・
注
釈
者
の
履
歴
に
も
目
を
向
け
て
み
た
い
。
ま
ず
、
②
の
校
注
者
で
あ
る
佐
伯
有
義
は
皇
典
講
究
所
で
井
上
頼
囶
に
学
ん
だ
人
物

で
あ
り
（
明
治
二
〇
〈
一
八
八
七
〉
年
卒
業
）、
も
う
一
人
の
校
注
者
で
あ
る
三
木
五
百
枝
も
皇
典
講
究
所
の
同
窓
生
で
あ
っ
た（

11
（

。
同
書
の

校
閲
は
皇
典
講
究
所
の
教
員
で
あ
っ
た
内
藤
耻
叟
が
担
当
し
、
序
文
も
同
じ
く
皇
典
講
究
所
の
教
員
で
、
そ
の
創
設
に
も
関
わ
っ
た
井
上
頼

囶
が
執
筆
し
て
い
る（

1（
（

。
④
の
校
注
者
で
あ
る
斎
藤
普
春
も
井
上
頼
囶
の
も
と
で
国
史
・
国
文
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た（

11
（

。
⑤
の
校
注
者
の
一

人
で
あ
る
畠
山
健
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
皇
典
講
究
所
を
卒
業
し
、
國
學
院
の
講
師
な
ど
を
務
め
た
人
物
で
あ
る（

11
（

。
⑥
の
校
注
者

で
あ
る
大
宮
宗
司
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
皇
典
講
究
所
を
卒
業
し
て
い
る（

11
（

。

　

他
方
、
⑤
の
も
う
一
人
の
校
注
者
で
あ
る
今
泉
定
助
（
当
時
の
名
は
「
定
介
」）
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
東
京
大
学
文
学
部

附
属
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
、
明
治
二
三
年
か
ら
は
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に
勤
め
て
い
た（

11
（

。
③
の
校
訂
を
補
助
し
た
服
部
元
彦（

11
（

、
⑧
の
校

注
者
で
あ
る
関
根
正
直（

11
（

、
⑨
の
注
釈
者
で
あ
る
池
辺
（
小
中
村
）
義
象（

11
（

、
⑥
の
序
文
と
⑫
の
注
釈
を
担
当
し
た
萩
野
由
之（

11
（

も
明
治
一
九
年
に
、

⑩
の
校
注
者
で
あ
る
大
久
保
初
雄
も
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に（

11
（

、
そ
れ
ぞ
れ
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
⑥
所
収
の
親
房
の
略
伝

を
執
筆
し
た
落
合
直
文
は
明
治
一
七
年
に
古
典
講
習
科
を
中
退
し
て
い
る
が
、
後
に
皇
典
講
究
所
や
國
學
院
の
講
師
と
な
っ
た（

1（
（

。
ま
た
、
③

の
校
訂
者
で
あ
る
飯
田
武
郷
は
、
古
典
講
習
科
で
助
教
授
、
皇
典
講
究
所
と
國
學
院
で
講
師
を
務
め（

11
（

、
久
米
幹
文
も
古
典
講
習
科
で
准
講
師

【論文】齋藤公太先生.indd   62 2017/02/21   20:17:16
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を
務
め
て
い
た（

11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
正
統
記
』
の
校
注
者
の
大
半
は
、
皇
典
講
究
所
と
東
大
古
典
講
習
科
の
出
身
、
な

い
し
は
そ
の
教
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑬
の
校
訂
者
で
あ
る
金
子
元
臣
は
い
ず
れ
の
出
身
で
も
な
い
が
、
つ
と
に
久
米
、
落
合
、
池

辺
ら
と
と
も
に
活
動
し
、
後
に
は
國
學
院
大
學
の
講
師
も
務
め
て
い
る（

11
（

。
�
の
校
訂
者
、
�
の
著
者
で
あ
る
芳
賀
矢
一
は
、
古
典
講
習
科
と

の
軋
轢
も
あ
っ
た
東
大
国
文
科
の
出
身
で
あ
る
が
（
明
治
二
五
〈
一
八
九
二
〉
年
卒
業
）、
小
中
村
清
矩
に
師
事
し
て
お
り
、
古
典
講
習
科
、

皇
典
講
究
所
と
同
じ
く
、
後
述
す
る
「
近
代
国
学
」
を
基
盤
と
し
て
共
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

両
校
は
い
ず
れ
も
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
神
道
界
で
は
明
治
一
二
年
か
ら
翌
一
四
年
に
か
け
て
神
道
事
務
局

神
殿
の
祭
神
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
「
祭
神
論
争
」
が
起
こ
り
、そ
の
結
果
と
し
て
明
治
一
五
年
に
「
祭
教
学
分
離
」、す
な
わ
ち
「
神
社
祭
祀
」

と
「
宗
教
」
と
「
学
事
」
の
分
離
に
至
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
明
治
一
五
年
の
神
官
教
導
職
分
離
や
様
々

な
「
教
派
神
道
」
の
一
派
特
立
で
あ
る
が
、
皇
典
講
究
所
と
古
典
講
習
科
も
ま
た
こ
う
し
た
趨
勢
を
ふ
ま
え
、
教
学
分
離
を
特
色
と
し
て
い

た
。
と
り
わ
け
加
藤
弘
之
の
建
議
を
契
機
と
し
、
古
典
研
究
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
小
中
村
清
矩
の
尽
力
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
古
典

講
習
科
は
、「
考
証
派
」
国
学
者
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
小
中
村
の
国
学
観
を
具
体
化
し
た
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
国
史
、
法

制
史
、
国
語
・
国
文
を
三
つ
の
柱
と
し
、「
其
主
眼
精
神
と
す
る
所
は
、
其
学
び
得
た
る
業
を
以
て
、
今
日
の
実
際
に
運
用
す
る
に
あ
り（

11
（

」（「
古

典
講
習
科
開
業
演
説
案
」、
明
治
一
五
年
九
月
）
と
小
中
村
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
学
術
の
成
果
を
官
省
庁
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
小
中
村
は
、
神
典
学
に
お
け
る
「
国
体
」
の
探
究
を
歴
史
学
に
再
編
入
す
る
こ
と
で
、
国
学
か
ら
神
道
の

信
仰
を
分
離
し
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

藤
田
大
誠
は
小
中
村
に
代
表
さ
れ
る
こ
う
し
た
学
問
潮
流
を
「
近
代
国
学
」
と
と
ら
え
、「
近
世
以
来
の
『
考
証
』
に
根
差
し
た
、
国
家
・

社
会
に
寄
与
す
る
実
用
的
な
も
の
で
、
か
つ
『
祭
教
学
分
離
』
に
よ
っ
て
『
非
宗
教
』
に
立
ち
、
国
語
国
文
・
国
史
・
法
制
史
を
中
軸
と
す
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る
総
合
的
な
『
国
学
』（

11
（

」
と
定
義
し
て
い
る
。
明
治
期
の
『
正
統
記
』
の
刊
行
に
は
、
こ
の
よ
う
な
考
証
派
を
中
心
と
す
る
明
治
国
学
の
人

び
と
が
関
与
し
て
い
た
と
い
え
よ
う（

11
（

。

　

明
治
国
学
が
『
正
統
記
』
に
着
目
し
た
所
以
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
で
の
考
察
に
ゆ
ず
り
た
い
が
、
よ
り
外
的
な
条
件
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
人
び
と
が
国
文
学
の
普
及
や
国
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
齊
藤
智
朗
に
よ
れ
ば
、
東
大
古
典
講
習
科
に
よ
る
人

材
育
成
の
結
果
、
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
は
「
日
本
の
古
典
や
歴
史
、
伝
統
的
な
法
制
度
に
関
す
る
文
献
や
学
術
的
な
研
究
書
が
多
数
出
版

さ
れ
」
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（

1（
（

。
多
少
時
期
は
ず
れ
込
む
も
の
の
、『
正
統
記
』
の
刊
行
も
こ
う
し
た
古
典
の
出
版
の
一
例
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
関
根
正
直
が
『
近
体
国
文
教
科
書
』、
今
泉
定
助
と
畠
山
健
が
『
普
通
国
文
』（
吉
川
半
七
、
明
治
二
三
〈
一
八
九
〇
〉

年
）
を
編
集
す
る
な
ど
、
明
治
国
学
者
は
し
ば
し
ば
国
語
教
科
書
の
編
纂
に
関
与
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
今
泉
定
助

な
ど
は
「
普
通
文
」
の
普
及
活
動
に
関
与
し
て
お
り（

11
（

、
池
辺
と
芳
賀
矢
一
が
『
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
』
に
お
け
る
国
語
科
調
査

委
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
国
学
の
人
び
と
が
明
治
期
の
国
語
教
育
を
主
導
し
た
例
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
彼
ら
が
『
正
統
記
』
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
背
景
に
は
か
か
る
具
体
的
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

三
、
明
治
期
に
お
け
る
『
正
統
記
』
解
釈
の
特
質

　
　
（
１
）「
国
体
」
の
書
と
い
う
位
置
づ
け

　

以
下
、
主
に
明
治
国
学
の
人
び
と
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
明
治
期
の
『
正
統
記
』
刊
本
・
注
釈
書
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
上
の
特
質
が
見
出

さ
れ
る
の
か
を
、
具
体
例
に
即
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
斎
藤
普
春
は
④
の
頭
注
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

回
天
詩
史
に
、
正
統
記
作
明
二
国
体
一
正
二
名
分
一、
実
為
二
神
州
亀
鑑
一、
而
不
レ
能
三
無
佞
仏
之
累
一、
嗚
呼
卓
識
如
准
后
一
猶
尚
如
レ
此
、
邪
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説
之
惑
レ
世
、
習
俗
之
移
レ
人
、
可
レ
畏
哉
、
と
い
へ
る
は
少
し
く
酷
評
に
似
た
れ
ど
も
、
其
精
神
ま
た
見
る
べ
き
な
り
（
八
―
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
藤
田
東
湖
の
『
回
天
詩
史
』
か
ら
の
引
用
は
、
前
述
の
通
り
川
喜
多
真
彦
の
刊
本
に
元
々
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
⑩
な
ど
他

の
刊
本
・
注
釈
書
に
も
見
ら
れ
る
。
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
「
国
体
」
の
書
と
し
て
の
『
正
統
記
』
の
位
置
づ
け
は
、
明
治
半
ば
に
お
い
て

も
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
池
辺
義
象
が
『
正
統
記
』
に
つ
い
て
、「
我
が
国
体
の
淵
源
を
明
に
し
、
上
神
代
よ
り
以
て
自
ら
奉
仕
す

る
後
村
上
帝
に
至
る
ま
で
、
歴
朝
の
治
乱
盛
衰
を
叙
述
し
た
る
が
、
即
ち
こ
の
書
な
り（

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
正
統
記
』
は
神
道
書

で
は
な
く
日
本
の
「
国
体
」
と
歴
史
に
つ
い
て
著
し
た
書
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
中
に
も
鏡
を
本
と
し
、
宗
庿
の
正
体
と

あ
ふ
が
れ
た
ま
ふ
」（
瓊
々
杵
尊
条
）
に
対
す
る
池
辺
義
象
の
注
釈
は
、
こ
う
し
た
「
国
体
」
の
内
実
を
説
明
し
た
も
の
と
い
え
る（

11
（

。

万
々
歳
ノ
後
ト
テ
モ
ソ
ノ
鏡
ニ
向
ハ
セ
玉
ヒ
テ
、
御
影
ノ
ウ
ツ
リ
玉
ヘ
ル
ハ
、
即
天
祖
ノ
御
遺
体
ナ
ル
ワ
ケ
ニ
テ
、
父
子
ノ
御
情
油
然

ト
シ
テ
起
リ
玉
フ
ベ
シ
、
サ
テ
ハ
コ
ノ
皇
位
ノ
悠
久
ニ
シ
テ
一
系
ニ
マ
シ
マ
ス
コ
ト
、
当
時
天
孫
ノ
降
臨
セ
サ
セ
玉
ヒ
シ
コ
ト
マ
デ
、

ア
リ
〳
〵
ト
見
エ
奉
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
オ
ノ
ツ
カ
ラ
天
職
ヲ
尽
ク
サ
セ
玉
フ
御
事
ナ
ル
ベ
シ
（
⑨
六
頁
）。

　

池
辺
は
「
天
祖
」
を
天
照
大
神
と
解
し
（『
正
統
記
』
本
文
中
の
「
天
祖
」
は
国
常
立
尊
を
指
す
）、天
皇
が
宝
鏡
に
映
っ
た
天
祖
の
「
遺
体
」

を
、
す
な
わ
ち
祖
先
に
似
た
自
ら
の
姿
を
見
出
す
こ
と
で
、
父
子
の
情
が
起
こ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
会
沢
正
志
斎
の
『
新
論
』（
文

政
八
〈
一
八
二
五
〉
年
成
立
）
国
体
上
に
お
け
る
「
見
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
す
な
は
ち
天
祖
の
遺
体
に
し
て
、
視
る
こ
と
な
ほ
天
祖
を
視

る
が
ご
と
し（

11
（

」
と
の
記
述
を
ふ
ま
え
た
解
釈
で
あ
る（

11
（

。
し
か
し
こ
れ
は
単
に
近
世
の
解
釈
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
。
佐
々
木
聖
使
は
、

祭
神
論
争
後
、
政
府
・
内
務
省
が
神
道
の
「
非
宗
教
化
」
政
策
を
進
め
、
そ
れ
に
対
応
し
て
神
社
界
も
神
社
祭
祀
を
祖
先
に
対
す
る
「
道
徳
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的
崇
敬
」と
解
釈
し
て
い
く
な
か
で
、水
戸
学
の
忠
孝
論
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
明
治
国
学
の
人
び
と
に
よ
る「
国
体
」

理
解
と
、「
国
体
」
の
書
と
し
て
の
『
正
統
記
』
解
釈
も
ま
た
、
こ
う
し
た
当
時
の
社
会
状
況
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
は
以
後
に
挙
げ
る
諸
々
の
解
釈
の
特
質
に
も
見
出
さ
れ
る
。

　
　
（
２
）
国
語
教
育
と
「
愛
国
心
」

　

前
述
の
通
り
、
明
治
期
の
国
学
系
の
学
校
で
『
正
統
記
』
は
主
に
歴
史
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
近
代
の
国
語
教
育
が
確

立
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、『
正
統
記
』
は
む
し
ろ
国
語
の
教
科
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
国
学
者
た
ち
は
『
正
統
記
』

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
泉
定
介
と
畠
山
健
は
、⑤
の「
刊
行
の
趣
意
」を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち「
国

文
」
の
教
育
の
目
的
は
「
平
常
、
人
々
の
使
用
す
る
文
章
を
明
に
解
し
、
又
わ
が
思
ふ
事
を
さ
な
が
ら
文
章
に
綴
る
を
得
」
さ
せ
し
め
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
読
本
を
使
っ
て
読
み
慣
れ
な
が
ら
文
法
を
習
得
す
る
の
が
よ
い
が
、
そ
の
読
本
と
し
て
は
「
語
格
文
法
の
正
し

く
、
用
語
普
通
に
し
て
、
意
味
ま
た
極
め
て
平
易
な
る
を
良
し
と
す（

11
（

」。
そ
の
基
準
か
ら
い
う
と
『
正
統
記
』
は
「
全
篇
通
じ
て
、
雅
な
ら
ず
、

俗
な
ら
ず
、
専
、
達
意
を
旨
と
せ
る
も
の
な
れ
バ
、
普
通
科
に
用
ふ
る
国
文
の
読
本
に
ハ
、
頗
、
適
当
な
る
が
如
し（

11
（

」
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
（
一
丁
オ
）。
そ
れ
と
と
も
に
今
泉
は
次
の
よ
う
な
「
利
益
」
を
挙
げ
て
い
る
。

本
書
を
読
ま
ん
も
の
ハ
、
神
器
授
受
の
大
典
、
皇
位
継
紹
の
尊
厳
な
る
を
知
り
、
国
体
の
如
何
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
得
べ
し
、
こ
れ
、

邦
人
の
必
し
も
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
（
三
丁
オ
）

　

今
泉
と
同
様
、
芳
賀
矢
一
も
、「
国
文
は
わ
が
国
民
の
心
性
よ
り
発
し
、
わ
が
国
民
の
特
性
を
写
し
い
だ
せ
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
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学
校
教
育
で
教
え
る
の
は
「
わ
が
国
固
有
の
語
法
文
格
に
よ
り
て
わ
が
思
想
を
述
ぶ
る
方
法
を
得
せ
し
む
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
か
ね
て
は
徳

性
を
涵
養
し
、
愛
国
心
を
発
揮
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
か
ら
と
す
る（

11
（

（
�
一
頁
）。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
芳
賀
は
『
正
統
記
』
が
国
文
の

読
本
と
し
て
最
も
適
当
で
あ
る
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
こ
れ
そ
の
文
体
の
著
し
く
古
雅
な
ら
ざ
る
点
よ
り
い
ふ
も
、
そ
の
事
実
の
歴
史
に

し
て
趣
味
あ
る
点
よ
り
い
ふ
も
、
は
た
そ
の
著
者
の
人
物
よ
り
い
ふ
も
、
皆
適
当
な
る
も
の
な
り
と
信
ず
れ
ば
な
り
」（
�
二
―
三
頁
）。
今

泉
や
芳
賀
の
み
な
ら
ず
、
同
様
の
説
明
は
⑩
の
「
凡
例
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
わ
か
る
の
は
、
平
明
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
国
体
」
に
つ
い
て
教
え
、「
愛
国
心
」
を
喚
起

す
る
書
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
二
点
か
ら
『
正
統
記
』
が
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
点
目
に
関
し
て
い
え
ば
、
と
り
わ
け

明
治
一
九
年
の
中
学
校
令
以
降
、
近
代
的
な
「
普
通
文
」
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で（

1（
（

、
明
治
国
学
が
そ
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。
二
点
目
に
関
し
て
は
、「
国
文
」
の
教
育
を
通
し
て
「
国
民
」
の
紐
帯
を
強
め
、「
国
家
」
を
強
化
す

る
と
い
う
国
語
教
育
観
が
、
関
根
正
直
や
池
辺
義
象
ら
明
治
国
学
の
人
び
と
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

11
（

。
こ
れ
ら
の

観
点
は
単
に
国
学
者
た
ち
の
構
想
に
留
ま
ら
ず
、
政
府
の
国
語
政
策
と
も
一
致
す
る
も
の
だ
っ
た
。
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
「
尋
常

中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
の
改
正
の
趣
旨
説
明
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

国
語
教
育
ハ
愛
国
心
ヲ
成
育
ス
ル
ノ
資
料
タ
リ
又
個
人
ト
シ
テ
其
ノ
思
想
ノ
交
通
ヲ
自
在
ニ
シ
日
常
生
活
ノ
便
ヲ
給
足
ス
ル
為
ノ
要
件

タ
リ
今
ノ
青
年
ニ
シ
テ
中
等
又
ハ
高
等
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
卒
業
ノ
後
或
ハ
此
ノ
点
ニ
於
テ
不
足
ヲ
感
ス
ル
者
多
シ
是
レ
授
業
時
間
ヲ

増
加
ス
ル
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
所
以
ナ
リ（

11
（

　

意
思
疎
通
の
手
段
と
し
て
の
言
語
の
教
育
と
、「
愛
国
心
」の
涵
養
。
こ
の
二
点
は
、先
ほ
ど
見
た『
正
統
記
』へ
の
評
価
と
合
致
す
る
。
無
論
、
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『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
は
明
治
二
七
年
以
前
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
の
改
正
当
時
の

文
相
は
井
上
毅
で
あ
り
、
右
の
趣
旨
文
は
井
上
の
国
語
教
育
の
構
想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
井
上
は
修
身
以
外
の
教
科
に
も

「
徳
育
的
効
果
」
を
求
め
、「
国
語
、
歴
史
を
中
核
と
す
る
愛
国
心
教
育
、
国
体
教
育
」
を
目
指
し
て
い
た（

11
（

。
さ
ら
に
井
上
は
話
し
言
葉
を
基

礎
と
し
つ
つ
そ
れ
を
整
備
し
た
「
言
文
一
致
」
の
国
語
教
育
を
企
図
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

11
（

。
井
上
が
小
中
村
清
矩
や
池
辺
義
象
ら
国
学
者
と

交
流
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
小
中
村
や
井
上
頼
囶
な
ど
と
「
近
代
的
国
学
構
想
」
を
共
有
し
て
い
た（

11
（

。
明
治
国
学
の
人
び
と
は
、

つ
と
に
国
語
教
育
の
構
想
を
も
井
上
毅
と
共
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
『
正
統
記
』
は
評
価
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
中
世
神
道
的
教
説
へ
の
批
判

　

北
畠
親
房
が
中
世
神
道
の
教
説
を
学
び
、そ
れ
が『
正
統
記
』に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
そ
の
思
想
は
、

「
両
部
神
道
を
中
心
と
し
た
伊
勢
神
道
と
の
折
衷
学
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。
だ
が
、
佐
伯
と
三
木
の
校
注
に
よ
る
②
で
は
、
た
と
え
ば
「
国

の
常
立
尊
と
申
す
、
又
は
天
の
御
中
主
の
神
と
も
号
し
奉
る
、
此
の
神
に
木
火
土
金
水
の
五
行
の
徳
ま
し
ま
す
」（
神
代
条
）
と
い
う
中
世

神
道
の
教
説
に
基
づ
く
一
節
に
対
し
、「
此
神
と
天
御
中
主
神
を
同
神
な
り
と
云
ひ
、五
行
の
徳
あ
り
と
い
ふ
は
、正
説
に
あ
ら
ず
」（
五
丁
ウ
）

と
批
判
的
な
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
地
神
第
一
代
大
日ひ

る
め
の孁

尊
、こ
れ
を
天あ

ま
て
ら
す
お
ほ
か
み

照
大
神
と
申
す
」（
大
日
孁
尊
条
）
に
対
し
て
も
、「
天

照
大
神
を
地
神
に
数
へ
奉
る
は
非
な
り
、
大
神
は
天
神
に
ま
し
〱
て
地
神
に
は
あ
ら
ず
、
天
神
地
祇
の
差
別
は
古
事
記
伝
に
委
し
く
見
え
た

り
」（
八
丁
オ
）
と
述
べ
、
中
世
的
な
天
神
七
代
地
神
五
代
説
を
『
古
事
記
伝
』
に
依
拠
し
て
批
判
す
る
。

　

こ
う
し
た
注
釈
は
④
、
⑥
、
⑩
、
⑪
な
ど
に
も
あ
り
、
明
治
の
国
学
者
た
ち
が
『
正
統
記
』
の
中
世
神
道
的
な
教
説
を
問
題
視
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
考
証
主
義
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
同
時
に
今
泉
定
助
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
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こ
は
日
本
紀
の
一
書
に
、
天
神
こ
の
二
神
に
、
瑞
穂
の
地
に
往
き
て
治
む
べ
し
と
て
、
天
瓊
矛
を
賜
ひ
た
る
よ
し
を
載
せ
た
る
に
よ
り
、

そ
の
天
神
を
、
直
に
国
常
立
尊
と
解
し
て
、
か
く
書
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
、
さ
れ
ど
も
こ
れ
は
、
一
書
に
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
か

の
天
神
は
、
必
ず
造
化
の
三
神
を
云
な
る
べ
け
れ
ば
、
国
常
立
尊
と
す
る
は
誤
な
り
（
⑪
四
頁
）

　
『
日
本
書
紀
』
に
出
て
く
る
「
天
神
」
を
根
源
神
と
し
て
の
国
常
立
尊
と
解
す
る
親
房
に
対
し
、
今
泉
は
「
造
化
の
三
神
」
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
う
し
た
注
釈
は
今
泉
以
外
に
も
、
先
に
挙
げ
た
注
釈
書
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
明
治
国
学
に
よ
る
注
釈
は
単
な
る

考
証
主
義
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
居
宣
長
や
平
田
篤
胤
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神
典
解
釈
に
規
制
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
関
根
正
直
は
⑩
の
編
集
方
針
を
説
明
す
る
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

己
れ
今
、
お
ほ
け
な
く
も
本
書
を
校
し
て
、
講
読
の
課
本
と
定
む
る
に
当
た
り
、
神
道
仏
教
の
深
き
旨
を
説
き
、
又
漢
王
の
年
代
な
ど

記
さ
れ
し
条
々
ハ
凡
て
刪
り
つ
。
是
れ
共
の
説
を
是
非
す
る
に
あ
ら
ず
。
さ
る
難
語
難
義
を
読
み
解
き
た
り
と
て
、
労
深
き
程
の
功
ハ

な
し
。
畢
竟
す
る
に
、
中
等
程
度
の
普
通
教
育
上
に
、
切
要
な
ら
ね
ば
な
り
（
一
丁
ウ
）。

　

関
根
は
『
正
統
記
』
を
、「
愛
国
尊
王
の
志
」
を
生
じ
さ
せ
、「
論
文
の
軌
範
」
と
な
る
書
と
位
置
付
け
る
一
方
で
（
同
前
）、「
神
道
仏
教
」

に
関
す
る
記
述
は
削
除
し
た
。
具
体
的
に
は
神
代
条
や
応
神
天
皇
条
に
お
け
る
八
幡
菩
薩
の
記
述
な
ど
、
皇
祖
以
外
の
神
々
の
事
蹟
や
神
仏

習
合
に
ま
つ
わ
る
い
わ
ば
「
宗
教
的
」
な
箇
所
を
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
萩
野
由
之
も
⑫
の
序
文
で
、「
さ
て
こ
の
書
の
精

神
の
在
る
所
、
ま
た
文
章
の
う
る
は
し
き
所
は
、
多
く
の
後
の
方
に
あ
れ
ば
、
此
に
抄
出
し
て
講
せ
ん
所
も
、
多
く
は
後
半
に
あ
り
と
知
る

べ
し
」（
五
頁
）
と
し
て
、「
宗
教
的
」
記
述
が
多
く
含
ま
れ
る
前
半
部
分
を
省
略
し
て
い
る（

11
（

。
池
辺
義
象
に
よ
る
⑨
や
、加
藤
堯
敬
に
よ
る
⑭
、
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東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
国
語
漢
文
研
究
会
が
編
集
し
た
⑱
で
も
、
同
様
の
省
略
が
見
ら
れ
る
。

　

明
治
二
〇
年
前
後
、栗
田
寛
、内
藤
耻
叟
、井
上
頼
囶
、丸
山
作
楽
・
正
彦
、武
笠
昌
蔵
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た『
重
修
神
皇
正
統
記
』の「
編
纂
」

は
、こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
先
駆
け
と
い
う
べ
き
例
で
あ
る（

11
（

。
岩
佐
正
に
よ
れ
ば
、『
重
修
』本
は
事
実『
正
統
記
』本
文
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、

天
理
図
書
館
本
で
は
本
文
の
削
除
が
五
二
ヶ
所
、
補
訂
が
一
一
八
ヶ
所
あ
る
。
た
と
え
ば
①
中
国
・
イ
ン
ド
の
開
闢
説
話
、
②
仏
教
・
儒
教

に
関
す
る
記
事
、
③
伊
勢
神
道
説
、
④
神
代
五
代
の
年
序
に
関
す
る
箇
所
、
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

前
述
の
通
り
、
祭
神
論
争
後
に
政
府
・
内
務
省
は
神
道
の
「
非
宗
教
化
」
を
推
進
し
、
神
社
界
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
い
っ
た
。
明
治
国
学

に
お
い
て
も
、
学
問
と
「
宗
教
的
」
な
神
道
の
信
仰
を
分
離
す
る
一
方
、
小
中
村
清
矩
は
神
道
を
「
古
代
の
政
治
風
俗
」
と
理
解
し（

11
（

、
ま
た

皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
人
び
と
は
神
道
を
「
非
宗
教
的
」・
道
徳
的
に
解
釈
し
、「
神
道
を
『
核
』
と
し
た
日
本
的
『
道
徳
』
教
育
を
構
想

し
て
ゐ
た
」
と
さ
れ
る（

1（
（

。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、『
正
統
記
』
は
「
国
家
の
根
元
」（
⑫
一
二
頁
）、「
吾
が
国
史
に
固
有
の
精
神（

11
（

」
を
表
し
た

書
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、「
宗
教
的
」
な
記
述
は
不
要
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
４
）
本
文
の
訂
正

　
『
正
統
記
』
本
文
の
再
編
集
は
、「
宗
教
的
」
記
述
の
み
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
今
泉
定
助
と
畠
山
健
の
校
訂
本
で
あ
る
⑤
は
、
次

の
よ
う
な
方
針
に
し
た
が
っ
て
本
文
を
訂
正
し
て
い
た
。

　
　

 

文
字
、
ま
た
ハ
、
言
辞
の
足
ら
ざ
る
処
に
ハ
、
○
を
志
る
し
て
之
を
補
ひ
、
贅
字
と
覚
ゆ
る
処
に
ハ
、
□
を
志
る
し
、
自
他
お
よ
び
時

の
違
へ
る
に
ハ
、
原
字
を
囲
ミ
て
□何

々

と
志
る
せ
り
、
ま
た
、
時
の
用
法
を
正
し
た
る
が
た
め
に
、
お
の
づ
か
ら
、
語
勢
の
変
化
を
生
じ
、

ま
た
、
文
章
の
切
れ
た
る
を
続
け
、
つ
ゞ
き
た
る
を
切
り
た
る
類
も
お
な
じ
、
こ
の
外
、
詞
の
活
用
、
ま
た
、
係
結
の
違
へ
る
、
仮
名
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の
違
へ
る
ハ
、
印
を
附
せ
ず
し
て
直
に
正
せ
り
（
四
丁
ウ
）

　

今
泉
と
畠
山
は
、
正
し
い
国
語
教
育
を
行
う
と
い
う
目
的
の
も
と
、『
正
統
記
』
の
文
法
上
の
誤
り
を
「
訂
正
」
し
た
の
で
あ
る
。
同
様

に
大
久
保
初
雄
も
⑩
の
「
凡
例
」
の
な
か
で
、「
本
書
は
文
字
の
中
の
甚
だ
し
き
誤
謬
は
悉
く
訂
正
せ
り
」「
本
書
は
語
法
の
規
則
に
適
は
ざ

る
所
あ
れ
ば
訂
正
せ
り
」
と
の
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
訂
正
は
正
確
な
文
法
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
は
「
学
術
的
」
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、『
正
統
記
』
の
歴
史
的
な
本
文
の
研
究
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
営
為
は
、『
正
統
記
』
が
そ
の
作
品
そ
れ
自

体
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
国
民
教
育
の
教
材
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
考
証
的
な
学
問
の
成
果
を
実
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
明
治
国
学
の
両
義
的
な
立
場
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
（
５
）
天
皇
と
武
家
政
権

　
『
正
統
記
』
の
な
か
に
は
し
ば
し
ば
歴
代
の
天
皇
の
言
行
に
対
す
る
道
徳
的
な
批
判
が
見
ら
れ
、
他
方
で
源
頼
朝
や
北
条
泰
時
ら
、
武
家

政
権
に
よ
る
「
善
政
」
へ
の
評
価
も
記
さ
れ
て
い
る
。
徳
治
主
義
に
拠
っ
て
立
つ
近
世
の
儒
学
者
は
、
し
ば
し
ば
『
正
統
記
』
の
こ
う
し
た

面
を
参
照
し
て
い
た（

11
（

。
し
か
し
、
大
久
保
初
雄
は
⑩
の
武
烈
天
皇
条
に
お
け
る
頭
注
の
な
か
で
、「
こ
は
百
済
の
末
多
王
の
事
蹟
な
り
こ
ゝ

に
こ
の
天
皇
の
御
事
の
如
く
記
さ
れ
た
る
は
甚
し
き
誤
謬
な
り
い
と
口
惜
し
き
事
に
こ
そ
」（
八
二
頁
）
と
述
べ
、
武
烈
天
皇
の
事
蹟
の
事

実
性
を
否
定
す
る
。
ま
た
、
親
房
が
藤
原
基
経
に
よ
る
陽
成
天
皇
の
廃
立
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
今
泉
は
⑪
の
な
か
で
「
こ
の

論
は
、
甚
だ
い
か
ヾ
は
し
き
こ
と
な
り
、
…
…
万
世
一
系
の
天
皇
を
戴
き
、
こ
の
国
も
と
よ
り
皇
室
の
御
所
有
に
し
あ
れ
ば
、
た
と
ひ
い
か

や
う
な
る
事
、
君
主
の
上
に
あ
り
ぬ
と
も
、
臣
下
と
し
て
、
廃
立
を
行
ふ
こ
と
甚
だ
し
き
逆
罪
と
い
ふ
べ
き
な
り
」（
二
一
〇
頁
）
と
、
厳

し
い
批
判
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
親
房
が
、
北
条
泰
時
の
政
治
を
称
賛
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
今
泉
は
否
定
的
で
あ
る
。

【論文】齋藤公太先生.indd   71 2017/02/21   20:17:17



72

そ
も
〳
〵
、
泰
時
の
賢
者
な
る
こ
と
は
誰
も
知
る
処
な
れ
ど
も
、
承
久
の
乱
の
処
置
に
至
り
て
は
、
悖
逆
人
た
る
こ
と
を
免
れ
ず
、

…
…
然
れ
ど
も
、
こ
ヽ
に
著
者
が
泰
時
を
ほ
め
た
る
ハ
、
其
の
分
を
守
り
て
、
よ
く
世
を
治
め
た
る
事
を
賞
し
た
る
な
り
、「
己
が
分

を
は
か
り
、
高
位
高
官
を
の
ぞ
ま
ず
」
と
い
へ
る
が
、
著
者
の
目
的
と
す
る
所
な
り
、
こ
の
事
を
目
的
と
論
せ
る
ゆ
ゑ
は
、
末
に
至
り

て
、
足
利
尊
氏
が
謀
反
も
、
己
が
分
を
守
ら
ざ
る
に
あ
り
、「
高
位
高
官
に
の
ぼ
る
こ
と
は
、
乱
政
な
り
」
と
い
は
ん
が
為
に
、
ま
づ
こ
ヽ

に
泰
時
が
事
を
称
揚
し
た
る
な
り
、
泰
時
が
全
体
に
つ
き
て
の
論
は
、
し
ば
ら
く
別
問
題
と
す
べ
し
（
⑪
三
三
〇
頁
）

　

今
泉
は
泰
時
が
承
久
の
乱
に
お
い
て
後
鳥
羽
上
皇
ら
を
処
罰
し
た
こ
と
を
天
皇
へ
の
反
逆
と
し
て
批
判
す
る
。
そ
し
て
親
房
が
泰
時
を
評

価
し
た
の
は
、
そ
れ
と
対
照
し
て
足
利
尊
氏
を
貶
め
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
、
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
萩
野
由
之
も
ま
た
⑫
の
な
か
で
、

今
泉
と
同
様
の
論
拠
に
よ
っ
て
親
房
の
泰
時
評
価
に
掣
肘
を
加
え
て
い
る
（
四
九
頁
）。

　

そ
も
そ
も
『
正
統
記
』
南
朝
の
正
統
性
を
主
張
す
る
書
物
で
あ
る
が
、
現
在
の
皇
室
が
北
朝
の
後
裔
で
あ
る
以
上
、
か
か
る
書
物
の
顕
彰

は
天
皇
の
正
統
性
を
揺
る
が
せ
る
危
う
さ
も
伴
っ
て
い
た
。
事
実
、『
正
統
記
』
に
は
「
新
帝
は
偽
主
の
儀
に
て
、正
位
に
は
用
い
ら
れ
ず
」（
後

醍
醐
天
皇
条
）
と
し
、
北
朝
を
「
偽
主
」
と
す
る
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
言
葉
に
対
し
て
今
泉
は
、「
支
那
に
て
、
僭
偽
と
て
、
自
立
し

て
帝
と
称
せ
る
も
の
に
准
じ
て
、そ
の
取
扱
い
に
し
た
ま
へ
り
と
な
り
」（
⑪
三
七
六
頁
）
と
し
、萩
野
も
ほ
ぼ
同
じ
注
釈
を
付
け
て
い
る
（
⑫

五
二
頁
）。
尊
氏
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
親
房
が
あ
く
ま
で
北
朝
を
皇
統
か
ら
除
外
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
両
者
は
「
偽

主
」
を
、
帝
を
自
称
す
る
こ
と
と
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
言
葉
の
否
定
性
を
弱
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
以
降
の
近
代
天
皇
制
の
も
と
で
、
歴
代
天
皇
の
言
行
に
対
す
る
批
判
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
社
会
状
況
の
な
か
で
は
、
親
房
の

泰
時
な
ど
へ
の
評
価
は
「
極
め
て
不
謹
慎
な
言
葉（

11
（

」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
の
国
学
者
た
ち
は
、『
正
統
記
』
を
国
民
の
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教
科
書
と
し
て
用
い
る
上
で
、
こ
う
し
た
箇
所
を
「
無
害
化
」
す
る
た
め
の
注
釈
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
６
）「
正
統
」
論

　
『
正
統
記
』
の
中
核
を
な
し
て
い
る
「
正
統
」
論
が
、朱
子
学
の
正
統
論
な
ど
と
は
異
な
る
独
自
の
論
理
構
造
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

戦
後
の
『
正
統
記
』
研
究
に
お
い
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
親
房
は
過
去
の
皇
統
を
「
正
統
」
と
「
傍
系
」
に
分
け
た
上
で
、
今
上
天

皇
か
ら
皇
祖
に
至
る
血
統
を
「
正
統
」
と
見
な
す
。
こ
う
し
た
考
え
で
は
、
枝
分
か
れ
し
た
皇
族
の
血
統
の
う
ち
、
誰
が
皇
位
を
継
承
す
る

か
に
よ
っ
て
「
正
統
」
の
ラ
イ
ン
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
親
房
は
、
前
述
の
天
皇
に
対
す
る
道
徳
的
批
判
に
も
と
づ
き
、「
有
徳
」

の
天
皇
の
血
筋
に
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
い
く
と
し
た
。
こ
う
し
た
言
説
か
ら
は
、
そ
の
時
々
の
天
皇
の
行
状
に
対
す
る
応
報
と
し
て
「
正
統
」

が
変
動
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。

　

近
世
の
儒
学
者
や
神
道
家
た
ち
は
、
儒
学
の
正
統
論
を
『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
と
同
一
視
し
、
あ
る
い
は
神
器
正
統
論
を
『
正
統
記
』

か
ら
読
み
取
っ
て
い
た
が（

11
（

、
総
じ
て
『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
そ
れ
自
体
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
対
照
的
に
明

治
期
の
注
釈
で
は
、
こ
の
「
正
統
」
論
に
対
す
る
理
解
の
進
展
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
今
泉
は
、「
元
来
親
房
卿
の
説
は
、
有
徳
者
の
子

孫
は
必
ず
栄
え
、
罪
悪
を
な
せ
る
者
の
子
孫
は
、
必
ず
衰
ふ
と
い
ふ
説
」（
⑪
一
二
六
頁
）
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
「
因
果
応
報
論
」
と

呼
ぶ
。
今
泉
は
『
正
統
記
』
の
正
統
論
が
こ
う
し
た
「
因
果
応
報
論
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
。

○
政
乱
れ
ぬ
れ
ば
暦
数
も
久
し
か
ら
ず
云
　々

政
事
に
不
都
合
の
事
あ
り
て
、
人
民
の
よ
く
治
ま
ら
ざ
る
に
至
り
て
は
、
一
天
皇
の
長

く
世
を
保
ち
ま
し
ま
さ
ぬ
こ
と
ぞ
と
な
り
、
即
ち
前
に
も
い
ひ
た
る
如
く
、
聖
徳
の
ま
し
ま
す
天
皇
の
御
子
孫
は
、
永
く
立
ち
栄
え
給

ひ
、
さ
ら
ぬ
は
程
な
く
そ
の
御
系
統
の
絶
え
給
ふ
を
い
ふ
（
⑪
一
九
一
頁
）
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そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「
因
果
応
報
論
」
や
「
正
統
」
論
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
今
泉
は
そ
の
背
景
に
ま
で
考
察
を
進
め
る
。

○
な
ほ
正
に
か
へ
る
べ
き
い
は
れ
な
る
に
こ
そ　

こ
れ
篇
中
を
貫
け
る
親
房
卿
の
議
論
な
り
、
今
よ
り
見
れ
ば
、
真
理
に
は
あ
ら
じ
と

思
は
る
れ
ど
、
其
の
世
に
は
、
斯
る
事
を
も
信
じ
た
れ
ば
、
君
は
こ
れ
を
聞
き
て
上
に
慎
ま
せ
給
ひ
、
臣
は
こ
れ
を
読
み
て
下
に
恐
れ
、

よ
く
国
家
を
保
ち
た
り
し
な
り
、
さ
れ
ば
、
こ
の
論
世
教
に
益
あ
り
し
こ
と
疑
な
き
な
り
（
⑪
一
六
六
頁
）

　

今
泉
は
『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
を
一
種
の
虚
構
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
国
家
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
社
会
的
機
能
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
芳
賀
矢
一
も
ま
た
『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
が
仏
教
の
因
果
応
報
論
に
由
来
す
る
と
解
釈
し
つ
つ
（
�

六
七
―
六
八
頁
）、
か
か
る
「
正
統
」
論
が
生
ま
れ
た
背
景
に
あ
る
政
治
的
文
脈
を
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。

親
房
卿
南
北
両
朝
の
世
に
生
れ
て
正
統
の
天
子
を
唱
へ
ん
と
欲
す
る
念
切
な
り
。
こ
れ
実
に
正
統
記
の
著
あ
る
所
以
に
し
て
そ
の
持
論

は
天
子
は
天
命
に
よ
り
て
継
体
に
備
は
る
も
の
な
れ
ば
、
み
だ
り
に
廃
立
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
、
そ
の
徳
な
く
し
て
天
子
の
位
を
為

給
ふ
と
も
天
命
に
逆
ひ
人
望
に
副
ひ
給
は
ず
ば
如
何
で
か
久
し
く
そ
の
位
を
保
ち
給
は
ん
と
な
り
。
蓋
し
か
の
武
家
に
擁
立
せ
ら
れ
て

立
ち
給
ひ
し
北
朝
の
天
子
の
如
き
、
も
と
よ
り
正
統
に
非
る
こ
と
を
い
は
ん
と
て
な
ら
ん
（
�
七
六
）。

　

芳
賀
も
今
泉
と
同
様
、『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
を
事
実
と
は
し
な
い
が
、
そ
れ
が
武
家
に
擁
立
さ
れ
た
北
朝
に
対
し
て
南
朝
の
正
統

性
を
主
張
す
る
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
た
と
見
な
す
。
芳
賀
も
ま
た
「
正
統
」
論
の
社
会
的
機
能
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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75 明治国学と『神皇正統記』

　

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
皇
室
典
範
が
制
定
さ
れ
、
皇
位
継
承
の
準
則
が
規
定
さ
れ
る
な
か
で
、
明
治
の
国
学
者
た
ち
は
そ
こ
に
そ

ぐ
わ
な
い
『
正
統
記
』
の
「
正
統
」
論
を
虚
構
と
し
て
否
定
し
つ
つ
も
、
当
時
の
社
会
状
況
に
鑑
み
て
そ
の
言
説
が
有
し
て
い
た
社
会
的
・

政
治
的
な
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
考
証
主
義
に
よ
る
読
解
の
方
法
と
と
も
に
、
テ
ク
ス
ト
を
歴
史
的
に
理
解
し
よ
う

と
す
る
近
代
的
な
注
釈
の
態
度
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　

四
、
井
上
毅
と
『
神
皇
正
統
記
』

　

最
後
に
、
明
治
国
学
者
に
よ
る
『
正
統
記
』
の
校
訂
・
注
釈
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
井
上
毅
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

井
上
は
枢
密
顧
問
官
や
文
部
大
臣
を
務
め
、
大
日
本
帝
国
憲
法
や
教
育
勅
語
、
皇
室
典
範
の
起
草
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
前
述
の

よ
う
に
井
上
は
小
中
村
清
矩
や
池
辺
義
象
と
密
接
に
交
流
し
、
皇
典
講
究
所
や
國
學
院
に
も
関
与
す
る
な
ど
、
国
学
界
と
の
幅
広
い
関
係
を

有
し
て
い
た
。
明
治
憲
法
や
皇
室
典
範
の
起
草
に
お
い
て
も
、
日
本
の
伝
統
的
法
制
度
を
調
査
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
国
学
者
た
ち
の
助
力
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
は
国
語
教
育
に
よ
る
「
国
体
」
と
「
愛
国
心
」
の
教
育
を
企
図
し
て
お
り
、
井
上
の
国
語
教
育
観
は
、
国

学
者
た
ち
に
よ
る
『
正
統
記
』
評
価
の
根
拠
と
一
致
し
て
い
た
。
池
辺
義
象
に
よ
れ
ば
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
頃
に
井
上
は
「
北
畠
准

后
の
神
皇
正
統
記
は
そ
の
文
流
暢
に
し
て
真
に
国
文
の
亀
鑑
と
も
見
る
へ
し（

11
（

」（「
梧
陰
存
稿
の
奥
に
書
き
つ
く
」、
明
治
二
八
〈
一
八
九
五
〉

年
六
月
）
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
国
学
と
同
様
の
観
点
か
ら
、
井
上
も
ま
た
『
正
統
記
』
を
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

井
上
が
『
正
統
記
』
に
着
目
し
た
時
期
は
早
く
、
つ
と
に
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
は
群
書
類
従
本
の
『
神
皇
正
統
記
』
と
青
蓮
院

本
と
の
校
勘
を
行
っ
て
い
る（

11
（

。
そ
も
そ
も
井
上
は
肥
後
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
に
肥
後
藩
家
老
長
岡
監
物
の
家
塾
・
必
由
堂
で
学

ん
で
い
た
が
、
監
物
が
徳
川
斉
昭
や
藤
田
東
湖
と
交
流
し
て
い
た
関
係
か
ら
必
由
堂
で
は
水
戸
学
を
取
り
入
れ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た（

11
（

。

【論文】齋藤公太先生.indd   75 2017/02/21   20:17:17



76

ま
た
井
上
が
水
戸
学
の
継
承
者
で
あ
る
栗
田
寛
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
と
す
れ
ば
後
期
水
戸
学
の
言
説
を
通
し

て
井
上
が
『
正
統
記
』
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

井
上
が
校
訂
し
た
群
書
類
従
本
の
『
正
統
記
』
に
は
井
上
自
身
に
よ
る
朱
点
や
書
入
れ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
井
上
に
よ
る
『
正

統
記
』
解
釈
の
特
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。
井
上
が
朱
点
を
付
し
て
い
る
箇
所
を
い
く
つ
か
例
示
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
井
上
は
、「
大
日
0

0

本
は
神
国
な
り

0

0

0

0

0

0

。
天
祖
は
じ
め
て
基
を
ひ
ら
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
日
神
な
が
く
統
を
伝
へ
給
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
我
国
の
み
此
事
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

。
異
朝
に
は
其
た
ぐ
ひ
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
ゆ
0

0

へ
に
神
国
と
い
ふ
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
序
論
）
と
い
う
箇
所
な
ど
、
日
本
の
「
国
体
」
に
関
す
る
箇
所
に
集
中
的
に
朱
点
を
付
し
て
い
る
。
他
方
で
井

上
は
次
の
箇
所
を
鈎
括
弧
で
く
く
り
、「
以
下
可
削
」
と
頭
注
で
指
示
す
る
。

欽
明
天
皇
の
御
代
に
は
じ
め
て
神
と
あ
ら
は
れ
て
。
筑
紫
の
肥
後
の
国
菱
形
の
池
と
云
所
に
あ
ら
は
れ
給
ふ
。
我
は
人
皇
十
六
代
譽
田

の
八
幡
丸
也
と
の
給
ひ
き
。
…
…
天
地
の
は
じ
め
は
今
日
を
始
と
す
る
理
あ
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
君
も
臣
も
神
を
さ
る
こ
と
と
を
か

ら
ず
。
つ
ね
に
冥
の
知
見
を
か
へ
り
み
。
神
の
本
誓
を
さ
と
り
て
。
正
に
居
せ
ん
こ
と
を
心
ざ
し
。
邪
な
か
ら
ん
事
を
思
給
ふ
べ
し（
応

神
天
皇
条
）。

　

こ
の
箇
所
は
応
神
天
皇
が
死
後
に
八
幡
菩
薩
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
や
、
神
々
と
人
間
と
の
関
係
を
述
べ
る
な
ど
、「
宗
教
的
」
記
述
が

色
濃
い
部
分
で
あ
る
。
井
上
は
そ
れ
が
不
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
井
上
は
明
治
期
の
注
釈
で
し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
た
北
条

泰
時
論
に
も
注
意
を
向
け
て
い
た
。

お
よ
そ
保
元
平
治
よ
り
こ
の
か
た
の
み
だ
り
が
は
し
さ
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
頼
朝
と
云
人
も
な
く
泰
時
と
云
も
の
な
か
ら
ま
し
か
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
日
本
国
の
人
民

0

0

0

0

0
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い
か
ゞ
な
り
な
ま
し

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
い
は
れ
を
よ
く
し
ら
ぬ
人
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
も
な
く
皇
威
の
お
と
ろ
へ
武
備
の
か
ち
に
け
る
と
思
へ
る
は
あ
や
ま
り
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り0

（
後
嵯
峨
院
条
）。

　

さ
ら
に
井
上
は
、「
天
武
世
を
し
り
給
ひ
し
よ
り
あ
ら
そ
ひ
申
人
な
か
り
き
。
し
か
れ
ど
も
天
智
御
兄
に
て
先
日
嗣
を
う
け
給
ひ
。
そ
の

か
み
逆
臣
を
誅
し
国
家
を
も
安
じ
給
へ
り
。
此
の
君
の
か
く
継
体
に
そ
な
は
り
給
ふ
。
猶
正
に
か
へ
る
べ
き
い
は
れ
な
る
に
こ
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
光
仁

天
皇
条
）
と
い
う
一
節
に
「
天
武
を
正
と
せ
ず
」
と
頭
注
を
付
け
て
お
り
、『
正
統
記
』
特
有
の
「
正
統
」
論
に
注
意
を
向
け
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
次
の
よ
う
な
箇
所
に
朱
点
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
、「
正
統
」
論
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。

応
神
五
世
の
御
孫
に
て
継
体
天
皇
え
ら
ば
れ
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
な
ん
め
づ
ら
し
き
た
め
し
に
や
侍
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
光
仁
又
か
た
は
ら
よ
り
え
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ば
れ
て
立
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
な
ん
又
継
体
天
皇
の
御
事
に
似
給
へ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
今
の
光
孝
又
昭
宣
公
の
え
ら
び
に
て
立
給
ふ
と
い
へ
ど
も
。

仁
明
の
太
子
文
徳
の
御
な
が
れ
な
り
し
か
ど

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
陽
成
悪
王
に
て
退
け
ら
れ
し
に
。
仁
明
第
二
の
御
子
に
て
し
か
も
賢
才
諸
親
王
に
す
ぐ

れ
ま
し
〱
け
れ
ば
。
う
た
が
ひ
な
き
天
命
と
こ
そ
見
え
侍
れ
。
か
や
う
に
か
た
は
ら
よ
り
出
給
ふ
事
是
ま
で
三
代
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0（
光
孝
天
皇
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
井
上
が
朱
点
を
付
し
、
あ
る
い
は
削
除
を
指
示
し
て
い
た
箇
所
は
、
日
本
の
「
国
体
」、
中
世
神
道
的
教
説
、

北
条
泰
時
論
、「
正
統
」
論
な
ど
、
前
節
で
概
観
し
た
明
治
期
の
刊
本
・
注
釈
書
に
お
い
て
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
箇
所
と
重
な
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
以
下
可
削
」
と
指
示
し
て
い
た
よ
う
に
、『
正
統
記
』
の
本
文
を
修
正
可
能
な
も
の
と
と
ら
え
て
い
た
点
も
同
一
で

あ
る
。
つ
ま
り
井
上
と
明
治
国
学
者
た
ち
は
似
通
っ
た
枠
組
み
の
も
と
で
『
正
統
記
』
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

井
上
と
国
学
者
た
ち
と
の
交
流
に
鑑
み
れ
ば
、
井
上
の
『
正
統
記
』
へ
の
評
価
が
国
学
者
た
ち
に
よ
る
校
訂
・
注
釈
活
動
に
つ
な
が
っ
た
可
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能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
井
上
と
明
治
の
国
学
者
た
ち
が
、
国
民
教
育
に
関
す
る
同
一
の
構
想

の
も
と
で
『
正
統
記
』
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

　

川
喜
多
真
彦
に
よ
る
校
訂
本
の
出
版
を
先
駆
け
と
す
る
明
治
期
の
『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
は
、
主
と
し
て
皇
典
講
究
所
や
東
大
古

典
講
習
科
に
関
わ
り
を
持
つ
国
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
近
代
的
国
語
教
育
が
確
立
さ
れ
て
い
く
当
時

の
社
会
状
況
に
合
わ
せ
、「
愛
国
心
」
の
涵
養
と
平
明
な
言
語
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
『
正
統
記
』
を
評
価
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

国
学
者
た
ち
は
「
国
体
」
の
書
と
い
う
後
期
水
戸
学
以
来
の
『
正
統
記
』
の
位
置
づ
け
を
継
承
し
つ
つ
も
、
中
世
神
道
的
な
教
説
に
関
し

て
は
、
国
学
の
古
典
解
釈
の
方
法
に
基
づ
い
て
否
定
し
た
。
ま
た
明
治
国
学
に
お
け
る
教
学
分
離
を
背
景
と
し
て
、『
正
統
記
』
か
ら
「
宗

教
的
」
記
述
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
的
」
記
述
や
文
法
上
の
誤
り
を
訂
正
す
る
た
め
に
は
、
本
文
の
再
編
集

や
改
訂
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
近
代
天
皇
制
の
も
と
で
、
国
学
者
た
ち
は
『
正
統
記
』
に
お
け
る
天
皇
の
言
行
へ
の
批
判
を
、
注
釈

を
通
じ
て
「
無
害
化
」
し
よ
う
と
し
た
。
他
方
で
『
正
統
記
』
独
自
の
正
統
論
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
仏
教
の
因
果
応
報
論
に
基
づ
く
虚
構

と
見
な
し
つ
つ
、
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
そ
の
言
説
と
し
て
の
機
能
を
考
察
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
解
釈
の
観
点
は
、
明
治
国
学
の
人
び
と

と
交
流
の
あ
っ
た
井
上
毅
の
注
釈
に
も
見
出
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
国
学
の
人
び
と
は
、
校
訂
・
注
釈
作
業
を
通
じ
て
『
正
統
記
』
普
及
の
基
盤
を
作
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
近
代
日

本
国
家
の
要
請
に
合
わ
せ
て
再
解
釈
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
親
房
の
意
図
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
彼
ら

が
「
其
学
び
得
た
る
業
を
以
て
、
今
日
の
実
際
に
運
用
す
る
」
使
命
を
果
た
し
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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79 明治国学と『神皇正統記』

【
付
記
】　

本
稿
は
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
の
平
成
二
七
年
度
・
二
八
年
度
の
研
究
事
業
「「
國
學
院
大
學　

国

学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
展
開　

―
明
治
期
の
国
学
・
神
道
関
係
人
物
を
中
心
に
―
」
の
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
稿
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
武
田
幸
也
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　 附

録

　明
治
期
に
お
け
る
『
神
皇
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
類
一
覧

番
号

書
名

校
訂
・
注
釈
者

出
版
者

出
版
年

備
考

１

評
註
校
正
神
皇
正
統
記

川
喜
多
真
彦
校
注

永
田
調
兵
衛
・

勝
村
治
右
衛
門
・

藤
井
孫
兵
衛
・

大
谷
仁
兵
衛

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年

明
治
一
五
年
伊
藤
猪
次
郎
刊
、
明

治
二
〇
年
今
尾
安
次
郎
刊
ほ
か
、

再
版
多
数
。

２

校
正
評
註
神
皇
正
統
記

佐
伯
有
義
・
三
木

五
百
枝
標
註
校
正
、

内
藤
耻
叟
校
閲

青
山
幸
次
郎

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
序
文
は
井
上
頼
囶
。

３

校
訂
神
皇
正
統
記

飯
田
武
郷
・
久
米

幹
文
校
訂
、
服
部

元
彦
補
助

国
語
伝
習
所

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
同
年
刊
行
の
同
益
社
版
も
あ
り
。

４

纂
註
神
皇
正
統
記
校
本

斎
藤
普
春

同
志
会

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
序
文
と
し
て
安
積
艮
斎
の
文
章
を

引
用
。

５

訂
正
標
註
神
皇
正
統
記

今
泉
定
介
・
畠
山

健
訂
正
標
註

普
及
舎

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
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番
号

書
名

校
訂
・
注
釈
者

出
版
者

出
版
年

備
考

６

校
註
神
皇
正
統
記

大
宮
宗
司
校
注
、

内
藤
耻
叟
校
閲

博
文
館

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年

内
藤
耻
叟
、
萩
野
由
之
に
よ
る
序

文
、
落
合
直
文
の
「
准
后
源
親
房

卿
伝
」
を
収
録
。

７

神
皇
正
統
記
（
群
書
類

従　

第
貳
輯
）

経
済
雑
誌
社

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年

８

教
科
適
用
国
文
叢
書　

神
皇
正
統
記

関
根
正
直
校
注

六
合
館

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年

９

国
文
講
義
（
尋
常
師
範

学
科
講
義
録
）

小
中
村
義
象
述

明
治
講
学
会

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
『
正
統
記
』
の
ほ
か
、『
徒
然
草
』

と
『
土
佐
日
記
』
の
注
釈
を
収
録
。

（0

補
注
神
皇
正
統
記

大
久
保
初
雄
補
注

岡
本
仙
助
・
岡

本
宇
野
（
図
書

出
版
）

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年

（（

神
皇
正
統
記
講
義

今
泉
定
介
講
述

誠
之
堂

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年

帝
国
神
祇
学
会
の
明
治
三
〇
年
版

な
ど
も
あ
り
。

（2

神
皇
正
統
記
（
大
日
本

中
学
会
二
十
九
年
度
第

三
学
級
講
義
録
国
語
科

講
義
第
一
）

萩
野
由
之
述

大
日
本
中
学
会

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年

明
治
三
十
年
度
版
、
明
治
三
十
一

年
度
版
も
あ
り
。

（3

神
皇
正
統
記
読
本
（
中

等
教
育
国
文
読
本　

第

五
編
）

金
子
元
臣
刪
訂
、

畠
山
健
校
閲

明
治
書
院

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年

（4

神
皇
正
統
記
読
本

加
藤
堯
敬
撰
、

小
中
村
義
象
校
閲

田
沼
書
店

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
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81 明治国学と『神皇正統記』

番
号

書
名

校
訂
・
注
釈
者

出
版
者

出
版
年

備
考

（5

神
皇
正
統
記
読
本
義
解

加
藤
堯
敬
撰
、

小
中
村
義
象
校
閲

田
沼
書
店

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年

（6

国
文
大
観　

歴
史
部
二

雑

丸
岡
桂
・
松
下
大

三
郎
共
編

板
倉
屋
書
房

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
『
正
統
記
』
の
ほ
か
、『
保
元
物
語
』

『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』を
収
録
。

（7

武
士
道
叢
書　

中
巻

井
上
哲
次
郎
・
有

馬
祐
政
共
編

博
文
館

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
『
神
皇
正
統
記
抄
録
』
を
収
録
。

（8

国
文
読
本
神
皇
正
統
記

抄

東
京
高
等
師
範
学

校
附
属
中
学
校
国

語
漢
文
研
究
会
編

宝
文
館

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年

明
治
四
二
年
に
訂
正
再
版
。

（（

近
古
文
選

佐
々
政
一
・
山
内

次
郎
編

新
潮
社

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
『
正
統
記
』
の
ほ
か
、『
増
鏡
』、

『
太
平
記
』
を
抄
録
。

20

神
皇
正
統
記
（
十
銭
文

庫　

第
四
編
）

不
明（
静
村
迂
生
か
）
百
華
書
房

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年

序
文
は
静
村
迂
生
。

2（

神
皇
正
統
記

境
野
正
編

学
海
指
針
社

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年

22

南
朝
史
伝

大
町
桂
月
校
訂

至
誠
堂

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
『
新
訂
神
皇
正
統
記
』
を
収
録
。

23

神
皇
正
統
記
（
袖
珍
名

著
文
庫　

四
十
五
巻
）

芳
賀
矢
一
校
訂

富
山
房

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
『
新
訂
神
皇
正
統
記
』
を
収
録
。

24

頭
註
神
皇
正
統
記
（
国

漢
文
叢
書
）

村
上
寛
註
釈
、

宝
文
館
編
輯
所
編

宝
文
館

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年

25

国
語
講
義　

神
皇
正
統

記
（
大
日
本
師
範
学
会

講
義
録
）

芳
賀
矢
一
述

大
日
本
師
範
学
会
不
明
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註

　
（
（ 
）
以
下
、『
正
統
記
』
か
ら
の
引
用
は
基
本
的
に
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
刊
本
・
注
釈
書
に
依
拠
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
対
象
が

な
い
場
合
は
、
岩
佐
正
校
注
『
神
皇
正
統
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
五
年
）
に
拠
っ
た
。

　
（
2
）
徳
富
蘇
峰
『
昭
和
国
民
読
本
』
東
京
日
日
新
聞
社
、
一
九
三
六
年
、
二
六
頁
。

　
（
3
）
小
島
吉
雄
「
日
本
精
神
と
神
皇
正
統
記
」『
古
典
研
究
』
二
巻
九
号
、
一
九
三
七
年
九
月
、
四
三
頁
。

　
（
4 
）
当
該
の
問
題
に
関
す
る
岩
佐
の
最
初
の
論
文
は
「
神
皇
正
統
記
及
び
新
葉
集
の
研
究
史
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
二
巻
四
号
、

一
九
三
五
年
四
月
）
で
あ
る
（
こ
れ
が
書
き
直
さ
れ
て
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
八
七
巻
の
解
説
と
な
っ
た
）。
同
時
期
に
は
藤

井
貞
文
に
よ
る
「
北
畠
親
房
論
の
変
遷
」（『
大
八
洲
』
二
五
巻
三
号
、
一
九
三
六
年
三
月
）
と
い
う
論
文
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
親

房
像
の
発
展
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
、『
正
統
記
』
受
容
史
の
研
究
と
は
い
い
が
た
い
。

　
（
5
）「
解
説
」『
日
本
古
典
文
学
大
系
八
七　

神
皇
正
統
記　

増
鏡
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
二
五
頁
。

　
（
6
）
同
書
、
二
八
―
九
頁
。

　
（
7
）「
重
修
神
皇
正
統
記
考
」『
国
語
教
育
研
究
』
一
〇
号
、
一
九
六
五
年
四
月
。

　
（
8 
）
た
と
え
ば
、
仲
田
昭
一
「
平
泉
澄
博
士
と
神
皇
正
統
記
―
―
水
戸
六
地
蔵
寺
調
査
と
正
統
記
研
究
を
中
心
に
」（『
藝
林
』
五
二

巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）、
苅
部
直
「
回
想
と
忘
却

―
丸
山
眞
男
の
『
神
皇
正
統
記
』
論
」（『
秩
序
の
夢

―
政
治
思
想

論
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

　
（
（
）
高
田
信
敬
「
慶
応
版
『
神
皇
正
統
記
』
に
つ
い
て

―
闕
画
の
裾
野
」『
鶴
見
日
本
文
学
会
報
』
七
三
号
、二
〇
一
三
年
一
〇
月
。

　
（
（0
）M

ichael W
achutka, 

“ ’A Living Past as the N
ation

’s Personality
’: Jinnō shōtōki, Early Shōw

a N
ationalism

, and 
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83 明治国学と『神皇正統記』

D
as D

ritte Reich,

” Japan Review
  24 （20（2

） : （30-（3（.
　
（
（（
）
真
彦
の
履
歴
に
つ
い
て
高
田
前
掲
「
慶
応
版
『
神
皇
正
統
記
』
に
つ
い
て
」
一
頁
を
参
照
。

　
（
（2
）
菊
池
謙
二
郎
編
『
新
定
東
湖
全
集
』
博
文
館
、
一
九
四
〇
年
、
四
四
頁
、
原
漢
文
。

　
（
（3
）
米
原
謙
『
国
体
論
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か

―
明
治
国
家
の
知
の
地
形
図
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
三
八
―
九
頁
。

　
（
（4
）
宮
地
正
人
「
幕
末
平
田
国
学
と
政
治
情
報
」『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
所
収
、岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
、二
二
二
頁
。

　
（
（5
）な
お
、こ
れ
ら
は
太
華
が『
国
史
纂
論
』で
引
用
し
た
諸
家
と
大
半
が
重
な
っ
て
お
り
、真
彦
が
同
書
を
参
照
し
た
可
能
性
は
高
い
。

　
（
（6
）
巻
之
一
、四
丁
ウ
、
原
漢
文
。

　
（
（7
）
巻
之
五
、六
丁
オ
、
原
漢
文
。

　
（
（8 
）
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
、
八
七
三
頁
。
こ
の
資
料
の
存
在
は
松
本
丘
『
尚
仁
親
王
と

栗
山
潜
鋒
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
六
〇
―
一
頁
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

　
（
（（ 
）
羽
賀
祥
二
「
史
蹟
の
保
存
と
顕
彰

―
南
朝
忠
臣
顕
彰
運
動
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
七
〇
巻
一
〇
号
、

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
五
五
頁
。

　
（
20
）
下
中
彌
三
郎
編
『
神
道
大
辞
典
（
縮
刷
版
）』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
三
八
頁
。

　
（
2（
）
田
尻
佐
編
『
贈
位
諸
賢
伝
（
増
補
版
）』
上
巻
、
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
五
年
、
三
六
〇
頁
。

　
（
22 
）
こ
こ
に
掲
げ
た
刊
本
・
注
釈
書
の
大
半
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（http://dl.ndl.go.jp/

）
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

　
（
23
）
以
下
、『
正
統
記
』
の
刊
本
・
注
釈
書
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
末
尾
の
一
覧
に
お
け
る
通
し
番
号
と
頁
数
・
丁
数
を
記
し
た
。

　
（
24
）
田
坂
文
穂
『
近
代
後
期
の
国
語
科
教
育
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
七
二
年
、
一
九
七
頁
。
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（
25
）
教
育
史
編
纂
会
編
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
、
竜
吟
社
、
一
九
三
八
年
、
一
〇
五
頁
。

　
（
26
）
國
學
院
大
學
校
史
資
料
課
編
『
國
學
院
大
學
百
年
史
』
上
巻
、
國
學
院
大
學
、
二
二
頁
。

　
（
27
）
同
書
、
三
六
頁
。

　
（
28 
）
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
編
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧　

従
明
治
十
五
年
至
明
治
十
六
年
』
丸
家
善
七
、一
八
八
二
年
、

一
三
四
頁
。

　
（
2（
）W

achutka, M
ichael, K

okugaku in M
eiji-Period Japan: T

he M
odern T

ransform
ation of 'N

ational Learning' 

and the Form
ation of Scholarly Societies, Global O

riental, Leiden, Boston, 20（3. p. 200.

　
（
30 
）
甲
斐
雄
一
郎
「
小
中
学
校
に
お
け
る
国
語
科
成
立
時
期
の
ず
れ
に
関
す
る
一
考
察
」『
人
文
科
教
育
研
究
』
三
二
号
、
二
〇
〇
五

年
、
九
〇
頁
。

　
（
3（
）
四
方
一
瀰
『『
中
学
校
教
則
大
綱
』
の
基
礎
的
研
究
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
四
六
頁
。

　
（
32 
）
同
前
、三
七
〇
頁
。
明
治
十
五
年
七
月
制
定
の
「
大
阪
中
学
校
規
則
」
に
よ
る
「
官
立
大
阪
中
学
校
教
科
書
表
」
で
は
『
正
統
記
』

が
歴
史
の
教
科
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
同
前
、
三
三
五
頁
）。

　
（
33
）
浮
田
真
弓
「
明
治
中
後
期
中
学
校
国
語
読
本
教
科
書
に
関
す
る
一
考
察
」『
人
文
科
教
育
研
究
』
二
五
号
、一
九
九
八
年
、二
四
頁
。

　
（
34 
）
井
上
敏
夫
編
『
国
語
教
育
史
資
料　

第
二
巻　

教
科
書
史
』
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
一
年
、
九
頁
。
田
坂
文
穂
『
明
治
時
代

の
国
語
科
教
育
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
六
九
年
、
七
八
頁
。

　
（
35
）
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
『「
国
語
」
と
い
う
思
想

―
近
代
日
本
の
言
語
認
識
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
四
八
頁
。

　
（
36 
）浜
本
純
逸「『
国
語
及
漢
文
』（
い
わ
ゆ
る『
国
語
科
』）の
成
立

―
中
等
学
校
国
語
教
育
史（
四
）」『
国
語
教
育
思
想
研
究
』一
〇
号
、

二
〇
一
五
年
、
二
〇
―
三
頁
。
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85 明治国学と『神皇正統記』

　
（
37
）
甲
斐
前
掲
「
小
中
学
校
に
お
け
る
国
語
科
成
立
時
期
の
ず
れ
に
関
す
る
一
考
察
」、
九
一
頁
。

　
（
38
）
同
論
文
、
九
一
―
二
頁
。

　
（
3（
）『
中
学
校
教
授
要
目
』
鍾
美
堂
、
一
九
〇
二
年
、
二
一
頁
。

　
（
40 
）
佐
伯
と
三
木
の
履
歴
に
つ
い
て
は
駒
井
義
明
「
亡
父
（
佐
伯
有
義
）
の
思
ひ
出
」（『
神
道
史
研
究
』
六
巻
一
号
、一
九
五
八
年
一
月
）

を
参
照
。
な
お
、
三
木
は
平
田
鉄
彌
（
胤
則
）
の
子
息
で
あ
り
、
平
田
銕
胤
の
孫
に
あ
た
る
（「
平
田
家
系
図
」、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
編
刊
『
明
治
維
新
と
平
田
国
学
』、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
頁
）。

　
（
4（ 
）
②
と
⑤
は
い
ず
れ
も
対
校
本
と
し
て
井
上
頼
囶
に
よ
る
校
本
を
参
照
し
て
お
り
（
②
「
例
言
」
一
丁
オ
、
⑤
四
丁
オ
）、
明
治
国

学
の
中
心
た
る
頼
囶
自
身
、『
正
統
記
』
の
校
訂
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
明
治
一
七
〈
一
八
八
四
〉
年
六
月
六
日

付
『
東
京
日
日
新
聞
』
掲
載
の
皇
典
出
版
社
の
広
告
に
は
、「
皇
典
講
究
所
ノ
出
版
御
用
ノ
命
ヲ
得
」
て
、
井
上
頼
囶
閲
、
矢
野

万
太
郎
校
訂
に
よ
る
『
神
皇
正
統
記
』
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
原
本
は
い
ま
だ
確
認
で

き
ず
、
上
西
亘
・
武
田
幸
也
・
藤
田
大
誠
「
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
の
刊
行
物
一
覧
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
末
尾
の
一
覧
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
国
文

学
研
究
資
料
館
の
「
明
治
期
出
版
広
告
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base（.nijl.ac.jp/infolib/m

eta_pub/G0037（50m
eijisub_

IA
002（78（

）
を
参
照
。
ち
な
み
に
『
小
学
校
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
検
定
済
教
科
用
図
書
表
（
自
明
治
四
十
四
年
四
月

一
日
至
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
日
）』
に
は
、
境
野
正
『
神
皇
正
統
記
抄
（
訂
正
三
版
）』（
前
川
一
郎
、
一
九
一
二
年
）
な
る

書
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（
中
村
紀
久
二
編
『
教
科
書
研
究
資
料
文
献　

第
五
巻　

検
定
済
教
科
用
図
書
表
（
三
）』
芳
文
閣
、

一
九
八
五
年
、
三
四
七
頁
）、
所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
一
覧
に
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。

　
（
42
）『
神
道
人
名
辞
典
』
神
社
新
報
社
、
一
九
八
六
年
、
一
四
六
頁
。
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（
43
）
前
掲
『
神
道
人
名
辞
典
』、
二
三
九
頁
。

　
（
44 
）
大
久
保
久
雄
「
数
字
で
み
る
大
橋
家
博
文
館

―
出
版
点
数
と
館
員
数
」『
東
海
大
学
紀
要　

課
程
資
格
教
育
セ
ン
タ
ー
』
六
号
、

一
九
九
六
年
、
六
三
頁
。

　
（
45
）
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
「
年
譜
・
著
作
・
日
録
抄
」（
同
編
刊
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
所
収
）
を
参
照
。

　
（
46
）
上
田
万
年
監
修
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
続
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
、
五
二
八
頁
。

　
（
47 
）
福
島
タ
マ
・
芳
川
雅
子
・
坪
君
江
「
関
根
正
直
」（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
三
三
巻
所
収
、

昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
。

　
（
48 
）
齊
藤
前
掲「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
国
学
の
諸
相
」、同「
明
治
国
学
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

―
池
辺
義
象
と
明
治
国
学
史
」（『
國

學
院
雜
誌
』
一
〇
七
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
を
参
照
。
当
時
の
池
辺
は
「
小
中
村
」
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
養
父

の
小
中
村
清
矩
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
で
は
「
池
辺
」
姓
を
用
い
る
。

　
（
4（
）
揚
原
敏
子
「
近
代
文
学
研
究
資
料 
二
八
四　

評
伝
萩
野
由
之
」（『
学
苑
』
三
一
五
号
、
一
九
六
六
年
三
月
）
を
参
照
。

　
（
50 
）
今
泉
定
助
の
作
成
し
た
「
古
典
科
同
窓
会
会
員
名
簿
」
に
「
国
書
後
期
生
」
の
一
人
と
し
て
「
大
久
保
初
男マ

マ

」
の
名
が
あ
る
（
高

橋
昊
「
今
泉
定
助
先
生
正
伝
研
究

―
そ
の
国
体
論
と
神
道
思
想
史
上
の
地
位
」、
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
刊
『
今
泉
定
助
先
生

研
究
全
集
』
第
一
巻
所
収
、
一
九
六
九
年
、
一
四
〇
頁
）。
ま
た
、『
古
事
記
』
に
関
す
る
注
釈
書
の
な
か
で
、
大
学
で
本
居
豊
穎

と
黒
川
真
頼
の
授
業
を
受
け
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（『
古
事
記
講
義
』
上
巻
、
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
八
九
三
年
、

一
頁
）、
古
典
講
習
科
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
（
5（ 
）
福
島
タ
マ
「
落
合
直
文
」（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
七
巻
所
収
、昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、

一
九
五
七
年
）
を
参
照
。
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87 明治国学と『神皇正統記』

　
（
52
）
坂
本
辰
之
助
『
飯
田
武
郷
伝
』
明
文
社
、
一
九
四
四
年
、
一
六
〇
―
一
六
七
頁
。

　
（
53
）
藤
田
大
誠
『
近
代
国
学
の
研
究
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
八
頁
。

　
（
54 
）
原
田
美
枝
子
「
金
子
元
臣
」、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
五
三
巻
所
収
、
昭
和
女
子
大
学
近

代
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
六
―
一
〇
九
頁
。

　
（
55 
）
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
と
人
文
諸
学
の
形
成
」、
井
田
太
郎
・
藤
巻
和
宏
編
『
近
代
学
問
の
起
源
と
編
成
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
四
年
、
五
三
頁
。

　
（
56 
）
佐
々
木
聖
使
「
国
家
神
道
に
お
け
る
『
神
』
観
の
成
立
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）、

藤
田
前
掲
『
近
代
国
学
の
研
究
』、
二
〇
一
―
一
八
頁
、
武
田
幸
也
「
祭
神
論
争
に
お
け
る
『
伊
勢
』
と
『
出
雲
』」（『
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
参
照
。

　
（
57
）
小
中
村
清
矩
「
古
典
講
習
科
開
業
演
説
案
」『
陽
春
盧
雑
考
』
巻
之
八
所
収
、
吉
川
半
七
、一
八
九
八
年
、
八
頁
。

　
（
58 
）
藤
田
前
掲
『
近
代
国
学
の
研
究
』
第
四
章
、第
五
章
を
参
照
。
藤
田
は
、皇
典
講
究
所
も
ま
た
「
神
官
養
成
」
に
留
ま
ら
な
い
「
国

学
的
教
育
機
関
」
で
あ
り
、
そ
の
学
術
も
「
非
宗
教
的
・
道
徳
的
な
内
容
が
色
濃
い
も
の
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
一
〇
―

二
一
二
頁
）。

　
（
5（
）
同
書
、
四
七
〇
頁
。

　
（
60 
）
大
正
期
以
降
の
今
泉
定
助
は
「
宗
教
的
」
な
言
論
活
動
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
明
治
期
に
お
い
て
は
む
し
ろ
考
証
派
と

い
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
。
大
正
期
以
降
の
今
泉
に
つ
い
て
は
、
武
田
幸
也
「
今
泉
定
助
の
思
想
と
皇
道
発
揚
運
動
」（
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
所
収
、
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

　
（
6（ 
）
齊
藤
智
朗
「
明
治
二
十
年
代
初
頭
に
お
け
る
国
学
の
諸
相

―
池
辺
義
象
の
著
作
を
中
心
に
」『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
四
巻
一
一
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号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
、
二
八
二
―
二
八
三
頁
。

　
（
62 
）
菊
野
雅
之
「［
史
料
紹
介
］
今
泉
定
介
「
中
等
教
育
に
於
け
る
国
文
科
の
程
度
」『
教
育
時
論
』
三
三
四
号　

明
治
二
七
年
七
月
」

『
国
語
論
叢
』
一
号
、
二
〇
一
三
年
九
月
、
一
頁
。

　
（
63
）『
日
本
文
学
史
』
金
港
堂
、
一
九
〇
二
年
、
一
〇
二
頁
。

　
（
64 
）
大
原
康
男
は
政
治
性
が
希
薄
で
あ
っ
た
従
来
の
国
学
的
国
体
論
に
対
し
、
政
治
性
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
国
学
の
国
体

論
の
例
と
し
て
、
池
辺
を
挙
げ
て
い
る
（「
国
学
者
に
み
る
〈
国
体
〉
概
念
の
理
解

―「
政
治
へ
の
関
心
」
と
い
う
視
点
か
ら
」、

國
学
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
維
新
前
後
に
於
け
る
国
学
の
諸
問
題
』
所
収
、
國
学

院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
一
九
八
三
年
、
六
五
〇
頁
）。

　
（
65
）『
日
本
思
想
大
系 

五
三　

水
戸
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
五
三
頁
。

　
（
66 
）
こ
の
よ
う
な
『
新
論
』
の
理
論
に
つ
い
て
は
高
山
大
毅
『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」
―
荻
生
徂
徠
以
後
の
「
接
人
」

の
制
度
構
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、
一
六
七
―
一
七
〇
頁
を
参
照
。
高
山
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
同
床
共
殿
の

神
勅
の
解
釈
は
荻
生
徂
徠
の
箚
記
で
あ
る
『
徂
徠
漫
筆
』
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
（
67 
）
佐
々
木
聖
使
「
国
家
神
道
に
お
け
る
「
神
」
観
の
成
立
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、

七
五
―
七
八
頁
。

　
（
68
）
同
前
、
一
丁
ウ
。

　
（
6（
）
同
前
、
二
丁
ウ
。

　
（
70 
）
本
稿
で
参
照
し
た
芳
賀
矢
一
の
『
国
語
講
義　

神
皇
正
統
記
』
は
出
版
年
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

の
表
紙
に
押
さ
れ
た
印
は
、「
製
本
・
明
治
二
九
・
四
・
九
」
と
読
め
る
。
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89 明治国学と『神皇正統記』

　
（
7（
）
甲
斐
前
掲
「
小
中
学
校
に
お
け
る
国
語
科
成
立
時
期
の
ず
れ
に
関
す
る
一
考
察
」、
九
〇
頁
。

　
（
72 
）
イ
前
掲
『「
国
語
」
と
い
う
思
想
』、一
〇
六
頁
。
八
木
雄
一
郎
「
小
中
村
義
象
の
国
語
教
育
論

―
明
治
２
０
年
代
に
お
け
る
「
国

語
観
の
時
代
的
拡
大
」
の
中
で
」『
人
文
科
教
育
研
究
』
三
三
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
八
七
頁
。

　
（
73
）『
官
報
』
三
一
九
九
号
、
一
八
九
七
年
三
月
一
日
付
、
二
頁
。

　
（
74
）
海
後
宗
臣
編
『
井
上
毅
の
教
育
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
九
四
一
―
九
四
二
頁
。

　
（
75 
）
中
村
哲
也
「
国
民
教
育
の
成
立
と
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
井
上
毅
と
上
田
万
年
」『
大
人
と
子
供
の
関
係
史
』
三
号
、

一
九
九
八
年
、
六
頁
。

　
（
76
）
藤
田
前
掲
『
近
代
国
学
の
研
究
』、
四
七
〇
頁
。

　
（
77 
）
白
山
芳
太
郎
「
北
畠
親
房
に
お
け
る
伊
勢
神
道
と
真
言
宗
」『
神
道
説
の
発
生
と
伊
勢
神
道
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇

年
、
五
五
頁
。

　
（
78 
）
大
日
本
中
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
萩
野
の
こ
の
講
義
録
は
、
本
稿
で
用
い
た
明
治
二
九
年
度
版
の
他
に
、
国
立
国
会
図
書
館
に

は
明
治
三
〇
年
度
版
、
同
三
一
年
度
版
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
上
記
三
冊
以
外
の
版
も
存
在
す

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
二
九
年
度
版
を
最
も
古
い
版
と
し
て
扱
っ
た
。

　
（
7（
）
岩
佐
前
掲
「
重
修
神
皇
正
統
記
考
」
を
参
照
。

　
（
80
）「
神
道
」『
陽
春
盧
雑
考
』
巻
之
六
所
収
、
吉
川
半
七
、一
八
九
八
年
、
一
六
頁
。
初
出
一
八
九
七
年
。

　
（
8（ 
）
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
に
お
け
る
「
神
道
」
と
「
道
徳
」
に
関
す
る
覚
書

―
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
展
開
を
中
心
に
」『
國

學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
四
一
―
四
二
頁
。

　
（
82
）
関
根
正
直
「
国
史
の
精
神
」、
國
學
院
編
『
国
史
論
纂
』
所
収
、
大
日
本
図
書
、
一
九
〇
三
年
、
五
頁
。
初
出
一
八
九
二
年
。
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（
83 
）
拙
稿
「
近
世
前
中
期
に
お
け
る
『
神
皇
正
統
記
』
の
受
容
史

―
羅
山
・
素
行
・
白
石
の
事
例
を
中
心
に
」（『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
九
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
を
参
照
。

　
（
84
）
橋
本
辰
彦
「
神
皇
正
統
記
に
表
は
れ
た
る
親
房
の
帝
範
臣
軌
論
」『
歴
史
教
育
』
二
巻
一
〇
号
、
一
九
二
八
年
、
五
二
頁
。

　
（
85 
）
石
井
紫
郎
「
中
世
の
天
皇
制
に
関
す
る
覚
書
」（『
権
力
と
土
地
所
有
』
所
収
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
六
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

た
だ
し
、
親
房
は
「
正
統
」
が
「
神
意
」
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
皇
位
継
承
の
次
第
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
も
同
時
に
示
し
て
い
る
。

　
（
86 
）
拙
稿
「
神
器
と
正
統

―
闇
斎
学
派
の
南
朝
正
統
論
」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
三
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）、
お
よ
び

前
掲
拙
稿
「
近
世
前
中
期
に
お
け
る
『
神
皇
正
統
記
』
の
受
容
史
」
を
参
照
。

　
（
87 
）
齊
藤
前
掲
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
国
学
の
諸
相
」、
同
前
掲
「
明
治
国
学
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
」、
齊
藤
智
朗
「
井
上
毅
と

明
治
国
学
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
一
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
小
川
有
閑
「
井
上
毅
の
国
体
教
育
主
義
に

お
け
る
近
代
国
学
の
影
響
」（『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
。

　
（
88
）
井
上
毅
伝
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝　

史
料
篇
第
三
』
所
収
、
國
學
院
大
學
図
書
館
、
一
九
六
九
年
、
七
〇
五
頁
。

　
（
8（
）
木
野
主
計
「
井
上
毅
年
譜
」『
井
上
毅
研
究
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年
、
四
七
三
頁
。

　
（
（0 
）
井
之
上
大
輔
「
近
代
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
後
期
水
戸
学
の
受
容
過
程

―
井
上
毅
を
通
し
て
」『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大

学
部　

人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
二
一
号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
五
二
―
五
頁
。

　
（
（（
）
齊
藤
前
掲
「
井
上
毅
と
明
治
国
学
」、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。

　
（
（2 
）
井
上
毅
旧
蔵
本
の
『
神
皇
正
統
記
』
は
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
梧
陰
文
庫
所
蔵
（
図
書
の
部
・
和
書
一
二
三
）。
引
用
に
あ
た
っ

て
は
、『
群
書
類
従　

第
三
輯　

帝
王
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
）
所
収
本
を
用
い
た
。
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91 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

　
　皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
の
「
神
道
」
研
究
と
道
義
学
科

髙　

野　

裕　

基　
　
　

　
　は
じ
め
に

　

明
治
十
五
年
十
一
月
四
日
、
皇
典
講
究
所
開
黌
式
に
お
い
て
、
同
所
初
代
総
裁
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
は
、「
凡
学
問
ノ
道
ハ
本
ヲ
立

ツ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
故
ニ
国
体
ヲ
講
明
シ
テ
以
テ
立
国
ノ
基
礎
ヲ
鞏
ク
シ
徳
性
ヲ
涵
養
シ
テ
以
テ
人
生
ノ
本
分
ヲ
尽
ス
ハ
百
世
易
フ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
典
則
ナ
リ
而
シ
テ
世
或
ハ
此
ニ
暗
シ
是
レ
本
黌
ノ
設
立
ヲ
要
ス
ル
所
以
ナ
リ
」（
抄
）
と
の
告
諭
を
発
し
た
。
即
ち
学
問
と

は
「
本
ヲ
立
ツ
ル
」
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
故
に
国
体
を
明
ら
か
に
し
て
「
立
国
ノ
基
礎
」
を
堅
固
な
も
の
と
し
、
徳
性
を
涵
養
し

て
「
人
生
ノ
本
分
ヲ
尽
ス
」
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
典
則
で
あ
る
が
、
世
の
中
は
こ
れ
ら
に
「
暗
シ
」
と
し
て
、

同
所
設
立
の
必
要
性
と
事
由
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
二
十
三
年
に
同
所
の
事
業
拡
張
に
際
し
設
置
さ
れ
た
國
學
院
（
大
學
）
は
、
こ

の
告
諭
に
建
学
の
精
神
を
求
め
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
國
學
院
大
學
学
則
に
「
本
学
は
神
道
精
神
に
基
づ
き
人
格
を
陶
冶
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し
、
諸
学
の
理
論
並
び
に
応
用
を
攻
究
教
授
し
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」（
第
一
条
）、
学
校
法
人
國
學
院
大

學
寄
附
行
為
に
、「
こ
の
法
人
は
、（
中
略
）
古
典
を
講
じ
神
道
を
究
め
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸
学
の
理
論
及
び
応
用
を
研
究
教
授
し
、
以

て
有
用
な
人
材
を
育
成
し
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
幼
児
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」（
第
三

条
）
と
明
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
古
典
を
講
じ
」
る
こ
と
で
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
神
道
」
を
「
諸
学
の
理
論
並
び
に
応
用
」、「
汎
く

人
文
に
関
す
る
諸
学
の
理
論
及
び
応
用
」
に
よ
っ
て
攻
究
教
授
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
取
り
分
け
て
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
神
道
」
を
中
核
に
、「
本
大
学
設
立
の
主
旨
と
す
る
国
体
・
国
礼
の
講
明
、
国
民
道
徳
を
研
修
す
る
場
で
あ
り
、
殊
に
堅
実

な
る
思
想
家
を
養
成
す
る
施
設
」
と
し
て
、
大
正
八
年
か
ら
昭
和
二
十
二
年
ま
で
道
義
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

明
治
期
の
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に
お
け
る
道
義
・
道
徳
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
藤
田
大
誠
は
、「
道
徳
（
道
義
）
は
皇
典
講
究
所

創
立
以
来
、
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
「
道
徳
」
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
必
ず
し
も
「
神
道
」
的
な
道
徳
の
内
容
が

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
訳
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
漢
籍
と
西
洋
文
献
に
頼
つ
て
ゐ
た
嫌
ひ

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に
関
係
し
て
ゐ
た
国
学
者
や
漢
学
者
、
教
育
学
者
た
ち
は
、
明
確
に
今
で

い
ふ
と
こ
ろ
の
「
神
道
」
を
核
と
し
た
日
本
的
「
道
徳
」
教
育
を
構
想
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「（
非
宗
教
的
な
）
神
道
」
を
中
核

と
す
る
日
本
的
な
「
道
徳
」
と
し
て
の
「
日
本
道
義
」
が
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
き
つ
ち
り
と
組
み
込
ま
れ
て
行
く
の
は
、
明
治

三
十
年
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、そ
の
帰
結
が
大
正
九
年
に
お
け
る
國
學
院
大
學
の
大
学
令
大
学
へ
の
昇
格
に
伴
ふ「
道

義
学
科
」
の
設
置
で
あ
つ
た
と
い
へ
よ
う
。
こ
の
非
宗
教
的
な
「
神
道
」
が
日
本
的
「
道
義
」
の
重
要
基
盤
と
し
て
強
く
認
識
さ
れ
て
来

る
過
程
は
、明
治
後
期
の「
国
民
道
徳
論
」の
展
開
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
つ
た
と
も
い
へ
る（

（
（

。」と
し
て
、松
野
勇
雄
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た「
神

道
」
を
中
核
と
す
る
「
日
本
道
義
」
が
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
前
景
化
し
、
大
学
令
大
学
へ
の
昇
格
に
伴
う
道
義
学
科
の
設
置

に
よ
り
具
体
的
に
國
學
院
大
學
の
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
が
国
民
道
徳
論
の
展
開
と
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並
行
的
に
展
開
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
道
義
学
科
に
お
け
る
神
道
研
究
に
つ
い
て
、「
諸
学
の
理
論
並
び
に
応
用
」、「
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸
学
の
理
論
及
び
応
用
」

に
よ
っ
て
「
神
道
」
を
攻
究
教
授
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
の
中
で
の
性
格
や
位
置
づ
け
を
検
討
し
、
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
大
學
全
体
に
お
け
る
「
神
道
」
研
究
の
枠
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　 一

、
國
學
院
大
學
建
学
の
精
神
と
道
義

　

國
學
院
大
學
の
建
学
の
精
神
は
、前
記
の
通
り
皇
典
講
究
所
開
黌
式
に
お
け
る
「
告
諭
」
に
一
貫
し
て
求
め
ら
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
、

道
義
学
科
の
活
動
を
分
析
す
る
前
提
と
し
て
、
皇
典
講
究
所
創
立
と
國
學
院
設
置
当
初
の
道
義
・
道
徳
の
在
り
方
を
、
同
大
学
建
学
の
精

神
と
道
義
・
道
徳
の
関
わ
り
か
ら
整
理
す
る
。

　

ま
ず
、
皇
典
講
究
所
創
立
期
に
は
、
矢
野
玄
道
、
権
田
直
助
、
久
保
季
茲
、
小
中
村
清
矩
、
井
上
頼
囶
、
林
甕
臣
、
木
野
戸
勝
隆
、
山
田�

有
年
、
松
岡
明
義
、
矢
野
万
太
郎
、
折
田
年
秀
、
宍
野
半
な
ど
、
幕
末
維
新
期
以
来
の
神
道
家
・
国
学
者
が
名
を
連
ね
る
。
道
義
・
道
徳
に

つ
い
て
は
、
宍
野
半
、
井
上
頼
囶
、
久
保
季
茲
、
松
野
勇
雄
、
宮
崎
富
成
、
古
川
豊
彭
、
石
垣
甚
内
の
連
名
に
よ
る
「
皇
典
講
究
所
設
立�

告
文
」
に
、「
文
明
ノ
化
ハ
芸
術
ニ
立
チ
道
徳
ニ
成
ル
、
芸
術
ハ
新
ナ
ル
ヲ
尚
ビ
、
道
徳
ハ
変
ラ
ザ
ル
ヲ
要
ス
、（
中
略
）
我
皇
国
の
国
体

ハ
、
道
徳
ヲ
離
レ
テ
一
日
モ
立
ツ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
苟
モ
我
国
人
タ
ル
者
、
尤
此
ニ
猛
省
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ（

（
（

」
と
あ
り
、「
告
諭
」

に
示
さ
れ
た
「
国
体
ヲ
講
明
」
す
る
こ
と
と
道
徳
の
密
接
不
離
の
関
係
が
示
さ
れ
、
道
徳
の
不
変
性
が
説
か
れ
た
。

　

次
に
、
國
學
院
設
置
時
の
講
師
を
み
る
と
、
内
藤
耻
叟
、
井
上
頼
囶
、
三
上
参
次
、
今
泉
定
介
、
黒
川
真
頼
、
木
村
正
辞
、
物
集

高
見
、
本
居
豊
頴
、
久
米
幹
文
、
坂
正
臣
、
落
合
直
文
、
畠
山
健
、
関
根
正
直
、
高
津
鍬
三
郎
、
佐
藤
寛
、
島
田
重
礼
、
松
野
勇
雄
、�
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小
中
村
清
矩
、
有
賀
長
雄
、
小
中
村
義
象
、
市
村
瓚
次
郎
、
岡
田
良
平
、
川
田
剛
、
三
島
毅
、
坪
内
雄
蔵
、
池
田
菊
苗
、
西
村
茂
樹
な
ど
、

国
学
者
や
漢
学
者
を
中
心
と
し
て
、
東
京
大
学
や
皇
典
講
究
所
出
身
の
学
者
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
「
人
文
に
関
す
る
諸
学
」
を
代
表
す
る

学
者
が
名
を
連
ね
て
お
り
、「
新
旧
の
「
国
学
者
」
が
切
磋
琢
磨
し
、
皇
典
講
究
所
、
そ
し
て
國
學
院
で
学
ん
だ
生
徒
・
学
生
と
共
に
新

た
な
「
国
学
」
を
興
し
て
、
以
て
「
今
日
希
に
有
る
一
所
の
国
学
専
修
校
を
し
て
、
其
業
を
盛
に
せ
し
め
、
欧
米
諸
学
術
と
其
権
衡
を
保

ち
、
国
家
施
治
徴
古
の
用
に
供
」（
明
治
十
七
年
十
一
月
、
在
京
地
方
長
官
に
対
す
る
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
御
示
書
）
す
る
こ
と
が
皇

典
講
究
所
・
國
學
院
の
使
命
・
目
的（

（
（

」
と
し
て
活
動
し
、
か
つ
、
社
会
一
般
へ
の
還
元
を
視
野
に
入
れ
た
、
種
々
の
講
演
、
出
版
活
動
が

展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
明
治
二
十
三
年
の
國
學
院
設
立
に
臨
ん
で
公
表
さ
れ
た
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
に
は
、「
専
国
史
・
国
文
・
国
法
ヲ
攻
究
」

す
る
こ
と
を
軸
と
し
て
、「
皇
祖
皇
宗
ノ
謨
訓
ニ
基
キ
、
固
有
ノ
倫
理
綱
常
ヲ
闡
明
シ
、
且
、
支
那
・
泰
西
ノ
道
義
説
ヲ
採
択
シ
、
以
テ

之
ヲ
補
充
シ
、
以
テ
国
民
ノ
方
向
ヲ
一
ニ
シ
、
古
今
一
貫
君
民
離
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
情
義
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
、
固
ヨ
リ
此
ヲ
以
テ
宗
教
、
若

ク
ハ
政
党
ノ
器
用
ト
ナ
ス
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
、
若
夫
レ
進
ミ
テ
人
文
ノ
発
達
ヲ
追
ヒ
、
世
務
ノ
必
要
ニ
応
ズ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
海
外
百
科
ノ

学
モ
網
羅
兼
修
シ
テ
此
学
ノ
進
歩
拡
張
ヲ
計
ル
可
シ（

（
（

、」
と
あ
り
、
常
に
「
皇
祖
皇
宗
ノ
謨
訓
」
に
基
づ
い
て
我
が
国
固
有
の
倫
理
を
闡

明
し
、「
支
那
・
泰
西
ノ
道
義
説
」
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
こ
れ
を
以
て
国
民
を
一
の
方
向
に
向
か
わ
せ
、
古
来
よ
り
一
貫
し
た
「
君
民
離

ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
情
義
ヲ
維
持
」
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
國
學
院
に
お
け
る
道
義
（
道
徳
）
は
、「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
の
原
案
を
起
草
し
た
松
野
勇
雄
に
よ
り
ま
ず
講
じ
ら
れ
、

松
野
の
伝
記
で
あ
る
三
矢
重
松
『
松
野
勇
雄
先
生
』（
松
野
大
人
三
十
年
祭
典
會
、
大
正
十
一
年
）
に
は
、
國
學
院
の
第
三
年
で
講
じ
た�

「
日
本
道
義
」
の
概
要
を
示
し
た
「
日
本
道
義
学
（
大
綱
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
既
往
及
将
来
に
適
す
る
「
日
本
道
義
」

の
標
準
と
し
て
余
は
惟
神
を
挙
げ
ん
と
欲
す
」
と
、
日
本
道
義
の
標
準
を
「
惟
神
」
に
求
め
た
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、「
神
道
」
を
中
核�
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と
し
て
「
國
學
院
の
道
義
」
を
説
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
総
合
的
学
問
と
し
て
の
国
学
を
基
盤
に
「
神
道
」
を
中
核
と
し
て
論
じ
ら

れ
る
「
國
學
院
の
道
義
」
は
、
明
治
後
期
に
お
い
て
三
矢
重
松
や
湯
本
武
比
古
、
石
川
岩
吉
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
き（

（
（

、
こ
の
よ
う
に
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
創
設
当
初
よ
り
道
義
・
道
徳
は
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
、「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
に
み
え
る
「
国
史
・
国
文
・
国
法
」

を
包
含
す
る
総
合
的
学
問
を
展
開
す
る
中
で
、「
神
道
」
を
中
核
と
す
る
道
義
・
道
徳
も
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
道
義
学
科
の
設
置
と
国
民
道
徳
論
の
展
開

　

皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
総
合
的
学
問
の
展
開
に
お
い
て
、「
神
道
」
を
中
核
と
す
る
道
義
・
道
徳
の
講
究
は
、
明
治
期
を
通
じ
て
継

承
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
藤
田
大
誠
に
よ
る
「
そ
の
帰
結
が
大
正
九
年
に
お
け
る
國
學
院
大
學
の
大
学
令
大
学
へ
の
昇
格
に
伴
ふ
「
道
義
学

科
」
の
設
置
で
あ
つ
た
と
い
へ
よ
う
。〔･･･
中
略･･･

〕
こ
の
非
宗
教
的
な
「
神
道
」
が
日
本
的
「
道
義
」
の
重
要
基
盤
と
し
て
強
く
認

識
さ
れ
て
来
る
過
程
は
、
明
治
後
期
の
「
国
民
道
徳
論
」
の
展
開
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
つ
た
と
も
い
へ
る（

（
（

」
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
大

正
期
の
道
義
学
科
設
置
に
よ
り
、
具
体
的
に
國
學
院
の
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
前
提
に
は
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に

お
け
る
「
神
道
」
を
中
核
と
し
た
道
義
・
道
徳
の
講
究
が
、
明
治
後
期
か
ら
の
文
部
政
策
を
背
景
と
し
た
国
民
道
徳
論
と
並
行
的
に
展
開

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
前
記
の
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
に
お
け
る
学
問
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
明
治
後
期
か
ら
大
正

期
に
お
け
る
国
民
道
徳
論
の
展
開
と
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
学
問
を
志
向
す
る
皇
典
講
究
所
・

國
學
院
に
お
け
る
道
義
学
科
設
置
の
意
義
を
再
考
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
国
民
道
徳
論
と
は
、
井
上
哲
次
郎
が
「
之
れ
を
要
す
る
に
明
治
末
年
か
ら
国
民
道
徳
と
い
ふ
一
学
科
の
研
究
が
新
に
教
育
界

に
勃
興
し
て
来
た
の
は
、
そ
の
初
め
全
く
自
分
が
創
設
し
た
東
亜
協
会
に
於
け
る
講
習
会
に
於
い
て
、
国
民
道
徳
講
義
を
為
し
た
こ
と
に
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始
ま
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
『
勅
語
衍
義
』
よ
り
一
層
拡
大
さ
れ
た
る
高
所
大
所
よ
り
見
た
「
教
育
勅
語
」
の
解
釈
に
外
な
ら
な

い
と
い
ふ
こ
と
を
明
か
に
し
て
置
き
た
い
の
で
あ
る（

（
（

」
と
後
年
自
負
し
た
よ
う
に
、
明
治
末
年
の
井
上
に
よ
る
講
演
を
契
機
と
し
た
教
育

勅
語
の
広
義
の
解
釈
論
と
い
う
特
質
が
あ
る（

（
（

。
た
だ
し
、
教
育
勅
語
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
中
心
的
起
草
者
で
あ
っ
た
井
上
毅
が
、

「
勅
語
解
釋
一
事
、
近
時
爲
二
紛
訟
之
門
、
多
議
之
源
一
真
有
二
不
レ
忍
レ
言
者
一、
生
惟
、
義
如
二
日
星
一、
文
如
二
菽
粟
一、
有
レ
解
不
レ
加
レ
明
、

無
レ
解
不
レ
患
レ
晦
、
竟
不
レ
若
二
無
レ
觧
之
優
一
也（

（
（

、」
と
、
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
を
批
判
し
、
解
釈
な
く
し
て
教
育
勅
語
を
奉
戴
す
る
旨
を

説
い
た
ご
と
く
、
教
育
勅
語
に
お
け
る
統
一
し
た
解
釈
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
国
民
道
徳
論
に
も
一
定
の
指
針
は
存
在
せ
ず
、
明
治
後
期
か

ら
昭
和
期
に
至
る
ま
で
多
様
な
議
論
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

か
か
る
国
民
道
徳
論
が
展
開
す
る
中
で
、
大
正
六
年
に
は
、
内
閣
直
属
の
諮
問
機
関
と
し
て
臨
時
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ（

（1
（

、
第
一
次
世

界
大
戦
以
後
の
世
界
的
思
想
混
乱
期
の
到
来
を
予
想
し
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
国
民
道
徳
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
会
議
の
組
織
は
「
臨
時
教
育
会
議
官
制
」
第
四
条
に
「
臨
時
教
育
会
議
ハ
総
裁
一
人
、
副
総
裁
一
人
及
会
員
四
十
人
以
内
ヲ
以
テ
之

ヲ
組
織
ス（

（（
（

」
と
定
め
ら
れ
、
総
裁
に
平
田
東
助
・
副
総
裁
に
は
久
保
田
譲
、
委
員
と
し
て
小
松
原
英
太
郎
・
一
木
喜
徳
郎
・
山
川
健
次
郎
・

村
上
格
一
・
阪
谷
芳
郎
・
有
松
英
義
・
江
木
千
之
・
柴
田
家
門
・
高
木
兼
寛
・
手
島
精
一
・
真
野
文
二
・
荒
木
寅
三
郎
・
北
条
時
敬
・
木
場�

貞
長
・
井
上
友
一
・
田
所
美
治
・
市
来
乙
彦
・
山
梨
半
造
・
嘉
納
治
五
郎
・
水
野
錬
太
郎
・
児
玉
秀
雄
・
湯
原
元
一
・
瀬
戸
虎
記
・
水
野

直
・
早
川
千
吉
郎
・
大
津
淳
一
郎
・
沢
柳
政
太
郎
・
関
直
彦
・
鎌
田
栄
吉
・
小
山
健
三
・
桑
田
熊
蔵
・
山
根
正
次
・
三
土
忠
造
・
鵜
沢
総
明
・�

荘
田
平
五
郎
・
成
瀬
仁
蔵
の
三
六
人
が
任
命
さ
れ
、
牧
瀬
五
一
郎
・
吉
田
熊
次
・
下
条
康
麿
・
武
部
欣
一
の
四
人（

（1
（

が
幹
事
と
な
っ
た
。
内

閣
直
属
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
部
官
僚
の
み
な
ら
ず
内
務
官
僚
の
名
が
み
え
、
さ
ら
に
は
、
皇
典
講
究
所
・

國
學
院
大
學
に
関
わ
る
小
松
原
英
太
郎
、
一
木
喜
徳
郎
や
江
木
千
之
な
ど
の
名
が
み
え
る
。

　

当
会
議
へ
の
諮
問
内
容
は
、「
小
学
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
高
等
普
通
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
大
学
及
専
門
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
師
範
教
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育
ニ
関
ス
ル
件
」「
視
学
制
度
ニ
関
ス
ル
件
」「
女
子
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
実
業
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
通
俗
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」「
学
制

制
度
ニ
関
ス
ル
件
」
の
九
件
で
あ
り（

（1
（

、
こ
の
会
議
を
契
機
に
学
校
教
育
に
お
け
る
国
民
道
徳
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
大
学
令
も
制

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
学
令
制
定
の
ほ
か
、
國
學
院
大
學
に
も
関
わ
る
神
社
・
神
職
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
建
議
第
二
「
教

育
ノ
効
果
ヲ
完
カ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
一
般
施
設
ニ
関
ス
ル
建
議
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
当
建
議
の
提
出
理
由
は
五
項
目
に
わ
た
る
が
、そ
の
内
、

「
一
、
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
徴
ニ
シ
之
ヲ
中
外
ニ
顕
彰
ス
ル
コ
ト
」
に
は
、
敬
神
崇
祖
の
美
風
を
維
持
・
普
及
し
、「
敬
神
崇
祖
ノ
風
ヲ
振
作

ス
ル
ニ
付
取
ル
ヘ
キ
ノ
方
策
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
就
中
神
社
ノ
荘
厳
ヲ
維
持
ス
ル
カ
如
キ
祭
祀
ノ
本
旨
ヲ
周
知
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
神
官
神
職

ノ
地
位
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
ハ
其
ノ
最
モ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ（

（1
（

」
と
し
て
神
官
・
神
職
の
地
位
の
向
上
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

宗
教
家
に
対
し
て
は
、「
一
、
社
会
ノ
協
調
ヲ
図
リ
一
般
国
民
ヲ
シ
テ
生
活
ノ
安
定
ヲ
得
シ
ム
ル
コ
ト
」
に
お
い
て
、「
彼
ノ
宗
教
諸
家
ヲ

シ
テ
各
其
ノ
宗
風
ヲ
宣
揚
シ
大
ニ
布
教
伝
道
ニ
努
メ
人
心
ヲ
教
化
シ
国
家
ノ
治
教
ニ
貢
献
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ル
カ
如
キ
亦
最
モ
必
要
ナ
ル

方
策
ノ
一
タ
リ（

（1
（

」
と
し
て
国
民
教
化
に
お
け
る
各
宗
教
の
役
割
を
認
め
る
な
ど
、
大
学
令
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
臨
時
教
育
会
議
で
は
、

学
校
教
育
と
国
民
道
徳
に
関
わ
る
事
柄
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
一
般
の
諸
施
設
や
そ
れ
を
掌
る
職
掌
に
対
し
て
も
、
今
日
で
い

う
社
会
教
育
と
し
て
の
役
割
を
求
め
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
国
民
道
徳
論
や
臨
時
教
育
会
議
に
代
表
さ
れ
る
政
策
的
議
論
の
展
開
と
並
行
し
て
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
で
は
、

道
義
学
科
設
置
に
向
け
た
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
直
接
的
契
機
に
は
、
大
正
七
年
五
月
二
十
七
日
の
竹
田
宮
恒
久
王
に
よ

る
「
令
旨
」
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。

　
　

�

国
家
ノ
隆
昌
ハ
、
道
義
精
神
ノ
発
揮
ニ
ア
リ
、
方
今
人
文
日
ニ
盛
ナ
リ
ト
雖
、
専
ラ
物
質
ニ
偏
シ
、
人
心
ノ
変
遷
洵
ニ
驚
ク
ヘ
キ
モ

ノ
ア
リ
、
顧
ル
ニ
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
ノ
設
立
茲
ニ
年
ア
リ
、
斯
道
ニ
貢
献
ス
ル
所
亦
尠
シ
ト
セ
ス
、
而
モ
之
ヲ
時
勢
ニ
鑑
ミ
ル
、
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其
施
設
未
タ
全
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
如
シ
、

恒
久

深
ク
之
レ
ヲ
慨
ス
、
惟
フ
ニ
世
界
戦
乱
ノ
余
、
民
心
ニ
影
響
ス
ル
所
、
更
ニ
又

甚
シ
キ
モ
ノ
ア
ラ
ム
ト
ス
、
此
時
ニ
当
リ
テ
本
所
及
本
大
学
ハ
、
宜
シ
ク
創
設
ノ
趣
旨
ニ
則
リ
、
奮
テ
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
、

道
義
ノ
精
神
ヲ
徹
底
セ
シ
メ
、
益
教
育
ノ
規
模
ヲ
拡
張
シ
、
以
テ
国
家
ノ
柱
石
タ
ル
ヘ
キ
有
為
ノ
材
幹
ヲ
養
成
シ
、
斯
道
ノ
為
ニ
大

成
ヲ
期
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
本
所
本
大
学
ノ
職
員
及
協
賛
ノ
諸
員
、
此
際
一
層
力
ヲ
茲
ニ
致
サ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
、

　
　
　
　

大
正
七
年
五
月
二
十
七
日

�

皇
典
講
究
所
総
裁　
　

大
勲
位　

恒
久
王　
　
　
　

　

こ
の
「
令
旨
」
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
時
勢
が
「
民
心
ニ
影
響
ス
ル
所
、
更
ニ
又
甚
シ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る
と
し
、
改
め
て
社
会
に
お

け
る
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
「
創
設
ノ
趣
旨
」
に
則
り
、「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
道
義
ノ
精
神
ヲ
徹
底
セ
シ
メ
、
益
教
育
ノ
規

模
ヲ
拡
張
シ
、
以
テ
国
家
ノ
柱
石
タ
ル
ヘ
キ
有
為
ノ
材
幹
ヲ
養
成
シ
、
斯
道
ノ
為
ニ
大
成
」
を
期
し
て
い
く
旨
が
示
さ
れ
た
。
即
ち
大
戦

後
の
思
想
的
混
乱
期
に
お
い
て
、
改
め
て
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
道

義
ノ
精
神
ヲ
徹
底
」
す
る
こ
と
を
活
動
の
軸
に
置
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
令
旨
」
を
受
け
て
同
年
七
月
四
日
に
皇
典
講

究
所
・
國
學
院
大
學
拡
張
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
月
二
十
日
に
委
員
長
・
小
松
原
英
太
郎
、
委
員
・
市
村
瓚
次
郎
、
今
泉
定
介
、
今
井�

清
彦
、
石
川
岩
吉
、
上
田
万
年
、
上
杉
愼
吉
、
江
木
千
之
、
筧
克
彦
、
久
保
悳
鄰
、
桑
原
芳
樹
、
近
藤
久
敬
、
佐
伯
有
義
、
清
水
澄
、
清
水�

平
一
郎
、
杉
浦
重
剛
、
高
山
昇
、
立
花
照
夫
、
芳
賀
矢
一
、
服
部
宇
之
吉
、
三
上
参
次
、
三
矢
重
松
、
宮
西
惟
助
、
井
上
哲
次
郎
、
岡
部

譲
が
そ
れ
ぞ
れ
総
裁
宮
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
常
務
と
し
て
今
泉
、
三
上
、
三
矢
、
宮
西
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
山
田
新
一
郎
、

湯
本
武
比
古
、
青
戸
波
江
の
三
氏
も
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
國
學
院
大
學
道
義
学
科
設
置
へ
の
過
程
に
は
、
文
部
行
政
の
中

枢
に
位
置
し
つ
つ
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
を
支
え
た
江
木
千
之
や
小
松
原
英
太
郎
、
さ
ら
に
は
国
民
道
徳
論
の
主
た
る
唱
道
者
で
あ
る
井
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上
哲
次
郎
ま
で
も
が
参
加
し
て
い
た（

（1
（

。

　

ま
た
、
拡
張
委
員
会
で
は
、
第
一
期
拡
張
事
業
と
し
て
道
義
学
科
の
設
置
、
典
故
文
献
の
講
究
、
研
究
科
改
良
拡
張
な
ど
が
、
第
二
期

拡
張
事
業
と
し
て
は
国
法
科
の
設
置
が
決
定
し
た
。
第
一
義
に
掲
げ
ら
れ
た
道
義
学
科
は
「
本
大
学
設
立
の
主
旨
と
す
る
国
体
・
国
礼
の

講
明
、
国
民
道
徳
を
研
修
す
る
場
で
あ
り
、
殊
に
堅
実
な
る
思
想
家
を
養
成
す
る
施
設
」
と
し
て
の
設
置
が
決
定
さ
れ（

11
（

、
大
学
令
大
学
認

可
に
臨
ん
で
同
八
年
七
月
十
一
日
に
学
則
を
変
更
し
、
大
学
部
を
道
義
・
国
史
・
国
文
の
三
学
科
と
し
て
、
こ
こ
に
道
義
学
科
が
誕
生
す

る
こ
と
に
な
っ
た（

1（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
臨
時
教
育
会
議
に
代
表
さ
れ
る
政
策
的
議
論
や
国
民
道
徳
論
の
展
開
は
、「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
道
義
ノ
精
神

ヲ
徹
底
」
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
の
拡
張
事
業
と
内
容
的
に
も
人
的
に
も
交
錯
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
道
義

学
科
の
設
置
に
つ
な
が
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
に
お
い
て
国
法
科
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
道
義
学
科
設
置
を
も
っ
て
、
國
學
院
大
學
に
お
け
る
国
体
の
講
明
が
同
学
科
の
み
に

任
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
役
割
の
一
つ
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ば
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
に
示
さ
れ
た

「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
に
「
道
義
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
正
確
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　

三
、
道
義
学
科
と
道
義
学
会

　

設
置
当
初
の
道
義
学
科
の
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
は
、
第
一
学
年
に
お
い
て
道
義
（
国
民
道
徳
、
神
道
倫
理
学
）、
国
史
（
国
史
、
神
祇
史
、

古
典
）、
国
語
・
国
文
（
講
読
、
作
文
）、
漢
文
（
講
読
）、
教
育
・
哲
学
（
哲
学
概
論
）、
法
制
・
経
済
（
憲
法
、
皇
室
典
範
）、
英
語�

（
講
読
）、
礼
典
（
礼
法
）、
第
二
学
年
に
お
い
て
は
、
道
義
（
国
民
道
徳
史
、
神
道
史
、
西
洋
倫
理
学
史
）、
国
史
（
国
史
、
有
職
故
実
、�
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古
典
）、
国
語
・
国
文
（
講
読
、
作
文
）、
漢
文
（
講
読
）、
教
育
・
哲
学
（
教
育
学
、
教
授
法
、
宗
教
学
及
宗
教
史
）、
法
制
・
経
済�

（
経
済
学
）、
英
語
（
講
読
）、
礼
典
（
礼
法
）、
第
三
学
年
に
お
い
て
は
、
道
義
（
神
道
史
、
東
洋
倫
理
学
史
、
演
習
）、
国
史
（
文
明
史
、�

古
典
）、
国
語
・
国
文
（
講
読
、
作
文
）、
漢
文
（
講
読
）、
教
育
・
哲
学
（
社
会
学
、
宗
教
学
及
宗
教
史
）、
法
制
・
経
済
（
行
政
法
、�

民
法
、
刑
法
）、
礼
典
（
礼
法（

11
（

）
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
七
月
十
八
日
、
道
義
学
科
は
倫
理
科
と
哲
学
科
の
二
科
に
分
け
ら
れ
、

倫
理
科
で
は
従
来
の
道
義
学
科
の
過
程
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
哲
学
科
で
は
、
新
た
に
帝
国
憲
法
及
皇
室
典
範
、
国
民
道
徳
、
哲
学
概
論
、

東
洋
哲
学
史
、
西
洋
哲
学
史
、
哲
学
、
東
洋
哲
学
、
社
会
学
、
東
洋
倫
理
学
史
、
西
洋
倫
理
学
史
の
必
修
科
目
が
定
め
ら
れ
た（

11
（

。
そ
し
て
、

同
三
年
四
月
に
は
、
大
学
令
及
び
学
則
に
明
記
さ
れ
な
が
ら
も
設
置
さ
れ
ず
に
い
た
研
究
室
が
設
置
さ
れ
、
道
義
科
第
一
研
究
室
（
倫
理
）

に
河
野
省
三
、
同
第
二
研
究
室
（
哲
学
）
に
松
永
材
が
着
任
し
た（

11
（

。

　

ま
た
、
道
義
学
科
第
一
期
生
の
卒
業
を
契
機
と
し
て
、
大
正
十
四
年
、
道
義
学
科
の
学
生
及
び
卒
業
生
に
よ
る
道
義
学
会
が
同
大
学
内

に
設
立
さ
れ
た（

11
（

。
道
義
学
会
の
目
的
は
「
國
學
院
大
學
道
義
学
会
会
則（

11
（

」
に
「
本
会
ハ
広
ク
道
義
ノ
研
究
ヲ
行
ヒ
其
ノ
普
及
発
達
ヲ
図
リ

併
セ
テ
会
員
相
互
ノ
親
睦
ヲ
厚
ク
ス
ル
」（
第
三
条
）
と
あ
り
、
主
要
な
事
業
と
し
て
「
総
会
、
研
究
会
、
研
究
発
表
会
、
講
演
会
」
及
び�

「
会
報
ノ
発
行
、
親
睦
会
、
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
業
」
を
行
い
、
昭
和
八
年
か
ら
は
会
報
と
し
て
『
道
義
論
叢（

11
（

』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

初
期
の
活
動
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、『
國
學
院
雜
誌
』（
第
三
十
二
巻
八
号
、
大
正
十
五
年
八
月
）
の
第
四
回
例
会
（
於
國
學
院
大
學

道
義
学
科
研
究
室
）
の
記
事
に
は
、
会
長
・
筧
克
彦
、
評
議
員
・
小
柳
司
気
太
、
松
永
材
を
は
じ
め
、
道
義
学
会
会
員
の
他
、「
国
文
及
び�

国
史
学
科
学
生
数
名
予
科
生
七
名
専
攻
科
生
一
名
の
来
聴
あ
り
、
聴
講
者
総
計
二
十
有
余
」
と
あ
り
、
他
学
科
の
学
生
に
も
開
か
れ
た
会

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
同
記
事
は
「
同
会
の
特
色
の
一
二
を
挙
ぐ
れ
ば
内
は
十
数
名
の
若
き
学
徒
時
勢
の
潮
流
を
も
の
と
も

せ
ず
各
自
の
研
鑚
に
い
そ
し
み
各
々
他
日
の
大
成
を
期
し
外
は
又
本
学
教
授
講
師
に
し
て
或
は
評
議
員
と
し
て
或
は
特
別
会
員
と
し
て
燃

ゆ
る
が
如
き
熱
烈
さ
を
以
て
同
会
を
後
援
し
同
会
の
為
め
に
尽
力
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
者
な
ど
以
て
数
ふ
べ
し
。」
と
し
て
、
道
義
学
科
の
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学
生
が
中
心
と
な
り
運
営
さ
れ
る
一
方
で
、
会
長
・
評
議
員
・
特
別
会
員
と
し
て
教
員
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
ま
た
、
講
演
の
後
に
は
茶
菓
を
食
べ
な
が
ら
の
批
評
雑
談
や
晩
餐
会
が
行
わ
れ
、
道
義
学
会
は
、
道
義
学
科
の
振
興
を
担
う

と
と
も
に
他
学
科
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
。
ま
た
、
例
会
と
は
区
別
さ
れ
た
形
式
で
公
開
講
演
会（

11
（

も
開
催
す
る
ほ
か
、
倫
理

研
究
会
、哲
学
研
究
会
、輪
講
会
と
い
っ
た
勉
強
会
の
開
催
や
、教
員
引
率
の
も
と
散
策
旅
行
な
ど
も
行
わ
れ
、振
興
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

道
義
学
会
刊
行
の
『
道
義
論
叢
』（
第
一
輯
、
昭
和
八
年
）
に
は
、
小
柳
司
気
太
に
よ
る
「
発
刊
の
辞
」
が
掲
載
さ
れ
、
道
義
学
科
・

道
義
学
会
の
活
動
と
建
学
の
精
神
と
の
関
わ
り
が
説
か
れ
て
い
る（

11
（

。

　
　

�

本
学
は
、
以
前
学
部
の
一
と
し
て
、
道
義
科
の
設
備
あ
り
し
が
、
近
時
更
に
之
を
分
ち
て
哲
学
及
び
倫
理
の
二
門
を
開
き
、
幾
多
の

学
生
を
教
養
す
。
今
や
此
等
師
弟
相
与
に
一
団
と
な
り
、
本
誌
を
発
刊
し
て
、
大
い
に
建
学
の
精
神
を
発
揮
せ
ん
と
す
、
真
に
大
慶

と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
世
人
往
々
「
言
挙
せ
ぬ
国
」
の
一
言
を
も
て
、
我
国
民
性
を
目
し
理
論
を
卑
み
研
究
を
蔑
に
す
る
者
な
き

に
非
ず
。
又
世
の
国
学
者
又
神
道
家
を
以
て
自
ら
任
ず
る
者
も
、
往
々
唯
だ
「
惟
神
の
大
道
」
ま
た
「
赤
き
清
き
ま
こ
と
の
心
」
だ

け
を
力
説
主
張
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
、
そ
の
所
謂
「
惟
神
の
大
道
」
ま
た
は
「
清
明
心
」
を
ば
、
い
か
に
活
用
す
べ
き
か
を
知
ら

ざ
る
傾
向
も
な
い
で
は
な
い
。
識
者
よ
り
観
れ
ば
、
愚
夫
愚
婦
が
六
字
の
名
号
を
あ
り
が
た
が
る
と
、
同
様
の
嫌
な
き
に
非
ず
。
か

の
平
田
翁
を
見
よ
、
い
か
に
広
く
学
び
深
く
究
め
た
る
か
何
人
も
知
る
所
で
あ
る
。
彼
を
し
て
今
日
に
生
れ
し
め
ば
更
に
広
く
更
に

深
き
著
述
を
な
し
た
る
に
相
違
な
い
。
今
や
世
界
の
思
潮
は
澎
湃
と
し
て
、
我
国
を
襲
ひ
来
る
。
此
の
場
合
に
当
り
、
読
書
講
学
精

緻
な
る
研
究
と
、
周
到
な
る
思
弁
と
を
以
て
、
そ
の
是
非
曲
直
を
審
判
し
、
国
民
を
し
て
帰
趣
に
迷
は
ざ
ら
し
む
こ
と
は
思
想
善
導

上
最
大
必
要
の
事
に
し
て
、
ま
た
本
学
設
立
の
趣
旨
に
も
一
致
す
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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つ
ま
り
、
道
義
学
科
及
び
道
義
学
会
で
は
、「
思
想
善
導
」
の
観
点
か
ら
、「
惟
神
の
大
道
」
や
「
清
明
心
」
と
い
う
神
道
の
精
神
的
側

面
の
研
究
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
道
義
学
科
・
道
義
学
会
の
活
動
は
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
に
お
け
る
「
神

道
」
研
究
の
思
想
（
精
神
）
的
方
面
や
思
想
史
（
精
神
史
）
的
方
面
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
理

解
で
き
よ
う
。

　
　

四
、
河
野
省
三
に
み
る
道
義
学
科
の
神
道
研
究

　

次
に
、
前
節
ま
で
の
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
「
神
道
」
研
究
、
即
ち
「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
に
加
え
「
道
義
」
の
各
方
面
か
ら
総
合

的
に
行
わ
れ
る
「
神
道
」
研
究
に
お
け
る
道
義
学
科
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
大
正
・
昭
和
期
の
道
義
学
科
を
専
ら
牽
引
し
た
河
野
省
三�

の
神
道
研
究
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

　

河
野
省
三
は
、
明
治
三
十
八
年
に
國
學
院
師
範
部
臨
語
漢
文
歴
史
科
を
卒
業
後
、
累
代
の
社
家
を
務
め
る
埼
玉
県
玉
敷
神
社
の
社
司
、

私
立
埼
玉
中
学
校
教
諭
を
務
め
る
傍
ら
、
明
治
四
十
一
年
に
國
學
院
研
究
科
の
道
義
科
に
入
学
、
有
馬
祐
政
に
師
事
し
、
大
正
四
年
に
、

そ
れ
ま
で
國
學
院
の
道
義
を
担
当
し
て
い
た
石
川
岩
吉
が
東
宮
傅
育
官
に
転
ず
る
に
際
し
後
任
と
し
て
國
學
院
講
師
を
嘱
託
さ
れ
た
。
即

ち
河
野
は
石
川
と
同
じ
く
國
學
院
出
身
者
と
し
て
國
學
院
の
道
義
を
担
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
特
質
は
自
身
の
神
職
と
し
て
の

立
場
か
ら
の
道
義
（
道
徳
）・
国
民
道
徳
の
展
開
に
あ
っ
た（

11
（

。

　

河
野
の
学
問
は
、
神
道
・
国
学
・
国
民
道
徳
の
三
分
野
を
史
的
考
察
に
よ
る
接
続
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
国
学
と
国
民

道
徳
と
の
関
係
は
、『
国
学
の
研
究
』（
大
岡
山
書
店
、
昭
和
七
年
）
に
、「
専
ら
著
者
の
専
攻
す
る
国
民
道
徳
史
の
立
場
か
ら
、
近
代
の
文

化
現
象
た
る
国
学
の
性
質
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る（

1（
（

」
と
あ
り
、
河
野
の
国
学
研
究
は
国
民
道
徳
史
の
立
場
か
ら
の
分
析
で
あ
る
と
明
示�
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さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
国
民
道
徳
史
研
究
に
お
い
て
、
神
道
は
国
民
道
徳
の
「
歴
史
的
基
礎
」
と
し
て
、
同
じ
く
「
実
効
的
勢
力
」
と
さ

れ
る
武
士
道
と
と
も
に
、「
国
民
道
徳
の
二
大
組
織
体
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
即
ち
河
野
の
国
学
・
国
民
道
徳
に
関
す
る
研

究
の
軸
は
、「
歴
史
的
基
礎
」
と
し
て
の
神
道
（
神
道
史
）
だ
っ
た
の
だ
が
、
河
野
は
「
神
道
史
」
に
つ
い
て
、
内
務
省
神
社
局
考
証
官

で
あ
っ
た
宮
地
直
一
に
よ
る
「
神
祇
史
」
と
区
別
し
て
次
の
よ
う
に
定
義
す
る（

11
（

。

　
　

�

即
ち
神
祇
史
は
主
と
し
て
神
道
の
形
式
的
方
面
の
発
達
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
神
道
史
は
、
専
ら
神
道
の
思
想
的
発
達
の
方

面
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
神
道
史
で
は
、
神
祇
に
対
す
る
信
仰
が
、
国
民
の
思
想
界
に
於
い
て
、
如
何
や
う
に
活
動

し
、
又
そ
れ
が
外
国
の
思
想
と
、
ど
ん
な
交
渉
を
な
し
て
を
る
か
、
又
そ
の
信
仰
が
如
何
な
る
学
説
を
形
成
つ
て
を
る
か
と
い
ふ
や

う
な
方
面
を
明
か
に
す
る
役
目
を
持
ち
、
神
祇
史
の
方
は
、
神
祇
が
神
社
と
終
始
し
て
、
国
史
の
一
面
に
於
い
て
、
ど
ん
な
活
動
を

な
し
、
又
如
何
な
る
制
度
、
祭
祀
、
礼
儀
の
発
達
を
な
し
た
か
と
云
ふ
こ
と
を
明
か
に
す
る
任
務
を
持
つ
て
を
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
神
祇
史
」
が
神
社
に
お
け
る
「
制
度
、
祭
祀
、
礼
儀
」
を
中
核
と
し
た
「
形
式
的
方
面
」
の
研
究
で
あ
る
一
方
、「
神
道

史
」
が
よ
り
広
汎
な
通
史
と
の
交
渉
の
中
で
神
道
の
「
思
想
的
発
達
」
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
河
野
の
学
問
の
出
発
点

は
こ
の
よ
う
な
神
社
を
中
核
と
し
た
「
神
祇
史
」
に
あ
る
と
と
も
に
、
広
汎
な
領
域
に
ま
た
が
る
神
道
の
「
思
想
的
発
達
」
に
展
開
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
神
道
史
」
を
神
道
の
「
思
想
的
発
達
」
と
し
た
河
野
は
、
道
義
学
科
に
つ
い
て
は
「
特
に
優
秀
な
神
職
と
神
道
家
と

思
想
家
と
を
養
成（

11
（

」
す
る
学
科
と
、
同
学
科
に
お
い
て
社
会
の
師
表
と
な
る
べ
き
神
職
を
養
成
す
る
場
と
し
て
も
認
識
し
て
い
た（

11
（

。
こ
う

し
た
河
野
の
視
点
を
総
合
す
る
と
、
河
野
に
と
っ
て
道
義
学
科
と
は
、
そ
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
神
職
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
と
も
に
、
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皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
に
お
け
る
「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
及
び
「
道
義
」
か
ら
な
る
「
神
道
」
研
究
に
お
け
る
、
思
想
史
的
・
精

神
史
的
な
方
面
を
担
う
も
の
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　お
わ
り
に

　

明
治
十
五
年
の
皇
典
講
究
所
の
創
立
及
び
同
二
十
三
年
の
國
學
院
の
設
置
以
来
、
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
道
義
・
道
徳
は
、
大
学

令
大
学
昇
格
に
伴
い
「
本
大
学
設
立
の
主
旨
と
す
る
国
体
・
国
礼
の
講
明
、
国
民
道
徳
を
研
修
す
る
場
で
あ
り
、
殊
に
堅
実
な
る
思
想
家

を
養
成
す
る
施
設
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
道
義
学
科
に
よ
り
継
承
・
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
設
置
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
臨
時
教
育
会

議
に
代
表
さ
れ
る
政
策
的
展
開
や
国
民
道
徳
論
の
展
開
と
並
行
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
竹
田
宮
恒
久
王
の
「
令
旨
」
に
「
創
設
ノ
趣
旨
」

と
あ
る
よ
う
に
、
改
め
て
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
研
究
教
育
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
道
義
学
科
の
設
置
は
、
同
時
に
国
法
科
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
に
示
さ

れ
た
「
国
史
・
国
文
・
国
法
」
に
「
道
義
」
が
追
加
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
で
研
究
さ
れ
た
「
神
道
」
と
は
、「
国
史
・
国
文
・
国
法
」、
そ
し
て
「
道
義
」
に
ま
た
が

る
広
汎
な
領
域
か
ら
対
象
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
河
野
省
三
に
代
表
さ
れ
る
道
義
学
科
で
は
、
そ
の
「
神
道
」
の
思
想
史
的
・

精
神
史
的
な
方
面
を
担
う
学
科
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
神
道
」
研
究
は
、
ま
さ
し
く
阪
本
是
丸
が
、
國
學
院
大
學
の
校
名
に
冠
す
る
国
学
と
は
「
人
文
に
関
す
る
諸
学
の
理

論
及
び
応
用
を
研
究
教
授
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
近
代
的
分
化
と
し
て
の
「
神
道
」
学
だ
け
に
神
道
精
神
の
講
究
・
闡
明
・

宣
揚
を
任
せ
、
あ
る
い
は
任
さ
れ
た
と
す
る
立
場
の
否
定
に
こ
そ
、
國
學
院
の
学
問
、
即
ち
国
学
の
真
価
は
存
す
る
の
で
あ
る（

11
（

。」
と
指
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摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
國
學
院
大
學
に
お
け
る
「
神
道
」
の
総
合
的
研
究
の
営
み
は
、「
非
常
時
」
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
、

昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
は
、「
国
学
ノ
蘊
奥
ヲ
究
メ
、
之
ニ
須
要
ナ
ル
研
究
ヲ
遂
行
ス
」
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
学
研
究
所
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
研
究
主
任
と
し
て
植
木
直
一
郎
・
金
田
一
京
助
・
河
野
省
三
・
宮
地
直
一
・
武
田
祐
吉
・
岩
橋
小
彌
太
・
折
口

信
夫
の
七
名
、
研
究
員
に
西
角
井
正
慶
・
大
場
磐
雄
・
今
泉
忠
義
・
高
崎
正
秀
・
小
野
祖
教
・
岸
本
芳
雄
・
祝
宮
靜
・
奥
野
高
廣
・
村
田

正
志
・
樋
口
清
之
・
佐
藤
謙
三
・
田
邊
正
男
・
西
田
長
男
・
安
津
素
彦
・
賀
古
明
・
小
泉
祐
次
・
島
正
三
・
三
島
安
精
・
千
勝
重
次
が
委

嘱
さ
れ
、『
延
喜
式
』
の
総
合
的
研
究
が
行
わ
れ
た（

11
（

。「
戦
時
下
」、
特
に
戦
争
の
激
し
い
時
期
に
お
い
て
も
な
お
、
国
学
研
究
所
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
国
学
的
研
究
は
継
続
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
発
信
も
「
皇
典
講
座
」
や
「
神
祇
講
座
」
と
い
っ
た
講
座
や
講
演
会
を
通
し
て
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

11
（

。
そ
し
て
同
研
究
所
に
お
い
て
研
究
の
一
翼
を
担
っ
た
の
は
、
研
究
主
任
の
一
人
で
あ
る
河
野
省
三
を
は
じ
め
、

河
野
の
下
で
「
日
本
道
義
」
を
講
究
し
戦
後
の
神
道
研
究
を
牽
引
し
た
西
角
井
正
慶
・
小
野
祖
教
・
岸
本
芳
雄
・
西
田
長
男
・
安
津
素
彦

ら
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
道
義
学
科
に
お
け
る
神
道
研
究
の
戦
後
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

11
（

。

　
　

註

　
（
１�

）
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
に
お
け
る
「
神
道
」
と
「
道
徳
」
に
関
す
る
覚
書
―
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
展
開
を
中
心
に
―
」（『
國

學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
第
二
号
、
平
成
二
十
二
年
）
四
一
―
四
二
頁
。

　
（
２�

）
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』（
國
學
院
大
學
、
昭
和
四
十
五
年
）
二
四
頁
。

　
（
３�

）
阪
本
是
丸
「
國
學
院
の
学
問
を
貫
徹
す
る
も
の
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』第
二
号
、�

平
成
二
十
年
）六
頁
。

　
（
４�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
一
一
五
頁
。

【論文】高野裕基先生.indd   105 2017/02/21   20:18:54



106

　
（
５�

）
國
學
院
大
學
の
学
校
史
上
に
お
け
る
松
野
勇
雄
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
智
朗
「
松
野
勇
雄
と
皇
典
講
究
所
・
國
學
院

大
學
」（『
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
報
告�

大
学
史
活
動
』
第
三
二
集
、
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
二
年
）
を
参
照
の

こ
と
。
ま
た
、
三
矢
重
松
・
湯
本
武
比
古
へ
の
継
承
・
展
開
に
つ
い
て
は
、
藤
田
前
掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
６�
）
藤
田
、
前
掲
論
文
四
一
―
四
二
頁
。

　
（
７�

）
井
上
哲
次
郎
『
釈
明
勅
語
衍
義
』（
広
文
堂
書
店
、
昭
和
十
七
年
）
三
〇
一
―
三
〇
二
頁
。

　
（
８�

）
井
上
哲
次
郎
『
国
民
道
徳
概
論
』（
三
省
堂
書
店
、
明
治
四
十
五
年
）
に
は
、
明
治
四
十
三
年
七
月
二
日
か
ら
十
五
日
に
、
井
上

が
東
亜
協
会
に
お
い
て
「
国
民
道
徳
の
研
究
」
と
題
し
た
講
習
会
（
於
東
京
外
国
語
学
校
）
を
行
い
、
翌
四
十
四
年
七
月
二
十
六

日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
の
命
に
よ
り
中
等
教
員
講
習
会（
於
東
京
帝
国
大
学
講
義
室
）に
お
い
て「
国

民
道
徳
概
論
」
と
題
し
て
講
義
し
た
速
記
録
を
基
に
訂
正
増
補
し
て
、『
国
民
道
徳
概
論
』
を
刊
行
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
９�

）
井
上
毅
傳
記
編
纂
委
員
会
『
井
上
毅
傳　

史
料
篇
第
三
』（
國
學
院
大
學
図
書
館
、
昭
和
四
十
四
年
）
六
九
一
頁
。

　
（
（0�

）
臨
時
教
育
会
議
は
、従
来
の
文
部
大
臣
に
属
す
る
高
等
教
育
会
議
（
明
治
二
十
九
年
）、教
育
調
査
会
（
大
正
二
年
）
と
は
異
な
り
、

文
部
行
政
の
み
で
は
国
民
思
想
を
集
成
で
き
な
い
と
判
断
し
、「
臨
時
教
育
会
議
官
制
」
第
一
条
に
「
臨
時
教
育
会
議
ハ
内
閣
総
理

大
臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
教
育
ニ
関
ス
ル
重
要
ノ
事
項
ヲ
調
査
審
議
ス
」（『
官
報
』
第
千
五
百
四
十
三
号
、
大
正
六
年
九
月
二
十
一
日
）

と
あ
る
よ
う
に
、
内
閣
直
属
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
（
（（�

）『
官
報
』（
第
千
五
百
四
十
三
号
、
大
正
六
年
九
月
二
十
一
日
）。

　
（
（（�

）
海
後
宗
臣
編
『
臨
時
教
育
会
議
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
十
五
年
）。

　
（
（（�

）
各
諮
問
と
そ
の
答
申
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
前
掲
『
臨
時
教
育
会
議
の
研
究
』
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
（（�

）
佐
藤
秀
夫
編
『
続
・
現
代
史
資
料
（　

教
育
（
』（
み
す
ず
書
房
、
平
成
八
年
）
八
八
頁
。
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（
（（�

）
前
掲
『
続
・
現
代
史
資
料
（　

教
育
（
』
九
〇
頁
。

　
（
（（�
）
前
掲
『
臨
時
教
育
会
議
の
研
究
』（
一
〇
一
五
―
一
〇
一
八
頁
）
で
は
、
神
社
や
神
官
・
神
職
、
さ
ら
に
は
宗
教
に
関
す
る
事
項

に
も
言
及
さ
れ
る「
教
育
ノ
効
果
ヲ
完
カ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
一
般
施
設
ニ
関
ス
ル
建
議
」の
直
接
の
継
承
や
影
響
の
あ
っ
た
事
例
と
し
て
、

國
學
院
大
學
の
大
学
令
大
学
へ
の
昇
格
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
三
九
三
―
三
九
四
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
三
九
九
頁
。

　
（
（（�

）
こ
れ
に
先
立
ち
皇
典
講
究
所
で
は
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
に
規
定
さ
れ
て
い
た
寄
附
行
為
を
改
正
し
、「
国
学
ノ
講
究
及
普
及

ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
」
と
し
て
「
一
、
本
邦
ノ
典
故
文
献
ノ
講
究
」「
一
、
國
學
院
大
學
ノ
設
置
」「
一
、
本
所
々
定
学
階
ノ
授
与
」

「
一
、
国
学
ニ
関
ス
ル
著
作
印
行
」
を
事
業
と
し
て
扱
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
大
正
三
年
十
二
月
二
日
に
文
部
大
臣
の
認
可
を
得
た
。

ま
た
、
同
五
年
に
は
、
府
県
社
以
下
の
神
社
を
対
象
と
し
た
基
金
を
設
立
し
、
事
業
拡
大
へ
向
け
た
財
政
的
基
盤
が
整
備
さ
れ
た�

（
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
三
九
四
―
三
九
八
頁
）。

　
（
（0�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
四
〇
〇
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
四
二
三
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
四
二
三
―
四
二
四
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
五
五
三
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
五
五
四
頁
。

　
（
（（�

）『
國
學
院
雜
誌
』（
第
三
十
二
巻
第
八
号
、
大
正
十
五
年
八
月
）
に
は
、「
道
義
学
会
の
設
立
」
に
つ
い
て
、「
本
大
学
道
義
学
科
学
生
を

中
心
と
し
、幾
多
の
講
師
を
、特
別
会
員
に
擁
し
昨
秋
漸
く
呱
々
の
声
を
あ
げ
た
る
道
義
学
会
の
発
展
は
近
時
漸
く
著
し
き
も
の
」（
一
一
四

【論文】高野裕基先生.indd   107 2017/02/21   20:18:54



108

頁
））
と
あ
り
、
前
年
の
大
正
十
四
年
秋
に
教
員
を
特
別
会
員
と
し
て
迎
え
つ
つ
、
道
義
学
科
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
道
義
学
会
が
設

立
さ
れ
、
半
年
余
り
の
間
に
三
回
の
例
会
開
催
を
通
し
て
、
國
學
院
大
學
内
に
お
い
て
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
（
（（�
）「
國
學
院
大
學
道
義
学
会
会
則
」
は
、『
道
義
論
叢
』
第
一
輯
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
第
五
輯
に
は
、
改
定
さ
れ
た

会
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
改
正
後
の
会
則
を
参
考
の
た
め
以
下
に
全
文
記
載
す
る
。

　
　

第
一
条　

本
会
ハ
國
學
院
大
學
道
義
学
会
ト
称
シ
、
事
務
所
ヲ
國
學
院
大
學
道
義
研
究
室
内
ニ
置
ク

　
　

第
二
条　

本
会
ハ
我
カ
国
体
ノ
本
義
、
並
ニ
固
有
ノ
道
義
ヲ
講
明
シ
、
併
セ
テ
会
員
相
互
ノ
親
睦
ヲ
厚
ク
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　

第
三
条　

本
会
ハ
左
ノ
者
ヲ
以
テ
会
員
ト
ス

　
　
　
　
　
　

一　

本
学
学
部
道
義
学
科
学
生

　
　
　
　
　
　

二　

本
学
教
職
員
学
生
生
徒
、
及
卒
業
生
中
ノ
篤
志
者

　
　

第
四
条　

本
会
ハ
第
二
条
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
カ
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
　
　
　
　

一　

総　
　
　
　
　
　
　

会

　
　
　
　
　
　

一　

研　
　
　

究　
　
　

会

　
　
　
　
　
　

一　

研　

究　

発　

表　

会

　
　
　
　
　
　

一　

講　
　
　

演　
　
　

会

　
　
　
　
　
　

一　
「
道
義
論
叢
」
ノ
発
行

　
　
　
　
　
　

一　

親　
　
　

睦　
　
　

会

　
　
　
　
　
　

一　

其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
業

　
　

第
五
条　

本
会
ハ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

【論文】高野裕基先生.indd   108 2017/02/21   20:18:54



109 皇典講究所・國學院大學の「神道」研究と道義学科

　
　
　
　
　
　

一　

会　

長　
　
　

一
名

　
　
　
　
　
　

一　

相
談
役　
　
　

若
干
名

　
　
　
　
　
　

一　

幹　

事　
　
　

若
干
名

　
　
　
　
　
　

一　

理　

事　
　
　

二
名

　
　

第
六
条　

本
会
役
員
ノ
職
掌
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

一　

会
長
ハ
会
務
ヲ
総
理
シ
本
会
ヲ
代
表
ス

　
　
　
　
　
　

一　

幹
事
、
及
理
事
ハ
会
長
ヲ
輔
佐
シ
会
務
ニ
鞅
掌
ス

　
　
　
　
　
　

一　

会
長
ハ
本
会
教
授
中
ヨ
リ
之
ヲ
推
戴
シ
、
幹
事
ハ
会
長
之
ヲ
委
嘱
ス

　
　
　
　
　
　

一　

理
事
ハ
第
三
条
第
一
項
ノ
会
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
任
ス

　
　

第
七
条　

役
員
ノ
任
期
ハ
各
一
ヶ
年
ト
ス　

但
重
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
八
条　

本
会
会
計
年
度
ハ
毎
年
四
月
ニ
始
マ
リ
翌
年
三
月
ニ
終
ル

　
　

第
九
条　

会
費
年
額
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

一　

学
生
生
徒
ハ
金
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　

一　

其
ノ
他
ハ
金
貮
円

　
　

第
十
条　

会
計
報
告
ハ
毎
月
期
末
ニ
於
テ
理
事
之
ヲ
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附　
　
　
　

則

　
　
　
　
　
　

一　

本
会
則
ノ
改
正
ハ
役
員
会
ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　

一　

本
会
ハ
別
ニ
内
規
ヲ
定
ム
ル
コ
ド

（
マ
マ
（ヲ

得
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（
（（�

）
道
義
学
科
に
お
け
る
学
問
傾
向
は
、
以
下
の『
道
義
論
叢
』各
輯
に
所
収
さ
れ
る
論
考
か
ら
も
窺
え
る
。
即
ち『
道
義
論
叢
』（
第
一
輯
、

道
義
学
会
、
昭
和
八
年
）
は
、
小
柳
司
気
太
「
発
刊
の
辞
」、
河
野
省
三
「
明
治
維
新
以
後
に
於
け
る
日
本
精
神
の
自
覚
の
過
程
」、
田

中
義
能
「
家
族
制
度
は
果
し
て
崩
壊
す
る
か
」、
岸
本
芳
雄
「
大
国
隆
正
と
復
古
神
道
」、
桑
貞
彦
「
神
皇
正
統
記
と
仏
教
観
」、
西
田

長
男
「
国
民
道
徳
史
の
方
法
に
つ
い
て
の
試
論
」
の
各
論
を
所
収
。『
道
義
論
叢
』（
第
二
輯
、
道
義
学
会
、
昭
和
九
年
）
は
、
桑
木
厳

翼
「
哲
学
の
一
新
傾
向
」、
波
多
野
通
敏
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
霊
魂
論
エ
ウ
デ
モ
ス
」、
松
永
材
「
王
道
の
研
究
と
批
判
」、
小
野
祖
教

「
形
而
上
学
と
し
て
の
神
道
」、
園
山
利
雄
「
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
人
間
学
」、
平
田
正
次
「
ニ
イ
チ
エ
の
人
間
学
」、
岸
本
芳
雄
「
神
道

史
上
よ
り
観
た
る
伊
勢
貞
丈
」、西
田
長
男
「
忠
と
孝
と
の
両
価
値
の
総
合
に
つ
い
て
」、安
津
素
彦
「
神
道
の
イ
デ
ー
」、齋
藤
孝
司
「
弁

証
法
と
哲
学
ア
ン
フ
ア
ン
グ
」、阪
本
健
一
「
西
洋
文
化
と
ユ
ダ
ヤ
精
神
」
の
各
論
を
所
収
。『
本
居
宣
長
研
究
―
道
義
論
叢
第
三
輯
―
』

（
青
年
教
育
普
及
会
、昭
和
十
二
年
）
は
、河
野
省
三
「
日
本
精
神
史
上
に
於
け
る
本
居
宣
長
翁
」、田
中
義
能
「
本
居
宣
長
の
人
生
観
」、

松
尾
捨
治
郎
「
本
居
宣
長
の
国
語
学
」、
武
田
祐
吉
「
国
文
学
研
究
史
上
に
於
け
る
本
居
宣
長
」、
松
永
材
「
本
居
学
の
運
命
と
要
求
」、

岸
本
芳
雄
「
本
居
宣
長
と
固
有
道
徳
の
闡
明
」、
小
野
祖
教
「
本
居
宣
長
の
神
観
・
神
道
観
」、
安
津
素
彦
「
外
人
の
観
た
る
宣
長
論
」、

西
田
長
男「
本
居
宣
長
の
も
の
ゝ
理
解
の
し
か
た
」、「
本
居
宣
長
文
献
目
録
」の
各
論
を
所
収
。『
道
義
論
叢
―
幕
末
勤
皇
思
想
の
研
究
―
』

（
第
四
輯
、
青
年
教
育
普
及
会
、
昭
和
十
二
年
）
は
、
小
柳
司
気
太
「
吉
田
松
陰
の
読
書
講
学
と
佐
久
間
象
山
」、
河
野
省
三
「
大
國

隆
正
と
幕
末
の
國
学
」、
松
永
材
「
真
木
和
泉
守
の
思
想
」、
井
野
辺
茂
雄
「
幕
末
志
士
の
思
想
的
背
景
」、
岸
本
芳
雄
「
幕
末
思
想
界

に
於
け
る
藤
田
東
湖
」、
横
井
金
男
「
竹
内
式
部
の
思
想
的
淵
源
と
其
意
義
」、
小
柳
司
気
太
「
松
永
教
授
の
「
王
道
の
研
究
と
批
判
」

を
読
む
」
の
各
論
を
所
収
。『
道
義
論
叢
―
武
士
道
の
研
究
―
』（
第
五
輯
、國
學
院
大
學
道
義
学
会
、昭
和
十
三
年
）
は
、河
野
省
三
「
武

士
道
の
発
生
と
そ
の
特
色
」、
松
永
材
「
武
士
道
の
現
代
的
意
義
」、
西
田
長
男
「
武
士
道
と
神
道
と
の
関
係
に
就
い
て
―
武
士
道
史
の

一
、
二
の
根
本
問
題
―
」、
桑
原
三
郎
「
安
土
桃
山
時
代
に
於
け
る
武
士
と
武
士
道
」、
有
馬
成
甫
「
家
康
の
教
化
政
策
と
兵
学
興
隆
の
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意
義
」、
島
田
貞
一
「
近
世
の
兵
学
と
楠
公
崇
拝
」、
石
岡
久
夫
「
兵
学
上
よ
り
見
た
る
近
世
武
士
教
育
―
特
に
松
山
の
源
家
古
法
、
会

津
の
長
沼
流
に
就
い
て
―
」、
岸
本
芳
雄
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
武
士
論
の
発
達
と
井
澤
蟠
龍
」、
波
多
野
通
敏
「
佐
久
間
象
山
の
武
士

道
」、藤
井
章
「
ロ
イ
ス
に
於
け
る
忠
義
観
」
の
各
論
を
所
収
。『
道
義
論
叢
―
日
本
学
の
建
設
―
』（
第
六
輯
、國
學
院
大
學
道
義
学
会
、

昭
和
十
四
年
）
は
、河
野
省
三
「
日
本
学
と
皇
国
学
」、松
永
材
「
日
本
学
の
根
本
理
念
」、小
野
祖
教
「
日
本
学
の
要
請
」、北
田
正
「
日

本
政
治
学
の
根
本
問
題
」、
萩
野
正
「
現
代
日
本
学
批
判
」
の
各
論
を
所
収
。

　
（
（（�

）
例
え
ば
、
昭
和
三
年
六
月
十
六
日
に
は
、
松
永
材
「
学
術
研
究
と
実
際
運
動
」、
深
作
安
文
「
我
国
現
下
の
思
想
問
題
」、
紀
平

正
美
「
日
本
民
族
と
座
の
観
念
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
（『
氷
川
学
報
』
第
十
五
号
、
昭
和
三
年
六
月
二
十
日
）
か
ら
な
る
「
道
義

学
会
公
開
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
（
（（�

）『
道
義
論
叢
』（
第
一
輯
、
道
義
学
会
、
昭
和
八
年
）
五
頁
。

　
（
（0�

）
神
職
と
し
て
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
た
河
野
省
三
の
国
民
道
徳
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
民
道
徳
論
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の

宗
教
性
―
河
野
省
三
の
敬
神
観
念
か
ら
の
一
考
察
―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
七
号
、
平
成
二
十
七
年
）。

ま
た
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
河
野
の
学
術
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
河
野
省
三
の
時
代
認
識
と
神
道
学
構
想
」（
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
（
責
任
編
集
・
阪
本
是
丸
）『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
。

　
（
（（�

）
河
野
省
三
『
国
学
の
研
究
』（
大
岡
山
書
店
、
昭
和
七
年
）、「
序
」
三
頁
。

　
（
（（�

）
河
野
省
三
『
国
民
道
徳
史
論
』（
森
江
書
店
、
大
正
六
年
）
参
照
。

　
（
（（�

）
河
野
省
三
『
神
祇
史
要
』（
法
文
館
書
店
、
大
正
四
年
）
二
頁
。

　
（
（（�

）
河
野
省
三
「
私
の
教
育
事
業
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
四
巻
五
・
六
号
、
昭
和
三
十
八
年
）
一
三
頁
。

　
（
（（�

）
河
野
は
前
掲
「
私
の
教
育
事
業
」
に
お
い
て
、
昭
和
二
年
に
「
倫
理
学
科
と
哲
学
科
と
の
二
部
制
に
な
り
、
前
者
は
そ
の
主
任
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を
私
が
、
後
者
は
松
永
材
教
授
が
終
戦
ま
で
担
任
し
た
。
処
が
国
大
に
は
さ
う
い
ふ
特
殊
な
型
の
学
生
が
少
く
、
そ
の
頃
ま
で
先

輩
の
活
動
家
も
稀
で
あ
る
。
他
の
学
部
の
国
史
学
科
、
国
文
学
科
の
出
身
者
に
は
中
等
学
校
の
先
生
も
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
出
版

関
係
者
も
少
く
な
い
。
最
も
力
と
な
り
さ
う
な
官
国
幣
社
の
宮
司
さ
ん
も
、
そ
の
二
学
科
と
高
等
師
範
部
の
出
身
者
で
あ
る
。
そ

れ
で
予
科
の
頃
あ
て
に
し
て
ゐ
た
進
学
者
も
道
義
学
科
に
入
る
の
を
得
策
で
な
い
と
考
へ
る
者
も
少
く
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

道
義
学
科
廃
止
の
声
は
理
事
以
外
の
教
授
に
も
同
感
の
士
が
多
く
な
っ
て
来
た
。」
と
回
顧
し
て
お
り
、
河
野
が
構
想
す
る
道
義
学

科
と
は
異
な
る
現
実
が
窺
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
そ
れ
で
種
々
の
打
開
策
を
考
慮
し
て
、
と
も
か
く
そ
の
運
命
を
続
け

る
一
方
、
道
義
学
科
関
係
の
諸
君
が
相
当
有
益
な
著
述
を
刊
行
し
て
、
そ
の
存
在
に
意
義
あ
ら
し
め
た
。」
と
回
顧
す
る
こ
と
か
ら

は
、
前
述
の
道
義
学
会
刊
行
の
『
道
義
論
叢
』
な
ど
が
、
道
義
学
科
の
存
在
意
義
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
（
（（�

）
阪
本
、
前
掲
論
文
二
―
三
頁
。

　
（
（（�

）
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
七
〇
四
―
七
〇
六
頁
。

　
（
（（�

）
昭
和
十
八
年
三
月
か
ら
は
、「
皇
典
講
座
」
が
全
国
で
開
催
さ
れ
、
十
八
年
十
月
に
は
国
民
教
育
に
お
け
る
敬
神
思
想
の
普
及
と

昂
揚
を
目
的
と
し
た
「
神
祇
講
座
」
も
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
九
月
以
降
は
、
交
通
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
渋
谷
本
校
の

大
講
堂
で
九
月
二
十
四
日
か
ら
四
回
に
わ
た
り
、「
万
葉
日
曜
講
座
」
や
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
「
古
事
記
夜
間
講
座
」

が
開
か
れ
、
十
二
月
八
日
に
は
大
東
亜
戦
争
三
周
年
記
念
の
「
皇
典
講
座
」
が
五
日
間
開
催
さ
れ
、
武
田
祐
吉
が
「
古
事
記
」、
坂

本
太
郎
「
日
本
書
紀
」、
久
松
潜
一
「
古
事
記
伝
」、
河
野
省
三
「
神
皇
正
統
記
」、
折
口
信
夫
「
万
葉
集
」
と
い
っ
た
総
合
的
分
野

か
ら
の
講
演
が
行
わ
れ
て
い
た
（
前
掲
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』
七
〇
六
―
七
〇
九
頁
）。

　
（
（（�

）
近
年
に
お
け
る
道
義
学
科
出
身
の
神
道
学
者
に
関
す
る
研
究
に
は
、赤
澤
史
朗
「
神
道
神
学
者
・
小
野
祖
教
の
誕
生
」（
前
掲
『
昭

和
前
期
の
神
道
と
社
会
』）
が
あ
り
、
小
野
祖
教
（
道
義
学
科
哲
学
科
・
昭
和
五
年
卒
業
）
の
戦
中
・
戦
後
を
通
し
た
思
想
的
変
遷

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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113 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

　
　柴
田
常
恵
遺
稿
「
雑
録

　人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」

　
　
　―
解
題
と
翻
刻
―

　

石　

川　

岳　

彦　
　
　

杉　

山　

章　

子　
　
　

大　

山　

晋　

吾　
　
　

　
　〔
解
題
〕

　
　は
じ
め
に

　
「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」（
以
下
で
は
「
人
類
学
教
室 
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
と
記
す
）
は
、
明
治
後
半
か

ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
考
古
学
・
文
化
財
保
護
行
政
の
専
門
家
で
あ
る
柴
田
常
恵
が
記
し
た
回
顧
録
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
翻
刻
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お
よ
び
紹
介
で
あ
る
。

　

柴
田
常
恵
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
上
京
し
、真
宗
東
京
中
学
高
等
科
、

郁
文
館
中
学
内
の
史
学
館
を
経
て
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
雇
と
な
り
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年

に
は
同
大
学
の
助
手
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
は
慶
應
義
塾
大
学
で
講
師
を
務
め
る
一
方
、
内
務
省
や
文
部
省
、

帝
室
林
野
局
な
ど
の
嘱
託
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
考
査
員
を
務
め
、
戦
後
は
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員
と
し
て
文
化
財
行
政
の

分
野
で
も
活
躍
し
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
没
し
た
（
大
場 

一
九
七
一
）。

　

柴
田
が
残
し
た
写
真
や
ガ
ラ
ス
乾
板
、
拓
本
、
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
遺
稿
と
い
っ
た
数
多
く
の
資
料
は
、
大
場
磐
雄
を
介
し
て
國
學
院
大

學
の
所
蔵
と
な
り
、
柴
田
常
恵
資
料
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
自
筆
ノ
ー
ト
、
写
真
、
拓
本
な
ど
の
一
部
資
料
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
翻
刻

や
資
料
の
目
録
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど
が
書
籍
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
こ
の
柴
田
常
恵
資
料
の
な

か
の
遺
稿
の
一
つ
で
あ
る（
写
真
1
～
3
）。
内
容
は
、明
治
三
一（
一
八
九
八
）

年
に
柴
田
が
初
め
て
東
京
帝
国
大
学
の
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
時
の
様
子
か

ら
筆
を
起
こ
し
、
自
身
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
時
の
人
類
学
会
の
例

会
の
状
況
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
柴
田
が
最
初
に
人
類
学

教
室
を
訪
れ
て
以
降
耳
に
し
た
、
彼
が
関
わ
り
を
も
つ
前
の
こ
と
を
も
含
め

た
教
室
関
係
者
の
来
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
教
室
と
深
い
関
連
を
も
つ
集
古
会

や
考
古
学
会
結
成
の
経
緯
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
が
記
さ
れ
た
年
代
は
、
本

写真 1　�「雑録　人類学教室�考古学会の

ことども」表紙
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115 柴田常恵遺稿「雑録　人類学教室 考古学会のことども」

写真 2　�「雑録　人類学教室�考古学会のことども」

本文 1頁目

写真 3　�「雑録　人類学教室�考古学会のことども」

本文最終頁

写真 4　�「雑録　人類学教室

　　　　　考古学会のことども」

　　　　に挟んであったメモ書き
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文
中
に
執
筆
し
た
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
中
の
〈
4
〉
に
「
若
林
勝
邦
、
佐
藤
傳
蔵
、
大
野
延
太

郎
の
諸
先
輩
に
次
ぎ
、
八
木
氏
ま
た
逝
か
れ
て
殆
ん
と
往
事
を
語
る
も
の
な
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
四
人
の
な
か
で
最
後
に

没
し
た
八
木
氏
、
す
な
わ
ち
八
木
奘
三
郎
が
没
し
た
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
柴
田
自
身
が
没
す
る
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年

の
間
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
柴
田
の
自
筆
に
よ
る
本
文
の
み
か
ら
な
っ
て
お
り
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た

タ
イ
ト
ル
は
無
い
。
た
だ
、
遺
稿
に
挟
ん
で
あ
っ
た
写
真
の
断
片
の
裏
面
を
用
い
た
メ
モ
に
、
赤
字
で
「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会

の
こ
と
ど
も
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
写
真
4
）。
筆
跡
か
ら
、
こ
れ
は
國
學
院
大
學
の
所
蔵
と
な
っ
た
後
に
資
料
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た

際
、
大
場
磐
雄
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
遺
稿
の
本
来
の
タ
イ
ト
ル
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

と
り
あ
え
ず
整
理
の
際
に
記
さ
れ
た 「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」 

を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

一
、「
人
類
学
教
室�

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
と
人
類
学
教
室
・
人
類
学
会
を
め
ぐ
る
時
代
背
景

　

こ
こ
で
は
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
連
す
る
人
類
学
教
室
や
人
類
学

会
に
つ
い
て
の
略
史
を
述
べ
て
お
き
た
い
（
関
連
年
表
参
照
）。

　

日
本
の
人
類
学
の
父
と
も
呼
ば
れ
る
坪
井
正
五
郎
が
、
人
類
学
会
の
前
身
と
な
る
「
じ
ん
る
い
が
く
の
と
も
」
を
結
成
し
た
の
は
、
彼

が
ま
だ
東
京
大
学
理
学
部
動
物
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
考
古
学
の
幕
開
け
を

告
げ
た
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
調
査
の
七
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
坪
井
は
「
じ
ん

る
い
が
く
の
と
も
」
結
成
以
前
の
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
福
家
梅
太
郎
と
と
も
に
目
黒
で
石
器
時
代
の
遺
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
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117 柴田常恵遺稿「雑録　人類学教室 考古学会のことども」

関
連
年
表

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）

名
古
屋
市
の
浄
土
真
宗

瑞
忍
寺
で
住
職
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
学
部
に
入
学
。

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）

一
〇
月
坪
井
正
五
郎
等

「
じ
ん
る
い
が
く
の
と
も
」

設
立
。

一
一
月
「
人
類
学
研
究

会
」
と
改
称
。

一
二
月
「
人
類
学
会
」

と
改
称
。

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

二
月「
東
京
人
類
学
会
」

と
改
称
。
機
関
誌
第
一

号
『
人
類
学
会
報
告
』

発
行
。

六
月
の
一
巻
五
号
か
ら

『
東
京
人
類
学
会
報
告
』

と
改
題
。

七
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
学
部
動
物
学
科
を
卒

業
。

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

大
学
院
入
学
。

明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）

八
月
の
二
巻
一
八
号
か

ら
『
東
京
人
類
学
会
雑

誌
』
と
改
題
。

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
科
大
学
助
手
に
就

任
。人
類
学
研
究
室（
翌

年
、人
類
学
室
と
改
称
）

を
開
設
。

一
一
月　

若
林
勝
邦
、

哲
学
館
で
人
類
学
の
講

座
を
こ
の
月
よ
り
四
ヶ

月
間
担
当
。
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関
連
年
表
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）

一
月
一
六
日　

若
林
勝

邦
、
人
類
学
研
究
室
に

勤
務
。

五
月　

坪
井
正
五
郎
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

に
こ
の
年
よ
り
三
年
間

留
学
。
こ
れ
に
伴
い
助

手
を
解
職
。

六
月　

若
林
勝
邦
、
助

手
に
就
任
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

一
〇
月　

八
木
奘
三
郎
、

人
類
学
室
に
奉
職
。

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）

一
〇
月　

大
野
延
太

郎
、
人
類
学
室
用
図
画

と
し
て
嘱
託
。

一
〇
月　

坪
井
正
五

郎
、
帰
朝
。
理
科
大
学

教
授
就
任
。

鳥
居
龍
蔵
、
人
類
学
室
で

の
勉
学
を
許
さ
れ
る
。

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

人
類
学
講
座
を
担
当
。

鳥
居
龍
蔵
、
人
類
学
教

室
に
勤
務
。

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）

「
人
類
学
教
室
へ
趣
味
の

人
々
絶
え
ず
出
入
せ
し

よ
り
、（
中
略
）
明
治
廿

八
年
頃
に
集
古
會
の
成

立
を
見
る
に
至
り
し
」

「
考
古
學
會
の
設
立
に

際
し
最
初
の
打
合
せ
會

は
人
類
學
教
室
に
て
行

は
れ
し
」

四
月　

大
野
延
太
郎
、

人
類
学
教
室
に
画
工
と

し
て
勤
務
。

七
月　

若
林
勝
邦
、
帝

国
博
物
館
歴
史
部
に
勤

務
。
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関
連
年
表
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

一
月
五
日　

韻
松
亭
に

て
発
会
式
及
び
第
一
回

「
集
古
懇
話
会
」。

三
月
八
日　
「
集
古
会
」

に
改
称
。

一
一
月
二
〇
日　
『
集

古
会
誌
』第
一
号
刊
行
。

葆
光
社
発
行
。

四
月
二
八
日　

東
京
美

術
学
校
講
堂
に
て
「
考

古
学
会
」
発
会
式
及
び

第
一
回
学
会
。

一
二
月
一
五
日　
『
考

古
学
会
雑
誌
』
第
一
編

第
一
号
刊
行
。
そ
の
後

第
三
編
第
四
号
ま
で
計

二
八
冊
を
刊
行
。
東
洋

社
発
行
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）

五
月
三
〇
日　

初
の
考

古
学
会
総
会
を
帝
国
教

育
会
の
講
堂
で
開
催
。

上
京
す
る
。

※
真
宗
東
京
中
学
高
等

科
入
学
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

四
月
二
〇
日　
『
集
古

会
誌
』
の
印
刷
所
が
東

京
修
士
館
に
変
更
。

一
二
月
東
京
人
類
学

会
に
入
会
（
翌
年
一

月『
東
京
人
類
学
雑
誌
』

一
五
四
号
に
報
告
）。

五
月　

八
木
奘
三
郎
、

人
類
学
教
室
に
勤
務
。

六
月
二
日　

鳥
居
龍
蔵
、

助
手
に
就
任
し
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）

六
月
一
六
日　
『
集
古

会
記
事
』
の
印
刷
所
が

明
昇
舎
に
変
更
。

一
〇
月　

私
立
郁
文
館

中
学
内
の
史
学
館
修
了

（
史
学
）。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）

一
二
月
三
〇
日　
『
集

古
会
誌
』
が
『
集
古
会

記
事
』
と
改
題
。
近
藤

活
版
所
発
行
。

四
月　
『
考
古
』
第
一
編

一
号
刊
行
。
そ
の
後
第

一
編
七
号
ま
で
計
七
冊

を
刊
行
。
金
港
堂
発
行
。

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

六
月　
『
考
古
界
』
第

一
編
第
一
号
刊
行
。
そ

の
後
第
八
編
第
一
二
号

ま
で
計
九
六
冊
を
刊

行
。
金
港
堂
発
行
。

二
月　

台
湾
総
督
府
医

学
校
講
師
に
嘱
託
。

八
月　

台
湾
総
督
府
医

学
校
を
辞
職
。
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関
連
年
表
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）

九
月　

東
京
帝
国
大
学

理
科
大
学
雇
と
な
り
、

人
類
学
教
室
に
勤
務
。

九
月　

八
木
奘
三
郎
、

台
湾
総
督
府
学
務
課
に

嘱
託
。

一
〇
月　

大
野
延
太
郎
、

助
手
に
就
任
し
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

三
月
一
三
日　
『
集
古

会
記
事
』
が
『
集
古
会

誌
』
に
改
題
。
近
藤
活

版
所
発
行
。

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

一
月
一
三
日　

印
刷
所

が
水
交
社
に
変
更
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

東
京
帝
国
大
学
理
科
大

学
助
手
と
な
り
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）

一
〇
月
八
日　

印
刷
所

が
横
田
活
版
所
に
変
更
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）

三
月
一
三
日　

印
刷
所

が
公
木
社
に
変
更
。

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

九
月　
『
考
古
学
雑
誌
』

第
一
巻
第
一
号
刊
行
。

以
後
、継
続
し
て
刊
行
。

聚
精
堂
発
行
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）

一
二
月　
『
集
古
会
誌
』

が
『
集
古
』
と
改
題
。

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）

『
考
古
学
雑
誌
』
の
印

刷
所
を
吉
川
弘
文
館
に

変
更
。

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
「
日
本
人
類
学
会
」
と

改
称
。

一
月　
「
日
本
考
古
学

会
」
と
改
称
。

※ 「
柴
田
常
恵
氏
略
歴
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
63
巻
第
6
号
に
よ
る
と
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
八
月
に
真
宗
東
京
中
学
高
等
科
を
修
了
と
あ
る
が
、『
日
本
考

古
学
選
集
（2　

柴
田
常
恵
集
』
略
年
表
及
び
『
日
本
考
古
学
史
辞
典
』
等
で
は
一
八
九
七
年
に
上
京
し
、
真
宗
東
京
中
学
高
等
科
に
入
学
と
の
記
載
。
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坪
井
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
学
し
て
人
類
学
を
専
攻
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
は
埼
玉

県
に
あ
る
吉
見
百
穴
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
で
坪
井
と
と
も
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
若
林
勝
邦
で
あ
る
。
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
、
坪
井
は
理
科
大
学
助
手
に
就
任
、
人
類
学
研
究
室
（
翌
年
、
人
類
学
室
と
名
称
変
更
（
長
谷
部
一
九
四
二
））
も
設
け

ら
れ
た
。
坪
井
は
翌
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
か
ら
三
年
間
、
人
類
学
研
究
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
。
こ
の
時
、
雇
員
で

あ
っ
た
若
林
勝
邦
が
助
手
と
な
り
、
坪
井
の
留
守
を
預
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
、
坪
井
は
帰
国
す
る
と
理
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
翌
年
に
は
人
類
学
教
室
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

坪
井
の
周
囲
に
は
、大
学
の
内
外
を
問
わ
ず
人
類
学
や
考
古
学
に
興
味
を
持
つ
多
く
の
人
々
が
集
っ
た
。
八
木
奘
三
郎
や
大
野
延
太
郎（
雲

外
）、
鳥
居
龍
蔵
、
和
田
千
吉
と
い
っ
た
若
者
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、
八
木
や
大
野
、
鳥
居
は
坪
井
の
下
で
人
類
学
教
室
の
構
成
員
と
な

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
考
古
学
会
が
発
会
式
及
び
第
一
回
学
会
を
開
催
、
人
類
学
関
連
の
趣
味
同
人

会
で
あ
る
集
古
会
も
同
年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
古
会
に
お
い
て
、
そ
の
後
長
く
中
心
人
物
と
な
る
の
が
林
若
吉
で
あ
る
。

　

柴
田
常
恵
が
人
類
学
教
室
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
に
人
類
学
教
室
雇
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
、「
人
類
学
教
室�

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
の
構
成
と
内
容

　
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
改
行
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
十
五
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
翻
刻
で
は
凡
例
に

も
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
（
〉
か
ら
〈
（5
〉
の
番
号
を
付
し
た
）。
こ
れ
ら
は
柴
田
自
身
の
体
験
で
あ
る
か
ど
う
か
や
、
時
系
列

に
よ
っ
て
〈
（
〉～〈
3
〉
と
〈
4
〉～〈
（5
〉
の
二
つ
に
内
容
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
（
〉～〈
3
〉
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
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年
に
柴
田
常
恵
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
て
以
降
、
当
事
者
と
し
て
直
接
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
回
想
で
あ
り
、〈
4
〉～〈
（5
〉

は
、
柴
田
が
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
以
前
の
出
来
事
を
中
心
に
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
、
関
係

団
体
に
つ
い
て
、
彼
が
他
の
人
物
か
ら
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
の
概
要
を
示
す
。

　
　

①

　柴
田
常
恵
自
身
の
体
験
の
回
想
【〈
1
〉～〈
3
〉】

　

ま
ず
、
柴
田
自
身
が
当
事
者
と
し
て
見
聞
き
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〈
（
〉～〈
3
〉
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
い
こ
う
。〈
（
〉

に
は
柴
田
常
恵
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
訪
問
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
柴
田
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
彼
が
在
籍
し
て
い
た
史
学
館
で

人
類
学
の
講
義
を
し
て
い
た
坪
井
正
五
郎
に
来
室
を
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
柴
田
と
と
も
に
人
類
学
教
室

を
訪
れ
た
史
学
館
の
同
級
生
森
潤
三
郎
は
、
の
ち
に
近
世
学
芸
史
研
究
家
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
作
家
森
鷗
外
の
弟
で
、
坪
井
の

「
日
本
石
器
時
代
人
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
説
」
に
対
し
、「
ア
イ
ヌ
説
」
を
掲
げ
て
論
争
を
お
こ
な
っ
た
小
金
井
良
精
の
妻
、
喜
美
子
は
彼
の
姉

に
あ
た
る
。
柴
田
は
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
月
に
つ
い
て
、「
此
時
に
森
氏
と
共
に
人
類
學
会
に
入
會
す
る
こ
と
ゝ
為
り
し
か
は
、
翌
月

の
雑
誌
に
て
報
告
さ
れ
居
る
筈
な
れ
は
、
初
め
て
教
室
を
訪
ね
し
月
は
雑
誌
を
検
す
れ
は
明
白
に
為
り
得
る
な
り
」
と
記
載
し
て
い
る
。

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
五
四
号
（
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
月
二
〇
日
刊
行
）
の
「
雑
報
」
に
は
、
坪
井
正
五
郎
の
紹
介
に

よ
る
人
類
学
会
の
新
入
会
員
と
し
て
柴
田
と
森
の
住
所
と
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
東
京
人
類
学
会 

一
八
九
九
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
人
類
学
教
室
を
訪
ね
た
の
は
、
明
治
三
一
年
一
二
月
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
〈
（
〉
に
は
、
当
時
の
人
類
学
教
室
の

建
物
の
様
子
や
部
屋
の
配
置
な
ど
が
き
わ
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、建
物
の
配
置
な
ど
は
当
時
の
地
図
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る（
図
）。

初
期
の
人
類
学
教
室
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
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図
　
�柴
田
常
恵
が
初
め
て
訪
れ
た
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
内
の
地
図
�

（
①

人
類

学
教

室
、

②
人

類
学

倉
庫

、
③

理
科

大
学

（
本

部
）、

④
運

動
場

） 

（
東

京
帝

国
大

学
編

 1
93

2『
東

京
帝

国
大

学
五

十
年

史
 下

冊
』

所
収

「
東

京
帝

国
大

学
平

面
図

（
明

治
四

十
年

）」
を

も
と

に
作

成
）
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〈
2
〉
に
は
、
坪
井
正
五
郎
が
主
催
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
人
類
学
会
の
例
会
の
様
子
が
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
名
前
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
例
会
の
出
席
者
に
は
、
大
学
内
外
の
多
く
の
人
々
が
含
ま
れ
、
人
類
学
に
興
味
を
も
つ
人
々
を
分
け
隔
て
な
く
迎
え
入

れ
た
坪
井
の
人
柄
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
〈
3
〉
で
は
、
柴
田
が
人
類
学
教
室
で
拓
本
に
初
め
て
接
し
た
と
き
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
柴
田
は
、
本
學
に
所
蔵
さ
れ
る
柴

田
常
恵
拓
本
資
料
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
二
〇
一
一
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、自
ら
拓
本
を
と
る
だ
け
で
な
く
、

各
地
の
研
究
者
を
通
し
て
多
く
の
拓
本
を
収
集
す
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
考
古
遺
物
の
記
録
媒
体
と
し
て
、
拓
本
に
重
き
を
置
い
て

い
た
。〈
3
〉
に
は
、
坪
井
と
交
友
関
係
を
も
ち
、
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
に
出
入
り
し
て
い
た
民
俗
学
者
山
中
共
古
（
笑
）
が
、
拓

本
を
製
作
す
る
様
子
を
、
柴
田
が
初
め
て
見
た
と
き
の
こ
と
、
拓
本
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
は
、「
弥
生
式
土
器
」
と
い
う
名
を
初
め
て

使
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
蒔
田
槍
次
郎
が
お
こ
な
っ
て
い
た
手
法
を
彼
が
学
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
〈
3
〉

で
は
、
柴
田
と
拓
本
の
出
会
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
興
味
深
い
が
、
当
時
の
人
類
学
教
室
で
は
考
古
遺
物
の
記
録
方
法

と
し
て
実
測
図
へ
と
繋
が
る
写
生
図
が
多
用
さ
れ
、
現
在
、
遺
物
の
図
化
の
際
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
拓
本
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
考
古
学
研
究
手
法
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

　
　

②

　人
類
学
教
室
訪
問
後
に
得
た
人
類
学
会
・
人
類
学
教
室
に
関
連
す
る
人
々
や
団
体
に
関
す
る
内
容
【〈
4
〉～〈
15
〉】

　
〈
4
〉
以
降
は
、
柴
田
常
恵
が
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
へ
の
訪
問
以
後
に
、
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
、
関
係
団
体
に

つ
い
て
他
人
か
ら
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。〈
4
〉
で
は
ま
ず
、
柴
田
が
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に

人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
こ
と
を
記
述
す
る
意
図
、
続
い
て
最
初
期
の
人
類
学
教
室
（
人
類
学
研
究
室
・
人
類
学
室
）
の
様
子
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
柴
田
は
執
筆
の
意
図
に
つ
い
て
、
自
身
が
人
類
学
教
室
に
在
籍
し
た
前
後
の
時
期
に
は
、
当
然
他
の
人
物
も
教
室
に
在
籍
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し
て
い
た
が
、
人
類
学
教
室
の
沿
革
に
興
味
を
持
つ
者
が
少
な
か
っ
た
上
に
、
関
係
者
も
続
々
と
故
人
と
な
る
な
か
で
、
自
ら
が
当
時
の

状
況
を
証
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
古
く
か
ら
人
類
学
教
室
に
籍
を
置
い
て
い
た
八
木
奘
三
郎
に
つ
い
て
、「
八

木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面
の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を

本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
」
と
記
す
。
八
木
奘
三
郎
は
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
、『
ド
ル
メ
ン
』
第
四
巻
第
六
号
の
「
日
本
石
器
時
代
」

と
題
さ
れ
た
特
集
号
に
「
明
治
考
古
学
史
」
と
い
う
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
（
八
木 

一
九
三
五
）。
八
木
の
こ
の
文
章
は
、
自
身
の
経
験

を
も
と
に
、
明
治
の
考
古
学
界
に
つ
い
て
回
想
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
あ
と
で
詳
述
す
る
よ
う
に
若
林
勝
邦
の
来
歴
な
ど
、
柴
田
の
「
人

類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
異
な
っ
て
い
る
点
が
存
在
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
人
類

学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
八
木
の
没
後
で
あ
り
、「
明
治
考
古
学
史
」
は
世
に
出
て
い
た
。
し
か
も
、『
ド

ル
メ
ン
』
の
同
号
に
は
柴
田
も
「
石
器
時
代
研
究
概
観
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
（
柴
田 

一
九
三
五
）。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮

す
れ
ば
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
あ
る
「
八
木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面

の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を
本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
」
の
記
述
は
、
こ
の
八
木
の
「
明
治
考
古
学
史
」

を
意
識
し
て
の
言
及
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

続
く
〈
5
〉～〈
（3
〉
で
は
草
創
期
の
人
類
学
教
室
に
関
係
し
た
人
物
の
来
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、〈
（4
〉
と
〈
（5
〉
に
は

人
類
学
会
と
の
深
い
関
り
合
い
の
中
か
ら
誕
生
し
た
趣
味
同
人
団
体
で
あ
る
集
古
会
の
結
成
と
そ
の
後
の
日
本
の
考
古
学
界
を
牽
引
す
る
こ

と
に
な
っ
た
考
古
学
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
各
部
分
に
記
述
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
5
〉
若
林
勝
邦
の
来
歴

〈
6
〉
哲
学
館
で
の
若
林
に
よ
る
人
類
学
講
義
の
経
緯
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〈
7
〉
坪
井
正
五
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
の
若
林
と
人
類
学
室
、
大
野
延
太
郎
の
来
歴
、
田
中
正
太
郎
の
来
歴

〈
8
〉
鳥
居
龍
蔵
の
来
歴
、
和
田
千
吉
の
来
歴

〈
9
〉
初
期
の
人
類
学
会
と
学
会
誌
刊
行
の
様
子

〈
（0
〉
福
家
梅
太
郎
の
来
歴
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

〈
（（
〉
若
林
勝
邦
が
人
類
学
教
室
を
離
れ
、
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
経
緯

〈
（2
〉
八
木
奘
三
郎
の
来
歴
、
八
木
・
大
野
・
鳥
居
の
人
類
学
教
室
勤
務
最
初
期
の
様
子

〈
（3
〉
林
若
吉
の
来
歴
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

〈
（4
〉
集
古
会
結
成
の
経
緯
、
集
古
会
メ
ン
バ
ー
清
水
晴
風
・
奥
村
繁
太
郎
の
来
歴

〈
（5
〉
考
古
学
会
設
立
の
経
緯
と
人
類
学
教
室

　
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、こ
の
よ
う
に
人
類
学
教
室
の
初
期
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
物
や
団
体
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
記
述
の
多
い
人
物
が
〈
5
〉・〈
6
〉・〈
7
〉・〈
（（
〉
で
言
及
さ
れ
て
い
る
若
林
勝
邦
で

あ
り
、
彼
に
つ
い
て
の
記
述
は
考
古
学
史
的
意
義
も
大
き
い
。

　

若
林
勝
邦
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
生
ま
れ
、
坪
井
正
五
郎
よ
り
も
一
歳
年
長
で
あ
る
。
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
吉
見
百

穴
の
発
掘
調
査
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
古
く
か
ら
坪
井
と
関
り
を
も
ち
、
人
類
学
研
究
室
開
室
後
に
は
同
室
の
雇
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
柴

田
の
先
輩
で
あ
る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
坪
井
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
際
に
は
、
助
手
と
し
て
坪
井
の
留
守
を
任
さ
れ
て

い
る
。
若
林
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
考
古
学
会
設
立
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
同
年
に
人
類
学
教
室
か
ら
帝
国
博
物
館

に
移
っ
て
い
る
。
若
林
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
四
二
歳
の
若
さ
で
没
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
近
代
の
日
本
考
古
学
史
上
最
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初
期
の
重
要
人
物
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
彼
の
事
績
に
つ
い
て
は
多
く
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
齋
藤
忠
の
言
葉
を
か

り
れ
ば
「
忘
れ
ら
れ
た
考
古
学
史
上
の
人
物
」（
齋
藤
一
九
九
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
若
林
に
関
し
て
は
、
齋
藤
忠
（
齋
藤 

一
九
九
二
）

や
杉
山
博
久
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
評
伝
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
は
、
八
木
奘
三
郎
や
鳥
居
龍
蔵
の
回
顧
録
（
八
木 

一
九
三
五
・
鳥
居 
一
九
五
三
）
が
大
い
に
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
類
学
教
室 
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
若
林
勝
邦
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
記
載
や
他
の
人
物
に
よ
る
若

林
に
関
す
る
証
言
と
は
異
な
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
あ
る
若
林
に
関
す
る
記
述

の
特
徴
を
、
若
林
の
来
歴
〈
5
〉、
彼
が
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
〈
6
〉、
そ
し
て
帝
国
博
物
館
に
移

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
〈
（（
〉
に
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
の
若
林
に
関
す
る
他
の
人
物
に
よ
る
証
言
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
研
究
と
比
較
し
な

が
ら
み
て
い
く
。

　

ま
ず
、
彼
の
出
生
に
つ
い
て
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
江
戸
城
馬
場
先
で
幕
臣
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で

の
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
木
の
「
明
治
考
古
学
史
」（
八
木 

一
九
三
五
）
の
記
載
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
若
林
の
出
生
を
め

ぐ
っ
て
、
杉
山
博
久
は
八
木
自
身
が
坪
井
正
五
郎
の
没
後
に
『
人
類
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
一
一
号
に
掲
載
し
た
「
坪
井
博
士
の
美
点
と

欠
点
」（
八
木 

一
九
一
四
）
の
な
か
で
、
坪
井
が
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
な
か
に
若
林
自
身
に
よ
る
記
載
と

し
て
「
何
年
何
月
江
戸
何
藩
邸
に
生
る
」
と
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し（

2
（

、「
確
か
に
幕
臣
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
」

と
し
て
い
る
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）。
こ
の
若
林
の
出
生
に
つ
い
て
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、「
若
林

勝
邦
氏
は
越
後
髙
田
の
榊
原
氏
の
家
臣
な
り
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
坪
井
の
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
の
若
林
の
記
載

を
反
映
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

次
に
若
林
が
坪
井
に
代
わ
っ
て
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
た
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。
若
林
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
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一
一
月
か
ら
四
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
は
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
刊
行
し
た
自
伝
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記
―
考
古
学
と
と
も
に
六
十
年
―
』（
鳥
居 

一
九
五
三
）
の
な
か
で
、

当
初
、
坪
井
が
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
急
遽
若
林
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
鳥
居
の
記
述
に
つ
い
て
、杉
山
博
久
は
坪
井
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
は
翌
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
六
月
か
ら
で
あ
り
、

若
林
が
講
義
を
担
当
し
始
め
た
時
期
と
不
自
然
な
時
間
差
が
あ
る
と
疑
問
を
示
し
、
八
木
奘
三
郎
が
「
明
治
考
古
学
史
」
に
記
す
よ
う
に

哲
学
館
の
創
始
者
井
上
円
了
が
人
類
学
の
講
義
を
坪
井
に
依
頼
し
た
際
に
、
坪
井
が
最
初
か
ら
若
林
を
推
薦
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）。
一
方
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、
若
林
が
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
受

け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、〈
6
〉
の
な
か
で
、
井
上
に
よ
る
坪
井
へ
の
人
類
学
講
義
依
頼
に
対
し
、
坪
井
が
「
未
だ
大
学

に
行
は
ざ
る
に
私
立
の
学
校
に
て
講
ず
る
は
面
白
か
ら
ず
、
去
り
と
て
學
問
の
為
に
は
結
構
な
れ
ば
と
て
」
若
林
が
講
義
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、「
我
國
の
学
校
に
て
始
め
て
人
類
学
の
講
義
を
為
せ
し
は
、
哲
学
館
に
て
若
林
氏
な
れ
ど
、
事
実
は
先
生
の

代
辯
と
し
て
為
せ
し
も
の
な
り
」
と
そ
の
と
き
の
事
情
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、〈
（（
〉
に
は
若
林
勝
邦
が
明
治
二
八
年
に
人
類
学
教
室
を
離
れ
、
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
若
林

が
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
杉
山
博
久
と
齋
藤
忠
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
杉
山
は
、「
い
ま
、
若
林

勝
邦
が
帝
国
博
物
館
に
移
籍
を
希
望
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
」（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
と
し
、
齋
藤
は
「
く

わ
し
い
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
」
と
し
つ
つ
、
若
林
と
帝
国
博
物
館
の
三
宅
米
吉
が
人
類
学
会
の
幹
事
と
し
て
互
い
に
交
流
し
、
考

古
学
会
設
立
の
際
に
も
助
け
合
っ
た
関
係
も
あ
り
、
三
宅
が
引
き
抜
い
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
（
齋
藤 

一
九
九
二
）。「
人
類
学
教

室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、
こ
の
若
林
の
帝
国
博
物
館
へ
の
移
籍
に
つ
い
て
、
牛
込
神
楽
坂
で
の
坑
道
発
見
を
契
機
と
し
て
起

き
た
「
遺
跡
」
騒
ぎ
を
通
し
て
表
面
化
し
た
、
帝
国
博
物
館
の
人
材
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
三
宅
が
坪
井
に
依
頼
し
た
上
で
若
林
が
移
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籍
し
た
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、〈
4
〉～〈
（5
〉
に
は
、
若
林
勝
邦
に
関
す
る
記
述
の
よ
う
に
、
人
類
学
教
室
の
関
係
者
の
来
歴
や
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

関
連
団
体
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
柴
田
は
一
体
い
か
に
し
て
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
中
に
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
〈
4
〉
の
冒
頭
に
「
人
類
学
教
室
の
發
達
に
就
き
て
は
明
治
三
十
五
年
九
月
に
教
室
に
入
り
し
後
ち
、
折
に
触
れ
て
坪

井
先
生
よ
り
語
ら
れ
し
所
な
り
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
情
報
の
出
ど
こ
ろ
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
若
林
勝
邦
の
来
歴
に
関
し
て
坪
井

が
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
の
記
載
と
推
定
さ
れ
る
内
容
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
坪
井
を
は
じ
め
、
当
事
者
本
人
、
ま
た
は
そ
れ
に
近

い
人
物
か
ら
直
接
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
の
内
容
に
つ
い
て
一
部
で
は
あ
る
が
、
考
古
学
史
的
意
義
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
み
て
き
た
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
柴
田
自
身
の
体
験
と
彼
が
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
か
ら
得
た

情
報
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
近
代
考
古
学
の
草
創
期
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
考
古
学
史
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
を
柴
田
が
執
筆
し
た
時
期
は
、
早
く
て
も
昭
和
一
〇
年
代
後
半
で

あ
る
。
こ
の
と
き
彼
は
す
で
に
齢
六
十
を
過
ぎ
て
い
た
。
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
半
世
紀
ほ
ど
も
前
の
自
身
の
体
験
で
あ

り
、
伝
聞
内
容
も
ま
た
、
同
じ
頃
に
聞
い
た
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
る
で
昨
日
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
そ

の
詳
細
さ
に
は
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。大
場
磐
雄
は
、柴
田
常
恵
を
称
し
て「
博
学
多
識
と
い
う
語
は
ま
さ
に
氏
を
指
し
て
い
る
か
と
思
う
」

（
大
場 

一
九
七
一
）
と
述
べ
て
い
る
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
は
、
ま
さ
に
柴
田
の
そ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
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註

　
（
１ 
）
柴
田
常
恵
資
料
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
目
録
、
翻
刻
と
し
て
は
、

　
　

① 
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編 

二
〇
〇
四
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

一
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　
　

②
加
藤
里
美
・
田
中
秀
典 

二
〇
〇
五
「
柴
田
常
恵
『
南
洋
行
―
解
題
と
翻
刻
―
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
六
輯

　
　

③ 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編 
二
〇
〇
六
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

二
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　
　

④ 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
編 

二
〇
一
一 

『
柴
田
常
恵
拓
本
資
料
目
録
』
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

学
術
資
料
館　

が
あ
る
。

　
　

 　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、「
國
學
院
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（http://k-am

c.kokugakuin.ac.jp/D
M

/top.do

）
に
、「
柴
田
常
恵

写
真
資
料
」、「
柴
田
常
恵
瓦
拓
本
資
料
」、「
柴
田
常
恵
野
帳
資
料
」
が
公
開
さ
れ
、
内
容
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。（
平
成
二
八
年

九
月
現
在
）

　
（
２ 

）
八
木
奘
三
郎
の
「
坪
井
博
士
の
美
点
と
欠
点
」（
八
木
一
九
一
四
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「（
坪
井
）
氏
に
学
生

時
代
に
生
年
録
と
も
称
す
可
き
も
の
を
作
り
、
夫
に
知
己
朋
友
の
生
年
月
及
び
誕
生
地
を
記
入
せ
し
め
て
所
蔵
せ
り
、
此
帖
は
井

上
円
了
、
神
保
小
虎
、
有
坂
鉊
蔵
、
白
井
光
太
郎
の
諸
博
士
を
初
め
今
日
滔
々
た
る
学
者
名
士
の
記
述
あ
り
、（
中
略
）
而
し
て
若

林
勝
邦
君
の
記
入
に
は
何
年
何
月
江
戸
何
藩
邸
に
生
る
年
始
て
一
歳
と
あ
る
為
め
飛
だ
御
愛
興
と
な
っ
て
一
坐
を
哄
笑
せ
し
め
た

る
に
、
勝
邦
君
真
面
目
に
て
皆
々
は
漢
文
を
知
ら
ぬ
か
ら
困
る
と
の
答
弁
あ
り
」
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引
用
・
参
考
文
献

　

大
場
磐
雄 
一
九
七
一
「
学
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
恵
の
業
績
」『
日
本
考
古
学
選
集 

一
二 

柴
田
常
恵
集
』
築
地
書
館

　

加
藤
里
美
・
田
中
秀
典 

二
〇
〇
五
「
柴
田
常
恵
『
南
洋
行
―
解
題
と
翻
刻
―
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
六
輯

　
　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館 

二
〇
一
一 『
柴
田
常
恵
拓
本
資
料
目
録
』
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學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館

　

國 

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
編 

二
〇
〇
四
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

一
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

國 

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
編 

二
〇
〇
六
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

二
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

齋
藤
忠 

一
九
八
四
『
日
本
考
古
学
史
辞
典
』
東
京
堂
出
版

　

齋 

藤
忠 

一
九
九
二
「
若
林
勝
邦
の
生
涯
と
そ
の
業
績
―
忘
れ
ら
れ
た
考
古
学
史
上
の
人
物
―
」
大
阪
・
郵
政
考
古
学
会 

編
『
平
井
尚

志
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
巧
』
第
一
集　

大
阪
・
郵
政
考
古
学
会

　

齋
藤
忠 

一
九
九
三
『
日
本
考
古
学
史
年
表
』
学
生
社

　

柴
田
常
恵 

一
九
三
五
「
石
器
時
代
研
究
概
観
」『
ド
ル
メ
ン
』
第
六
巻
第
四
号　

岡
書
院

　

集
古
会
編　

一
九
八
〇
『
集
古　

復
刻
版
』
思
文
閣
出
版

　

杉 

山
博
久 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
「
探
求
に
熱
心
な
る
人
（
一
）～（
六
）―
若
林
勝
邦
小
伝
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
七
巻
第
一
号
～
第

八
八
巻
第
二
号　

日
本
考
古
学
会
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清
野
謙
次 

一
九
五
四
『
日
本
考
古
学
人
類
学
史
（
上
）』
岩
波
書
店

　

坪
井
正
五
郎 

一
八
七
六
「
本
会
略
史
」『
人
類
学
会
報
告
』
第
一
号　

国
光
社

　

寺
田
和
夫 

一
九
七
五
『
日
本
の
人
類
学
』
思
索
社

　

東
京
人
類
学
会 

一
八
九
九
「
雑
報
」『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
五
四
号　

東
京
人
類
学
会

　

東
京
帝
国
大
学
編 

一
九
三
二
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史 

下
冊
』
東
京
帝
国
大
学

　

鳥
居
龍
蔵 

一
九
五
三
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記

―
考
古
学
と
と
も
に
六
十
年

―
』
朝
日
新
聞
社

　

日
本
人
類
学
会 

一
九
五
五
「
柴
田
常
恵
氏
略
歴
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
六
三
巻
第
六
号　

日
本
人
類
学
会

　

長
谷
部
言
人 

一
九
四
二
「
第
十
二
章 

人
類
学
科
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観 

理
学
部
・
東
京
天
文
台
・
地
震
研
究
所
』
東
京
帝
国

　
　

大
学

　

八
木
奘
三
郎 

一
九
一
四
「
坪
井
博
士
の
美
点
と
欠
点
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
一
一
号　

日
本
人
類
学
会

　

八
木
静
山
（
奘
三
郎
） 

一
九
三
五
「
明
治
考
古
学
史
」『
ド
ル
メ
ン
』
第
六
巻
第
四
号　

岡
書
院

　

山
口
敏 

二
〇
〇
五
「
日
本
の
人
類
学
」『
日
本
の
人
類
学
文
献
選
集
』
第
一
巻　

ク
レ
ス
出
版

　
　

付
記

　

解
題
は
、
本
文
と
図
を
石
川
、
表
の
作
成
を
杉
山
と
大
山
が
担
当
し
、
翻
刻
は
杉
山
と
大
山
が
担
当
し
た
。
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〔
書
誌
〕

【
冊
数
】
一
冊

【
寸
法
】
縦
二
七
・
〇
糎
、
横
一
九
・
三
糎

【
装
丁
】
線
装
本
四
ツ
目
綴

【
外
題
】
な
し

【
内
題
】
な
し

【
丁
数
】
四
八
丁
（
扉
含
む
）
本
文
は
三
丁
よ
り
一
七
丁
ま
で

【
本
文
文
字
】
漢
字
仮
名
混
じ
り

【
奥
書
】
な
し

【
そ
の
他
】
扉
裏
に
「
雑
録　

人
類
学
教
室
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
と
記
載
さ
れ
た
付
箋
あ
り
（
本
文
と
異
筆
、
大
場
磐
雄
に
よ
る
か
）

　
　
〔
凡
例
〕

・
本
稿
は
國
學
院
大
學
所
蔵
の
柴
田
常
惠
資
料
の
一
部
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

・ 

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
誤
字
、
当
て
字
、
誤
用
等
を
含
め
、
底
本
の
表
現
を
尊
重
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
異
体
字
等
一
部
の

文
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を
適
宜
追
加
し
た
。

・
底
本
で
改
行
さ
れ
て
い
る
部
分
で
段
落
を
分
け
、
便
宜
上
〈　

〉
で
番
号
を
付
し
た
。

・
翻
刻
者
が
補
っ
た
文
字
は
全
て
〔　

〕
で
示
し
た
。
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〔
資
料
翻
刻
〕

〈
（
〉

初
め
て
帝
大
に
人
類
學
教
室
を
訪
ね
し
は
明
治
三
十
一
年
の
こ
と
ゝ
覺
ゆ
。
棚
橋
一
郎
先
生
の
設
立
さ
れ
し
史
學
館
に
在
り
し
時
に
し
て
駒

込
な
る
中
學
郁
文
館
に
並
置
さ
れ
し
も
の
な
る
が
、
二
回
の
卒
業
生
を
出
せ
し
の
み
に
て
廃
校
に
皈
せ
り
。
最
初
の
在
學
生
は
十
名
前
後

に
て
人
類
學
は
坪
井
先
生
の
講
ぜ
ら
る
ゝ
所
に
し
て
同
學
に
森
潤
三
郎
氏
あ
り
。
同
氏
は
鷗
外
博
士
の
舎
弟
、
小
金
井
教
授
の
義
弟
と
て
、

帝
大
の
事
情
を
知
り
居
り
し
か
は
、
坪
井
先
生
よ
り
教
室
の
来
観
を
誘
わ
れ
し
よ
り
勝
手
知
り
た
る
森
氏
と
赴
き
し
な
り
。
教
室
は
運
動

場
の
北
側
に
道
を
隔
て
ゝ
東
西
に
長
く
延
び
た
る
平
屋
建
木
造
の
ペ
ン
キ
塗
に
て
灰
色
と
記
憶
す
。
坪
井
先
生
在
室
さ
れ
し
が
、
標
本
室

の
案
内
は
八
木
奘
三
郎
氏
に
し
て
此
時
始
め
て
八
木
氏
を
知
り
し
な
り
。
教
室
は
講
義
室
、
図
書
室
、
教
授
室
、
研
究
室
の
四
室
相
列
な
り
、

講
義
、
研
究
の
両
室
は
大
に
し
て
、
図
書
、
教
授
の
二
室
は
小
さ
く
半
ば
程
な
り
。
更
に
研
究
室
に
接
し
て
一
間
の
小
使
室
あ
り
し
が
、
奥

の
方
は
物
置
に
使
用
せ
ら
る
。
廊
下
は
幅
一
間
の
も
の
北
側
に
存
し
、
東
端
を
正
面
と
為
す
も
一
般
の
出
入
は
多
く
西
方
の
入
口
を
利
用
し

居
り
。
北
側
の
中
央
に
も
扉
の
設
け
あ
り
し
が
、
全
く
使
用
す
る
こ
と
な
く
鎖
せ
し
侭
な
り
。
南
側
は
道
路
に
沿
ひ
て
四
目
垣
と
し
、
其

内
側
は
裁
込
み
と
為
り
、
西
に
接
し
て
埴
輪
を
主
と
す
る
古
墳
関
係
品
を
入
る
ゝ
独
立
の
小
建
物
あ
り
。
勿
論
一
室
な
り
。
二
階
建
四
戸

前
連
続
の
倉
庫
は
教
室
よ
り
離
れ
理
科
大
学
本
館
の
東
南
に
あ
り
、
石
器
時
代
の
遺
物
を
始
め
と
し
台
湾
南
洋
諸
外
国
及
び
ア
イ
ヌ
土
俗

品
陳
列
せ
ら
れ
、
階
下
の
第
二
第
三
室
は
石
器
時
代
の
遺
物
が
未
整
理
の
状
態
に
て
置
か
れ
居
た
り
。
斯
か
る
状
態
は
後
年
予
が
人
類
學

教
室
員
と
し
て
関
係
す
る
に
至
り
し
後
と
雖
も
、
大
躰
に
於
て
変
る
所
な
か
り
し
な
り
。
此
時
に
森
氏
と
共
に
人
類
學
会
に
入
會
す
る
こ

と
ゝ
為
り
し
か
は
、翌
月
の
雑
誌
に
て
報
告
さ
れ
居
る
筈
な
れ
は
、初
め
て
教
室
を
訪
ね
し
月
は
雑
誌
を
検
す
れ
は
明
白
に
為
り
得
る
な
り
。
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〈
2
〉

其
後
毎
月
の
人
類
學
會
の
例
會
に
は
出
席
せ
し
が
、
坪
井
先
生
は
開
會
の
始
に
報
告
を
為
さ
れ
、
終
に
種
々
批
判
や
補
足
を
与
へ
ら
る
ゝ

を
常
と
し
、
此
事
は
先
生
の
最
後
ま
で
変
る
こ
と
な
く
學
會
を
常
に
指
導
す
る
に
力
め
ら
れ
居
り
た
り
。
例
會
後
に
は
研
究
室
の
ス
ト
ー

プ
を
繞
り
て
心
行
く
ま
で
学
事
上
の
雑
談
が
行
は
れ
、
必
ず
餅
菓
子
が
出
づ
る
こ
と
ゝ
為
り
居
り
、
各
方
面
の
人
々
と
て
趣
味
の
盡
く
る

こ
と
な
く
晩
景
に
及
ぶ
を
常
と
せ
り
。
屡
掩
出
席
す
る
人
に
は
、
大
学
関
係
に
は
喜
田
貞
吉
、
下
村
三
四
吉
、
中
沢
澄
男
、
岡
部
精
一
、

藤
田
明
、
堀
田
璋
左
右
、
原
秀
〔
四
〕
郎
、
佐
藤
傳
蔵
な
ど
の
諸
氏
、
民
間
よ
り
は
山
中
笑
、
奥
村
繁
次
郎
、
蒔
田
槍
次
郎
、
関
保
之
助
、

野
中
完
一
、
伊
能
嘉
矩
、
村
髙
幹
博
、
林
若
吉
の
諸
氏
な
ど
あ
り
。
主
と
し
て
土
俗
遺
物
並
に
遺
跡
が
話
題
と
為
り
、
遠
足
の
計
画
な
ど

は
雑
談
の
間
に
起
る
傾
向
あ
り
た
り
。
例
會
後
の
場
合
を
別
に
す
る
も
、
教
室
へ
来
れ
ば
誰
人
か
来
り
居
り
て
種
々
の
談
話
に
甚
た
賑
か

な
る
も
の
あ
り
し
か
ば
、
関
係
者
は
本
郷
辺
に
来
り
或
は
大
学
に
来
れ
ば
一
應
立
寄
る
こ
と
ゝ
為
り
、
何
時
も
来
客
絶
へ
ず
し
て
其
間
に

種
々
の
有
益
な
る
報
告
齎
ら
さ
れ
し
所
多
く
、
知
見
を
廣
む
る
こ
と
大
な
り
し
は
敢
て
予
の
み
に
は
あ
ら
さ
る
べ
し
。

〈
3
〉

野
中
完
一
氏
が
教
室
よ
り
福
岡
縣
に
赴
き
、
石
神

〔
マ
マ
〕山

よ
り
石
盾
を
持
来
り
て
間
も
な
き
頃
の
事
と
覺
ゆ
。
山
中
笑
氏
は
古
銭
の
研
究
家

た
り
し
よ
り
、
拓
本
の
作
製
を
為
す
は
今
に
始
ま
ら
ず
金
石
文
を
も
行
ひ
居
り
し
か
は
、
教
室
に
来
り
て
石
盾
の
拓
本
を
造
り
、
之
れ
に

坪
井
先
生
に
一
策
を
請
は
る
ゝ
侭
狂
躰
の
和
歌
を
書
せ
ら
れ
し
を
見
た
り
。
拓
本
の
作
製
は
始
め
て
見
し
は
此
時
な
る
が
敢
て
予
の
み
に

あ
ら
ざ
る
も
の
ゝ
如
く
、
遺
物
の
拓
本
に
作
る
に
適
す
る
も
の
少
か
ら
ざ
れ
と
、
教
室
の
諸
君
に
て
従
来
は
殆
ん
と
試
み
る
も
の
な
く
、

専
ら
大
野
延
太
郎
氏
の
写
生
に
待
ち
写
真
も
使
用
さ
れ
ざ
る
状
態
な
り
し
に
依
り
て
知
り
得
べ
し
。
従
来
一
般
に
行
は
れ
し
は
釣
鐘
墨
な

れ
ど
鐘
銘
な
と
を
僅
に
為
し
得
る
に
過
ぎ
ず
、
石
土
の
間
に
行
は
る
ゝ
乾
拓
は
扁
平
な
る
碑
面
に
適
す
る
も
時
間
を
要
し
て
簡
単
に
為
し

得
ず
、
古
銭
家
の
間
に
古
く
行
は
る
ゝ
墨
肉
に
依
る
濕
拓
の
便
な
る
こ
と
を
山
中
氏
よ
り
聴
く
に
至
り
し
な
り
。
八
木
奘
三
郎
氏
が
教
室
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よ
り
朝
鮮
へ
赴
く
に
當
り
拓
本
用
の
墨
肉
を
調
達
せ
ら
れ
し
が
、
神
田
明
神
女
阪
下
な
る
印
判
屋
の
墨
肉
が
専
ら
古
銭
家
の
使
用
す
る
も

の
に
て
他
の
家
の
も
の
は
拓
本
適
せ
ず
、
と
の
こ
と
ゝ
て
特
に
其
家
の
印
肉
を
調
達
さ
れ
し
筈
な
り
。
此
時
八
木
氏
に
同
伴
さ
れ
し
は
山

中
氏
の
令
息
な
り
し
と
記
憶
す
る
が
、
朝
鮮
に
て
左
程
に
多
く
の
拓
本
を
作
ら
れ
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
八
木
氏
は
終
生
拓
本
に
は
餘
り

に
興
味
を
感
せ
ら
れ
し

（
マ
マ
（と

見
え
、
此
方
面
に
就
て
は
著
し
き
事
績
を
聞
く
に
至
ら
ざ
り
き
。
此
頃
教
室
へ
屡
掩
来
ら
る
ゝ
蒔
田
槍
次
郎
氏

は
旗
本
の
家
に
て
、
駒
込
傳
中
な
る
岩
崎
氏
の
六
義
園
の
向
側
に
住
せ
し
が
、
拓
本
に
興
味
を
持
ち
和
鏡
古
瓦
な
と
を
拓
本
と
為
し
、
之

れ
を
切
抜
き
臺
紙
に
帳
付
け
て
整
理
さ
れ
し
が
、
氏
は
写
真
絵
画
な
ど
技
術
に
堪
能
な
り
し
故
出
来
栄
へ
甚
だ
宜
し
き
を
得
た
り
。
此
事

は
予
が
教
室
へ
入
り
し
後
な
れ
ど
蒔
田
氏
の
整
理
法
を
見
る
に
至
り
、
之
れ
に
従
ふ
こ
と
ゝ
す
。
其
時
に
至
る
も
拓
本
を
作
る
こ
と
は
教

室
に
於
て
も
予
以
外
に
は
殆
ん
ど
試
み
る
も
の
な
く
、
稀
に
野
中
完
一
氏
が
研
究
の
為
め
と
云
ふ
よ
り
蒐
集
の
便
宜
上
よ
り
之
れ
を
行
ふ

こ
と
あ
る
程
度
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
墨
肉
を
始
め
と
し
て
其
材
料
を
用
意
さ
れ
ず
。
文
科
大
学
に
は
史
料
編
纂
掛
と
雖
も
之
れ
を
行
ふ
も
の

な
く
、
拓
本
は
取
扱
ふ
も
之
れ
を
作
る
こ
と
な
く
、
工
科
大
学
に
て
は
建
築
科
に
て
関
野
貞
氏
の
朝
鮮
古
建
築
調
査
に
拓
本
を
作
ら
る
ゝ

も
の
あ
れ
ど
釣
鐘
墨
に
依
る
を
主
と
し
、
之
れ
を
一
度
火
に
し
て
軟
め
た
る
を
指
頭
を
以
て
作
る
独
自
の
工
夫
に
依
る
一
種
の
乾
拓
と
も

云
ふ
べ
き
も
の
に
属
し
、
平
滑
な
る
も
の
廉
大
な
る
も
の
に
適
す
る
も
然
ら
ざ
る
に
は
効
な
し
。
博
物
館
の
歴
史
課
に
森
田
正
安
氏
あ
り

て
善
く
拓
本
を
作
り
し
が
、
碑
石
の
類
に
し
て
文
字
を
主
と
せ
し
よ
り
考
古
學
に
は
関
係
を
有
せ
ざ
り
き
。

〈
4
〉

人
類
學
教
室
の
發
達
に
就
き
て
は
明
治
三
十
五
年
九
月
に
教
室
に
入
り
し
後
ち
、
折
に
觸
れ
て
坪
井
先
生
よ
り
語
ら
れ
し
所
な
り
。
教
室

の
こ
と
は
何
事
も
心
得
置
き
貰
ひ
度
く
躾
て
此
事
も
歴
史
の
一
端
な
る
べ
し
と
て
語
ら
れ
し
が
、
別
に
記
録
す
る
程
も
な
か
り
し
か
は
心

得
置
く
程
度
に
聞
き
流
し
置
け
り
。
教
室
に
は
大
野
、
鳥
居
の
両
先
輩
あ
り
し
も
事
務
に
携
は
る
こ
と
少
く
、
教
室
の
こ
と
は
主
と
し
て

先
生
の
指
揮
を
仰
ぎ
て
予
の
関
係
す
る
所
た
り
し
よ
り
理
學
部
の
本
部
の
接
觸
も
繁
く
、
殊
に
歴
史
関
係
の
こ
と
な
と
は
大
野
、
鳥
居
の
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両
先
輩
に
は
歓
心
を
惹
か
さ
り
し
故
に
や
、
殆
ん
と
語
ら
る
ゝ
所
な
か
り
し
。
先
生
逝
き
給
ひ
て
は
殆
ん
ど
之
れ
を
知
る
も
の
な
く
、
八

木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面
の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を

本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
、
尚
ほ
教
室
を
去
り
て
よ
り
久
し
き
を
経
る
も
の
あ
り
。
若
林
勝
邦
、
佐
藤
傳
蔵
、
大
野
延
太
郎
の
諸
先
輩
に
次

ぎ
、
八
木
氏
ま
た
逝
か
れ
て
殆
ん
と
往
事
を
語
る
も
の
な
く
、
鳥
居
氏
の
後
を
受
け
て
松
村
瞭
氏
教
室
に
主
た
り
し
も
此
等
の
こ
と
に
は

全
く
無
趣
味
に
し
て
念
と
す
る
所
な
し
。
長
谷
部
言
人
氏
更
に
其
後
を
受
け
し
も
、
醫
學
部
出
身
に
て
先
生
御
他
界
後
に
教
室
に
出
入
せ

ら
る
ゝ
様
に
為
り
、
其
後
新
潟
仙
台
に
轉
し
て
松
村
氏
の
後
を
継
が
れ
し
こ
と
ゝ
て
、
往
事
を
知
れ
る
も
の
は
大
半
逝
き
て
残
存
す
る
は

乏
し
く
、
其
間
に
接
觸
の
機
會
も
乏
し
き
よ
り
、
今
に
し
て
筆
録
せ
ざ
れ
ば
遂
に
知
り
能
は
ざ
る
も
の
あ
る
べ
し
。
東
京
人
類
學
會
の
設

立
は
先
生
等
が
尚
ほ
大
學
の
學
生
た
り
し
時
代
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
教
室
の
發
達
は
先
生
が
明
治
十
九
年
七
月
理
科
大
學
動
物
学
科
を

卒
え
て
大
學
院
に
入
り
人
類
學
を
専
攻
さ
る
ゝ
に
始
ま
る
。
人
類
は
動
物
に
属
す
れ
ど
動
物
學
は
主
と
し
て
下
等
動
物
の
研
究
に
力
む
る

も
人
類
自
身
の
研
究
も
行
は
る
べ
し
、
と
の
立
場
よ
り
動
物
學
よ
り
人
類
學
を
専
攻
さ
る
ゝ
に
至
り
し
も
の
に
て
、
其
入
學
を
も
許
可
さ

れ
し
所
以
な
り
。
當
時
の
動
物
主
任
は
箕
作
佳
吉
先
生
な
り
し
な
り
。
先
生
始
め
人
類
學
會
の
関
係
者
に
依
り
土
器
石
器
類
が
蒐
集
せ
ら

れ
、
先
生
が
大
學
院
を
卒
え
て
二
十
一
年
九
月
に
理
科
大
學
助
手
を
命
ぜ
ら
る
ゝ
頃
に
至
り
、
動
物
學
教
室
よ
り
離
れ
て
一
室
を
設
け
ら

る
ゝ
こ
と
ゝ
為
り
、
今
は
存
せ
さ
れ
ど
麟
祥
院
の
裏
手
を
突
当
り
無
縁
坂
に
折
る
ゝ
場
處
に
大
學
病
院
の
鉄
門
あ
り
、
後
に
赤
門
脇
に
移

さ
れ
て
資
料
編
纂
掛
と
為
り
た
る
大
時
計
の
建
物
あ
り
し
が
、
其
傍
ら
な
る
旧
来
の
建
物
の
一
室
が
人
類
學
の
為
に
与
へ
ら
る
ゝ
に
至

り
、
未
だ
教
室
と
称
す
る
を
得
ざ
れ
は
假
に
人
類
學
室
と
云
ひ
居
り
。
門
札
に
も
斯
く
書
さ
れ
し
も
の
倉
庫
内
に
残
存
せ
る
を
見
し
こ
と

あ
る
が
、
印
判
に
も
人
類
學
室
の
四
字
を
刻
す
る
も
の
残
存
し
居
た
り
。
此
名
称
は
別
に
定
ま
れ
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
便
宜
上
よ
り
先
生

の
案
出
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
一
般
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
と
云
ふ
。
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〈
5
〉

若
林
勝
邦
氏
は
越
後
髙
田
の
榊
原
氏
の
家
臣
な
り
。
其
頃
東
京
に
は
小
學
校
の
設
備
貧
弱
に
し
て
寺
小
屋
風
の
も
の
多
く
、
裏
長
屋
な
ど

を
利
用
し
て
経
営
す
る
私
學
校
を
代
用
と
為
す
状
態
に
て
、
明
治
三
十
年
に
及
び
予
の
上
京
せ
し
後
に
於
て
も
然
る
も
の
尚
ほ
比
々
と
し

て
存
し
、
公
立
の
小
學
校
は
一
区
内
に
二
三
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
若
林
氏
は
此
種
の
小
學
校
の
湯
島
辺
に
在
る
も
の
に
教
員
た
り
し
が
、
坪

井
先
生
を
訪
ね
て
人
類
學
に
興
味
を
有
す
る
に
至
り
、
遂
に
未
だ
英
語
を
知
ら
さ
り
し
よ
り
、
先
生
は
之
れ
を
教
へ
し
が
、
勉
強
に
は
随

分
熱
心
な
る
も
の
あ
り
し
と
云
ふ
。
氏
が
榊
原
氏
の
藩
邸
は
龍
岡
町
に
在
り
し
こ
と
ゝ
て
小
学
校
の
餘
暇
大
學
に
来
り
て
教
を
受
く
る
便

宜
が
あ
り
し
故
も
あ
る
べ
し
。

〈
6
〉

東
洋
大
学
の
前
身
な
る
哲
學
館
が
井
上
円
了
氏
に
依
っ
て
設
立
せ
ら
れ
、
未
だ
現
在
の
小
石
川
鶏
声
ヶ
窪
な
ら
ず
駒
込
に
在
り
し
設
立
の

當
初
に
於
て
、
人
類
学
の
講
義
を
先
生
に
依
頼
せ
し
が
、
最
新
の
學
問
と
て
井
上
氏
の
之
れ
が
講
義
を
望
ま
れ
し
も
理
由
あ
る
こ
と
な
り
。

然
れ
ど
も
坪
井
先
生
は
未
だ
大
学
に
行
は
ざ
る
に
私
立
の
学
校
に
て
講
ず
る
は
面
白
か
ら
ず
、
去
り
と
て
學
問
の
為
に
は
結
構
な
れ
ば
と

て
先
生
に
代
り
て
若
林
氏
が
講
義
に
出
掛
く
る
こ
と
ゝ
為
り
、
タ
イ
ラ
ー
の
人
類
學
を
若
林
氏
に
教
へ
て
直
に
之
れ
を
哲
学
館
に
行
き
て

講
じ
た
り
き
。
故
に
我
國
の
学
校
に
て
始
め
て
人
類
学
の
講
義
を
為
せ
し
は
、
哲
学
館
に
て
若
林
氏
な
れ
ど
、
事
実
は
先
生
の
代
辯
と
し

て
為
せ
し
も
の
な
り
。

〈
7
〉

明
治
二
十
二
年
六
月
人
類
学
研
究
の
為
め
先
生
の
海
外
留
學
の
こ
と
あ
る
に
及
び
、
若
林
氏
は
先
生
に
代
り
て
大
學
助
手
と
為
り
、
不
在

中
の
人
類
學
室
に
主
と
為
り
、
人
類
学
會
の
こ
と
は
三
宅
米
吉
氏
代
っ
て
編
輯
に
當
ら
る
ゝ
事
と
為
る
。
若
林
氏
は
先
生
の
不
在
中
に
、

全
國
の
石
鏃
を
調
査
し
て
形
式
の
分
布
を
見
る
と
て
各
地
に
旅
行
を
試
み
、
採
集
の
石
鏃
を
写
生
す
る
為
め
大
野
延
太
郎
氏
に
託
す
る
に

【翻刻】石川先生・杉山先生・大山先生.indd   138 2017/02/22   10:58:40



139 柴田常恵遺稿「雑録　人類学教室 考古学会のことども」

至
れ
り
。
三
宅
氏
は
金
港
堂
に
あ
り
て
教
科
書
の
編
纂
に
従
事
さ
れ
し
が
、
其
画
工
と
し
て
大
野
氏
は
勤
務
し
居
ら
れ
し
よ
り
、
人
類
學

雑
誌
の
編
輯
に
當
り
挿
入
の
圖
画
を
描
く
こ
と
な
ど
よ
り
若
林
氏
に
接
近
の
機
會
を
生
じ
、
時
々
人
類
学
室
に
来
り
て
石
鏃
を
写
生
す
る

に
至
り
し
な
り
。
一
枚
幾
何
と
云
ふ
定
め
に
て
成
績
に
依
り
て
画
料
を
支
拂
は
れ
居
り
た
り
。
大
野
氏
は
先
生
の
海
外
よ
り
皈
朝
前
よ
り

関
係
す
る
所
に
し
て
、
石
鏃
や
石
斧
の
写
生
を
為
す
に
実
物
と
比
較
と
て
若
林
氏
が
寸
毫
の
相
違
な
き
様
に
と
云
は
れ
、
大
学
の
先
生
は

変
な
こ
と
を
為
さ
し
む
る
も
の
、
と
思
ひ
な
か
ら
為
し
た
り
と
云
は
る
。
大
野
氏
は
越
前
丸
岡
の
有
馬
氏
の
家
臣
に
し
て
洋
画
を
松
岡
寿

に
学
び
、
飛
騨
髙
山
の
中
學
校
に
画
学
教
師
と
し
て
赴
き
し
が
、
辞
し
て
東
京
に
皈
り
金
港
堂
に
関
係
す
る
に
至
り
し
な
り
。
後
年
鳥
居

龍
蔵
氏
の
生
蕃
調
査
に
随
ひ
て
臺
湾
に
赴
き
、
火
傷
の
為
め
死
亡
す
る
に
至
り
し
田
中
正
太
郎
は
當
時
の
生
徒
の
一
人
に
て
、
其
頃
に
も

石
器
を
弄
び
居
り
し
よ
り
教
塲
に
て
叱
り
し
こ
と
あ
り
し
が
、
後
に
上
京
し
て
計
ら
す
も
人
類
学
教
室
に
出
入
す
る
こ
と
ゝ
為
り
て
相
會

せ
る
な
り
。
田
中
氏
は
教
室
員
に
あ
ら
ざ
り
し
も
、
教
室
發
行
の
石
器
時
代
遺
蹟
地
名
表
の
最
初
の
編
輯
に
当
り
し
は
、
氏
と
林
若
吉
氏

と
の
両
名
な
り
。

〈
8
〉

鳥
居
竜
蔵
氏
は
坪
井
先
生
が
洋
行
前
に
徳
島
縣
旅
行
さ
れ
し
時
訪
ね
来
り
て
先
生
を
知
る
に
至
り
し
も
の
に
て
、
後
に
は
徳
島
人
類
学
會

を
其
地
に
起
せ
し
な
り
。
同
様
に
和
田
千
吉
氏
は
姫
路
に
在
り
て
、先
生
の
其
地
に
到
り
し
際
に
知
り
て
姫
路
人
類
学
會
を
起
せ
し
な
り
。

和
田
氏
は
酒
井
家
の
旧
臣
に
て
町
奉
行
を
務
め
し
家
柄
と
聞
け
る
が
、
郵
便
局
に
勤
務
し
居
り
、
後
に
東
京
に
出
て
ゝ
中
央
電
話
局
に
轉

じ
、
更
に
帝
室
博
物
館
に
入
る
に
至
れ
り
。
鳥
居
氏
は
久
し
か
ら
す
し
て
上
京
せ
し
が
、
郷
里
の
関
係
に
て
小
杉
榲
邨
氏
に
接
近
せ
し
も
、

人
類
学
室
へ
出
入
せ
し
が
、
先
生
洋
行
後
は
若
林
氏
の
好
む
所
と
為
ら
ず
、
遂
に
出
入
を
禁
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
よ
り
、
先
生
の
歸
朝
ま

で
は
其
事
な
か
り
し
が
、
歸
朝
さ
る
ゝ
に
及
び
許
さ
れ
て
出
入
す
る
に
至
り
し
由
先
生
よ
り
聞
く
所
な
り
。
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〈
9
〉

人
類
学
会
は
坪
井
先
生
等
が
尚
ほ
大
学
の
学
生
た
り
し
頃
、
同
好
の
白
井
光
太
郎
、
福
家
梅
太
郎
等
と
謀
り
て
設
立
さ
れ
し
も
の
に
て
、

神
田
孝
平
氏
が
根
岸
武
香
氏
に
宛
て
ら
れ
し
書
面
に
も
見
ゆ
る
如
く
、
學
校
生
徒
等
の
設
立
す
る
も
の
を
神
田
氏
の
援
助
に
依
り
會
長
に

も
推
さ
れ
し
な
り
。
最
初
は
炭
酸
紙
一
枚
刷
な
り
し
を
改
め
て
活
版
と
為
せ
し
も
の
に
て
、雑
誌
の
配
達
に
は
郵
便
に
託
す
る
も
あ
る
が
、

通
学
の
往
複
に
道
寄
り
し
て
郵
便
受
箱
に
投
入
せ
し
由
は
後
年
神
保
小
虎
氏
よ
り
聞
く
所
な
り
。
印
刷
所
は
佐
久
間
衡
治
氏
が
新
に
秀
英

舎
を
起
す
に
當
り
、定
期
刊
行
物
が
慾
し
と
の
こ
と
に
て
佐
久
間
氏
自
ら
来
り
て
請
は
れ
し
よ
り
、秀
英
舎
に
て
印
刷
せ
し
む
る
に
至
れ
り
。

秀
英
舎
は
後
年
大
に
發
展
し
て
東
京
に
於
て
有
数
の
印
刷
所
と
為
る
に
及
び
し
も
、
人
類
学
雑
誌
は
左
程
の
發
達
を
為
す
に
至
ら
す
、
部

数
は
五
百
を
出
づ
る
こ
と
少
く
、
而
か
も
印
刷
費
の
支
拂
は
發
行
所
た
る
哲
学
書
院
よ
り
捗
々
し
か
ら
ず
、
秀
英
舎
と
し
て
は
迷
惑
を
感

ぜ
し
も
の
ゝ
如
し
と
雖
、
創
業
以
来
の
定
期
刊
行
物
と
て
、
佐
久
間
氏
歿
後
も
引
続
い
て
為
し
居
り
た
り
。
哲
学
書
院
は
越
後
の
髙
頭
氏

の
始
む
る
所
に
し
て
井
上
円
了
氏
の
関
係
に
依
る
も
の
な
る
が
、
人
類
学
雑
誌
の
發
行
所
と
為
り
し
も
此
関
係
に
由
来
す
。
學
會
は
最
初

は
單
に
人
類
學
会
と
称
せ
し
も
、
将
来
各
地
に
同
様
の
會
合
の
設
立
を
考
慮
し
東
京
の
二
字
を
冠
せ
し
も
の
に
て
、
北
陸
人
類
学
会
を
始

め
姫
路
徳
島
に
も
兎
に
角
に
設
立
を
見
る
に
至
り
し
な
り
。
尚
ほ
雑
誌
に
挿
入
の
圖
画
は
長
原
孝
太
郎
氏
の
筆
に
為
る
も
の
に
て
、
同
氏

は
岐
阜
縣
人
に
し
て
同
縣
人
の
関
係
に
て
神
田
氏
に
寄
寓
せ
し
為
め
な
る
が
、後
に
動
物
學
教
室
に
画
工
と
し
て
在
職
せ
し
こ
と
あ
れ
ば
、

先
生
皈
朝
後
の
掛
圖
用
の
絵
画
は
氏
の
筆
に
よ
る
も
の
多
く
存
し
、
大
野
延
太
郎
氏
の
教
室
に
入
る
に
及
び
、
長
原
氏
は
美
術
学
校
に
轉

せ
し
為
め
関
係
薄
ら
ぐ
に
至
る
。

〈
（0
〉

福
家
梅
太
郎
氏
は
香
川
縣
人
に
し
て
駒
塲
の
農
科
大
学
出
身
な
り
。
人
類
学
会
創
立
前
よ
り
先
生
と
親
交
深
く
郷
里
の
農
學
校
長
た
り
し

も
、
上
京
の
都
度
先
生
を
訪
ね
ら
る
。
学
生
時
代
に
は
相
共
に
遺
物
の
採
集
に
出
掛
け
ら
れ
し
由
な
る
が
、
学
校
の
関
係
に
て
渋
谷
方
面
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の
遺
跡
を
踏
査
さ
る
ゝ
に
至
り
し
が
、
モ
ー
ス
の
大
森
貝
塚
の
調
査
に
依
り
専
ら
貝
塚
が
縄
文
土
器
を
出
た
す
こ
と
ゝ
為
り
居
り
し
が
、

目
黒
の
土
器
塚
よ
り
大
森
貝
塚
と
同
様
の
土
器
を
出
だ
す
に
依
り
、貝
塚
以
外
に
遺
物
包
含
地
の
存
す
る
を
始
め
て
知
る
に
至
り
し
な
り
。

始
め
福
家
氏
は
此
事
を
語
ら
ず
秘
密
に
附
し
置
き
し
が
、
偶
々
同
道
に
モ
ー
ス
の
講
演
を
聴
き
し
際
、
學
問
は
公
開
し
て
相
共
に
研
究
す

べ
き
旨
を
述
べ
し
に
感
ず
る
所
あ
り
、
其
皈
途
泣
い
て
土
器
塚
の
事
を
秘
密
せ
し
を
詫
び
て
語
ら
れ
、
直
に
実
査
に
赴
き
し
程
純
真
の
人

な
り
と
先
生
よ
り
聞
く
所
な
り
。

〈
（（
〉

若
林
勝
邦
氏
が
帝
室
博
物
館
技
手
に
轉
せ
し
は
、
牛
込
神
楽
坂
上
に
坑
道
現
は
れ
盛
ん
に
新
聞
を
賑
は
し
来
観
者
群
集
せ
し
時
の
こ
と
な

り
。
先
生
も
之
れ
を
見
學
に
出
掛
け
ら
れ
し
が
、
小
杉
榲
邨
氏
の
鑑
定
書
な
る
も
の
を
入
口
に
掲
げ
、
衆
人
の
注
意
を
ひ
か
し
む
る
も
の

あ
り
。
専
門
家
な
ら
ぬ
小
杉
氏
の
書
す
る
所
な
る
に
、
博
物
館
の
用
紙
に
記
せ
ら
る
。
此
際
、
先
生
は
本
郷
方
面
の
麹
屋
に
赴
き
、
其
製

造
塲
の
内
見
を
求
め
し
が
、
地
下
に
坑
道
を
穿
ち
隣
家
の
み
な
ら
ず
道
路
を
横
切
り
て
遠
く
掘
鑿
し
居
る
こ
と
ゝ
て
、
問
題
を
生
ず
る
を

虞
れ
て
最
初
は
之
れ
を
拒
み
し
が
、
堅
く
口
外
せ
ざ
る
旨
を
約
し
て
漸
く
之
れ
を
見
る
を
得
た
り
。
坑
道
は
幾
條
も
造
ら
れ
居
る
が
、
極

め
て
清
潔
な
る
も
の
に
て
、使
用
久
し
き
に
及
へ
ば
發
酵
面
白
か
ら
ず
と
て
、廃
棄
し
て
新
に
営
む
も
の
と
云
ふ
。神
楽
坂
上
に
存
す
る
も
の
、

同
様
に
麹
室
な
る
こ
と
知
ら
れ
し
よ
り
、
不
當
な
る
鑑
定
を
為
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
如
何
に
も
博
物
館
と
し
て
為
せ
し
か
の
如
く
其
用
紙

を
以
て
せ
る
は
館
員
た
る
小
杉
氏
と
し
て
不
都
合
な
り
と
て
、
其
歴
史
課
長
た
る
三
宅
米
吉
氏
を
其
居
に
訪
ね
て
交
渉
せ
ら
れ
し
よ
り
、

幾
何
も
な
く
鑑
定
書
は
取
除
か
れ
世
間
の
評
判
も
消
ゆ
る
に
至
れ
り
。
此
事
あ
り
て
よ
り
、博
物
館
に
此
方
面
の
知
識
を
有
す
る
も
の
な
く
、

英
語
を
解
す
る
も
の
な
き
有
様
と
て
失
態
を
生
ぜ
し
こ
と
な
れ
ば
、
新
知
識
を
入
る
ゝ
意
味
に
て
三
宅
氏
よ
り
若
林
氏
の
貰
ひ
受
け
を
先

生
に
交
渉
を
見
る
に
至
れ
り
。
既
に
若
林
氏
と
の
間
に
は
一
應
の
承
諾
あ
り
し
模
様
と
て
、
先
生
も
承
知
さ
れ
て
遂
に
若
林
氏
は
博
物
館

へ
轉
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
博
物
館
と
し
て
は
初
め
て
人
類
学
の
心
得
あ
り
て
英
語
を
解
す
る
新
人
を
得
た
る
も
の
に
て
、
写
真
器
を

使
用
す
る
も
ま
た
若
林
氏
に
始
ま
る
と
云
は
る
。
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〈
（2
〉

八
木
奘
三
郎
氏
が
教
室
に
関
係
す
る
に
至
り
し
は
、
若
林
氏
と
姻
戚
関
係
あ
り
し
故
な
り
。
教
室
は
先
生
の
外
に
助
手
た
る
若
林
氏
の
み

な
り
し
か
人
を
雇
ふ
餘
裕
を
有
せ
ざ
る
よ
り
、
室
内
の
掃
除
な
ど
に
若
林
氏
は
苦
痛
を
感
ぜ
し
が
、
小
使
な
れ
は
使
用
し
て
も
宜
し
と
の

こ
と
あ
る
に
及
び
、
若
林
氏
の
紹
介
に
依
り
八
木
氏
は
教
室
に
来
れ
る
な
り
。
年
少
な
れ
ど
勉
学
心
篤
き
故
、
好
ん
で
大
学
来
れ
る
も
の

と
て
、
最
初
は
羽
織
袴
を
着
用
し
て
来
れ
り
。
時
に
は
八
木
氏
の
掃
除
の
成
績
宜
し
か
ら
ざ
れ
ば
注
意
し
呉
れ
と
自
身
の
紹
介
せ
し
所
と

て
直
接
に
云
ひ
て
可
な
る
べ
き
に
、
先
生
に
之
れ
を
頼
め
る
こ
と
も
あ
り
し
と
。
大
学
に
て
は
小
使
な
れ
は
所
定
の
半
纏
を
着
用
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
と
て
、
八
木
氏
に
着
せ
し
め
し
が
、
支
給
の
も
の
は
大
柄
と
て
肩
上
を
為
し
て
着
せ
し
が
、
在
室
中
の
み
に
て
往
復
は
勿
論
然

ら
ざ
り
し
と
。
後
に
八
木
氏
は
雇
員
に
轉
ぜ
し
が
、
大
野
延
太
郎
氏
は
三
宅
氏
に
依
り
人
類
学
雑
誌
の
挿
図
描
写
の
こ
と
よ
り
、
若
林
氏

の
指
揮
に
依
り
石
鏃
類
の
図
写
の
為
め
教
室
の
事
に
関
係
す
る
に
至
り
し
が
、
仕
事
に
應
じ
て
謝
礼
を
受
く
る
程
度
な
り
し
。
後
に
は
雇

員
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
、
人
類
学
会
よ
り
は
挿
図
の
多
寡
に
依
ら
ず
月
額
の
揮
毫
料
を
給
せ
ら
れ
、
大
学
よ
り
の
給
料
と
併
せ
て
得
る
こ

と
ゝ
為
り
、
八
木
氏
ま
た
大
学
の
給
料
と
雑
誌
編
纂
手
當
を
月
額
に
得
る
こ
と
ゝ
為
り
、
両
氏
共
に
殆
ん
と
同
額
を
得
る
様
に
為
り
、
鳥

居
龍
蔵
氏
は
最
初
は
写
字
料
と
し
て
月
々
五
円
程
を
給
せ
ら
れ
し
も
、
請
求
に
應
ず
る
支
拂
の
形
式
な
り
し
を
、
後
に
雇
員
と
為
り
助
手

に
任
せ
ら
れ
し
も
、
俸
給
に
於
て
は
殆
ん
ど
同
額
の
廿
円
な
り
。
な
ほ
、
予
が
教
室
に
入
り
た
る
明
治
三
十
五
年
に
然
り
き
。

〈
（3
〉

林
若
吉
氏
は
海
軍
の
軍
醫
監
た
り
し
林
紀
を
父
と
し
、
外
務
大
臣
た
り
し
林
薫
、
順
天
堂
病
院
の
佐
藤
進
は
共
に
父
の
兄
弟
な
り
。
父
は

洋
行
中
肺
を
病
み
遂
に
癒
え
ず
し
て
逝
き
し
よ
り
、
若
吉
氏
は
一
粒
種
の
遺
子
な
る
が
、
性
虚
弱
に
て
常
に
咽
喉
を
痛
め
て
ハ
ン
ケ
チ
を

巻
き
居
る
始
末
と
て
、
學
事
に
専
ら
な
る
に
適
せ
ず
。
人
類
學
は
常
に
野
外
を
跋
渉
し
て
労
役
を
こ
と
ゝ
す
る
傾
向
あ
れ
ば
と
て
、
教
室

へ
出
入
す
る
こ
と
ゝ
為
り
た
り
。
先
生
の
父
上
、
信
良
先
生
が
蘭
醫
の
関
係
に
て
林
家
と
の
関
係
あ
り
し
よ
り
、
此
事
あ
る
に
至
り
し
も
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の
な
り
。
林
氏
は
單
に
教
室
に
来
る
に
止
ま
り
し
が
、
同
様
の
理
由
に
依
り
、
後
に
松
村
任
三
氏
の
一
粒
種
の
瞭
氏
は
人
類
学
教
室
に
来

る
こ
と
ゝ
為
り
、
撰
科
入
学
を
為
す
に
至
れ
り
。
林
氏
は
毎
日
教
室
に
来
る
様
に
為
り
し
か
ば
、
何
等
か
の
定
ま
れ
る
仕
事
あ
る
を
可
と

し
、
石
器
時
代
地
名
表
の
編
纂
が
見
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
別
に
辞
令
を
受
け
居
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
、
集
古
会
の
方
面
に
力
を
注
ぎ
、

趣
味
の
生
活
を
主
と
為
せ
し
よ
り
、
遂
に
は
教
室
に
遠
ざ
か
る
に
至
り
し
が
、
靖
国
神
社
裏
手
の
屋
敷
地
に
住
し
、
門
構
の
様
子
、
住
宅

の
模
様
、
す
べ
て
旧
幕
府
時
代
を
偲
ぶ
に
足
る
も
の
あ
り
。
一
二
度
訪
ね
し
こ
と
あ
り
し
が
、
後
に
三
輪
田
女
学
校
に
敷
地
共
に
賣
却
し
、

牛
込
市
ヶ
谷
に
新
居
を
卜
す
る
に
至
り
愈
々
趣
味
的
採
集
に
力
め
、
古
書
並
に
切
支
丹
遺
物
な
ど
に
顕
著
な
る
成
績
を
挙
げ
し
も
、
基
く

所
は
人
類
学
教
室
よ
り
發
足
せ
る
な
り
。

〈
（4
〉

集
古
會
は
明
治
三
十
五
年
十
二
月
に
長
逝
せ
る
根
岸
武
香
翁
を
會
長
と
せ
し
所
に
て
、
其
支
持
に
待
つ
も
の
多
く
、
翁
の
歿
後
は
事
務
所

が
其
居
の
湯
嶌
天
神
町
な
り
し
を
移
し
て
、
林
若
吉
氏
の
居
宅
た
る
麹
町
四
番
町
に
轉
ぜ
し
め
、
會
務
は
専
ら
林
氏
の
執
る
所
と
為
り

し
が
、
會
長
は
之
れ
を
頷
き
た
り
。
集
古
會
の
起
る
に
至
り
し
は
、
人
類
学
教
室
へ
趣
味
の
人
々
絶
え
ず
出
入
せ
し
よ
り
、
其
間
に
愛
玩

の
器
物
を
持
寄
り
て
會
合
を
催
し
度
き
希
望
を
懐
く
に
至
り
て
、
明
治
廿
八
年
頃
に
集
古
會
の
成
立
を
見
る
に
至
り
し
な
り
。
坪
井
先
生

も
大
に
賛
意
を
表
せ
ら
れ
し
よ
り
、
八
木
奘
三
郎
、
大
野
雲
外
の
両
氏
は
幹
事
の
任
に
當
り
し
の
み
な
ら
ず
、
最
初
の
参
加
者
が
教
室
関

係
者
若
く
は
其
勧
誘
に
基
く
も
の
多
き
所
以
な
り
。
随
っ
て
會
塲
は
清
水
晴
風
氏
の
世
話
に
て
外
神
田
仲
町
な
る
大
時
計
前
な
る
青
柳
に

て
催
す
こ
と
ゝ
為
り
て
も
、
色
々
の
相
談
は
教
室
に
於
て
行
は
れ
、
開
會
の
度
毎
に
林
若
吉
は
教
室
に
来
り
、
課
題
に
関
係
す
る
器
物
を

倉
庫
よ
り
借
出
し
て
陳
列
す
る
を
例
と
せ
ら
れ
、
會
誌
の
発
行
に
も
最
初
は
大
野
雲
外
氏
の
筆
に
成
る
表
紙
画
を
以
て
す
る
状
態
な
り
し

な
り
。
根
岸
翁
逝
き
し
後
も
同
様
の
状
態
に
あ
り
し
も
、
八
木
氏
教
室
を
去
り
、
坪
井
先
生
他
界
せ
ら
れ
、
其
間
に
教
室
と
の
間
に
関
係

深
か
り
し
山
中
笑
氏
等
相
次
き
て
簀
を
易
ゆ
る
に
及
び
、
大
野
雲
外
氏
の
み
独
り
存
す
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
ま
た
林
氏
と
前
後
し
て
世
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を
終
る
に
至
り
し
よ
り
、
旧
来
の
會
員
に
し
て
尚
ほ
遺
存
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
す
と
雖
、
當
初
の
事
情
に
就
て
は
多
く
知
る
所
な
く
、

知
る
も
趣
味
の
傾
向
を
異
に
す
る
よ
り
殆
ん
と
忘
れ
ら
れ
、
全
く
無
関
係
の
状
態
と
為
れ
る
な
り
。
清
水
晴
風
氏
は
神
田
旅
籠
町
に
住
め

る
車
屋
に
て
、
今
日
此
頃
な
ら
は
荷
物
自
動
車
業
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
な
る
が
、
諸
国
の
玩
具
を
集
め
て
繪
画
を
善
く
せ
し
が
家
業
を
廃

し
て
は
特
色
な
し
と
自
ら
も
云
ひ
、
大
野
氏
等
も
之
れ
を
推
賞
せ
し
が
、
遂
に
は
口
髭
を
蓄
へ
、
車
屋
を
廃
し
繪
ビ
ラ
な
ど
を
描
く
に
至

り
し
と
雖
、
集
古
會
に
依
り
て
人
に
知
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
湯
島
天
神
町
な
る
切
通
し
に
居
り
し
奥
村
繁
次
郎
氏
は
焼
芋
屋
で
芋
繁

と
呼
ば
れ
、
種
々
の
古
書
を
捜
索
し
て
上
野
の
図
書
館
に
入
り
て
勉
強
も
為
し
、
ま
た
珍
し
き
書
籍
を
求
め
て
図
書
館
へ
世
話
を
も
為
し
、

英
書
を
読
む
力
を
有
せ
る
人
な
り
し
が
、何
時
し
か
焼
芋
を
廃
す
る
に
至
り
し
は
惜
ま
る
ゝ
所
た
り
。此
等
の
集
古
會
に
依
っ
て
知
ら
る
ゝ

に
至
り
し
人
尠
か
ら
ず
。
根
岸
翁
は
湯
島
に
居
り
し
関
係
よ
り
、
廿
五
日
に
天
神
講
と
称
し
て
同
好
者
を
自
宅
に
集
め
て
會
合
を
催
す
こ

と
も
あ
り
、
或
は
料
理
研
究
者
石
井
泰
次
郎
氏
を
し
て
上
野
の
鴬
亭
に
て
時
代
料
理
の
會
合
を
為
す
な
ど
、
集
古
會
よ
り
派
生
す
る
種
々

の
事
項
は
幾
多
の
推
移
を
経
て
後
年
に
影
響
す
る
も
の
多
き
を
覺
ゆ
。

〈
（5
〉

考
古
學
會
の
設
立
に
際
し
、
最
初
の
打
合
せ
會
は
人
類
學
教
室
に
て
行
は
れ
し
由
を
坪
井
先
生
よ
り
聴
く
所
な
り
。
集
古
會
は
趣
味
本
位

な
れ
ど
考
古
學
會
は
研
究
を
本
位
と
為
す
を
以
て
、毎
月
の
例
會
に
も
教
室
を
提
供
す
る
筈
に
為
り
居
り
し
が
、愈
々
會
合
を
催
す
に
至
り
、

上
野
の
美
術
学
校
に
て
開
く
に
至
り
し
が
、
福
地
復
一
氏
が
美
術
学
校
に
在
職
せ
し
故
な
り
と
。
最
初
の
考
古
学
會
雑
誌
よ
り
考
古
と
題

す
る
頃
は
、
後
に
神
田
の
鎌
倉
河
岸
に
移
り
し
石
川
正
作
氏
の
東
洋
社
に
て
發
行
さ
れ
し
も
廃
刊
と
為
り
し
を
、
三
宅
米
吉
先
生
の
斡
旋

に
て
考
古
界
と
改
題
し
て
金
港
堂
よ
り
出
版
を
見
る
に
至
り
、
更
に
柳
田
國
男
氏
の
世
話
に
て
本
郷
の
聚
精
堂
よ
り
出
版
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ
為

り
て
考
古
学
會
雑
誌
と
称
す
る
に
至
れ
り
。
其
間
に
於
て
三
宅
先
生
は
學
會
の
會
長
に
推
さ
れ
、
博
物
館
を
中
心
と
す
る
形
態
を
整
ふ
る

に
至
り
し
が
、
帝
大
に
接
近
す
る
傾
向
動
き
て
毎
月
の
例
會
を
帝
大
の
山
上
會
議
所
に
て
開
く
こ
と
ゝ
為
り
し
が
、
関
係
者
の
都
合
な
ど

よ
り
見
合
さ
れ
て
、
今
は
博
物
館
に
於
て
行
は
る
ゝ
に
至
り
し
は
、一
學
會
の
推
移
に
も
奇
し
き
因
縁
の
程
を
察
知
す
る
に
足
る
も
の
あ
り
。
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（ 1 ）  000  國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9 号　平成 29 年 3 月

公開学術講演会（平成 28 年 10 月 22 日）

描かれた近世の祭礼

福　原　敏　男

はじめに

　ただいまご紹介いただきました福原と申します。

　今回は國學院大學図書館所蔵『つしま祭』絵巻の話と、神田明神の神田明

神祭礼に関する 2 資料について、三題噺のような形で進めさせていただきた

いと思います。

　渡る祭礼、渡御祭、行列、この問題につきましては、私も数年前に千葉県

佐倉市の国立歴史民俗博物館でおこなわれた企画展示「行列にみる近世−武

士と異国と祭礼と−」（会期：平成 24 年 10 月 16 日〜 12 月 9 日）において、

現在、同館の館長である久留島浩先生のもとで、「祭礼行列」のパートを担

当しました。そのときのコンセプトは、特に前近代の城下町祭礼などは「渡

る
4

」ではなくて、権力者により「渡らされる
4 4 4

」でした。

　これはどういうことかと申しますと、外交行列、例えば、琉球慶賀使節、

朝鮮通信使節、婚姻行列、葬送行列、祭礼行列にしても、國學院大學の根岸

茂夫先生が研究なさっているような大名行列、参勤交代などの武家の行列に

しましても、参加者としては行列を意図する権力のもとで、粛々と整列させ

られて渡るということなんです。

　祭礼の史料を見てまいりますと、「渡物」とありますが、江戸時代の史料

は振り仮名が無いものですから、「渡り
4

物」か、「渡し
4

物」か、どのように読

むかというのは難しい問題だと思います。参加者にとっては「渡り物」なん

ですけれども、もしかしたら、お殿様などが「渡す」という視点も必要かも
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しれない。

　あるいは、「通物」、これもよく出てきます。どういうものが「通り物」か

というと、歌舞音曲、つまり、お囃子を奏しながら、仮装してある物語を装っ

て行列するもの、これを「通り物」といいます。

　例えば、博多でしたら、名菓の名前にもなっている「通りもん」ですが、

福岡藩主が上覧する博多松囃子の出し物が参加者から見ると通り物です。

　これも「通り
4

物」と読むのか、「通し
4

物」と読むのか、主体が参加者だっ

たら「通り物」、あるいは「通りもん」なんでしょうけれども、これが上（権

力者）からの目線でしたら、「通し物」、「通しもん」になる。

　特に前近代のこういうパレードが、近代に支配者の前を行く「行進」とい

う用語変更になったとしても、みずからの主体的な意思ではなく、きちんと

整列・進行させられることは変わりません。藩主上覧のある城下町祭礼行列

でしたら、お殿様の前で「期待される行列の姿」を見せる。きちんと並ぶ、

点呼がある、チェックがあります。このように「渡らせられる」行列という

視点が国立歴史民俗博物館の展示コンセプトでした。

　現在、日本政府は、京都の祇園祭をはじめ、33 の山、鉾、屋台、山車の

ような祭礼造形物を、ユネスコの無形文化遺産に登録提案をしています。今

月末頃に勧告があり（平成 28 年 10 月 31 日に「記載」の勧告）、来月の終わ

りぐらいにユネスコの無形文化遺産に登録される（平成 28 年 12 月 1 日に登

録）ことを願ってのお話も含まれます。

　今回、私は祭礼絵巻の中でも山車とか、山、鉾、屋台、だんじり、曳き山、

立て物、船などの造形に注目してお話ししたいと思います。

　従来、こういう祭礼絵巻の研究は、美術史の研究者が主に行っていました。

特に祭礼図研究の中心は東京大学教授の佐藤康宏氏です。『日本の美術 484　

祭礼図』（1）の中で、佐藤氏は、特に近世初期風俗画と呼ばれるジャンルの中

でも、室町の終わりから近世の初めにかけて描かれた屏風のうち、賀茂競馬、
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描かれた近世の祭礼 （ 3 ）  000      

現在の京都国立博物館の正門の前で豊臣秀吉の七回忌として行われました豊

国祭礼、滋賀県大津市坂本の日吉山王祭、京都祇園祭の 4 つの祭礼屏風を中

心に、取り上げられています。

　そして、佐藤氏は、それ以外は絵画表現としては見劣りがするとしていま

す。この見解は美術史家としてはあくまでも絵画表現が命であるとして、正

当な意見だと思います。その一方、正確な歴史民俗学的な資料という視点で

は考えない。いかにうまく描いているか、絵空事が含まれていようが関係な

いんだ、という美術史家としての視点でお書きになっている。

　摂津の住吉祭礼や、愛知県の津島祭の祭礼図屏風も、海外に流出したもの

を含めると、かなりたくさんございます。私は、佐藤氏が注目する 4 祭礼だ

けではなくて、あと 2、3 祭礼の近世初期風俗画を含めてほしかったのですが、

美術史家の視点で分析されたということで、一定の評価は受けていると思い

ます。

　その本の中で佐藤氏は、「江戸時代の祭礼図」を付論として最後につけ加

えられました。そして、江戸時代の祭礼図は熱狂の姿ではなくて、冷めた雰

囲気になっている。祭礼の全貌を示すような画面から転じて、見物人や山や

鉾といった個別のモチーフの細部を詳しく描く方向へ向かったとしていま

す。それは記録画にはなっているんですけれども、絵として見るべきものは

そんなにない、というのが美術史家としての視点でした。

　私は民俗的祭礼図として、絵画表現を重視するプロの絵師による作例でな

くても、絵空事が排された、特に神田明神の祭礼図などは表現としては落ち

ても、美術史家の評価はそんなに高くなくても、記録画として、歴史民俗資

料として使えるとして評価したいと思いました。

一、國學院大學図書館所蔵『つしま祭』絵巻　楽車・大山の疑問

　愛知県・津島神社の津島祭は、現在は 7 月の第 4 土日に行われております。

184

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   3 2017/02/21   20:21:46



000  （ 4 ）

　・在外の『津島祭礼図屏風』

　このスライドはフランスの東洋美術コレクターとして有名なエミール・ギ

メが集めましたパリのギメ美術館が持っている、『津島祭礼図屏風』（江戸時

代前期、紙本著色、八曲一双）（2）の 1 コマです 。夜宮、あるいは宵宮と書か

れる前夜祭に出る巻藁船は、竹の先に提灯をたくさんつけた様子のお祭りで

す。翌日の朝祭り、本祭りになりますと、その巻藁と言われる提灯を一切取

りまして、楽車（だんじり）船が姿をあらわすわけです。左側が楽車で、右

側が大山です。大山は明治 4 年（1871）まで行われておりましたが、明治 5

年以降全てなくなりました。

　大山は上から下まで 20 メートル程の高さを誇っていました。

　大山は、特に濃尾平野、中京圏の山車、だんじり、曳き山、屋台にはいく

つか出ていて、中世的な雰囲気を残している出し物として注目されます。

　鯛と大蛇が 3 層目の一番上に飾られ、その上に湯立て巫女のからくりが乗る。

2 層目のところに足摩乳（あしなづち）、手摩乳（てなづち）と呼ばれる高

砂のような男女 2 体の人形が乗せられる。

　楽車の上には、それを出す地域が、毎年異なる能人形をかざる。そして、

下では、祭礼囃子が奏され、特に鞨鼓稚児舞（史料上、八撥）という 2 人の

稚児たちが、腰のところに鞨鼓という大鼓をつけて打ちつつ舞う。

　宵宮の巻藁船ももう一隻のほうに描かれていて、これはある意味では異時

同図法により、同じ屏風の片双に前夜祭と本祭日、夜と朝両方が描き分けら

れている。

　この屏風が描かれたのと同じ頃（寛永期頃）、京都「四条河原遊楽図屏風」

によると、四条河原で軽業曲芸の蜘蛛舞と言われるアクロバティックな芸が

行われていたらしく、この屏風の大山の帆柱にも同様な綱渡り芸が描かれて

います。これが絵空事かどうかというのは、史料批判がなかなか難しいです。

このスライドも大山で、2 艘の船の上にこのような櫓が立てられています。

1 層目、2 層目、3 層目が、それぞれ幕で覆われています。

　拡大すると、こちらにも大山の上の部分に大蛇が巻きつき、鯛が飾られて

183

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   4 2017/02/21   20:21:46



描かれた近世の祭礼 （ 5 ）  000      

います。津島祭の大山には大蛇と鯛がつきものでした。そして、2 層目の上

には、やはり翁と媼、足摩乳、手摩乳とも言われる人形が置かれています。

　その左側には楽車が描かれ、上には能人形、そして、2 人の稚児による鞨

鼓稚児舞が演じられています。

　これは、大英博物館が所蔵している『津島神社祭礼図屏風』（寛文年間頃、

紙本金地著色、八曲一双）（3）で、このスライドが前夜祭で、先ほどの車楽船

の前夜の姿です。提灯がたくさんつけられております。

　大英博物館蔵屏風解説では、車楽と大山のうち、大山のほうをクローズアッ

プしたいと思います。

　大山には大蛇と鯛が描かれ、2 層目の上に足摩乳、手摩乳が飾られるはず

なんですが、裏側にあるのか、省略されたのか、ここには描かれておりません。

そして、こちらが楽車で、全部で 5 つ出ます。下の層にはやはり鞨鼓稚児舞

がおりまして、その上に能人形が置かれます。毎年趣向を凝らして能人形を

組み立てて飾るわけです。

　近代津島祭を描いたいろいろな史料がありますが、明治 4 年まで出ていた

大山には、「大山」と書く史料と「山車」と書く史料があります。「山車」と

書いて「だし」とよまず、「おおやま」と読んだものと思われます。
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図 1　津島天王祭　宵祭（國學院大學博物館所蔵）

図 2　同　朝祭
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　・國學院大學図書館『つしま祭』絵巻

　こちらが國學院大學図書館所蔵の『つしま祭』絵巻です。六曲一双、左隻

と右隻からなる屏風という絵画形態では非常にパノラミックに、一目瞭然に

描かれますが、これは絵巻物、巻子（かんす）という形態です。

　後で地形の説明をしますけれども、屏風も絵巻もまず図 3 の天王橋、つま

り、津島天王社が鎮座する向島というところに渡っていくところから始まる。

左側が中の島になっていた津島、そして、現在は神明町というところに津島

神社が鎮座している。

　

図 3　『つしま祭』天王橋（國學院大學図書館蔵）
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　これが宵祭の巻藁船です。

　絵巻物という絵画形態は、屏風や掛け軸などと違いまして、同時に見るこ

とのできる人は数人から 10 人程に限られ、一度に肩幅ぐらいの長さに広げ

て巻きながら見ます。そして、行列という時間的な進行と空間的な移動をあ

らわすには、適した絵画形態だと思われます。

　この絵巻もまず図 4 の宵宮の巻藁船が先行して、その後に朝祭りが続くと

いう時間的な移行が絵巻物に描かれています。先ほどの屏風とは少し違いま

すが、二艘の船を繋いだ上の巻藁船です。ここではたくさんの提灯を付けた

巻藁ですが、朝祭りのときにはどうなるかということを後で説明したいと思

います。

　先頭を行く巻藁船に続いて、他の津島の 4 つの村から出た楽車船が続きま

す。先ほどのギメ美術館、大英博物館のものと同じように、図 5 の楽車船に

も腰の部分に鞨鼓という楽器をつけた稚児がのっています。

図 4　同　巻藁船
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　こちらが、朝祭りの大山です。絵巻物というのは、天地幅が和紙の大きさ

に規定されるというか、私が見た中では、50 センチ程が最大だと思います。

定型は 30 センチ程という天地幅の制約によって、楽車船はかなり押しつぶ

されて表現されている。大山の場合はもっと大きく、20 メートルになんな

んとする三層立ての大山が図 6 のような表現になる。

図 5　同　鞨鼓稚児舞

図 6　同　大山船
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　そして、先ほどの屏風で説明しましたように、本来大蛇は 2 層目あたりに

飾られ、ここには手摩乳、足摩乳という翁、媼の 2 体の人形があったはずで

すが、『つしま祭』絵巻では鶴とそれを射ようとする人形が置かれています。

　この絵巻は絵師名不詳ですが、私の想像するところ、おそらく、京都の町

絵師工房の人が津島祭を実見せず、工房にストックされた情報をもとに描い

た。3 層目の上の作り物の岩組や松は、実際の大山にはあり得ない表現です。

津島天王祭には大山というのが出ると聞き、大山と言うからには、何か山状

の作り物があるはずだ、と絵師が考えたのではないでしょうか。

　こちらは楽車船のほうです。先ほどの屏風、あるいは近代の錦絵にも、こ

の上には能人形、毎年新作された或る能の 1 コマがつくられるはずなのです

が能人形はなく、やはり岩組と松、下の層には鞨鼓稚児舞です。

　大山は、全て大蛇が 3 層目を巻いている表現です。上に岩山の作り物と、

もみじあるいは楓、そして、能の 1 場面が 2 層の上につくられる。

図 7　同　楽車船
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　図 8 も大山です。やはりこちらも大蛇が二層目を巻いている。ここに鯛釣

り恵比寿、この鯛と大蛇。大蛇は大山に不可欠なので、伝聞というか、大山

を描くとしたら、大蛇と鯛がいるものだ、という情報は絵師に伝わっていた

と思われます。しかし、足摩乳、手摩乳はこちらには描かれていない。

　図 9 が楽車船、こちらにも鞨鼓稚児舞が描かれている。これは正確だと思

いますが、頂部の岩組と松は想像でつけ加えてしまったものと思います。

図 8　同　大山（恵比寿と鯛）
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　図 10 も大山で、連太鼓に雷神が飾られています。津島では、何年に、

どういう能の人形を飾ったのかという年表が研究者によってつくられていま

すが（4）、この出し物が何年かというのは、今のところ私は見つけることはできて

いません。

図 10　同　大山　連太鼓に雷神

図 9　同　楽車船
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　私は、この絵巻の大山の大蛇・竜蛇の表現について注目しています。私は

これまでの論文の中で、岐阜県の御嵩薬師祭礼、あるいは同じ岐阜県美濃市

のひんここ祭などの大山を扱ってきました（5）。熱田神宮境内の南新宮社の天

王祭は、祇園天王系のお祭りで、ここにも大山が出ていたのですが、これも

明治初年になくなりました。ここにも竜蛇が出ていました。濃尾平野の大山

は、竜蛇とセットになって出ていましたが、幾つかは明治初年でなくなって

います。

　御旅所と御本社の間に東海道新幹線が通ってしまった岐阜県の南宮大社で

は、現在でも 5 月連休の蛇山神事では御旅所の大山で蛇頭が操られて櫓上に

現れ、左右に回転しながら上空に伸び上がる蛇頭の舞が行われます。

　このような竜蛇に関しまして、私は「美濃御嵩の願興寺祭礼」（6）で触れま

した。

　現在ユネスコ無形文化遺産への登録が提案されている 33 の祭りの中で、

津島天王祭と京都の祇園祭りと福岡の博多祇園山笠、この 3 つが中世以来の

伝統を持つ祭りです。あとの祭りは、おそらく近世中後期、多くは文化文政

期（1804 〜 1830 年）以降に山車、だんじり、曳き山がその地域、その地域の、

いわゆる町人の財政的な蓄積とか、職人技術と相まって形成されてきたもの

と思われます。けれども、この津島では、少なくとも室町時代からこのよう

な祭りが形成されていると思います。

　夏の津島祭はお神葭（みよし）流し及び絵のような川祭りを中心に 3 カ月

程にわたって行われ、悪疫、夏の疫病などに対する津島牛頭天王への信仰を

背景にしております。この川祭りは、津島の 5 つの巻藁船による宵祭りに、

翌日には市江車が加わり、6 艘による朝祭りから形成されておりまして、今

の絵巻は巻藁船の宵祭り、メインが楽車と大山の船からなる川祭りです。

　この絵巻の景観年代、あるいは作成年代の決定は今後の作業になると思い

ます。

　地理的環境について述べます。津島は尾張国の最も西にあります。特に室

町時代、美濃、伊勢を結ぶ河川交通上の要衝として発展しました。そして、
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室町末期に津島 5 カ村、米の座、堤下、今市場、筏場、下構が成立します。

現在は池のようになってしまっていますが、津島天王社の前には天王川とい

う河川が貫通しておりまして、津島 5 カ村が、室町時代の終わり頃から門前

町として非常に栄えてきた。先ほど述べた大山や楽車の船が天王川をさかの

ぼる、これが川祭りとしての津島祭の姿でした。天王川の西には揖斐川や木

曽川などの大河が流れている。そして、朝祭りには、南の市江島からも楽車、

加えて本来は大山の船も出て、まずは市江車が先陣を切っていました。

　しかし、江戸時代には天王川がだんだん浅瀬となる。つまり、川底に土砂

が堆積して、なかなか浚渫、川浚いできず、港としての機能はむしろ佐屋

街道、佐屋宿のほうに移り、天明 5 年には上流がせきとめられまして、入江

の状態となり、やがて現在のような池となってしまった。

　津島の 5 カ村から出る 5 つの船は、前夜は巻藁船、当日の朝、上層に能人

形を飾りかえて、楽車船、さらに明治 4 年までは朝祭りには 5 ヵ村それぞれ

に大山船、さらに市江車、計 11 が出、これは推定ですけれども、かつては

市江にも大山があったらしく、そのときには、にぎやかに 12 もの船が朝祭

りに出ていました。

　『張州雑志抄』という近世の地誌を読みますと、大山というのは、「からみ

置きたる車船（敷船）の上に第一の楼を組置き」、その上に第 2、第 3 の楼

を組み立てて、「陸地より大綱を付して曳いて積重」、「大綱を以てこれを固

く結び」、この作業を「山揚げ」といいます。これに布幕をもって飾りつけ

たとあります。最も下の楼を一の山、その上を二の山、三の山と唱え、一番

下は大体三間程（約 5.5 メートル）、その上はそれぞれ 2 間、2 間、さらにそ

の上に 1 間の野山、そして、2 間の人形柱、あるいは屋台 1 間、以上高さ 11 間、

約 20 メートルにもなんなんとするような大山をつくる。

　二の山の前面には翁と媼（手摩乳、足摩乳）の人形を置き、その年の当番

は三の山の屋台上に「鉄砲打ち」を出すのが、どうも定番で決まっていたら

しい。そして、そのほかの置物としては、能から採った出し物を置いて、そ

の下に大蛇と大きな鯛を対置し、舞わせると『張州雑志抄』にあります。
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　つまり、屋台の上の人形として、当番車は鉄砲打ちと定められ、他の 4 つは

ローテーションで決まる。大山は適宜人形を定めていたということです。

　國學院大學図書館の『つしま祭』絵巻は、おそらくこの津島牛頭天王信仰

圏ではない京都で作成されたのではないか。ガイドブック、あるいは人から

の伝聞情報を得た京都の絵師、その工房が「大山」と聞いて、何か作り物を

連想して、山状を表現する岩組と松を頂部に置いたのではないか。一般的な

近世の絵巻物という形態の天地幅の制約は 30 センチ程ということもあって、

上が押しつぶされたような表現にならざるを得ず、楽車の描写は写実的では

ない。この絵巻は、記録画としては同時代の文献史料と対照すること（史料

批判）が必要だと思います。とはいえ、決して本資料自体が使えないとか、

歴史民俗学的な史料にならないわけではない。実は名古屋市立博物館にも、

この『つしま祭』絵巻の参考になるような絵巻が収蔵されております。

　さまざまな史料を収集して、比較検討する中で今後研究が進んでいきます。

この絵巻の中でも使えるところと使えないところがいろいろあります。それ

を精査して史料批判を経た上で、記録画として使えるところを汲み取ってい

こう、というのが祭礼図研究の大きな目的の 1 つだと思います。

二、神田祭に「猿の生き肝」

　「神田祭に猿の生き肝」に入っていきたいと思います。

　・近世の都市祭礼と絵画

　近世の肉筆の祭礼図は、都市の祭礼行列を描いたものが非常に多いです。

中でも、江戸時代の政治都市であります城下町の祭礼を描いたものが非常に

多い。これは寺社側が出す神輿の渡御、あるいは馬や輿で移動する神主や僧、

そういう寺社側が出すような行列。氏子の町人は山車とか、附祭（つけまつり）

を出す。さらに藩士や、江戸の場合は町奉行の与力・同心などが警固・供奉

する。この 3 部構成からなっております。つまり祭礼行列は、寺社、町人（氏

子）、藩士あるいは与力や同心の供奉・警固からなる。
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　藩や幕府による経済的な援助がある場合、官祭、御用祭、あるいは惣町祭

礼などと言われます。惣町祭礼というのは、例えば、城下町が数ヵ町から成

り立っているとすると、一つ一つの町には稲荷とか、天神とか、城下町構成

町ごとに氏神があって、そこでも小規模な祭りがあります。惣町祭礼という

のは、基本的には、全ての城下町構成町が参加する。各町の氏神ごとの祭り

とは異なって、全城下町構成町が参加する祭礼組織である。ある意味で、労

働夫役と経費負担です。江戸時代には、身分ごとに「役」を負担する。本町

人だったら、本町人としての「役」を負担する。労働夫役的な負担から、経

済的なもの、さまざまな諸役の一つとして、惣町祭礼に参加する。

　中には裃を着て、本町人が威儀を正して行列をするという参加の仕方もあ

るし、雇い祭りといって、現在の学生のアルバイトのように金を払って、町

以外の人を雇（飲食、宿泊させる場合もある）う場合もある。

　例えば、長崎くんちの場合ですと、江戸時代前期（17 世紀頃）以来、普段、

人糞を汲ませてやっている周辺の農家や港湾労働者に肉体労働や囃子方・傘

鉾持ちを依頼する。

　神田祭の場合は、神社の祭器、剣鉾みたいなものや神馬、社家が騎馬で行列

をする。そして、神輿渡御。町奉行、与力・同心、あるいは在江戸の藩士の警

固や供奉、そして、町人による山車巡行と附祭、お雇い祭りから構成されます。

　この附祭とお雇い祭りというのは、移動舞台芸能、あるいは歌舞音曲や仮

装の練り物が中心です。

　私は一番初めに通り物、渡り物と申しました。練り物というのも、いろい

ろな字を充てますけれども、パレードの出し物の 1 つです。作り物の曳物な

どが、お雇い祭り、附祭として出されました。

　そして、神田祭の場合は 36 組、現在の永田町の日枝神社の前身である山

王権現の江戸山王祭の場合は 45 組の山車番組があり、定番の出し物があっ

たわけです。人形の趣向など、附祭やお雇い祭りは、基本的に毎回新しく変

えます。その制作費や人的な負担は非常に大変だったと思われますけれども、

参加町人にとっては、誇らしげであり、「役」の負担という側面もあったん
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ですけれども、楽しみであったと思います。

　・国立国会図書館所蔵「神田明神御祭礼御用御雇祭絵巻」巻五

　本日お話する「猿の生き肝」の曳き物というのは、36 の山車番組より出

る定番の山車ではありません。寛政年間頃から神田祭と山王祭りにはお雇い

祭りが登場してまいります。これはどういうことかと申しますと、神田祭り

の場合は、36 組を構成する 49 の氏子町がありました。一番の大伝馬町、二

番の南伝馬町から始まって、36 本以上の山車を 49 カ町が 36 組に構成され

て支える。一番小さいところでは、1 カ町が 1 つの山車番組、また複数町が

1 つの山車番組として 1 つか複数の山車を出したところもありました。現在

の氏子組織とは違うんですが、江戸時代の場合は氏子を「産子」と書くこと

が非常に多いわけですけれども、いずれにしても、49 の神田祭の山車構成

町が 36 本以上を出す。これが神田祭の山車のあり方です。

　附祭というのは、その 49 の山車構成町が移動式屋台とか、地走り踊りと

か、練り物を出す。これに対して、お雇い祭りというのは、町奉行が氏子以

外、つまり、江戸山王権現の氏子町とか、例えば、根津神社の氏子町とか、

麻布氷川神社の氏子町などに、あなたたちは神田明神の氏子町ではないけれ

ども、盛り上げるために費用の一部を援助するからお雇い祭りを出させるも

のです。つまり、神田明神の氏子町ではない江戸の町々が、内容的には附祭

のような出し物を出すというのがお雇い祭りです。

　文政 8 年（1825）の神田祭は、附祭とお雇い祭りの両方出ていましたが、

後者として様々な昔話のクライマックスの 1 コマを造形化した趣向を出しま

した。これを見事に描き切ったものが、国立国会図書館が所蔵する「神田明

神御祭礼御用御雇祭絵巻」（7）です。この第 5 巻が元大坂町（現在の中央区日

本橋人形町一丁目相当）で、この町は神田明神の氏子ではありません。この

神田祭に元大坂町は御雇祭りとして、乙姫、童子の人形等、竜宮城の作り物

を飾った 2 つの曳き物を中心とした行列（龍神管弦の学び）を出したのです。
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　この第 5 巻目の一番先頭は拍子木打から始まっています。『神田明神御祭

礼御用御雇祭絵巻』には『神田明神御用祭　踊子芸人名前書留』という帳面

が付属していて、行列に参加していた、10 代後半の町娘たちの名前と年齢

など、ほとんど全部の参加者が把握できます。この娘達は「鉄棒引」と書いて、

「かなぼうひき」、あるいは手古舞（てこまい）と言われる。山伏が持つよう

な錫杖の聖なる音で行列道を清めて祭礼行列をリードする。

　次に、上り竜、下り竜の旗です。

図 11　『神田明神御祭礼御用御雇祭絵巻』巻五（国立国会図書館所蔵）

拍子木打　鉄棒引（手古舞）

図 12　同　竜神管弦の学び　形名旗のような上り竜、下り竜
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　魚の作り物を笠の上につけています。上り竜、下り竜の旗で連想するのは、

朝鮮通信使節を先導する形名旗です。各地の都市祭礼では外交使節の行列を

真似て上り竜、下り竜の旗を仕立てて行列しました。

　なぜ竜宮城の一行がこういうものを持つのか。江戸時代は鎖国していたか

ら、異国のイメージを想像力で描いたという説もよくあるのですけれども、

このような異国の音、音色、見たこともないような異界・異国のイメージを「竜

神管弦の学び」に仕立てました。唐人囃子の楽人たちにサンゴの作り物と波

模様の長柄傘を差しかける人々、それぞれ波、竜宮、海底、異国をイメージ

させ、そのような音と形、仮装で行列をして、最後に竜宮城に続くというこ

とを企てたわけです。

　これは唐人笛です。この笛には竜頭の形もあります。

　その後ろは、単なるラッパという解釈もできるのですが、ズルナとか、テ

ピョンソと言われる朝鮮通信使節の人たちが必ず吹いた管楽器、日本でいう

とチャルメラに当たります。現在も 7 月の第 2 日曜日、神奈川県江ノ島で行

われる天王祭でも唐人・竜神囃子としてチャルメラが奏されます。このチャ

ルメラというのは、舌の上に人工の舌状具をのせて音源とし、さらに管楽器

を吹くダブル・リードという奏法です。

　このダブル・リードは、タイ式ボクシングの試合前、ボクサーがリングに

図 13　同　竜神管弦の学び　唐人笛・チャルメラ
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上がる前に、まずこのダブル・リードの音楽で戦意を高揚させる若干のパ

フォーマンスがあって、リングに上がる。

　ダブル・リード楽器は中国、朝鮮半島はもとより、西はトルコ、中近東、

あるいはヨーロッパの東部に至るまで、ユーラシア大陸に広域に分布してい

ます。祭りや結婚式、葬式の通過儀礼などの音楽として用いられています。

ダブル・リード楽器というのは非常に広範に用いられているにもかかわらず、

日本に入ってきた著名なものは、夜泣きそばの客寄せのチャルメラか、雅楽

の篳篥だけです。

　音楽史の研究者は、日本人の音色としては、ナチュラルな音色が好まれた、

チャルメラみたいなものは、何か日本人のナチュラル感覚にとっては、人

工的なノイズに聴こえたのではないかと考えており、あまり受け入れられな

かったのではないかとしています。

　近世には唐人あめ売りという、大道物売り（芸人）はチャルメラを吹いて

いたのですけれども、それも唐人の格好をして、異国の甘い味をイメージし

ていた。そして、篳篥は、雅楽の楽器の一つとして大陸から来たという出自

で、夜泣きそばも事実は別として、中国渡来のイメージがある。

　絵巻に見えるこのダブル・リードの楽器は、ほんとうに吹かれて音を出し

ていたかどうかわからないんです。非常に大勢の人たちの喧騒の中の行列な

ので、チャルメラの音が周りに響いていたのかはわからない。ダブル・リー

ドは音を出すのが結構難しいので、私は、これすらも作り物で、「視られたチャ

ルメラ」かなと。つまり、パフォーマンスとしての「異国の表象」なんじゃ

ないか。

　この団扇太鼓にしても、10 月 12 日を中心に行われる日蓮宗のお会式のと

きの「てんてけつく　てけどんどん」と打つような団扇太鼓と違って、やは

り造形的にも「異国の表象」的なものがあります。
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図 14　同　団扇太鼓

　図 15 の釣り太鼓にも竜が付きます。笠に付いているのはエビです。

図 15　同　釣太鼓

　花笠に造花をつけた警固の人たち、腰の一本差しはイミテーションだと思

います。杖をついた町人の警固だと思います。
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図 17　同　竜宮城の乙姫と奴

　図 17 の先頭に竜宮城の乙姫様があらわれていますが、その後ろには隈取

をして、肉襦袢を着た「奴」がいきなりあらわれる。歌舞伎などで見る「奴凧」

振りですね。「奴凧」が海底に出てくるのは凧と蛸のしゃれでしょう。その

次は床几持ちですね。

図 16　同　町人の警固
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　これが、荷茶屋とか、荷ない茶屋と言われるものです。

　神田祭の場合は、現在は隔年の 5 月に神幸祭が行われ、次は来年 5 月連休の

次の土曜日が神幸祭に当たります。江戸時代は、旧暦の 9 月 15 日に行われて

いて、現在の季節感覚だと 10 月下旬から 11 月の初旬にかけてですから、寒い

年だともう初冬にあたります。江戸時代後期はもっと寒かったので、元大坂町

が出した荷ない茶屋は風炉を用意し白湯、あるいは抹茶を振る舞ったようです。

図 18　同　荷ない茶屋

図 19　同　竜宮乙姫の曳物の曳き手

　ここからが、竜宮城曳き物の曳き手です。お揃いの半纏などを着ています。
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図 20　同　竜宮乙姫の曳物

　これが竜王の娘、竜女（乙姫）様です。先ほどは人間の女性の仮装、こち

らが作り物の人形です。大波が押し寄せる造形の中、岩組の上、松の下に、

侍女にかしずかれて、唐団扇と飾り物を差しかけられ、威儀具が掲げられる。

波模様の幕が描かれ、この中で竜女様が存在感を示している。

　行列最後に不老門という中国の楼閣風の門、竜宮城の曳物があらわれてま

いりました。元大坂町の人たちが雇った人夫、あるいは元大坂町人自身が曳

いているものかもしれません。作り物の波の表現が非常に豊かで、ここに蛸

や魚がみえます。そして、ここに猿、サンゴなどが見えます。猿に注目して

いただきたいと思います。

163

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   24 2017/02/21   20:22:18



描かれた近世の祭礼 （ 25 ）  000      

図 21　同　竜宮城の曳物

　猿は薬壺みたいなものをうやうやしく持っている。私は、この図像は猿が

竜宮城の竜王、あるいは病気の娘─竜女、乙姫に、自分の生き肝を献上し

ようとしている姿なのではないかと思っています。

図 22　同　壺を持つ猿

　最後の荷ない茶屋にも風炉があり、長持の弁当と茶のサービスをする。町

方が出す附祭、お雇い祭りや山車は、神田明神から江戸城内へ入り、基本的

に現在の日銀のところの常盤橋御門を出ると解散します。残った 2 基の神輿

は現在の中央区などの氏子地を隈なく渡御して、夜、神田明神に還る。
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　・神田祭に「猿の生き肝」

　竜宮城の曳物の蛸の隣で、猿が壺のようなものを持っています。

　実は、都市と祭礼研究会編として岩田書院から出した『江戸天下祭絵巻の

世界』（8）という本の中で、私がこの部分の絵解きを担当したのですが、これ

が何なのかわからなかった。

　しかし、「猿の生き肝、クラゲの骨なし」という昔話を造形化したものと

今は考えております（西岡陽子氏御教示）。実はこの猿の生き肝というのは、

國學院大学ご出身の口承文芸研究で非常に注目される研究者、現在高千穂大

学教授の立石展大氏が、日中民間説話の比較研究の中でも触れられています。

　立石氏は、北海道から沖縄まで日本全国 145 話の同種の譚を分析しました。

大筋は以下です。

　　 竜宮の乙姫が病気になる。治すには生きている猿を殺して、すぐに肝を

取って食すことが必要とされた。使者として亀が猿を竜宮に連れてくる

ことになる。陸へ探しにいった亀は、猿を見つけて、竜宮へ招待すると言っ

て、浦島太郎よろしく、背中に乗せる。猿をだまして竜宮に連れてくる。

図 23　同　荷ない茶屋
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ところが、竜宮に着くと、クラゲが、実はおまえは肝を取られに来たのだ

とうっかり猿にしゃべってしまう。それを聞いた猿は、肝を家に忘れてき

たと言って、亀とともに肝をとりに戻る。猿は陸に着くやいなや逃げてし

まう。亀は仕方なく竜宮に戻り、クラゲは余計なことを言ったので、竜宮

の住人たちからたたかれて骨が砕け、今のような姿になったという（9）。

　最後は現在のクラゲの姿形の説明譚になっているわけです。

　立石氏は、上記のような姿形の由来を解く話が、145 のうち 123 話も占め、

クラゲ、亀、タコが多いとする。肝を狙う使者としては、亀、クラゲが多い

ことを指摘しています。そして、竜宮や海の神などが登場する話が、その中

にほとんど含まれている。『今昔物語集』巻 5「亀、為猿被謀語　第二十五」

には動物の姿形由来や、竜宮が全く出てこない。つまり、口承文芸の世界は、

文献に見られる話から随分離れてしまって、舞台を竜宮に移しています。

　昔話と同じような筋が文献で確認できるのは 16 世紀の終わり頃です。國

學院大学出身で、学習院女子大学の徳田和夫氏の研究によりますと、室町の

終わり成立の『月菴酔醒記』には竜宮城も動物姿形の由来も出てくる（10）。こ

ういう話が日本国内に口承文芸として語られ、それが記録化されております。

　また、猿の肝は中世末までは民間薬として非常に珍重され、食べる習俗が

ありました。江戸時代にも猿の生き肝の話が赤本などに出ているのですが、近

世初頭に中国から『本草綱目』が伝来しまして、熊の胆のほうが喧伝されて以降、

一気に猿の人気がなくなり、効用とか、薬効の信頼性が落ちていった。

　そして、立石氏によりますと、猿の生き肝譚の骨格は既に釈迦の前生譚で

あるジャータカの「鰐本生」、「猿本生」にみえるそうですから、紀元前 3 世

紀の中頃から既に骨格が見られ、それが 4 世紀頃にインドの説話集として展

開している。中国に入りますと、経典（『六度集経』）として 3 世紀には猿の

生き肝譚があります。

　このような文献が日本の平安時代の説話集、『今昔物語集』天竺の部に入っ

てきました。そこでは海に住む亀の夫婦が登場し、妊娠した妻が安産のため
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に猿の生き肝を食べたくなり、夫をそそのかして、猿を取りに行ってくれと

頼む。夫亀は家に招待すると言ってだまして、猿を背中に乗せて海に出るが、

途中でうっかり真実を話してしまう。そこで猿は肝はいつも自宅の庭の木に

かけて干してあるとだまして、とりに戻る。猿は陸に着くやいなや木に登っ

て、亀に向かって「身から離れて肝はなし」と言い放った。このような話な

のですが、基本的には竜宮や動物の姿形由来譚というものはありません。

　そこで次に、文献資料と口承文芸の相違はどこなのかということです。文

献資料では竜宮譚はなく、口承文芸の結末は、失敗した使者、うっかりしゃ

べってしまった使者、あるいは竜宮のクラゲなどの姿形由来譚になっていま

すが、文献資料では姿形由来譚はありません。

　立石氏以前の研究によると、中国から日本にまず文献資料が伝わった、そ

して、猿の生き肝譚が日本の口承文芸の世界で伝承されていくうちに、文献

から口承へ現在の形に展開したのではないかと言う。それに対し、立石氏は

文献による伝播とは別の東シナ海を挟んだ広域な地域交流の中で、中国沿岸

部より、口承による日本伝播の道筋があったのではないかと考えています。

　中国にも口承文芸としてこの話が広がっていますが、立石氏は山地型と海

洋型に分類し、海洋型には竜宮、もしくはそれに準ずるものが舞台として登

場するという。そして、猿や兎の肝を狙う理由は竜王、その王女の病を治す

ためで、話の結末に亀やクラゲの姿形、生態の由来譚がつく。

　山地型にはこういう譚は一切なく、先ほどのインド、中国、あるいは『今

昔物語集』のような話であります。中国山地型はインドの話と内容が似て

おり、海洋型よりも先行して語られていた。そして、内陸部より沿岸部へと

伝播するうちに、海辺で竜宮譚などがつけ加わっていき、それが文化的交流

の中で日本へ伝播した。海洋民、漁師などの交流の中で日本に伝わった。

　そして、今ご覧いただきました神田祭の中で、失敗した蛸が猿の横で仕打

ちの仕置きによって、現在の姿、形になってしまったという説明譚、つまり、

竜宮城で八つ裂きにされて、足が 8 本になったという説明譚がついたのでは

ないか。
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　他の話でも、クラゲの場合は、失敗の罪を竜王に責められて、打たれて骨

なしにされた。だから、「クラゲの骨なし」という口承文芸が多いわけなの

ですけれども、皮をはがれて、骨を抜かれてグニャグニャにされた。猿が「ク

ラゲ憎し」と、松の木の上で憎まれ口をきき、陸まではい上がってきたクラ

ゲは、猿の尻尾を引っ張り、猿は木にしがみついたので、尻尾が切れて短く

なり、尻が真っ赤になったという説明譚になっております。

　これらは油断禁物という教訓譚でもあります。内臓というものは、体の内

部から自由に取り出せないということを知らない猿以外の他の浅知恵に対し

て、猿の知的優位を説くという視点であると言えるかもしれません。

　祭りにおいて、猿が自分の生き肝を自ら献上することによって、薬効を顕

示し、乙姫様は病気が治って、行列で元気な姿を見せているという祭りなら

ではの霊験譚、めでたい話になる。実際の娘さんが乙姫の仮装行列をして、

次に作り物の乙姫人形が続き、最後に竜宮城の曳物を作り、猿の生き肝譚が

そこに結びつけられたのではないか、と考えます。なお、日本の口承文芸の

中では関敬吾氏と稲田浩二氏編の資料集（11）を参考にしました。

三、歌川国郷神田祭錦絵の資料性

　そして最後に、もう一つの神田祭の絵画についてお話します、歌川国郷の

錦絵（「神田大明神御祭礼図」国立歴史民俗博物館所蔵）の資料性について

です。この国郷という浮世絵師は、非常に多い国貞の弟子の一人で、彼は安

政 4 年（1857）、5 枚続きの神田祭の錦絵を版行して、その翌年、6 枚続きの

「山王様御祭礼図」の連作を版行したことが知られています。

　本日のお話は、それが実際に安政 4 年の神田祭を描いた作品かということ

になります。私は、安政 4 年の神田祭を描いた作例ではないと思います。

　例えば、『武江年表』によると同年の 9 月 15 日、神輿や山車は江戸城の中

に入ったが、附祭の踊りや練り物、お雇い太神楽や、こま回しは出なかった。

　つまり、嘉永 6 年、ペリー来航以来の内憂外患によって、神田祭どころで

はなく、安政江戸大地震もあり、以降、安政 6 年まで本格的な祭礼ができて
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いません。安政 6 年が最後の入城、将軍上覧になったということは、拙論

文（12）で書いています。国郷はそれ以前の「ある特定の年の神田祭」を描い

たのではなく、天保の改革以前の、「神田祭の本来のあるべき、あらまほし

き姿」を描いたのではないか。つまり、いくつかの神田祭の部分取りというか、

いいとこ取り、寄せ集めでその錦絵を描いたのではないか。36 本の山車の

形を分類すると、伝統的な大伝馬町の諫鼓鶏と南伝馬町の猿の「吹貫型」2、

「岩組型」1、「傘鉾型」18、「万灯（度）型」1、「二層櫓勾欄人形型（江戸型）」

3、「一本柱勾欄人形型」11 という構成です。

　京都の骨董商の柳孝氏が持っています 17 世紀の「江戸天下祭図屏風」（江

戸山王祭礼図屏風）には、山王祭で麹町が出した笠鉾が描かれています。こ

れは数人が担いでいる傘鉾型の出し物です。そういう形のものが『守貞漫稿』

の中に見えます。江戸の町では移動式の舞台（踊り屋台）は、人が乗る安定

性を保つ必要がありますので、基本的には4輪です。けれども、山車は2輪です。

アップダウンの起伏が非常に多く、氏子圏が非常に広い。山王祭は、「だだっ

広いが山王様よ」と謳われたように、広域を巡行しなければならない。加え

て人間が曳くには坂が多いということで、品川の牛町から牛を借りてきて、曳

かせました。

　そして、台車の真ん中の一本柱の上に傘鉾をつけて、一番上に例えば武蔵

野風景に見立てた月とススキを飾る、これを「武蔵野」といいます。そして、

牛の背中を染織品で覆ったりする。あるいは囃子方の上に幌様の覆いをかけ

るようにして一本柱のものから、最終的には江戸型山車と言われるものに展

開します。

　『守貞漫稿』を見ますと、真ん中に 2 層のやぐらを取りつけて、四方に幕

を回し、一番上に勾欄をつけて、屋根はなく露天で、主に能人形などを飾っ

ています。現在埼玉県の川越祭りなどは、基本的にこの形態ですけれども、

2 輪ではなく、4 輪にしております。坂が少ないということもあって牛曳き

ではなく、人が曳く形です。

　この江戸型山車と言われるものは、基本的には安政期頃、1850 年代頃か

157

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   30 2017/02/21   20:22:21



描かれた近世の祭礼 （ 31 ）  000      

ら見られますが、国郷の安政 4 年版「神田大明神御祭礼図」には江戸型山車

も 3 本入っているし、それ以前の山車も入っているので、いろいろな時代の

山車が混ざっているのではないかと思います。

　最後に「神田大明神御祭礼図」の絵解き解説をいたします。

　第一紙の⑥以前の行列として、第二紙下段①太鼓②御幣③榊木、及び第三

紙下段、④騎馬の社家、⑤剣鋒や猿田彦が続き、その後に第一紙⑥の町方（氏

子町）による山車と附祭が続くのである。番数字は 36 番の山車番組数である。

第一紙上段

⑥ 1 番、大傳馬町は鉄 ( かな ) 棒引（手古舞とも言う）・幟・大団扇が先導し、

二本柱の白い諫鼓鶏山車に吹貫を流している（山王祭は五彩の鶏）。手前

の太い柱は車軸から太鼓支えまで伸びており、左の細い柱は唐人が六角太

鼓をバチで打つためにつかまる柱らしい。事実だとすれば、非常に珍しい

詳細な描写である。太鼓には弥次郎兵衛風のバランス取りの玉が付いてお

り、牛 2 頭で曳く。

⑦ 2 番、南傳馬町は鉄棒引・幟・大団扇が先導する。一本柱の岩組笹に御幣

を担ぐ烏帽子猿山車に吹貫が流れる。唐人が鋲打太鼓を打ち、バランス取

りの玉は⑥と同様。牛が 1 頭で曳き、車輪の模様は⑥と同様である。

第一紙中段

⑧ 長持 2 棹、3 番、旅篭町一丁目は提灯持が先導する。2 層櫓人形の江戸型

山車に見えるが、車軸中心より立てた一本柱が勾欄と人形まで貫通する構

造であろう。勾欄四周には、「神田　旅篭町」とある上部幕と下部幕が垂

れており、幕内の一本柱の四隅には櫓（枠）はないと思われる。翁能人形

の囃子は雅楽の大太鼓（だだいこ）みたいであり、牛 1 頭が曳く。

⑨ 4 番、旅篭町二丁目は囃子方の後に傘鉾が見える一本柱傘鉾であり、上に

額が付く。和布刈能人形の足元より波形と流れ落ちる水の造形。多くの山

車が右斜め向きで描かれているが、⑨などいくつかは正面向きである。囃
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子方の頭上には提灯から装飾的日覆いが掛けられている。牛 1 頭が曳く。

⑩ 5 番、鍋町は一本柱傘鉾上に四面額（万灯カ）、竜頭宝船、帆の上には宝珠、

波形と流れ落ちる水の造形。囃子方には日覆い、山車後方には前方とバラ

ンスを取るために酒薦樽が置かれている。牛 1 頭が曳く。

第一紙下段

⑪ 6 番、通新石町は⑧と同様、一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろ

う。鏡を持った歳徳神、牛 1 頭が曳く。

⑫ 7 番、須田町一丁目は一本柱傘鉾の上に四面額（万灯カ）、造花の枝垂れ、

岩組笹と住吉明神に松と梅（松竹梅）の山車、囃子方に日覆い、山車後方

には酒薦樽が置かれている。牛 1 頭が曳く。

⑬ 8 番、須田町二丁目は一・二層間と二層上の勾欄が付いた二層櫓勾欄人形

山車であり、関羽人形、牛 1 頭が曳く。二層目の幕には孔雀が描かれている。

第二紙上段

⑭ 9 番、蓮（連）雀町は附祭の朱傘の地走り踊が先導しているが、これが同

町の附祭であるか不明である。山車は当町のみ巨大な岩組形であり、囃子

座が設けられていない。囃子がないことは想定できないので、恐らく周り

での徒囃子であったものと思われる。熊坂長範人形の周辺には笹や松もあ

り、牛 1 頭が曳く。

⑮ 10 番、三河町一丁目も⑭と同様、地走り踊が先導し、一本柱が勾欄と人

形を貫通する構造であろう。僧正坊（大天狗）牛若丸人形山車を牛が曳く

のであろうが、牛は休憩中か放たれている。

⑯第四紙下段の 2 基の神輿がこの位置（10 番と 11 番の間）で渡御する。

⑰ 11 番、豊嶋・湯嶋・金沢町は一本柱傘鉾上に、正面額（万灯カ）、岩組に

武蔵野蝶、水が流れ落ちる造形、牛 1 頭が曳く。

155

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   32 2017/02/21   20:22:21



描かれた近世の祭礼 （ 33 ）  000      

第二段中段

⑱ 12 番、岩井町は提灯が先導し、一本柱が勾欄と人形を貫通する構造。菊

慈童能人形、牛 1 頭が曳く。

⑲ 13 番、橋本町一丁目は一本柱傘鉾上に、二見ヶ浦に日の出と巨大な蛸、

流れ落ちる水の造形、囃子方に日覆いが掛けられ、牛 1 頭が曳く。右の担

い茶屋の市松模様屋根には「一」とあるので、一丁目の担い茶屋である。

⑳14 番、橋本町二丁目は二層櫓勾欄人形山車、乙姫人形山車を牛 1 頭が曳く。

第二紙下段

� 15 番、佐久間町一・二丁目は一本柱傘鉾上に、岩組笹に素盞嗚命と松、

流れ落ちる水の造形、囃子方に日覆い、牛 1 頭が曳く。

� 担当町は不明であるが附祭の唄方・鉄棒引・踊屋台。踊屋台には車がない

ので担ぐのであろう。舞台上では女の役者が立ち、左に座る男役者が二人

出演している。

①太鼓、②御幣、③榊木は祭礼行列全体を先導する。

第三紙上段

� 16 番、佐久間町一・二丁目は同三・四丁目の誤りであろう。同町と冨松町（三

丁目四丁目）が第十六山車番組を構成している。鉄棒引・大団扇が先導し、

一本柱傘鉾上に四面額（万灯カ）、岩組、石台に牡丹蝶、造花枝垂れ、山

車後方には酒薦樽が見える。牛 1 頭が曳く。

� 17 番、久右衛門町一・二丁目は鉄棒引が立ち、一本柱傘鉾上に松に蓑亀

の蓬莱、波形と流れ落ちる水の造形、囃子方に日覆い、山車後方には酒薦

樽二つが見える。牛 1 頭が曳く。

�町家ではない仮設の桟敷席であろう。

第三紙中段

� 18 番、多町一丁目は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、岩組笹に石台、稲穂蝶、

154

【公開学術講演会】福原敏男先生.indd   33 2017/02/21   20:22:21



000  （ 34 ）

造花枝垂れ、牛 1 頭が曳く。

� 19 番、多町二丁目は一本柱傘鉾上に四面額（万灯カ）、岩組笹に松、釼と

唐冠で鍾馗を表している。流れ落ちる水の造形、囃子方に日覆い、山車後

方には酒薦樽二つが見える。牛 1 頭が曳く。

� 「松井原（源）水」の独楽廻しは行列においてこの位置かは不明。雇われ

た専業芸能者。

� 20 番、永冨町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。竜神能

人形に、波形、流れ落ちる水の造形、囃子方に日覆い、牛 1 頭が曳く。

第三紙下段

④騎馬の社家、行列を先導する。

� 21 番（竪）大工町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。棟

上人形、囃子方に日覆い、手踊りは虎か猫面を付け、牛 1 頭が曳く。

⑤剣鉾と猿田彦

� 22 番、蝋燭町・関口町は一本柱傘鉾上に四面額（万灯カ）、造花枝垂れ、

岩組笹に角樽・盃と松、囃子方に日覆い、山車後方には酒薦樽が見える。

牛 1 頭が曳く。

� 23 番、明神下西町は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、造花枝垂れ、岩組笹に

牡丹蝶、牛 1 頭が曳く。

第四紙上段

� 24 番、新銀町は一本柱に分銅形万灯「新銀」の唯一の万灯（万度）型、

流れ落ちる水の造形、岩組に鶴岡八幡宮放生会放鳥（籠）、鳥居に「八宮」

額、山車後方には酒薦樽二つが見える。牛一頭が曳く。

� 25 番か、26 番を附祭の地走り踊が先導する。25 番新石町は一本柱傘上に

額（万灯カ）、岩組に牡丹蝶、造花枝垂れ、牛 1 頭が曳く。

�  26 番新革屋町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。弁才天

山車を牛 1 頭が曳く。
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第四紙中段

� 27 番、鍛冶町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。小鍛冶

能人形山車を牛 1 頭が曳く。

� 28 番、元乗物町は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、佐々木四郎人形、波形と

流れ落ちる水の造形、牛 1 頭が曳く。

� 29 番、横大工町は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、岩組に武蔵野蝶、流れ落

ちる水の造形、牛 1 頭が曳く。

�仮設の「年番町出シコ屋」、前に酒薦樽

第四紙下段

� 太神楽（万度御幣・籠鞠・神楽獅子屋台等）神田祭の場合、本材木町一〜

四丁目・弥左衛門町・新肴町の負担によることが多い。

⑯第四紙⑯の位置で渡御する一之宮・二之宮神輿

� 30 番、雉子町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。町名に

因む白雉子山車、囃子方は大太鼓を打つ。牛 2 頭が曳く。

第五紙上段

�太神楽獅子頭屋台、恐らく柵により往来留めの見物客

� 31 番、三河町四丁目は大団扇と鉄棒引が先導する。一層と二層間が勾欄

か否か微妙であるものの、恐らく二層櫓勾欄人形山車（江戸型）であろう。

宝珠を手にした武内宿祢人形、囃子方に日覆い、牛 2 頭が曳く。

�積み物上には造り物の懸（掛）け鯛と提灯飾り

� 32 番、（明神下）御台所町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろ

う。石橋能人形山車を牛一頭が曳く。

第五紙中段

� 33 番、皆川町二・三丁目は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、岩組に唐風楼門

と松、波形と流れ落ちる水の造形、牛 1 頭が曳く。
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�附祭担当町は不明であるが、「雪月花」の内、「雪」、地走り踊と底抜け屋台

�祭礼番付売り二人

� 34 番、塗師町は大団扇が先導し、一本柱傘鉾上に造花枝垂れ、勾欄に猩々

能人形、囃子方に日覆い、山車の後方に酒薦樽が見える。牛 2 頭が曳く。

第五紙下段

� 35 番、白壁町は一本柱傘鉾上に額（万灯カ）、岩組に鯛釣り恵比寿と松、

流れ落ちる水の造形、山車の後方に酒薦樽が見える。牛 1 頭が曳く。

�担当町が不明の附祭の地走り踊

� 36 番、松田町は一本柱が勾欄と人形まで貫通する構造であろう。頼義人

形山車を牛 1 頭が曳く。

　最後に祭礼大幟に版元の情報が記されている。「奉献神田大明神御祭禮　

氏子町」の下に版元の「金松堂　辻文　はん（版・板）」。

おわりに

　現在、國學院大學博物館の企画展「祭礼行列　渡る神と人」に展示されて

いる『つしま祭』絵巻を皮切りに、近世の絵画資料を読み込むに当たって、

今回の場合は、美術的な表現という視点は一切排除しまして、記録画かどう

か、当時の状況がどれだけ反映されているかという視点で、歴史民俗学の視

点からお話しさせていただきました。
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図 24　歌川国郷「神田大明神御祭礼図」（国立歴史民俗博物館所蔵）第一紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（丸番号は福原が付した）
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図 25　同　第二紙
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図 26　同　第三紙
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図 27　同　第四紙
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図 28　同　第五紙
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